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上空から見た芝原遺跡





序　　文

　この報告書は，万之瀬川の河川改修事業に伴って，平成１１年度から平成１６年度に

かけて実施した南さつま市金峰町に所在する芝原遺跡の発掘調査の記録（縄文時代

遺構編）です。

　芝原遺跡では，縄文時代中・後期の遺構・遺物をはじめ，複数の時代にわたる生

活跡が発見されました。中でも，これまで県内でも報告例の少ない縄文時代中期の

竪穴状遺構が検出されたこと，また，この竪穴状遺構から漁労具の一種である鋸歯

尖頭器が出土したことは注目されます。

　また，本改修事業に伴う一連の発掘調査における持躰松遺跡や上水流遺跡の報告

書が既に発行され，多くの重要な情報を私たちにもたらしてくれました。さらに，

当遺跡の周辺には，縄文時代から古代・中世の遺跡が数多く所在しており，この地

域は考古学的にも注目を集めている地域でもあります。

　本報告書が，県民の皆様をはじめとする多くの方々に活用され，埋蔵文化財に対

する関心とご理解をいただくとともに，文化財の普及・啓発の一助となれば幸いで

す。

　なお，縄文時代遺物（土器）編，縄文時代遺物（石器）編，弥生・古墳時代編，

古代から中世編については，今後計画的に報告書を刊行する予定です。

　最後に，調査にあたりご協力いただいた南薩地域振興局建設部（旧伊集院土木事

務所），南さつま市教育委員会，関係各機関及び発掘調査に従事された地域の方々

に厚くお礼申し上げます。

　

　平成２２年３月

                          鹿児島県立埋蔵文化財センター

所　長　　山　下　吉　美
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所収遺跡名 種　　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

芝原遺跡 集落跡 縄文時代
　　中期中葉

竪穴状遺構２基
土坑１基

春日式土器・石鏃・
鋸歯尖頭器・鋸歯縁
石器・石匙・スクレ
イパー・擦切石器・
石皿・磨石

竪穴状遺構から，
鋸歯尖頭器が出
土した。

縄文時代
　中期後葉
　　　～後期

竪穴状遺構３基
埋設土器５基
土坑２９２基
集石5７基
ピット３8３基
焼土５基
石皿集積１基
落ち込み状遺構
 １６か所

阿高式土器・南福寺
式土器・出水式土器・
岩崎式系土器・指宿
式土器・市来式系土
器・ 土 製 品・ 石 鏃・
鋸歯尖頭器・石匙・
スクレイパー・楔形
石器・石錐・磨製石
斧・打製石斧・礫器・
擦切石器

遺跡の概要

　芝原遺跡では，縄文時代中期から近世にかけての遺構・遺物が発見されている。今
回の報告は，縄文時代の遺構編である。
　縄文時代中期では，春日式土器をともなう竪穴状遺構が２基と土坑１基が検出され
ている。縄文時代中期の竪穴状遺構は検出例が少なく注目される。また，竪穴状遺構
からは，漁労具であると考えられている鋸歯尖頭器（組合せ銛の先端部）が３点出土
している。縄文時代後期の遺跡から出土する例はあるが，縄文時代中期の遺構から出
土したことは注目される。
　縄文時代中期後葉から後期では，竪穴状遺構３基をはじめ，集石や土坑，ピットな
どが多数検出され，一定期間，人々が生活していた様子がうかがえる。



芝原遺跡の位置図　（１／ 50,000）



例　　　　言

１　本書は，中小河川改修事業（万之瀬川）に伴う芝原遺跡の発掘調査報告書である。
２　本遺跡は，鹿児島県南さつま市金峰町（旧日置郡金峰町）宮崎に所在する。
３　発掘調査及び報告書作成（整理作業）は，県土木部河川課から鹿児島県教育委員会が依頼を受

け，鹿児島県立埋蔵文化財センターが担当した。
４　発掘調査は，平成１１年１０月１5日～平成１２年３月２２日，平成１２年４月２４日～平成１３年１月２5日，

平成１３年５月７日～平成１４年３月１９日，平成１４年５月７日～平成１5年３月２０日，平成１5年５月６
日～平成１６年３月２２日，平成１６年５月１４日～平成１６年７月２１日にかけて実施し，整理作業・報告
書作成は平成１７年度・平成１8年度・平成１９年度・平成２０年度・平成２１年度に実施した。

５　遺物番号は，各時代の遺構種類ごとの通し番号とし，本文・挿図・表・図版の番号は一致する。
６　挿図の縮尺は，各図面に示した。
７　本書で用いたレベル数値は，県土木部が提示した工事計画図面に基づく海抜絶対高である。
８　発掘調査における図面の作成，写真の撮影は，各年度の調査担当者が行った。空中写真撮影は，

有限会社ふじた，有限会社スカイサーベイ九州に委託した。
９　遺構実測図のトレースは職員が担当し，溝口学・黒川忠広が監修した。
１０　土器の実測は，整理作業員の協力を得て，浄書は溝口・黒川が行った。
１１　石器の実測・トレースの一部は，整理作業員の協力を得て，溝口・黒川が行い，一部は株式会

社埋蔵文化財サポートシステム，株式会社九州文化財研究所，株式会社アイシン精機，株式会社
大成エンジニアリング，株式会社パスコに委託し，監修は，溝口・東郷克利・廣栄次・黒川・上
床真が行った。

１２　自然科学分析は，株式会社パリノ・サーヴェイ，株式会社パレオ・ラボに委託した。また，国
立歴史民俗博物館・年代測定研究グループ，総合研究大学院大学文化科学研究科渋谷綾子氏に玉
稿を賜った。

１３　遺物の写真撮影は，吉岡康弘が行った。
１４　本書の執筆並びに編集は溝口が担当し，執筆の分担は次のとおりである。
　　　第１章～第４章　…………………………………………………………………　溝口　　学
　　　第５章　……………………………………………………………………………　各文頭に記載
　　　第６章　第１節～第３節　………………………………………………………　溝口　　学
　　　　　　　第４節　…………………………………………………………………　上床　　真
１5　遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センターで保管し，展示・活用する予定である。なお，芝原遺

跡の遺物注記の略号は「ＳＨＢ」である。
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第１節　調査に至るまでの経緯
　鹿児島県教育委員会は，文化財の保護と活用を図るた
め，事業区域内における文化財の有無及びその取り扱い
について各開発関係機関との間で協議し，諸開発との調
整を図っている。
　この事前協議制に基づき，鹿児島県土木部河川課（以
下「県土木部」）は，中小河川改修事業（万之瀬川）の
日置郡金峰町内（現南さつま市）における事業計画実施
に先立って，対象地内における埋蔵文化財の有無につい
て，鹿児島県教育委員会文化課（現文化財課，以下「県
文化財課」）に照会した。これを受けて県文化財課，金
峰町教育委員会が平成５年度に分布調査を実施したとこ
ろ，事業区域内に万之瀬川川底遺跡，松ケ鼻遺跡，持躰
松遺跡，渡畑遺跡，芝原遺跡，上水流遺跡の６遺跡の所
在が判明した。この結果を受けて，県土木部・県文化財
課・鹿児島県立埋蔵文化財センター（以下「県立埋文セ
ンター」）の３者で協議した結果，対象地域内の遺跡の
範囲と性格を把握するために当該地域において確認調査
を実施することとし，芝原遺跡の調査は県立埋文セン
ターが担当した。
　確認調査は，平成１０年度に実施し，その結果，予定地
において４９,６００㎡の範囲に遺跡が残存していることが確
認された。これを受けて，再度３者で協議した結果，平
成１１年度から本調査を実施することとなった。本調査で
は，平成１１年度及び平成１２年度に築堤部分，平成１３年度
に新堤防と旧堤防の間，平成１４年度に新堤防と旧堤防の
間及び万之瀬橋橋脚部分，平成１５年度に橋梁部及び樋門
から新堤防の間，平成１６年度に前年度の調査未了部分を
調査した。
　整理作業は，平成１７年度から着手し，平成２１年度まで
実施した。なお，平成２２年度以降も継続して作業を実施
する計画である。

第２節　調査の組織
１　発掘調査

（１）　平成１１年度
　　　事 業 主 体　鹿児島県土木部河川課
　　　調 査 主 体　鹿児島県教育委員会
　　　企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課
　　　調 査 統 括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　　　所　　　　　　　　長　吉永　和人
　　　調 査 企 画　次 長 兼 総 務 課 長　黒木　友幸
　　　　　　　　　調 査 課 長　戸﨑　勝洋
　　　　　　　　　調 査 課 長 補 佐 兼　          
　　　　　　　　　第 一 調 査 係 長　新東　晃一
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事　中村　耕治

　　　調 査 担 当　文 化 財 主 事　安藤　　浩
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　西郷　吉郎
　　　　　　　　　文 化 財 研 究 員　栗林　文夫
　　　事 務 担 当　総 務 係 長　有村　　貢
　　　　　　　　　主　　　　　　　　事　溜池　佳子

（２）　平成１２年度
　　　事 業 主 体　鹿児島県土木部河川課
　　　調 査 主 体　鹿児島県教育委員会
　　　企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課
　　　調 査 統 括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　　　所　　　　　　　　長　井上　明文
　　　調 査 企 画　次 長 兼 総 務 課 長　黒木　友幸
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事
　　　　　　　　　兼 調 査 課 長　新東　晃一
　　　　　　　　　調 査 課 長 補 佐　立神　次郎
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事 兼
　　　　　　　　　第 一 調 査 係 長　青﨑　和憲
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事　中村　耕治
　　　調 査 担 当　文 化 財 研 究 員　栗林　文夫
　　　　　　　　　文 化 財 研 究 員　福永　修一
　　　　　　　　　文 化 財 調 査 員　橋口　　亘
　　　事 務 担 当　総 務 係 長　有村　　貢
　　　調 査 指 導　鹿 児 島 大 学 歯 学 部
　　　　　　　　　助　　　　　　　　手　竹中　正巳
　　　　　　　　　鹿児島大学埋蔵文化財調査室
　　　　　　　　　助　　　　　　　　手　中村　直子

（３）　平成１３年度
　　　事 業 主 体　鹿児島県土木部河川課
　　　調 査 主 体　鹿児島県教育委員会
　　　企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課
　　　調 査 統 括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　　　所　　　　　　　　長　井上　明文
　　　調 査 企 画　次 長 兼 総 務 課 長　黒木　友幸
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事
　　　　　　　　　兼 調 査 課 長　新東　晃一
　　　　　　　　　調 査 課 長 補 佐　立神　次郎
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事 兼
　　　　　　　　　第 一 調 査 係 長　青﨑　和憲
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事　中村　耕治
　　　調 査 担 当　文 化 財 研 究 員　栗林　文夫
　　　　　　　　　文 化 財 研 究 員　日髙　正人
　　　　　　　　　文 化 財 調 査 員　橋口　　亘
　　　事 務 担 当　総 務 係 長　前田　昭伸
　　　　　　　　　主　　　　　　　　査　今村孝一郎
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　　　調 査 指 導　鎌倉考古学研究所
　　　　　　　　　所　　　　　　　　員　馬淵　和雄
　　　　　　　　　鹿児島県立短期大学生活科学科
　　　　　　　　　助 教 授　揚村　　固
　　　　           　 鹿児島大学教育学部
　　　　　　　　　助 教 授　日隈　正守
　　　　　　　　　鹿 児 島 大 学 歯 学 部
　　　　　　　　　助　　　　　　　　手　竹中　正巳

（４）　平成１４年度
　　　事 業 主 体　鹿児島県土木部河川課
　　　調 査 主 体　鹿児島県教育委員会
　　　企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課
　　　調 査 統 括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　　　所　　　　　　　　長　井上　明文
　　　調 査 企 画　次 長 兼 総 務 課 長　田中　文雄
　　　　　　　　　調 査 課 長　新東　晃一
　　　　　　　　　調 査 課 長 補 佐　立神　次郎
　　　　　　　　　主任文化財主事兼
　　　　　　　　　第 一 調 査 係 長　池畑　耕一
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事　中村　耕治
　　　調 査 担 当　文 化 財 主 事　中村　和美
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　日髙　正人
　　　　　　　　　文 化 財 研 究 員　最上　優子
　　　　　　　　　文 化 財 調 査 員　橋口　　亘
　　　　　　　　　文 化 財 調 査 員　松田　朝由
　　　事 務 担 当　総 務 係 長　前田　昭信
　　　　　　　　　主　　　　　　　　査　脇田　清幸
　　　調 査 指 導　株 式 会 社 九 州
　　　　　　　　　テ ク ノ リ サ ー チ　大澤　正己
　　　　　　　　　鹿 児 島 大 学 歯 学 部
　　　　　　　　　助　　　　　　　　手　竹中　正巳

（５）　平成１５年度
　　　事 業 主 体　鹿児島県土木部河川課
　　　調 査 主 体　鹿児島県教育委員会
　　　企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課
　　　調 査 統 括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　　　所　　　　　　　　長　木原　俊孝
　　　調 査 企 画　次 長 兼 総 務 課 長　田中　文雄
　　　　　　　　　調 査 課 長　新東　晃一
　　　　　　　　　調 査 課 長 補 佐　立神　次郎
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事 兼
　　　　　　　　　第 一 調 査 係 長　池畑　耕一
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事　中村　耕治
　　　調 査 担 当　文 化 財 主 事　湯之　前尚
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　日髙　正人
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　富山　孝一

　　　事 務 担 当　総 務 係 長　平野　浩二
　　　調 査 指 導　広 島 大 学 文 学 部
　　　　　　　　　教　　　　　　　　授　加瀬　正利
　　　　　　　　　西 南 学 院 大 学
　　　　　　　　　教　　　　　　　　授　髙倉　洋彰

（６）　平成１６年度
　　　事 業 主 体　鹿児島県土木部河川課
　　　調 査 主 体　鹿児島県教育委員会
　　　企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課
　　　調 査 統 括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　　　所　　　　　　　　長　木原　俊孝
　　　調 査 企 画　次 長 兼 総 務 課 長　賞雅　彰
　　　　　　　　　調 査 課 長　新東　晃一
　　　　　　　　　調 査 課 長 補 佐　立神　次郎
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事 兼
　　　　　　　　　第 二 調 査 係 長　彌栄　久志
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事　長野　眞一
　　　調 査 担 当　文 化 財 主 事　抜水　茂樹
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　富山　孝一
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　黒川　忠広
　　　　　　　　　文 化 財 研 究 員　上床　　真
　　　事 務 担 当　総 務 係 長　平野　浩二

２　報告書作成
（１）　平成１７年度
　　　事 業 主 体　鹿児島県土木部河川課
　　　作 成 主 体　鹿児島県教育委員会
　　　企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課
　　　作 成 統 括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　　　所　　　　　　　　長　上今　常雄
　　　作 成 企 画　次 長 兼 総 務 課 長　有川  昭人
　　　　　　　　　次長兼調査第一課長　新東　晃一
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事 兼
　　　　　　　　　調査第一課第二調査係長　長野　眞一
　　　作 成 担 当　文 化 財 主 事　東郷　克利
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　富山　孝一
                  　　　文 化 財 主 事　廣　　栄次 
　　　事 務 担 当　主 幹 兼 総 務 係 長　平野　浩二

（２）　平成１８年度
　　　事 業 主 体　鹿児島県土木部河川課
　　　作 成 主 体　鹿児島県教育委員会
　　　企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課
　　　作 成 統 括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　　　所　　　　　　　　長　上今　常雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （７月まで）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮原　景信
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （８月から）
　　　作 成 企 画　次 長 兼 総 務 課 長　有川  昭人
　　　　　　　　　次 　 　 　 　 　 長　新東　晃一
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事 兼
　　　　　　　　　調 査 第 一 課 長　池畑　耕一
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事 兼
　　　　　　　　　調査第一課第二調査係長　中村　耕治
　　　作 成 担 当　主 任 文 化 財 主 事　繁昌　正幸
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　東郷　克利
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　抜水　茂樹
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　富山　孝一
                  　　　文 化 財 主 事　廣　　栄次
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　黒川　忠広
　　　　　　　　　文 化 財 研 究 員　上床　　真
　　　事 務 担 当　総 務 係 長　寄井田正秀

（３）　平成１９年度
　　　事 業 主 体　鹿児島県土木部河川課
　　　作 成 主 体　鹿児島県教育委員会
　　　企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課
　　　作 成 統 括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　　　所　　　　　　　　長　宮原　景信
　　　作 成 企 画　次 長 兼 総 務 課 長　平山　　章
　　　　　　　　　次　　　　　　　　長　新東　晃一
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事 兼
　　　　　　　　　調 査 第 一 課 長　池畑　耕一
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事 兼
　　　　　　　　　調査第一課第二調査係長　中村　耕治
　　　作 成 担 当　文 化 財 主 事　溝口　　学
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　東郷　克利
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　森　　雄二
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　抜水　茂樹
                  　　　文 化 財 主 事　富山　孝一
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　黒川　忠広
　　　　　　　　　文 化 財 研 究 員　上床　　真
　　　事 務 担 当　総 務 係 長　寄井田正秀

（４）　平成２０年度
　　　事 業 主 体　鹿児島県土木部河川課
　　　作 成 主 体　鹿児島県教育委員会
　　　企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課
　　　作 成 総 括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　　　所　　　　　　　　長　宮原　景信
　　　作 成 企 画　次 長 兼 総 務 課 長　平山　　章
　　　　　　　　　次　　　　　　　　長　池畑　耕一
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事 兼
　　　　　　　　　調 査 第 一 課 長　青﨑　和憲
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事 兼

　　　　　　　　　調査第一課第二調査係長　井ノ上秀文
　　　作 成 担 当　文 化 財 主 事　溝口　　学
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　佐藤　義明
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　木之下悦郎
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　黒川　忠広
　　　　　　　　　文 化 財 研 究 員　上床　　真
　　　事 務 担 当　総 務 係 長　紙屋　伸一

（５）　平成２１年度
　　　事 業 主 体　鹿児島県土木部河川課
　　　作 成 主 体　鹿児島県教育委員会
　　　企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課
　　　作 成 統 括　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　　　　　所　　　　　　　　長　山下　吉美
　　　作 成 企 画　次 長 兼 総 務 課 長　齊藤　守重
　　　　　　　　　次　　　　　　　　長　青﨑　和憲
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事 兼
　　　　　　　　　調 査 第 一 課 長　中村　耕治
　　　　　　　　　主 任 文 化 財 主 事 兼
　　　　　　　　　調査第一課第二調査係長　宮田　栄二
　　　作 成 担 当　文 化 財 主 事　溝口　　学
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　小林　晋也
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　日高　勝博
　　　　　　　　　文 化 財 主 事　上床　　真
　　　事 務 担 当　総 務 係 長　紙屋　伸一
　　　　　　　　　主　　　　　　　　査　高崎　智博
　　　調 査 指 導　元福岡市文化財部長　山崎　純男
報告書作成指導委員会
　平成２１年１１月６日　次長ほか６名
報告書作成検討委員会
　平成２１年１１月１３日　所長ほか１０名

第３節　調査の経緯
　調査の経過については，調査日誌をもとに主な出来事
を月単位で記していきたい。

平成１１年度
（平成１１年１０月１５日～平成１２年３月２２日実働８３日）
〈１０月〉

　器材搬入。A ～ E－７～ １１区Ⅲ層掘り下げ。中
世の溝検出（B ～ C－８～ １０）中村耕治主任来跡（２０
日）。

〈１１月〉
　A・B－３～ １０区，C ～ E－４～６区Ⅲ層掘り下げ。
土抗，溝状遺構，竪穴建物検出。C－４区より白磁
碗出土。D－４区焼土内より青磁稜花皿の完形品出
土。宮下貴浩氏（金峰町教育委員会），永山修一氏

（ラ・サール学園）来跡（１日）。東正和氏（伊集院
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町教育委員会）来跡（５日）。
〈１２月〉

　C・D－１～３区Ⅲ層掘り下げ。A’～ C－１６ ～
２２区Ⅲ層上面検出。A’・A－２０区より掘立柱建物跡
検出。A－１８区より土坑墓検出。B・C－１８区より
鍛冶遺構検出。A’・A－２１・２２区Ⅲ層掘り下げ。前
迫氏（伊集院土木事務所）来跡（３日）。上田耕氏・
若松重弘氏（知覧町教育委員会）来跡（１５日）。

〈１月〉
　A ～ C－１１ ～ １６区Ⅲ層上面検出。A ～ C－１１ ～
１３区，B・C－１４・１５区，A ～ C－１６ ～ １８区Ⅲ層掘
り下げ。B・C－１３ ～ １５区より畠跡検出。空中写真
撮影（２７日）。寺師孝則氏（県文化財課）来跡（５日）。
吉永和人所長視察・青﨑和憲係長・宮田栄二氏・前
迫亮一氏・森田郁朗氏・三垣恵一氏（県立埋文セン
ター）来跡（１１日）。戸﨑勝洋氏（県文化財課）来
跡（１３日）。倉元良文氏（県文化財課）来跡（２４，２６，２８
日）。児玉健一郎氏（県文化財課）来跡（２５日）。

〈２月〉
　A ～ C－１７・１８区，A’～ C－１９ ～ ２２区Ⅲ層掘り
下げ。B・C－１１・１２区，A ～ C－１３ ～ １７区Ⅳ層掘
り下げ。D－１５区より炉跡検出。B・C－１３・１４区
よりⅤ層畠跡検出。東側調査区埋め戻し（７日）。
竹中正巳氏（鹿大歯学部助手）による土坑内人骨の
鑑定（１５日）。倉元氏（県文化財課）来跡（３日）。
倉元氏（県文化財課），徳田有希乃氏（南種子町教
育委員会）来跡（４日）。中村主任（県立埋文セン
ター）来跡（１０日）。藤崎光洋氏・横手浩二郎氏（県
立埋文センター）来跡（２２日）。

〈３月〉
　A ～ C－１４ ～ １６区，A－１７・１８区Ⅲ層掘り下げ。
A ～ C－１７ ～ １９区Ⅵ層掘り下げ。縄文後期，晩期
土器多数出土。横手氏（県立埋文センター）来跡（３
日）。竹中氏（鹿大歯学部助手）現地指導（７日）。
上村俊雄教授（鹿児島大学），山崎省一氏（県立埋
文センター）来跡（９日）。今釜氏（加治木総務事
務所）来跡（１０日）。永山氏（ラ・サール学園），中
村主任（県立埋文センター）来跡（１５日）。調査終
了（２２日）。

平成１２年度
（平成１２年４月２４日～平成１３年１月２５日）実働１０７日
〈４月〉

　器材搬入・オリエンテーション実施（２４日）。表
土の剥ぎ取り，Ⅲ層面検出。

〈５月〉
　A ～ C－２４ ～ ２９区Ⅲ層上面検出。溝状遺構，ピッ
ト，畝状遺構検出。A・B－２０ ～ ２４区Ⅲ層上面検出。

近世土坑墓２基検出（古銭有り）。A’～ C－１１ ～
２２区Ⅶ層検出。牛ノ濱修係長・菅牟田勉氏（県立埋
文センター），倉元氏（県文化財課）来跡（１日）。
馬籠亮道氏（県立埋文センター）来跡（１１日）。作
業員２３名合流（１５日）。井上所長視察・立神次郎課
長補佐・牛ノ濱係長・中村主任（県立埋文センター）
来跡（１７日）。池畑耕一氏（県文化財課）来跡（１８日）。
大浦町教育委員会文化財審議委員５名，倉元氏（県
文化財課）来跡（２３日）。青﨑係長・中村主任（県
立埋文センター）視察（２４日）。山本文雄課長（県
文化財課），中村主任（県立埋文センター）来跡（２５
日）。佐伯氏（伊集院土木事務所）他３名来跡（２５日）。

〈６月〉
　A’～ C－１９ ～ ２２区Ⅳ層掘り下げ。A・B－２２ ～
２６区Ⅲ層上面からピット，土坑，溝跡，掘立柱跡建
物跡検出。A’～ C－２１ ～ ２９区の空撮。A’～ B－２７
～ ２９区Ⅲ層掘り下げ。A・B－１１ ～ １７区のⅣ層掘
り下げ。 A’～ B－１５・１６区Ⅳ層上面から遺構検出。
中村主任（県立埋文センター）来跡（７日）。横手氏・
西吾意子氏（県立埋文センター）来跡（８日）。西
郷吉郎氏・山崎氏（県立埋文センター），永山氏（ラ・
サール学園）来跡（１４日）。中村主任（県立埋文セ
ンター）来跡（２１日）。倉元氏・児玉氏（県文化財課）
来跡（２２日）。

〈７月〉
　A’～ C－２０ ～ ２９区Ⅲ層掘り下げ及びⅣ層上面遺
構検出。A’－２９区竪穴建物検出。A’～ C－１１ ～
２１区Ⅷ層掘り下げ。B－１９区竪穴建物検出。倉元氏

（県文化財課），中村主任・中村和美氏（県立埋文セ
ンター）来跡（３日）。県土木部河川課数名来跡（４
日）。園田氏（南日本新聞社）来跡（５日）。上田氏

（知覧町教育委員会）来跡（１３日）。阿多小教諭２名
来跡（１８日）。金峰町社会科部会教諭８名来跡（２６日）。
熊本大学社会教育主事講習者来跡（２７日）。

〈８月〉
　B－２１ ～ ２４区，C－２２ ～ ２５区Ⅳ層遺構掘り下げ。
C－２４ ～ ２５区にて 土坑墓３基（人骨３体）検出。
B－１７ ～ １９区Ⅷ層掘り下げ。A ～ C－２０ ～ ２３区Ⅵ
層掘り下げ。A’～ B－２６ ～ ２９区Ⅳ層遺構掘り下げ。
A・B－２０ ～ ２４区Ⅵ層検出。伊集院土木事務所職員
数名来跡（１日）。中村主任（県立埋文センター）
来跡（８日）。園田氏（南日本新聞社），大保秀樹氏・
溜池佳子氏・西郷氏・山崎氏（県立埋文センター）
来跡（９日）。大久保浩二氏・溜池氏・横手氏（県
立埋文センター），西田茂氏（北海道埋文センター）
来跡（１０日）。立神課長補佐・中村主任（県立埋文
センター）来跡（１１日）。立神勇志氏（県立埋文セ
ンター）・前田奈緒氏（別府大学３年）来跡（１６日）。
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青﨑係長（県立埋文センター）来跡（２２日）。佐伯
氏（伊集院土木事務所）来跡（２３日）。永山氏（ラ・サー
ル学園），中村主任（県立埋文センター）来跡（２５日）。

〈９月〉
　A ～ C－２２ ～ ２９区Ⅵ層掘り下げ。A－２５区にて
集石検出。A－２６区にて指宿式土器出土。A’・A－
１７ ～ １９区Ⅱ層掘り下げ，遺構検出，Ⅵ層上面検出，
掘り下げ。A ～ C－２１ ～ ２３区Ⅷ層掘り下げ。中村
主任（県立埋文センター）来跡（７，１１日）。穴澤義
功氏（たたら研究会）鉄関係遺物指導（２１,２２日）。
長野眞一主任（県立埋文センター）来跡（２６日）。
倉元氏（県文化財課）来跡（２７日）。

〈１０月〉
　A・B－２６ ～ ２８区Ⅵ層掘り下げ。A’～B－２３ ～
３０区Ⅷ層掘り下げ。A～C－２１～２３区Ⅷ層掘り下げ。
中村主任（県立埋文センター）来跡（４，６，２５日）。
宗岡氏・横手氏（県立埋文センター）来跡（５日）。
児玉氏（県文化財課）来跡（１０日）。

〈１１月〉
　A’～ B－３０・３１区表土剥ぎ，Ⅲ層掘り下げ。ピッ
ト，井戸跡，土坑，溝跡，掘立柱建物跡検出。宮田
氏・栗山葉子氏（県立埋文センター）来跡（１５日）。
重久淳一氏（隼人町教育委員会）来跡（２４日）。

〈１２月〉                         
　A’～ B－３０・３１区Ⅲ層検出のピット，土坑，竪
穴建物の掘り下げ。Ⅳ層検出。Ⅳ・Ⅴ層剥ぎ取り。
柳原敏昭氏（東北大学助教授）来跡（１２日）。本田
道輝氏（鹿児島大学助教授）現地指導（１９日）。佐
伯氏・脇園氏（伊集院土木事務所）来跡（１９日）。
藤田明良氏（天理大学教授），牛ノ濱氏（県立埋文
センター）来跡（２２日）。

〈１月〉
　A’～ B－３０・３１区Ⅵ・Ⅶ層掘り下げ。遺物取上。
青﨑係長（県立埋文センター）来跡（２４日）。調査
終了（２５日）。

平成１３年度
（平成１３年５月７日～平成１４年３月１９日）実働１７４日
〈５月〉

　器材搬入・オリエンテーション実施（７日）。E・
F－９・１０区表土の剥ぎ取り。E ～ H－２～５区Ⅱ・
Ⅲ層掘り下げ。畠跡検出。E ～ G－２～５区Ⅳ層上
面検出。ピット，木棺墓，大溝検出。E ～ G－７～
１２区掘り下げ。大溝内人骨出土。土坑墓出土（F・
G－８区）。E ～ G－５～ １２区Ⅱ層，撹乱層掘り下げ。
D ～ F－１１ ～ １４区撹乱層，溝の掘り下げ。畠跡検出。
中村主任（県立埋文センター）来跡（８日）。倉元氏・
児玉氏（県文化財課）来跡（１０日）。青﨑係長（県

立埋文センター），倉元氏（県文化財課）来跡（１１日）。
永濱功治氏・石丸良輔氏（県立埋文センター・所内
安全パトロール）来跡（２１日）。

〈６月〉
　D ～ G－１２区の大溝内から青磁碗・皿の完形品
出土。E－１３区の土坑墓から古銭，人骨出土。D ～
G－６～ １２区Ⅱ層上面検出遺構掘り下げ。ピット，
芋穴，土坑，掘立柱建物跡，大溝検出。E－７区の
土坑墓から人骨出土。E・F－７・８区Ⅳ層掘り下げ。
D・E－１３区大溝検出。E・F－１６・１７区Ⅱ層畠跡検出。
井上所長・青﨑係長（県立埋文センター）視察（５
日）。新東晃一係長（県文化財課），青﨑係長・中村
主任（県立埋文センター）視察（１３日）。佐伯氏（伊
集院土木事務所）来跡（１９日）。

〈７月〉
　E・F－９・１０区，D ～ F－１１・１２区，D・E－１３区，
D ～ F－１４区Ⅵ層掘り下げ。D ～ F－１５ ～ ２３区Ⅱ
層掘り下げ。畠跡，土坑，カマド跡検出。倉元氏（県
文化財課），森田氏（県立埋文センター）来跡（６日）。
中原一成氏・今村孝一郎氏（県立埋文センター・所
内安全パトロール）来跡（２５日）。鮫島弘宣氏（川
内市教育委員会）長期研修開始（２５日～８／ １０日）。

〈８月〉
　D ～ G－１５ ～ ２２区Ⅱ層掘り下げ。E・F－８区に
炭化物，鉄滓の入った遺構検出。E・F－１７・１８区
に土器・石器の集積検出。D・E－１４区Ⅵ層掘り下げ。
池畑雅史氏（農改センター作業員），市来真澄氏（鹿
児島大学３年）来跡（２日）。永山氏（ラ・サール
学園）来跡（６日）。黒川忠広氏・森田氏（県立埋
文センター）来跡（７日）。

〈９月〉
　D ～ F－１８ ～ ２８のⅡ層掘り下げ。E・F－１５ ～
１７区Ⅱ層掘り下げ。畠畝跡多数検出。D－１８区より
多口瓶出土。F－２０区より坩出土。池田榮史氏（琉
球大学教授）来跡（３日）。大坪遺跡作業員３名，
下田平敏雄氏（伊集院土木事務所）来跡（４日）。
青﨑係長（県立埋文センター）来跡（１９日）。

〈１０月〉
　D ～ F－２５ ～ ３１区Ⅱ層掘り下げ。D・E－２０ ～
２６区Ⅲ層検出。C ～ F－１４ ～ １７区Ⅵ層掘り下げ。
D－２４区より焼失建物跡検出。園田氏（南日本新聞
社）来跡（３，１２日）。本田氏（鹿児島大学助教授），
中村主任来跡（４日）。井上所長視察・牛ノ濱係長・
中村主任（県立埋文センター）来跡（１０日）。

〈１１月〉
　C ～ E－２３ ～ ３１区Ⅲ層掘り下げ。D ～ F－１９ ～
２３区Ⅳ層検出遺構の掘り下げ。森脇広氏（鹿児島大
学教授），大根占町文化財保護審議委員３名来跡（８
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日）。佐伯氏・下田平氏（伊集院土木事務所）来跡（１３
日）。日隈正守氏（鹿児島大学助教授）現地指導（１９
日）。中原氏・有馬孝一氏（県立埋文センター）来
跡（２０日）。

〈１２月〉
　B・C－２５ ～ ２９区Ⅳ層掘り下げ。 B・C－３０・３１
区Ⅲ層掘り下げ。C・D－１８ ～ ２１区表土剥ぎ，Ⅱ層
掘り下げ。B・C－３０・３１区にて中世土坑墓検出。E
－２７区にて建物跡に伴う４面庇部検出。稲村博文氏

（串良町教育委員会）来跡（１９日）。竹中氏（鹿児島
大学歯学部助手）現地指導（２５日）。

〈１月〉
　B ～ E－２６ ～ ３１区Ⅲ層掘り下げ。２×３間の掘
立柱建物跡検出。C・D－２０ ～ ２５区Ⅱ層掘り下げ。
C ～ E－２４・２５区Ⅳ層上面検出。B・C－１７区Ⅳ層
上面検出し，竃跡，古道，ピット検出。空撮（２９日）。
藤田氏（ふじた航空写真）来跡（８，２９日）。五味克
夫氏（鹿児島大学名誉教授）来跡（１６日）。

〈２月〉
　B ～ E－２４ ～ ３１区Ⅳ層掘り下げ。竃跡，ピット
検出。遺構の写真撮影。佐多町教頭会来跡（１日）。
田中和昭氏（佐多町社会教育課），佐多町文化財保
護審議委員５名来跡（５日）。佐伯氏（伊集院土木
事務所）来跡（７日）。

〈３月〉
　C ～ E－２４ ～ ２８区Ⅳ層掘り下げ。集石，竃跡等
の遺構実測。中原氏・石丸氏（県立埋文センター・
所内安全パトロール）来跡（６日）。森脇氏（鹿児
島大学教授）他学生３名来跡（１１日）。調査終了（１９
日）。　

平成１４年度
（平成１４年５月７日～平成１５年３月２０日）実働１５７日
〈５月〉

　器材搬入・オリエンテーション実施（７日）。C
～ E－１８ ～ ２５区Ⅵ層掘り下げ。集石出土。D ～ F
－１４・１５区のⅥ層上面検出。下田平氏（伊集院土木
事務所）来跡（７日）。川路氏・下田平氏（伊集院
土木事務所）来跡（９日）。田中文雄次長・東和彦氏・
吉岡康弘氏（県立埋文センター・所内安全パトロー
ル），坂元恒太氏（知覧町教育委員会）来跡（２８日）。

〈６月〉
　E－２２ ～ ２６区，D－２４・２５区，C－２５区Ⅵ層掘り
下げ。B・C－１５・１６区Ⅲ層掘り下げ。C・D－２５区
より指宿式土器多数出土。D－２５区よりサメの歯出
土。旧堤防下の試掘実施（１４日）。下田平氏（伊集
院土木事務所）来跡（３，１３，２４日）。井上所長・池畑
係長（県立埋文センター）視察（１２日）。江口氏（南

日本新聞社）来跡（２４日）。田代眞介氏（田代町教
育委員会）長期研修開始（２５日）。

〈７月〉
　D・E－１９ ～ ２４区Ⅳ層掘り下げ。C－１８ ～ ２３区，
D－１９ ～ ２２区のⅧ層掘り下げ。C－１５ ～ １７区Ⅱ，
Ⅲ層掘り下げ。D－１９区より春日式土器が部分的に
集中して出土。C－１６区より「開元通宝」出土。橋
脚部表土剥ぎ（１１日～ ２３日）。川辺地区高校社会科
教員６名来跡（３日）。上東克彦氏（加世田市教育
委員会）来跡（１８日）。下田平氏（伊集院土木事務所）
来跡（２４日）。前田昭信総務係長・川口雅之氏（県
立埋文センター・所内安全パトロール）来跡（１７日）。

〈８月〉
　橋脚部掘り下げ。C・D－２０，２４・２５区Ⅷ層掘り下げ。
D ～ G－３０ ～ ３２区近世畠跡検出。D－３２・３３区よ
り製鉄遺構検出。D－３４区より成川式土器，須恵器，
染付出土。C－３６・３７区より古墳土器出土。本田氏

（鹿児島大学助教授）来跡（８日）。竹中氏（鹿児島
大学歯学部助手）現地指導（１２日）。長期研修生２
名受け入れ（１２日）。桜ヶ丘西小学校発掘隊来跡（２３
日）。

〈９月〉
　C・D－３６・３７区Ⅲ層掘り下げ。C ～ F－３０ ～ ３２
区Ⅲb層掘り下げ。D ～ E－３２・３３区Ⅲ層掘り下げ。
E－３１区より竈跡検出。E－３２区より竪穴住居跡検
出。池畑係長視察（１０日）。石丸氏・脇田清幸氏（県
立埋文センター・所内安全パトロール）来跡（１９日）。

〈１０月〉
　D ～ F－３０区，C・D－３２ ～ ３４区，C・D－３６・
３７区Ⅲｂ層掘り下げ。E・F－３０ ～ ３２区，C・D－
３３・３４区，C・D－３６・３７区Ⅳ層掘り下げ。E－３１
区の土坑墓より人骨検出。C－３３区の方形竪穴建物
跡より銅製鏃検出。D－３７区より黒髪式土器出土。
下田平氏（伊集院土木事務所）来跡（９日）。児玉
氏（県文化財課）来跡（１０日）。

〈１１月〉
　C・D－３２，３６・３７区Ⅳ層掘り下げ。C ～ D－３３・
３４区Ⅷ層掘り下げ。F～H－２３～２９区表土剥ぎ取り。
C ～ D－３３・３４区より市来式土器出土。遺構実測，
写真撮影多数。大澤正己氏（（株）九州テクノリサー
チ）現地指導（１４,１５日）。坂元氏・上田氏（知覧町
教育委員会）来跡（１４日）。長屋小学校５, ６年生発
掘体験（１９日）。池珠美氏・松尾勉氏（県立埋文セ
ンター・所内安全パトロール）来跡（２１日）。竹中
氏（鹿児島大学歯学部助手）現地指導（２６日）。

〈１２月〉
　E ～ G－２６ ～ ２９区Ⅲ層掘り下げ，畠跡検出。C
～ F－３２区Ⅶ層掘り下げ。E・F－３０・３１，C・D－
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３３・３４，３６ ～ ３８区Ⅷ層掘り下げ。新東課長・池畑係長・
中村主任（県立埋文センター）視察（４日）。新東
課長・前田係長（県立埋文センター）視察（１６日）。

〈１月〉
　F・G－２５ ～ ２７区Ⅰｂ層掘り下げ。溝状遺構検出。
E ～ G－１８ ～ ２４区Ⅱ層掘り下げ。遺構検出。B・C
－３２・３３，D－３１・３２，E・F－３０ ～ ３３区Ⅷｂ層掘
り下げ。C・D－３５・３６区Ⅹ層掘り下げ。鐘崎式土
器出土。

〈２月〉
　E・F－３２区Ⅷb層掘り下げ。市来式土器多数出
土。D・F－３０・３１区内より指宿式土器，春日式土
器多数出土。E・F－３０ ～ ３２，B ～ D－３２・３３区Ⅸ
b層掘り下げ。集石，ピット，土坑検出。D ～ F－
２０ ～ ２４区Ⅹ層掘り下げ。F ～ G－１７ ～ ２１区Ⅳ層掘
り下げ。永山氏（ラ・サール学園），山元英嗣氏（県
文化財課参与）来跡（１３日）。航空写真撮影（２１日）。

〈３月〉
　E－３０・３１区Ⅸ層掘り下げ。指宿式土器多数出土。
E・F－２４・２５区Ⅱ層掘り下げ。E－２４区で竈，焼
土集中検出。D ～ F－１９ ～ ２４区Ⅹ層掘り下げ。高
橋護氏（ノートルダム清心女子大学教授），小林博
昭氏（岡山理科大学教授），池畑雅史氏（鹿児島大
学院生）来跡（５日）。下田平氏（伊集院土木事務所）
来跡（１７日）。調査終了（２０日）。　

平成１５年度
（平成１５年５月６日～平成１６年３月２２日）実働１５３日
〈５月〉

　器材搬入・オリエンテーション実施（６日）。F・
G－１５ ～ ２０区Ⅳ層掘り下げ。F ～ H－１３・１４区Ⅲ
層掘り下げ。E・F－２３ ～ ２９区Ⅳ層掘り下げ。成川
式土器出土，土坑検出。F－２８・２９区に集石検出。E・
F－２６ ～ ２９区Ⅵ層掘り下げ。E－３０区にて集石検出。
E・F－１９ ～ ２３区の縄文時代後期層掘り下げにて，
生木，ドングリ等の木の実多数検出。山下章氏（国
分市教育委員会）・尾崎洋光氏（長島町教育委員会）
長期研修開始（１３日）。宮下氏・北村氏（金峰町教
育委員会）来跡（１４日）。森脇氏（鹿児島大学教授）
現地指導（１５日）。木原俊孝所長・池畑係長（県立
埋文センター）視察（２０日）。下田平氏（伊集院土
木事務所）来跡（２３日）。

〈６月〉
　F・G－１４ ～ １８区Ⅱ層掘り下げ。G－１６・１７区に
て焼土，炭化物検出。E・F－１９ ～ ２３，２６ ～ ２９区，D・
E－２９・３０区Ⅵ層検出。E・F－２６ ～ ２９区より集石
９基，土坑，配石遺構１基検出。A・B－３６・３７区
Ⅱ層掘り下げ。下田平氏（伊集院土木事務所）来跡

（３，１７，１９日）。池畑係長（県立埋文センター）視察（１７
日）。新東課長（県立埋文センター）視察（１８日）。

〈７月〉
　E・F－２４ ～ ２６区，D ～ F－２６ ～ ３０区，D－
３５，３７区Ⅵ層掘り下げ。E・F－２７区より磨消縄文数
点出土。D・E－３０区に竪穴住居跡，E－２９区に竪
穴住居跡検出。A ～ C－３５ ～ ３７区Ⅱ層掘り下げ。
D－３６区Ⅳ層掘り下げ。山口修県議会議員視察（１７
日）。

〈８月〉
　作業員一部上水流遺跡へ（７日）。E－２７ ～ ３０区
Ⅵ層掘り下げ。A ～ D－３２ ～ ３７区Ⅱ，Ⅲ層掘り下げ。
D－３４ ～ ３６区Ⅲ層掘り下げ。製鉄炉跡検出。D－３７
区Ⅳ層掘り下げ。成川式土器集中出土。大澤氏（（株）
九州テクノリサーチ）現地指導（５日）。下田平氏

（伊集院土木事務所）来跡（５，２８日）。航空写真撮影，
藤田氏（埋文サポート）来跡（６日）。桜ヶ丘小学
校５年生２名遺跡見学，発掘体験（７日）。栗林文
夫氏（黎明館）来跡（１２日）。金峰町教育委員会１名，
金峰中学校２年生２名遺跡見学（１８日）。西郷吉郎
氏（坂元小教諭）来跡（１９日）。

〈９月〉
　A ～ C－３２ ～ ３５区Ⅲb層掘り下げ。B－３３・３４区
に溝状遺構，須恵器，土師溜り検出。B－３４・３５区
に溝状遺構検出。A ～ C－３６・３７区Ⅲb層掘り下げ。
C・D－３７区のⅣ層掘り下げ。D－３７区より成川式
土器溜り検出。吉永和人文化財課長・井ノ上氏（県
文化財課）視察（８日）。インターンシップ２名受
け入れ。（１０日）。池畑係長（県立埋文センター）来
跡（１２，１７日）。新東課長・野邊盛雅氏（県立埋文セ
ンター・所内安全パトロール）来跡（１６日）。

〈１０月〉
　A ～ C－３１ ～ ３７区Ⅲb層掘り下げ。ピット，土
坑検出。A・B－３６・３７区より銅鏃出土。C－３５区
より市来式土器，磨製石斧出土。健康診断（３日）。
池畑係長（県立埋文センター）視察（２２日）。

〈１１月〉
　B・C－３１ ～ ３５区Ⅲb層掘り下げ。B－３３・３４区
の古墳時代竪穴住居跡周辺から青銅製の小形倣製鏡
出土。B－３１区より入佐式土器出土。B・C－３１ ～
３５区Ⅳ層掘り下げ。ピット，土坑検出。B－３１区よ
り市来式土器出土。F－３４区の河川堆積層より「寛
永通宝」出土。D ～ F－３５ ～ ３７区Ⅳ層掘り下げ。
E－３５区より焼土遺構検出。平野浩二総務係長・松
尾氏 （県立埋文センター・所内安全パトロール）来
跡（２０日）。

〈１２月〉
　C ～ E－３６ ～ ３８区Ⅳ層掘り下げ。B ～ C－３１ ～
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３３区，A ～ C－３４・３５区Ⅵ層掘り下げ。ピット検出。
A・B－３５区より市来式土器多数出土。福永裕暁氏

（加世田市教育委員会）来跡（５日）。下田平氏（伊
集院土木事務所）来跡（１５，１７日）。

〈１月〉
　B・C－３１ ～ ３５区Ⅵa・Ⅵb層の掘り下げ。ピット
検出。遺構掘り下げ，実測，写真撮影等を行う。Ⅵ
層遺物多量に出土のため２ｍグリッドにて一括取り
上げ。健康診断（１４日）。池畑係長（県立埋文センター）
現地指導（２１日）。

〈２月〉
　B・C－３１ ～ ３５区Ⅵb，Ⅶ層掘り下げ。阿高式土器，
春日式土器出土。B・C－３５区より鋸歯尖頭器出土。
D－３５区の溝状遺構より染付，滑石製品，龍泉窯系
青磁検出。橋本氏（伊集院土木事務所河川港湾課長）
来跡（１２日）。下田平氏（伊集院土木事務所）来跡（２０
日）。

〈３月〉　
　B ～ D－３１ ～ ３５区Ⅷ～Ⅹ層掘り下げ。ピット等
の検出。B－３４区より集石２基検出。A ～ C－３６・
３７区Ⅵ層掘り下げ。高倉洋彰氏（西南学院大学教授）
現地指導，池畑係長（県立埋文センター）来跡，下
田平氏（伊集院土木事務所）来跡（１日）。木原所
長・池畑係長（県立埋文センター）来跡・終了挨拶

（１７日）。下田平氏（伊集院土木事務所）来跡（１８日）。
調査終了（２２日）。

平成１６年度
（平成１６年５月１４日～平成１６年７月２１日）実働３７日
〈５月〉

　器材搬入・オリエンテーション実施（１４日）。A
～ C－３６・３７区Ⅵ～Ⅷ層の掘り下げ。B－３６区より
完形土器３点出土。赤色顔料付着の南福寺式土器（鉢
形）出土。軽石製加工品出土。鷲東重明文化財課長・
神田忠男同課長補佐・青﨑係長（県文化財課）視察

（１４日）。
〈６月〉

　A ～ C－３６・３７区Ⅵ～Ⅷ層の掘り下げ。B－３６区
より足形土製品出土。木原所長，新東課長，彌栄久
志係長（県立埋文センター）来跡（７日）。栗林氏（黎
明館）来跡（９日）。森脇氏（鹿児島大学教授）来
跡（１６日）。林孝輔氏（南日本新聞社）来跡，木原
所長・新東課長（県立埋文センター）来跡（２３日）。

〈７月〉
　A ～ C－３６・３７区Ⅵ～Ⅷ層の掘り下げ。B・C－
３６・３７区より集石２基検出。北側土層断面清掃，写
真撮影（５日）。板倉雄大氏（九州大学大学院生）
来跡（１５日）。森脇氏（鹿児島大学教授）来跡（１６日）。
調査終了（２１日）。

写真１　芝原遺跡から見た東シナ海方向



－ 9 －

第１節　地理的環境
　芝原遺跡は，万之瀬川中流の右岸，標高約４ｍの自然
堤防上に立地する遺跡で，南さつま市金峰町宮崎字芝原
に位置する。本遺跡の所在する金峰町は，薩摩半島西海
岸のほぼ中央部に位置する。南さつま市金峰町の地形は
大きく山地・シラス台地・沖積平野・砂丘に分けられる。
山地は町の東半分を占め，標高２００ｍを超える山系が南
北に横断する形で連なっており，金峰山や中岳などがあ
る。シラス台地は，錦江湾奥部の姶良カルデラ噴出起源
のシラスが堆積したものである。沖積平野は，万之瀬川
の下流域に広がっており，当遺跡も含まれる。この万之
瀬川は，鹿児島市錫山に源を発し，南さつま市加世田万
世に至る延長３６㎞，流域面積３７㎢の二級河川である。途
中，南九州市川辺町で麓川・永里川が，遺跡に隣接する
場所で大谷川・加世田川が，南さつま市金峰町で堀川が
合流して蛇行しながら加世田万世で日本三大砂丘の１つ
である吹上砂丘のある東シナ海に注いでいる。沖積平野
は，これらの河川が長年にわたって運んできた土砂から
形成されている。なお，この万之瀬川の河口は享和三年

（１８０３）の洪水により移動して現在の位置となっている
が，以前は現在の万世中を抜け相星川河口にあったこと
が分かっている。また，第１図と写真２を比べながら見
てみると，村原において河川改修が行われ低地において
蛇行する部分を直線でつないでいることが分かる。

第２節　歴史的環境
　南さつま市では，旧石器時代から歴史時代に至るまで
の遺跡が数多く発見されている。これらの中には，学史
上極めて重要な遺跡も含まれており，当地域が考古学研
究の良好なフィールドであることを改めて示唆してい
る。ここでは，旧石器時代から近世に至るまでを概観し
ていきたい。
　旧石器時代では，金峰町小中原遺跡・加世田祝原遺跡
からナイフ形石器が，金峰町山野原遺跡・加世田平田尻
遺跡から細石器が発見されている。特に平田尻遺跡では
礫群も発見されている。
　縄文時代草創期の遺跡としては，上水流遺跡の対岸に
栫ノ原遺跡がある。ここでは，連穴土坑・集石等の遺構
が発見され，隆帯文土器・磨製石斧などの遺物が出土し
ている。ここから出土した丸ノミ状の磨製石斧は栫ノ原
型とさえ称されるほど特徴的である。平成９年には国指
定遺跡となっている。また，加世田内山田にある志風頭
遺跡では，連穴土坑から完形の隆帯文土器が出土してい
る。放射性年代測定の結果，１１,８６０±５０年BPと得られて
いる。
　早期の遺跡としては，草創期でも紹介した栫ノ原遺跡

が著名である。昭和５２年（１９７７）の発掘調査で出土した
土器の中で６類として分類された資料は，この報告書刊
行の後に前平式土器と吉田式土器の型式設定をめぐる一
連の論争へと発展していく。金峰町小中原遺跡では，前
平式土器の円筒形・角筒形土器がまとまって出土してい
る。特に，角筒形に関しては，上半分は角筒形・下半分
は円筒形であり，角筒形の発生を考える上で重要な資料
となっている。
　前期の遺跡としては，金峰町阿多貝塚，上焼田遺跡，
上水流遺跡がある。阿多貝塚から出土した資料の一部は，

「阿多Ⅴ類」と称される。前期研究に欠かすことのでき
ない遺跡である。上焼田遺跡では，玦状耳飾が出土して
いる。周辺からは，轟式土器が出土しているが，報告書
では，轟式土器ではなく曽畑式土器ないしは春日式土器
に伴うものとしてまとめている。上水流遺跡からは曽畑
式土器が単独に出土しており，石器組成も含めて良好な
資料となっている。
　中期の遺跡としては，上水流遺跡で春日式土器が出土
している。石堂遺跡や上焼田遺跡では並木式土器・阿高
式土器が出土している。
　後期の遺跡としては，芝原遺跡の他に上水流遺跡があ
る。この遺跡からは後期前半の指宿式土器や松山式土器
が出土している。指宿式土器の底部圧痕からは，従来大
隅半島に分布すると考えられていた「スダレ状圧痕」が
確認されている。また，当遺跡と隣接する渡畑遺跡から
は当遺跡出土の足形土製品と接合する資料が確認されて
いる。
　晩期の遺跡としては，上加世田式土器の標識遺跡であ
る上加世田遺跡があるが，大型土坑等の遺構が検出され，
土器や石器の他に，土偶や軽石製岩偶・石棒などの祭祠
をうかがわせる資料や勾玉・管玉・小玉などの垂飾品な
ど様々な遺物が出土している。なお，この上加世田式土
器は，近年の広域編年研究により縄文時代後期に位置づ
けられる説もある。また，下原遺跡では，縄文時代晩期
終末～弥生時代早期の刻目突帯文土器に伴って朝鮮半島
系無文土器・籾痕土器・石包丁などが出土している。
　弥生時代から古墳時代にかけては，数多くの遺跡で遺
物の散布が見られる。発掘調査された遺跡も県内では比
較的多い。高橋貝塚は，弥生時代前期を主体とする貝塚
で，万之瀬川の支流堀川の右岸，標高１１ｍの洪積世砂丘
上にある。昭和３７・３８年（１９６２・６３）に河口貞徳氏によっ
て発掘調査が実施された。調査の結果，縄文時代晩期の
夜臼式土器と高橋Ⅰ式土器が共伴したことや，南海産の
貝を素材とした貝輪や南海産貝が出土したことなど，学
史的に重要な遺跡である。平成１８年（２００６）３月には，
鹿児島国際大学により隣接する高橋遺跡が発掘調査さ

第２章　遺跡の位置と環境
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第１図　遺跡周辺の旧地形 明治35年測量

写真２　上空から見た芝原遺跡周辺 国土画像情報　国土交通省より

芝原遺跡
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れ，弥生時代のものと考えられる遺構が確認されている。
下小路遺跡は，弥生時代中期の須玖式土器を用いた甕棺
が検出された埋葬遺跡で，棺内の人骨にはゴホウラ製の
貝輪が着装されていた。松木薗遺跡では弥生時代中後期
の環濠の可能性のある大溝が松木薗式土器を伴って発見
されている。中津野遺跡からは，床面が３段構造になる
竪穴住居跡が発見され，最下段である３段目からは完形
品が４０個出土しているという。また，ここは中津野式土
器の標識遺跡でもある。この中津野式土器に関しては，
弥生時代終末とする考えの他に，一部は古墳時代に入る
ものがあるとして，明確には位置付けがなされていない。
現状としては，弥生時代終末から古墳時代初頭の土器と
して認識されている。
　古墳時代の遺跡としては加世田小湊にある奥山古墳

（六堂会古墳）が特筆される。この遺跡は，昭和６年（１９３１）
に発見され，石棺の内部には赤色顔料が塗られていた。
この内部には，ガラス玉や長さ１８０㎝の鉄剣，刀子が副
葬されていた。平成１７年（２００５）３月には，鹿児島大学
が再調査を行っている。その結果，周溝の一部と考えら
れる遺構が発見され，同年８月からの調査で４世紀代の
古墳である可能性が高いことが示された。白糸原遺跡で
は，竪穴住居跡１９基が検出されている。遺構内遺物から，
辻堂原式土器から笹貫式土器にかけての集落であるとさ
れる。上水流遺跡からは竪穴住居跡１１基が検出されてい
る。遺構内から，初期須恵器の出土がみられた。また，
中津野遺跡に隣接する南下遺跡では，木製品をはじめ古
墳時代の良好な資料が得られている。
　古代にも多くの注目される遺跡が発見されている。特
にこの地域の遺跡では，古代の集落が発見される場合が
多く，広域的なあり方について検討する場合について重
要な資料となるであろうことは間違いないと考えられ
る。中岳山麓古窯跡群は別名「荒平窯」とも呼ばれるも
ので，９世紀から１０世紀にかけて使用されたとみられる
須恵器窯である。発掘調査が行われておらず表面採集に
よる調査しか行われていないが，荒尾窯（熊本県荒尾市）
の製品との類似性が高いため，人的・物的な交流があっ
たと考えられている。だが，その全体像は明らかではな
く，詳細な調査を行う必要があろう。小中原遺跡からは
多くの掘立柱建物跡と「阿多」という字がヘラ書きされ
た土器などが発見されている。これらのことから阿多郡
衙の可能性が考えられている。山野原遺跡でも多くの掘
立柱建物と土師器・須恵器などが発見されている。祭祠
に関わるとみられる遺構や，土師器焼成遺構の可能性が
考えられるものなども発見されており，豪族に関わる施
設であった可能性が考えられている。
　加治屋遺跡では，土師甕を用いた埋設遺構と竪穴住居
跡とされる遺構が確認されている。芝原遺跡，持躰松遺
跡，上水流遺跡でも墨書土器をはじめ多数の古代遺物が

発見されている。　　
  中世には，金峰町が属する阿多郡は阿多氏・鮫島氏な
どによって，加世田が属する加世田別符は別符氏・塩田
氏などによって統括された。城館跡・山城跡もいくつか
所在している。この中の上ノ城跡・別府城跡・牟礼ヶ城跡・
貝殻﨑城跡などは発掘調査が行われている。なお，発掘
調査は行われていないが，加世田益山の寺園氏宅には，
二重の堀があったと伝えられ，現在もその痕跡が残ると
いう（上東２００４）。中世のものであるか明らかでないが，
館であった可能性も考えられる。白糸原遺跡では，中世
末から近世にかけての土坑墓が２４基検出されている。こ
の中には，南島産の夜光貝が入っているものも検出され
ている。加えて，竪穴建物跡や双魚文青磁なども出土し
ている。
　また，万之瀬川流域の遺跡群も近年特に注目されてお
り，持躰松遺跡では東北地方の蝦夷に由来のある遺物を
はじめ，この地域では珍しい遺物が出土している。この
遺跡の性格については交易地と消費地との意見がある。
上水流遺跡では茶臼が出土し，喫茶が行われていたこと
が伺われる。当時茶は庶民に喫茶の風習はなく，特別な
場所であったことが分かる。その他，当時の交易を解明
する重要な資料が出土している。
　近世においては上水流遺跡において大溝遺構より大量
の遺物が出土しているが，大溝の性格は不明である。
　当該時期は調査事例が少なく，明らかでない部分が多
い。列挙すると，地頭仮屋（旧加世田市は麓，旧金峰町
は阿多と田布施の２か所）・庄屋役所・浦役所・別当役所・
会所・宿所・御蔵・常平倉・津口御番所・遠見御番所・
射場・御牧などがあった。
　また，野町と呼ばれる商人の居住区も存在した。加世
田地域では，川畑に現在所在する聖徳寺付近に，金峰地
域では，阿多郷野町と田布施郷池辺野町の２つの野町（商
人の居住区）があった。
　交通に目を向けると，現在万之瀬橋の架けられている
場所（金峰町側は渡畑遺跡・芝原遺跡である）は，村原
渡口と呼ばれる渡し場であり，昭和５６年（１９８１）以前は
船で渡っていた。また，大正３年（１９１４）から昭和５９年

（１９８４）まで日置市伊集院町から南さつま市加世田，南
九州市知覧，枕崎市を結ぶ南薩鉄道が芝原遺跡近くを
通っていた。この南薩鉄道は，昭和５８年（１９８３）の加世
田豪雨により線路が被害を受け，昭和５９年（１９８４）に廃
止となった。
　これらの他にも近世の遺跡があるが，以上のものも含
め，個々については詳細は調査事例（特に発掘調査）は
少なく様相は明らかでない。ただし，当遺跡の調査で発
見された近世の遺構・遺物はこれらに関連する可能性が
あるので注意する必要があろう。
　なお，当遺跡には調査直前まで木材を扱う会社があっ
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た。これも近年のことではあるが，地域の歴史として貴
重な事実である。今後もまた日々新しい歴史が刻まれて
いくであろう。
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第２図　周辺遺跡位置図（１／ 25,000）
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表１　周辺遺跡一覧

番号 遺　跡　名 所　　在　　地 時　　　　　代 備　考旧石器 縄文 弥生 古墳 古代 中世 近世
1 上ノ山後遺跡 南さつま市金峰町高橋上ノ山後 ● ● ● ●
2 上ノ山遺跡 南さつま市金峰町上ノ山 ●
3 草原町遺跡 南さつま市金峰町宮崎 ●
4 高橋貝塚 南さつま市金峰町高橋 ●
5 下小路遺跡 南さつま市金峰町高橋下小路 ●
6 牟田城跡 南さつま市金峰町高橋字真門砂入 ●
7 篠田遺跡 南さつま市金峰町尾下 ●
8 松木薗遺跡 南さつま市金峰町尾下松木薗 ●
9 山野原遺跡 南さつま市金峰町尾下字山野原 ● ●   ● ●  ● ●
10 鳥追薗遺跡 南さつま市金峰町尾下鳥追薗 ● ● ●
11 尾下遺跡 南さつま市金峰町尾下 ●
12 中津野下原遺跡 南さつま市金峰町中津野下原 ●
13 平畑遺跡 南さつま市金峰町中津野 ● ● ● ●
14 中津野遺跡 南さつま市金峰町中津野 1119 ●
15 中津野城跡 南さつま市金峰町新山 ●
16 立野原遺跡 南さつま市金峰町新山 ●
17 小中原遺跡 南さつま市金峰町新山小中原 ● ● ● ● ● ●
18 野村原遺跡 南さつま市金峰町中津野 ●
19 阿多貝塚 南さつま市金峰町宮崎上焼田 ● ● ●
20 上焼田遺跡 南さつま市金峰町宮崎上焼田 ● ● ● ● ● ●
21 上花立遺跡 南さつま市金峰町   
22 万之瀬川床遺跡 南さつま市加世田益山万之瀬川川床 ● ●
23 上川原遺跡 南さつま市金峰町宮崎上川原 ● ●
24 古城跡 南さつま市金峰町宮崎西 ●
25 白糸原遺跡 南さつま市金峰町宮崎   ● ● ● ●
26 上宮寺跡 南さつま市金峰町松田南   ●
27 松田南遺跡 南さつま市金峰町花瀬 ● ● ●
28 持躰松遺跡 南さつま市金峰町松田南 ● ● ● ● ● ●
29 渡畑遺跡 南さつま市金峰町宮崎字渡畑 ● ● ● ● ● ●
30 芝原遺跡 南さつま市金峰町宮崎字芝原 ● ● ● ● ● ● 本報告書
31 市薗遺跡 南さつま市金峰町宮崎 ● ●
32 阿多城跡 南さつま市金峰町阿多 ●
33 鶴之城跡 南さつま市金峰町花瀬鶴之城 ●
34 大迫田遺跡 南さつま市金峰町花瀬 ●
35 花瀬今城原遺跡 南さつま市金峰町花瀬今城原   ● ● ●
36 上水流 D 遺跡 南さつま市金峰町花瀬 ●
37 上水流遺跡 南さつま市金峰町花瀬上水流・森山 ● ● ● ● ● ●
38 上水流 C 遺跡 南さつま市金峰町花瀬 ● ● ●
39 花瀬遺跡 南さつま市金峰町花瀬今城原 ● ●
40 針原遺跡 南さつま市金峰町花瀬 ● ●
41 加治屋遺跡 南さつま市加世田川畑岩山 ● ● ● ●
42 二頭遺跡 南さつま市加世田川畑 3377 他 ● ● ●
43 栫ノ原遺跡 南さつま市加世田村原栫ノ原 ● ● ● ● ● ●
44 永田遺跡 南さつま市加世田川畑永田 ●
45 上加世田遺跡 南さつま市加世田川畑上加世田 2715 他 ● ● ● ● ●
46 杉本寺跡 南さつま市加世田川畑杉本寺 ●
47 別府城跡 南さつま市加世田武田城ノ山 ● ● ●   ●
48 佐方原・内田原遺跡 南さつま市加世田唐仁原佐方原他 ●
49 下東堀遺跡 南さつま市加世田宮原下東堀 176 他 ● ● ●
50 田武平遺跡 南さつま市加世田益山田武平 ● ●
51 油免・本寺遺跡 南さつま市加世田宮原油免他 ● ●
52 西荒田遺跡 南さつま市加世田益山西荒田 ● ● ● ●
53 宮ノ脇・口畑遺跡 南さつま市加世田宮原宮ノ脇他 ●
54 陣跡 南さつま市加世田益山陣 ●
55 内ノ田遺跡 南さつま市加世田益山内ノ田 ● ● ● ●
56 中小路遺跡 南さつま市加世田益山中小路・屋郷 ● ● ● ●
57 浜堀遺跡 南さつま市加世田宮原浜堀 ●
58 鵜ノ塚陣跡 南さつま市加世田益山宇都 ●
59 上山野遺跡 南さつま市加世田益山上山野 ● ●
60 川ノ畑遺跡 南さつま市加世田益山川ノ畑 ● ●
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第１節　発掘調査の方法
　平成１０年度に行われた確認調査をうけて，平成１１年度
から平成１６年度に本調査を行った。
　調査区は，対象区域に１０ｍグリッドを設定して実施し
た。第４図に示すように，南北方向にＡ’，Ａ，Ｂ・・・
としてＩまでをつけ，東西方向に１，２，３，・・・として３８
までを付け，Ａ－３７区などと呼称することとした。また，
第４図・第５図に示すように，万之瀬川の新築堤防部分
の調査を平成１１年度・１２年度に行い，新堤防と旧堤防の
間を平成１３年度，新堤防と旧堤防の間及び万之瀬橋橋脚
部分を平成１４年度，橋梁部及び樋門から新堤防の間を平
成１５年度，平成１５年度調査未了部分を平成１６年度に調査
を行った。
　発掘調査は，重機でⅠ層（表土・耕作土）を除去した
後，遺物包含層であるⅠｂ層からⅩ層までを人力で掘り
下げた。また，場所によりⅠｂ層以下に無遺物層が認め
られる場合も重機で除去した。また，最終的には重機で
下層確認のためのトレンチを設定して掘り下げた。
　これらの調査の結果，Ⅰｂ層からⅩ層に至るまで，縄
文時代中期から近世にかけて大量の遺構，遺物が発見さ
れている。なお，層位は調査場所によって異なっており，
対応については各章中で述べている。
　遺物は膨大に出土したため弥生時代以降の遺物につい
ては基本的に層とグリッド毎に一括して取り上げた。縄
文時代の遺物については，平板実測により現位置を記録
するとともに，レベルを測定して遺物台帳に記載して取
り上げた。ただ，遺物量が膨大であり，小グリッド毎に
一括して取り上げたものもある。遺構は検出状況を写真
で撮影し，位置を記録してから個別に実測を行った。必
要に応じて実測途中と実測後の状況も写真撮影した。図
化作業に関しては業者委託も実施している。

第２節　層位（第３図，第７図～第１１図）
　芝原遺跡は万之瀬川の中流の川岸近くの自然堤防上に
立地する遺跡である。本遺跡で見られる地層は，河川堆
積物及びそれらの上に堆積する腐植土である。砂質の土
壌については，「砂質土」と「砂」に分類した。河川に
よる氾濫堆積層などを含んでいるので，遺跡内において
必ずしも安定している状況ではなかった。加えて各年度
ごとに遺跡を分断して調査を進めた結果，例えば平成１２
年度Ｂ－１９区Ⅷ層は春日式土器が集中して出土している
が，平成１３・１４年度のⅨ層としたものから市来式土器が
出土するなど，各年度の整合がとれていない。このため
平成１２年度の春日式土器出土集中地域のみ独立させ，そ
れ以外に関しては一括して取り扱わざるをえなかった。
　下記第３図の基本土層以外に，旧堤防部分では縄文時

代後期土器を伴う泥炭層がみられた。また，その他の調
査区でも河川氾濫時の堆積層とみられる砂層が所々みら
れた。本遺跡では明確な火山灰層はみられなかった。本
遺跡上流の上水流遺跡では，縄文時代晩期包含層である
Ⅲｂ層中に開聞岳起源の「灰ゴラ」がブロック状に含ま
れていたと報告されているが，芝原遺跡では部分的に見
られたにせよ，明確なブロック状の堆積は見られなかっ
た。

　第７図土層断面図（１）の①は，平成１６年度調査区Ａ
－３６・３７区北側の土層である。河川による氾濫堆積層で
部分的に堆積しているⅦ層を除きほぼ平行に堆積してい
る。第７図土層断面図（１）の②は，平成１５年度調査区
で，①の東側の続きにあたるＡ－３２ ～ ３５区北側の土層
である。①と同じようにほぼ平行に堆積している。①②
の地域では，Ⅴ層の堆積が見られない。第８図土層断面
図（２）③は平成１２年度調査区Ａ’・Ａ－２３ ～ ２９区北側
の土層である。全体的にほぼ平行な堆積であるが，①②
で見られなかったⅤ層が堆積している。第９図土層断面
図（３）④は，平成１１年度調査区Ａ’・Ａ－１１ ～ ２０区北
側の土層である。Ａ－１２・１３やＡ－１６・１７に中世から近

第３章　調査の概要

Ⅰ層 灰褐色土，現表土
Ⅰｂ層 灰褐色砂質土 中世後期～近世包含

層
Ⅱａ層 茶褐色砂質土，炭化物・

赤褐色の焼土を含む。 中世中期包含層

Ⅱｂ層 白色砂層，万之瀬川の
洪水層

Ⅲａ層 黒色砂質土 中世前期包含層
Ⅲｂ層 明黒褐色砂質土 古墳時代～古代包含

層
Ⅳ層 黄褐色砂質土 弥生時代包含層
Ⅴ層 暗黄褐色砂質土
Ⅵａ層 黄橙色砂質土 縄文時代後期～晩期

包含層
Ⅵｂ層 暗茶褐色砂質土，炭化

物多く含む。 縄文時代後期包含層

Ⅶ層 白色砂層 部分堆積
Ⅷ層 茶褐色砂質土 縄文時代中期～後期

包含層
Ⅸａ層 白色砂層
Ⅸｂ層 にぶい黄橙色砂層
Ⅹ層 にぶい黄褐色砂質土 縄文時代中期～後期

包含層
ⅩⅠ層 黄褐色砂質土
第３図　芝原遺跡の基本土層図（平成15年調査時）
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世の溝があるためか，下位の堆積が不規則になっている。
また，Ａ－１２区側についてもⅤ層以下の堆積が不規則で
ある。これは，当遺跡の西側低地部分に以前は万之瀬川
が蛇行して流れていたことによる影響ではないかと考え
られる。第１０図土層断面図（４）⑤は，平成１１年度調査
区Ｂ・Ｃ－２～９区北側の土層である。全体的にほぼ平
行な堆積である。第１０図土層断面図（４）⑥は，平成１２
年度調査区Ａ’・Ａ－３１区西側の土層である。全体的に
ほぼ平行な堆積である。第11図土層断面図（５）⑦は平
成１２年度調査区Ａ・Ｂ－２１・２２区西側の土層である。河
川による氾濫堆積層で部分的な堆積であるⅦ層が層状に
しっかりと堆積している。第11図土層断面図（５）⑧は
平成１３年度調査区Ｄ～Ｆ－１４・１５区境西側の土層である。
Ⅶ層以下の層については，堆積が不規則である。また，
各層が万之瀬川方向に緩やかに下っていることがうかが
える。第11図土層断面図（５）⑨は，平成１４年度調査区
Ｅ・Ｆ－３０区西側の土層である。万之瀬川側に近づくに
つれて層が増えるとともに，下っている様子がうかがえ
る。特に，Ⅴ層以下の下り方が大きく，傾斜が急になっ
ている。

第３節　整理作業の概要
  芝原遺跡の発掘調査報告書作成に伴う整理作業につい
ては，平成１１年度から平成１６年度にかけての発掘調査中
に，遺物の洗浄・注記作業を並行して行い，本格的な整
理作業を平成１７年度より実施した。作業は，県立埋蔵文
化財センターで，他の万之瀬川流域の遺跡群と同時進行
の形で行った。刊行については，複数年に分けて刊行す
ることとした。本年度の「縄文時代遺構編」をはじめに，

「縄文時代遺物（土器）編」「縄文時代遺物（石器）編」
「弥生・古墳時代編」「古代から中世編」と年度ごとに刊
行する計画である。

第４節　遺物の分類について
１　土器
　縄文時代の土器は，縄文時代中期から晩期まで幅広い
時代のものが出土している。報告書作成では，これらを
複数年計画で刊行することとしたため，本来は全体を通
して類別作業を行うべきだが分断される形となってし
まっている。そこで，便宜上類別の上に『群』を設定した。
　１群は，縄文時代中期の春日式土器。２群は，縄文時
代中期から後期該当の土器で，太めの凹線文や沈線によ
り文様が施されているものを主体にするもの。３群は，
縄文時代中期後半から後期該当の土器で，２本の並行沈
線により靴形文や音符文などの文様が施されているも
の。４群は，器面に縄文が施されているもの。５群は，
口縁部が断面三角形やく字状を呈しているもの。６群は,
１群から５群に分類できないもの。７群は,器面が無文

のもの。８群は，分類できない胴部片や底部。９群は，
土製品とした。これらはさらに，深鉢形，鉢形，台付き
皿形などの形式に分かれている。
　各群内の土器の特徴に関しては，各々の章で紹介して
いきたい。

２　石器
　当遺跡では，縄文時代中期包含層に比定されるⅩ層か
ら縄文時代後期・晩期該当のⅥａ層の包含層において，
土器同様石器が多数出土している。本報告書刊行時点で
全てを抽出できていないが，概ね下記の通りである。主
な器種は，石鏃，鋸歯尖頭器，鋸歯縁石器（石鋸），石
匙，スクレイパー，二次加工剥片，剥片，楔形石器，石
錐，石核，擦切石器，磨製石斧，打製石斧，磨石，敲石
類，石皿類，砥石，軽石製品などで，器種的にも多岐に
わたっている。
　石器について分析していくにあたり，石材及び器種に
おいて可能なものについて分類を試み，その表を以下に
示した。石器に関する分析等は，以下の表を参照し述べ
ていくこととする。

石材分類表
　石材に関しては，石材産地を推定させる黒曜石及び安
山岩，石材中に圧倒的な量を示し質感や風化の程度等個
体差が顕著な頁岩については，石材の細分化を試み，以
下のように分類した。他に，頁岩や砂岩等にホルンフェ
ルス化した石材も散見されたが，変成が顕著であるもの
についてのみホルンフェルスに含めた。頁岩については
硅質化が顕著な石材は，頁岩中に含めている。

石器分類表
　石器は，同一器種内で属性による相違が明瞭で，一定
量以上出土するものについて，グルーピング化し，以下
のように分類した。使用による折損や，欠損により他の
器種への転用が見られる場合は，最終用途をその石器の
器種と捉えて分類した。
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表２　石材分類表

岩石分類 概　　　　　　　　　　要

黒 
曜 
石 

（ob）

Ⅰ
　不純物を多く含み，漆黒で光を通さないものを包括した。薩摩川内市樋脇町上牛鼻，いちき串木野市
川上平木場，いちき串木野市宇都等の原産地資料に類似する。

Ⅱ
　光を通し，不純物を大量に含むものを総括した。鹿児島市の三船，伊佐市大口平出水の日東・小川内
の五女木，錦江町の長谷等の原産地資料に類似するが，細分を行うことはできなかった。

Ⅲ
　飴色～黒色を基調とし，不純物をほとんど含まない良質のものを包括した。えびの市の桑ノ木津留，
伊佐市大口上青木の原産地資料や自然面が磨りガラス状を呈する霧島系の資料に類似するが細分を行う
ことはできなかった。

Ⅳ
　黒色で不純物を全く含まない良質のものを包括した。佐賀県伊万里市腰岳産の資料に類似するが，一
部長崎県佐世保市針尾島周辺で産出する黒色系のものも含まれる。

Ⅴ
　青灰色で不純物の少ないものを包括した。針尾中町や長崎県佐世保市東浜，淀姫等西北九州の原産地
資料に類似するが，原産地不明の一群も含まれる。

Ⅵ
　不純物をあまり含まない灰色のものを包括した。佐賀県椎葉川周辺のものを原産地資料とするが，原
産地不明の一群も含まれる。

Ⅶ 　原産地不明なものを包括した。

安　 山　 岩
　数 mm の長方形をした黒（角閃石や輝石）や白（斜長石）の鉱物の結晶（斑晶）が点在するものを包括した。
淡灰色～黒色で著しく多孔質～細粒緻密やガラス質，摩擦は大～小まで様々なものがある。黒色を呈し，
硬質なサヌカイトが有名。

Ⅰ a 　黒色を呈し，砂質感が強い。斜長石がほとんど含まれない。西九州産であると考えられる。
Ⅰ b 　Ⅰａが風化したもの。
Ⅱ a 　西九州産か。斜長石がほとんど含まれず，硅質の光沢がある。

Ⅲ a
　上牛鼻産と考えられる。斜長石が密に含まれる。黒色もしくは青灰色を呈し，光沢感が強い。風化し
ていない，もしくは弱い風化が見られる。

Ⅲ b 　Ⅲａに類似するが，風化が強い。

Ⅳ
　上記以外の一般的な安山岩。花崗岩との区別においては，帯磁率を基準とし 20 × 10 －１SI 以上を本
類に含めた。

凝　 灰　 岩 　火山灰や火山砂などが堆積し，凝固したもの。親指大の礫を含む凝灰角礫岩を含む。

花　 崗　 岩
　御影石とも呼称。石英・カリ長石・雲母・角閃石・輝石などを主成分鉱物として含む。安山岩との区別は，
帯磁率において２× 10 －１SI 程度の石材を本類に含めた。

蛇 紋 岩 等 　蛇紋岩はぬめっとした肌触りを有し，光沢がある。石材不明資料中，蛇紋岩に類似した資料を含めた。

頁　　　 岩
　泥や粘土の固結した岩石で，平行な平面で割れる傾向がある。黒色のものが多いが，褐色系の色のも
のもある。非常に細粒で，肉眼では粒子の識別出来ないものが多い。粒度均質。さびが付着するのも特
徴である。

Ⅰ 　風化が顕著で，白色もしくは乳白色を呈する。
Ⅱ 　風化が見られる。層状剥離や白筋が見られるものが多い。
Ⅲ 　Ⅱに類似するが，風化がない，もしくは弱い。
Ⅳ 　風化が全くない。光沢があり，漆黒色を呈する。
Ⅴ 　風化が全くない。光沢があり，黒色や黄橙色，白色，乳白色，青灰色などを呈す。硅質の頁岩。
Ⅵ 　粘板岩に類似。薄茶色を呈し，剥離が強い。シルト質の頁岩。
Ⅶ 　さびが付着。黒色を呈し，剥離が強い。
Ⅷ 　硬質頁岩の一種で，長石が粒状に多量に含まれる。金峰山が産地と考えられる。

砂 　 　 岩 　砂粒・石英粒が集合して固まった堆積岩の一種。触ると砂粒感が強いものを本類に含めた。

粘　 板　 岩
　極微小な砂粒（泥粒）が集合して固まった堆積岩の一種。頁岩に似て層状を成すが，薄茶色～茶黄色
を呈し，指で触ると粉が指頭に残るものを本類に含めた。

ホルンフェルス
　硬質化が著しく，鉱物が相累なって帯状もしくは斑状を成すもの。ただし，硬質化（もしくは，硅質化）
した頁岩は本類に含めず，頁岩に分類した。

瑪　 瑙　 系 　瑪瑙・玉髄・石英・タンパク石・鉄石英・水晶・石英班岩・珪岩などを総称して，本類に含めた。
チ ャ ー ト 　珪酸を含み光沢感を有する。灰白色を呈する。
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表３　石器分類表
器種分類 概　　　　　要

剥片石器

石鏃

 　剥片を素材として両側縁部に両面から押圧剥離を施してある小型から中型の三角形状の石器群を石鏃と
した。

Ⅰ 　全体の形状が正三角形を呈するもの。
Ⅱ 　全体の形状が二等辺三角形を呈するもの。
Ⅲ 　全体の形状が二等辺三角形で，縦が幅の２倍以上の長さを呈するもの。
Ⅳ 　先端が尖り側縁が緩やかに曲線を描くもの。

抉りの状況により
ａ：平坦，ｂ：浅い，ｃ：深い

Ⅴ 　Ⅰ～Ⅳに該当しない特徴を呈するもの。
Ⅵ 　未製品や欠損品。

鋸歯尖頭器 　剥片を素材として両側縁部に両面から押圧剥離を施し両側縁部を鋸歯状に作出してある大型の三角形状
の石器群を鋸歯尖頭器とした。本石器と石鋸を組み合わせ銛として使用したと想定される。

 鋸歯縁石器
（石鋸）

　剥片を素材として一側縁部に抉りを入れ鋸歯状に作出し，もう一側縁部は微細剥離により刃部のように
作出してある石器群を石鋸とした。本石器と鋸歯尖頭器を組み合わせ銛として使用したと想定される。

石　　匙 　剥片を素材とし刃部及びつまみ部を作出し，つまみ部に着紐して携帯する石器群を石匙とした。
スクレイパー 　剥片の縁辺部などに二次調整を行い，刃部整形を施してあるものをスクレイパーとした。
二次加工剥片 　剥片の縁辺部などに二次調整を行い，刃部整形が認められないものを二次加工剥片とし，刃部整形が認

められるもので一定の大きさを有する資料は礫器類に含めた。なお，後・晩期相当層出土中，横長剥片を
素材とする刃部整形剥片を横刃形石器として分類した。横刃形石器

石　　核

　原石から石器製品作出のための剥片を採種した残存石材を本類に分類した。なお，剥離痕に顕著な使用
痕等確認できる資料について は，礫器に含めた。

Ⅰ 　自然面を有するもの。
Ⅱ 　自然面を有しないもの。

ａ 　周辺から中心に向かって剥ぐもの。
ｂ 　分割により平坦な打面を形成した後 , 同一打面から剥いだもの。
ｃ 　剥離方向に法則性が見いださせないもの。

剥片石器

石　　錐 　大きなつまみ部を有し小振りな尖端部を作出成形し錐部とする石器群を石錐とした。

楔形石器
　ピエス・エスキーユとも称される。表面観は方形で，上縁端部及び下縁端部は直線的で平行に位置する。
刃部断面観が凸レンズ状に鋭角をなし，基部には敲打面を有する。本石器を木の実や骨にあて，敲石等で
敲いて割るために使用したと想定される。

擦切石器 　砥石と同様，砂岩質の礫素材を使用する。刃縁部の片面側もしくは両面側に削痕を有する。磨製石斧等
の素材を抽出するために，礫素材を擦り切り，分割するための道具と考えられる。

抉入石器 　剥片を素材として側縁部に抉入部を作出してある石器群を抉入石器とした。抉入部が一側縁部のみみら
れるものと両側縁部にみられるものがある。

礫石器

磨製石斧
Ⅰ 　器厚が厚く，重量感がある。刃部は蛤の形態を有し，器形は長方形状を呈する。
Ⅱ 　Ⅰより小型で，器厚が薄手。長方形状を呈する。定格式石斧が多い。
Ⅲ 　細長で刃部が片刃である。鑿形石器と呼称されるタイプである。

打製石斧

Ⅰ 　明瞭な抉りを持たず，短冊形（長方形）の器形を呈する。器厚は比較的厚い。短冊形石斧と呼称。

Ⅱ 　明瞭な抉りを持たず，短冊形（長方形）の器形を呈する。Ⅰ類に類似するが，器厚が極薄く，より鋤に
近似する。扁平石斧と呼称。

Ⅲ 　基部と刃部を境界作る抉り部を持ち，ラケット状を呈する。有肩石斧と呼称。
Ⅳ 　分類不可資料及び未製品。

礫器類

Ⅰ 　素材剥片の両側縁部を中心的に刃部調整が施され，柳葉状の器形を呈する。
Ⅱ 　素材剥片の下縁部を中心的に刃部調整が施され，横長長楕円（長方形）状の器形を呈する。
Ⅲ 　素材剥片の一辺に刃部調整が施され，器形は三角形状を呈する。刃部整形は直線的である。
Ⅳ 　長方形状の素材剥片の接しない二側縁部に刃部調整が施される。

Ⅴ 　上面観が円形を呈しており，周縁部に調整を施し，基部及び刃部を作出する。ラウンドスクレイパーと
も呼称される。

Ⅵ 　上記以外の礫器類である。

磨　石

敲　石

磨敲石

Ⅰａ 　比較的小礫を素材とする。全面的もしくは部分的に磨面のみを有し，敲打痕は不明瞭である。
Ⅰｂ 　全面的もしくは部分的に磨面を有し，平坦面や側縁に明瞭な敲打痕が見られる。
Ⅱａ 　大きめな礫を素材とする。全面的もしくは部分的に磨面のみを有し，敲打痕は不明瞭である。
Ⅱｂ 　全面的もしくは部分的に磨面を有し，平坦面や側縁に明瞭な敲打痕が見られる。

Ⅲ 　上記Ⅰ及びⅡ類以外の資料である。上面観が長楕円形状もしくは不定形状を呈し，用途が敲石と考えら
れる資料群である。

石皿・台石

　石皿は大礫を利用し，磨面・凹面を有する。磨石とセット関係にあり，木の実を磨り潰したりするため
と考えられる。
　台石も大礫を利用し，敲打痕を有する。敲石とセット関係にあり，石器製作時に石材を据え付けるため
と考えられる。

砥　　石 　砂岩質の礫素材を利用し，主として長軸方向に削痕が縦走し，深い凹面を有することが多い。
軽石製品 　軽石を素材とする。穿孔や凹み等加工痕が残される。
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第１節　縄文時代中期中葉の遺構
　各年度ごとに遺跡を分断して調査を進めた結果，各年
度の層位の整合がとれていない。平成１２年度の春日式土
器出土集中地域のみ独立させ，それ以外に関しては一括
して取り扱わざるをえなかったため，縄文時代中期中葉
の調査は，平成１２年度調査のＢ－１８・１９区Ⅷ層が該当す
る。
　遺構は，竪穴状遺構が２基，土坑が１基検出された。
その配置は，第１５図・第１６図に示したとおりである。竪
穴状遺構１号と竪穴状遺構２号に挟まれるように土坑１
号が位置している。
　竪穴状遺構は，Ｂ－１８区・Ｂ－１９区でそれぞれ１基ず
つ検出された。これらの２基は，これまで報告されてい
る該期の竪穴住居跡とその平面の形状が異なっている。
該期の竪穴住居跡が５軒検出された志布志市松山町の前

谷遺跡では，平面形が円形と隅丸方形である。当遺跡の
竪穴状遺構１号・竪穴状遺構２号の平面形とはその形状
が異なっている。また，竪穴状遺構１号・竪穴状遺構２
号からは柱穴が検出されなかったことや炉跡が検出され
なかったことなどから，ここでは竪穴状遺構として報告
することとした。
　土坑は，Ｂ－１９区で１基検出された。埋土や出土遺物
から竪穴状遺構１号・竪穴状遺構２号と同期の土坑と判
断した。
　これらの遺構からは，貝殻による器面調整が施された
器壁の薄い口縁部が内湾する土器や，石鏃・鋸歯尖頭器・
石皿などの石器が出土している。注目されることとして，
竪穴状遺構２号から組合せ銛の先端部であると考えられ
る鋸歯尖頭器が３点出土している。

第４章　縄文時代の遺構の調査

第１２図　竪穴状遺構１号内遺物出土状況図
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第１３図　竪穴状遺構１号内出土遺物実測図（１）
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１　竪穴状遺構
（１）　竪穴状遺構１号（第１２図～第１５図）
　竪穴状遺構１号は，Ｂ－１９区で検出された。プランは，
２.４ｍ×２ｍの不定形であり，床面はフラットである。
　調査は，中央に埋土観察用のベルトを設定し，中央部
分から床面を確認していった。なお，検出面から床面ま
での深さは，１５㎝程である。柱穴は確認できなかった。
床面積は，約５.４７㎡である。埋土は，暗茶褐色砂質土
の単層である。この埋土から，土器や石器が出土した。
遺物は床面近くから出土するものもあったが，大部分は
埋土上位より出土した。竪穴状遺構１号から出土した遺
物は土器２０５点，石器７点であった。土器は接合作業を
経てこのうち１９点，石器は３点を図化した。
ア　出土土器（第１３図）
　１から８は，内湾する口縁部であり，内外面ともに器
面調整は貝殻条痕である。１は，口縁端部に粘土紐が菱
形状に貼り付けられている。粘土紐が貼り付けられてい
ない部分は，棒状の工具による沈線が横位に施されてい
る。粘土紐が貼り付けられた下位には棒状の工具による
沈線が縦位に施されている。２は，口唇部に刻みが施さ
れ，口縁部の粘土紐を貼り付けた内側には縦位の沈線が

施されている。３は，口縁部に粘土紐が山形に２条貼り
付けられている。４は，口唇部に刻み目が施され，口縁
部には２条の沈線が波状に施されている。沈線の上位に
細い棒状の工具による刺突文が施されている。５は，口
縁部上位に細い波状の沈線が施され，その下位にヘラ状
の工具による刺突文が施されている。さらにその下に沈
線文を施し，沈線上に刺突が施されている。６・７は，
沈線文に刺突が施されている。８は，無文である。９か
ら１４は，胴部である。内外面ともに器面調整は貝殻条痕
である。１５は，胴部から底部である。内外面ともに，器
面調整は貝殻条痕である。１６から１９は，底部であり，底
部裏面の接着面はほぼ平坦である。１６は，底部裏面の接
着面が高台のように作り出されているが，上げ底には
なっていない。１５，１７から１９は，上げ底である。１から
１９の器壁は薄いつくりであり，内外面の器面調整は貝殻
条痕である。１群の土器であると思われる。
イ　出土石器（第１４図）
　２０は，石核である。小礫を素材としたものである。２１
は，二次加工剥片である。左側縁部及び裏面左側縁部に
調整痕を有する。２２は，スクレイパーである。下縁部に
刃部があり，使用痕が観察される。

第１４図　竪穴状遺構１号内出土遺物実測図（２）
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第１５図　縄文時代中期中葉遺構配置図（１）
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第１６図　縄文時代中期中葉遺構配置図（２）
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（２）　竪穴状遺構２号（第１６図～第２０図）
　竪穴住居状遺構２号は，Ｂ－１８区で検出された。プラ
ンは，３.８ｍ×３.２ｍの不定形であり，南東側に幅０.４ｍ
のベット状となった高まりがある。
　調査は，中央に埋土観察用のベルトを設定し，中央部
分から床面を確認していった。床面は北西側が深くなっ
ている。深さは，ベット状になった高まりの部分が検出
面から６㎝であり，北西側の深いところは検出面から２６
㎝である。東側壁際に径５０㎝ほどの凹みを検出したが，
柱穴とは判断できなかった。床面積は，約７.４７㎡である。
埋土は，第１８図に示したように２層確認された。埋土か
らは土器や石器が出土した。遺物は床面近くから出土す
るものもあったが，大部分は埋土上位より出土した。組
合せ銛の先端部であると思われる鋸歯尖頭器42・43・44
は，竪穴状遺構２号西壁に近い埋土の中層ほどから出土
した。竪穴状遺構２号から出土した遺物は土器９８点，石
器１３点であった。土器は接合作業を経てこのうち１７点，
石器は９点を図化した。

ア　出土土器（第１９図）
　２３から２８は，内湾する口縁部であり，口縁部に粘土紐
が貼り付けられているものである。２３から２５は，その内
側に縦位や横位の沈線文や刺突文が施されている。２３は，
口縁端部に粘土紐が貼り付けられ，その上部を棒状の工
具による押圧により口縁部が波状を呈している。口縁端
部に貼り付けられた粘土紐にはヘラ状の工具による刻み
目が施されている。２９は，口縁部が欠けているが，内湾
する口縁部をもつものであると思われる。２３から２８と同
じように，口縁部に粘土紐が貼り付けられている。３０は，
口縁部に棒状の工具による沈線が施され，この沈線上に
細い棒状の工具による刺突文が連続して施されている。
３１は，口縁端部に貝殻腹縁による刺突文が連続して施さ
れている。３２から３５は，胴部である。内外面ともに器面
調整は貝殻条痕である。３６から３９は，底部である。すべ
て上げ底であり，接着面はほぼ平坦である。３６は，３７・
３８と比較すると接着面が広いつくりとなっている。２３か
ら３９の器壁は薄いつくりであり，内外面の器面調整は貝

第１７図　竪穴状遺構２号内遺物出土状況図
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殻条痕である。１群の土器であると思われる。
イ　出土石器（第２０図）
　４０・４１は，石鏃である。ともに基部が欠けている。４０は，
側縁部が緩やかに曲線を描き，基部が逆U字状に抉られ
ている。４１は，平面形が二等辺三角形を呈し，基部が逆
V字状に抉られている。４２から４４は，鋸歯縁をもつ大型
の石鏃とも考えられるが，その大きさから組合せ銛の先
端部として使用される鋸歯尖頭器であると思われる。４２
は，平面形が二等辺三角形状を呈しているが側縁部がや
や膨らむものである。両側縁部が表裏両面からの剥離に
より鋸歯状に丁寧に作り出されている。基部は，逆Ｖ字
状に抉られている。４３は，平面形が二等辺三角形状を呈
し，両側縁部が表裏両面からの剥離により鋸歯状に作り
出されている。基部は，逆Ｖ字状に抉られている。４４は，
平面形が二等辺三角形状を呈し，両側縁部が表裏両面か

らの剥離により鋸歯状に丁寧に作り出されている。基部
は，逆Ｖ字状に抉られている。４２から４４は側縁部の鋸歯
状の作り出しが単式である。基部については，すべて抉
られている。４５は，石匙である。表裏両面に調整が施さ
れた横型のものである。刃部とつまみ部がほぼ左右対称
である。４６は，二次加工剥片である。左側縁部及び裏面
右側縁部に調整が施されている。４７は，磨敲石である。
下面に敲打痕が明瞭に観察できる。また，表裏面に擦痕
が残る。４８は，石皿である。作業面は磨面を有し大きく
凹んでいる。

第１８図　竪穴状遺構２号実測図
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第１９図　竪穴状遺構２号内出土遺物実測図（１）
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第２０図　竪穴状遺構２号内出土遺物実測図（２）
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（３）　土坑１号（第１５図，第２１図）
　土坑１号は，Ｂ－１９区で検出された。プランは，１.１
ｍ×０.６ｍの楕円形である。深さは，検出面から２０㎝で
ある。埋土や出土遺物の状況が竪穴状遺構４号・５号と
同じであり，同時期のものであると判断した。埋土から
は，土器２点，石器２点が出土した。
ア　出土土器（第２１図）
　１・２は，口縁部が内湾するもので，内外面ともに器
面調整は貝殻条痕である。１は，口縁端部に波状の沈線
が施され，その下位に刻み・刺突が施されている。２は，
無文である。ともに器壁が薄いつくりであり，１群の土
器であると思われる。
イ　出土石器（第２１図）
　３は，石鏃である。平面形が二等辺三角形を呈し，基
部が逆Ｖ字状に抉られている。４は，石皿片である。表
面に凹んだ作業面を有している。

写真４　土坑１号内出土土器

第２１図　土坑１号実測図及び土坑１号内出土遺物実測図

1

2
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第２節　縄文時代中期後葉から後期の遺構
　縄文時代中期後葉から後期の調査は，第３図のⅥａ層・
Ⅵｂ層・Ⅷ層・Ⅹ層が該当する。該当する層ごとに遺物
取り上げ及び遺構検出を行った。基本的には人力で掘り
下げていった。
　遺構は，竪穴状遺構３基，集石５７基，土坑２９２基，ピッ
ト３８３基，焼土５基，埋設土器５基，石皿集積１基，落
ち込み状遺構１６か所が検出された。その配置は，第２２図
から第４８図に示したとおりである。Ｃ－２３区～Ｃ－３１区，
Ｄ－２１区～Ｄ－２６区では土坑・ピットなどの遺構がほと
んど検出されていないが，これはそれらの区のほとんど
が撹乱によるものであったためである。
　竪穴状遺構は，Ｄ－３４区，Ｃ－３３区，Ｄ・Ｅ－２９・３０
区でそれぞれ１基ずつ検出された。これら３基は平面の
形状がこれまで報告されている該期の竪穴住居跡とは異
なっている。該期の竪穴住居跡が５軒検出された日置市
伊集院町の上ノ平遺跡では，平面形が略円形と隅丸方形
である。また，１７軒の竪穴住居跡が検出された鹿児島市
の山ノ中遺跡では，平面形が円形である。当遺跡の竪穴
状遺構３号・４号・５号の平面形とはその形状が異なる
ことなどから，ここでは竪穴状遺構として報告すること
とした。
　集石は，５７基が確認された。集石を構成する石の数は
１０数個のものから５００個を越えるもの，それぞれの集石
の総重量は，３㎏台から８７㎏台のものが確認されている。
また，掘り込みのあるものや掘り込みのないものが確認
されている。
　土坑は，２９２基が確認された。平面の形状が円形・楕
円形・不定形とある。大きさ・深さも様々なものが確認
されている。
　埋設土器は，５基確認された。土器を埋設するものと
して，竪穴住居内に埋設する埋甕や深鉢形土器が逆さま
の状態で出土する倒置深鉢などがあるが，ここでは埋設
土器として報告することとした。
　これらの遺構からは，土器，石器，土製品，石製品が
出土している。土器は，器形・文様などの属性が判明す
るものを抽出し，実測・掲載した。石器は，剥片石器と
礫石器とに分け，各器種ごとに実測・掲載した。

１　竪穴状遺構
（１）　竪穴状遺構３号（第２６図，第４９図・第５０図）
　竪穴状遺構３号は，Ｄ－３４区で検出された。プランは
１.９ｍ×１.９ｍの不定形であり，床面の東西方向はフラッ
トであるが，南北方向は中央部が凹んでいる。また，西
側の壁面はすぐに立ち上がるが，東側の壁面は緩やかに
立ち上がる。
　調査は，中央に埋土観察用のベルトを設定し，中央部
分から床面を確認していった。検出面から床面までの深

さは，５㎝から２２㎝程である。柱穴は確認できなかっ
た。床面積は，１.５７㎡である。埋土から土器が出土した。
土器は床面近くから出土するものもあったが，大部分は
埋土上位より出土した。竪穴状遺構３号から出土した土
器は８７点で，接合作業を経てこのうち９点を図化した。
ア　出土土器（第５０図）
　１は，半裁竹管状の道具による沈線が施されている。
２は，口縁部に斜位の沈線が施されている。３は，口縁
部の断面が三角形を呈しており，口唇部に貝殻刺突文が
施されている。４は，無文の土器である。５から８は，
胴部片である。９は，底部である。底部から胴部へくび
れがなくややひらきながら立ち上がるタイプのものであ
る。１・２は２群，３は５群であると思われる。
（２）　竪穴状遺構４号（第２５図，第５１図）
　竪穴状遺構４号は，Ｃ－３３区で検出された。プランは
３.５ｍ×３ｍの不定形であり，床面はフラットである。
壁面の立ち上がり方は緩やかであるが，東側の壁面の立
ち上がり方は特に緩やかである。
　調査は，中央に埋土観察用のベルトを設定し，中央部
分から床面を確認していった。検出面から床面までの深
さは，５０㎝程である。柱穴は確認できなかった。床面積
は，２.６㎡である。埋土からは土器等の遺物は出土しな
かった。
（３）　竪穴状遺構５号（第３２図，第５２図～第５５図）
　竪穴状遺構５号は，Ｄ・Ｅ－２９・３０区で検出された。
プランは３.１ｍ×２.８ｍの隅丸方形であり，床面は中央部
分が掘り込まれ深くなっている。
　調査は，中央に埋土観察用のベルトを設定し，中央部
分から床面を確認していった。検出面から床面までの深
さは，４０㎝程である。柱穴は中央掘り込み部の東西側に
１基ずつ検出した。床面積は，５.７３㎡である。竪穴状遺
構５号は平面形が隅丸方形を呈し柱穴も検出されている
が，調査時に水没するなどしたため，掘り込みや埋土を
はっきり確認することができなかったため，竪穴状遺構
１号・２号と同じように，竪穴状遺構として報告した。
竪穴状遺構５号から出土した土器は１５７点で，接合作業
を経てこのうち３５点を図化した。また，軽石製品が１点
出土している。
ア　出土土器（第５３図～第５５図）
　１０から２２は，口縁部に文様が集中したり口縁部下位を
削ったりするものである。１０は，口縁部に縦位や横位の
凹線文が施されている。口唇部は指頭による凹点が施さ
れ，この凹点には爪痕が観察できる。１１は，口縁部下位
を削ることにより口縁部を肥厚させている。口縁部に指
頭による凹点や指頭による凹線が施されている。口唇部
には，凹点が施され，ねじり紐状の突起が付く。１２は，
口縁部に指頭による凹点や指頭による横位の凹線による
文様が施されている。口縁部は，棒状の工具による刺突
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第２２図　縄文時代中期～後期遺構配置図（１）



－ 38 －

第２３図　縄文時代中期～後期遺構配置図（２）
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第２４図　縄文時代中期～後期遺構配置図（３）
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第２５図　縄文時代中期～後期遺構配置図（４）
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第２６図　縄文時代中期～後期遺構配置図（５）



－ 42 －

第２７図　縄文時代中期～後期遺構配置図（６）
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第２８図　縄文時代中期～後期遺構配置図（７）
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第２９図　縄文時代中期～後期遺構配置図（８）
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第３０図　縄文時代中期～後期遺構配置図（９）
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第３１図　縄文時代中期～後期遺構配置図（１０）
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第３２図　縄文時代中期～後期遺構配置図（１１）
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第３３図　縄文時代中期～後期遺構配置図（１２）
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第３４図　縄文時代中期～後期遺構配置図（１３）
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第３５図　縄文時代中期～後期遺構配置図（１４）
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第３６図　縄文時代中期～後期遺構配置図（１５）
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第３７図　縄文時代中期～後期遺構配置図（１６）
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第３８図　縄文時代中期～後期遺構配置図（１７）
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第３９図　縄文時代中期～後期遺構配置図（１８）
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第４０図　縄文時代中期～後期遺構配置図（１９）
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第４１図　縄文時代中期～後期遺構配置図（２０）
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第４２図　縄文時代中期～後期遺構配置図（２１）
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第４３図　縄文時代中期～後期遺構配置図（２２）
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第４４図　縄文時代中期～後期遺構配置図（２３）
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第４５図　縄文時代中期～後期遺構配置図（２４）
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第４６図　縄文時代中期～後期遺構配置図（２５）
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第４７図　縄文時代中期～後期遺構配置図（２６）
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第４８図　縄文時代中期～後期遺構配置図（２７）
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により波状を呈している。１３は，口縁端部を肥厚させる
とともに，口縁部下位を削ることにより口縁部を強調し
ている。口縁部には，ヘラ状の工具による沈線により文
様が施されている。１４は，口縁部にヘラ状の工具による
沈線が斜位に施されている。口縁部は，指頭による押圧
により波状を呈している。１５は，ヘラ状の工具による沈
線により逆く字状の文様が施されている。口唇部は，指
頭による押圧により波状を呈している。１６は，口縁部下
位を横方向に削ることにより，口縁部を肥厚させてい
る。口縁部には，斜位の沈線文が施されている。口縁部
は指頭による押圧により波状を呈している。１７は，口縁
部下位を横方向に削ることにより，口縁部を肥厚させて
いる。口縁部には，ヘラ状の工具による縦位の沈線文が
施されている。口唇部には，細い竹管状の工具による斜
位の刺突文が２条施されている。１８は，口縁部にヘラ状
の工具による沈線文が斜位に施されている。口唇部は平
らに仕上げられている。１９は，口縁部を肥厚させている。
口唇部は，幅広く平らに仕上げられている。２０は，口縁
部に半裁竹管状の工具による縦位の短沈線文が施されて
いる。口唇部には，刺突による凹点が施されている。２１
は，口縁部に指なでによる幅の広い凹線文と幅の狭い凹
線文により低い突帯を作出することにより口縁部を強調
している。口縁部には左右に窓をもつ高い突起が付く。
突起の左右の窓は，突起の中央部分を穿孔することによ
りつながっている。突起の頂部には，棒状の工具による
刺突文が施されている。２２は，渦巻き状に粘土を貼り付
け，そこに指による凹線文を施した飾りにより口縁部を

第４９図　竪穴状遺構３号内遺物出土状況図及び竪穴状遺構３号実測図

第５０図　竪穴状遺構３号内出土遺物実測図
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強調している。２３から２６は，口縁部に横位の沈線文が施
され，靴形文状の文様が施されている。２７は，口縁部に
横位や斜位の沈線文が施されている。２８から３０は，沈線
間に刺突文や刻み目が施されている。３１は，口縁部上位
に３条の凹線文を横位に施し，その下位に横位の凹線文
が施されている。大きな波頂部をもつ。３２から３５は，無
文の土器である。３３・３４は口縁部下位が削られている。
３５は，補修孔が穿たれている。３６から４４は，胴部や底部
である。底部には，木の葉の葉脈や網代編みなど土器製
作時の敷物の痕が残っている。３８から４０は，底部から胴
部へひらきながら立ち上がるタイプの底部である。４１か
ら４３は，底部端部がやや膨らむタイプの底部である。４３
は，底部から胴部にかけて大きくくびれるタイプの底部
である。４４は，底部内面に指痕が観察できる。10から２２
は２群，２３から３１は３群であると思われる。

イ　出土石器（第５５図）
　４５は，軽石製品である。大きさは，長さ約５㎝・幅約
３㎝・厚さ約２㎝である。表裏両面から穿孔が施された
リング状のものである。穿孔部分の直径は１２㎜程である。

第５１図　竪穴状遺構４号実測図
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第５３図　竪穴状遺構５号内出土遺物実測図（１）

第５２図　竪穴状遺構５号実測図
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第５４図　竪穴状遺構５号内出土遺物実測図（２）
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第５５図　竪穴状遺構５号内出土遺物実測図（３）



－ 69 －

２　集石（第５６図～第７７図）
　縄文時代中期後葉から後期該当の集石は，５７基が確認
され，調査区北側から番号を付けていった。礫の集まり
具合と掘り込みの有無で３つのタイプがある。集石１号
は，Ａ－３７区で検出された。総数８７個の礫で構成されて
おり，掘り込みは確認されなかった。集石２号は，Ｃ－
３８区で検出された。総数５５５個の礫で構成され，総重量
は６３.３８㎏であった。明確な掘り込みは確認されなかっ
た。集石３号は，Ｃ－３７区で検出された。総数１３５個の
礫で構成され，総重量は１５.４３㎏であった。明確な掘り
込みは確認されなかった。集石４号は，Ｄ－３７区で検出
された。総数１４個の礫で構成され，総重量は３.３１㎏であっ
た。明確な掘り込みは確認されなかった。集石５号は，
Ｄ－３７区で検出された。総数１２１個の礫で構成され，総
重量は４６.５２㎏であった。明確な掘り込みは確認されな
かった。集石７号は，Ｃ－３６区で検出された。総数３６０
個の礫で構成され，総重量は８７.３５㎏であった。明確な
掘り込みは確認されなかった。集石８号は，Ｃ－３６区で
検出された。総数４８個の礫で構成され，総重量は１４.５３
㎏であった。明確な掘り込みは確認されなかった。集石
９号は，Ｂ－３５区で検出された。総数２２２個の礫で構成
されており，明確な掘り込みは確認されなかった。集石
１１号は，Ｃ－３４区で検出された。総数８５個の礫で構成さ

れ，総重量は１８.５９㎏であった。明確な掘り込みは確認
されなかった。集石１２号は，Ｃ－３４区で検出された。総
数４６個の礫で構成され，総重量は６.７１㎏であった。明確
な掘り込みは確認されなかった。集石１３号は，Ｂ－３４区
で検出された。総数１７個の礫で構成され，総重量は７.１２
㎏であった。明確な掘り込みは確認されなかった。集石
１４号は，Ｂ－３４区で検出された。総数３２２個の礫で構成
され，総重量は３３.１０㎏であった。明確な掘り込みは確
認されなかった。集石１５号は，Ｂ－３３区で検出された。
総数１７１個の礫で構成され，総重量は１７.１６㎏であった。
明確な掘り込みは確認されなかった。集石１６号は，Ｂ－
３３区で検出された。総数８４個の礫で構成され，総重量は
１０.５２㎏であった。明確な掘り込みは確認されなかった。
集石１７号は，Ｃ－３４区で検出された。総数５０個の礫で構
成され，総重量は３４.２４㎏であった。集石１８号は，Ｃ－
３２区で検出された。総数８５個の礫で構成され，総重量は
３４.９０㎏であった。０.８ｍ×０.７ｍの土坑が伴う。集石１９
号は，Ａ’－３０区で検出された。総数５３個の礫で構成さ
れる。０.８ｍ×０.７５ｍの土坑が伴う。集石２０号は，Ｅ－
３２区で検出された。総数７０個の礫で構成され，総重量は
５２.３７㎏であった。０.８ｍ×０.８ｍの土坑が伴う。集石２１
号は，Ｄ－３１区で検出された。総数６９個の礫で構成され，
総重量は６８.７５㎏であった。１.３ｍ×０.９ｍの土坑が伴う。

第５６図　集石実測図（１）
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第５７図　集石実測図（２）
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集石２２号は，Ｄ－３１区で検出された。総数５４個の礫で構
成され，総重量は２４.２９㎏であった。０.８ｍ×０.７ｍの土
坑が伴う。集石２３号は，Ｅ－３１区で検出された。総数２９
個の礫で構成され，総重量は２３.７５㎏であった。明確な
掘り込みは確認されなかった。集石２４号は，Ｅ－３１区で
検出された。総数２１個の礫で構成され，総重量は１２.５３
㎏であった。０.６ｍ×０.６ｍの土坑が伴う。集石２５号は，
Ｅ－３０区で検出された。総数５８個の礫で構成され，総重
量は１０.８６㎏であった。０.７ｍ×０.６ｍの土坑が伴う。集
石２６号は，Ｅ－３０区で検出された。総数６５個の礫で構成
され，総重量は７.１６㎏であった。０.８ｍ×０.６ｍの土坑

が伴う。集石２７号は，Ｅ－３１区で検出された。総数２１個
の礫で構成され，総重量は５.７８㎏であった。明確な掘
り込みは確認されなかった。集石２８号は，Ｅ－３０区で検
出された。総数４２個の礫で構成され，総重量は３３.９１㎏
であった。１.２ｍ×１.１ｍの土坑が伴う。集石２９号は，Ｅ
－３０区で検出された。総数３２個の礫で構成され，総重量
は７.４４㎏であった。明確な掘り込みは確認されなかった。
集石３０号は，Ｄ－３０区で検出された。総数３０個の礫で構
成され，総重量は２８.５７㎏であった。明確な掘り込みは
確認されなかった。集石３１号は，Ｅ－３０区で検出され
た。総数６７個の礫で構成され，総重量は２１.１０㎏であった。

第５８図　集石実測図（３）
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第５９図　集石実測図（４）
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第６０図　集石実測図（５）
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第６１図　集石実測図（６）
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第６２図　集石実測図（７）
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第６３図　集石実測図（８）
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０.９ｍ×０.８ｍの土坑が伴う。集石３２号は，Ｄ－２９区で検
出された。集石３３号は，Ｅ－２９区で検出された。総数５２
個の礫で構成され，総重量は２９.５９㎏であった。１.２ｍ×
１ｍの土坑が伴う。集石３４号は，Ｅ－２９区で検出され
た。総数３２個の礫で構成され，総重量は２４.４７㎏であった。
１ｍ×０.９ｍの土坑が伴う。集石３５号は，Ｄ－２９区で検
出された。総数３０個の礫で構成され，総重量は２４.80㎏
であった。０.８ｍ×０.６ｍの土坑が伴う。集石３６号は，Ｅ

－２８区で検出された。総数３５個の礫で構成され，総重量
は１０.４４㎏であった。１ｍ×０.６ｍの土坑が伴う。集石３７
号は，Ｅ－２７区で検出された。総数５０個の礫で構成され，
総重量は２５.２５㎏であった。０.８ｍ×０.６ｍの土坑が伴う。
集石３８号は，Ｄ－２７区で検出された。総数６１個の礫で構
成され，総重量は４２.９０㎏であった。１.１ｍ×１ｍの土坑
が伴う。集石３９号は，Ｄ－２７区で検出された。総数５７
個の礫で構成され，総重量は１６.２４㎏であった。０.８ｍ×

第６４図　集石実測図（９）
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第６５図　集石実測図（１０）
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第６６図　集石実測図（１１）
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０.６ｍの土坑が伴う。集石４０号は，Ｅ－２７区で検出され
た。総数２５個の礫で構成され，総重量は１０.９１㎏であっ
た。０.７ｍ×０.７ｍの土坑が伴う。集石４１号は，Ｅ－２７区
で検出された。総数２０個の礫で構成され，総重量は８.０８
㎏であった。０.６ｍ×０.４ｍの土坑が伴う。集石４２号は，
Ｅ－２７区で検出された。総数３８個の礫で構成され，総重
量は３０.１３㎏であった。１ｍ×０.９ｍの土坑が伴う。集石
４３号は，Ｅ－２７区で検出された。総数７５個の礫で構成さ
れ，総重量は２８.６０㎏であった。明確な掘り込みは確認
されなかった。集石４４号は，Ｅ－２７区で検出された。総
数４１個の礫で構成され，総重量は２６.７７㎏であった。１
ｍ×１ｍの土坑が伴う。集石４５号は，Ｅ－２７区で検出さ
れた。総数６０個の礫で構成され，総重量は４０.３０㎏であっ
た。１ｍ×１ｍの土坑が伴う。集石４６号は，Ｄ－２５区で
検出された。総数９０個の礫で構成される。明確な掘り込
みは確認されなかった。集石４７号は，Ｄ・Ｅ－２４区で検
出された。総数５０個の礫で構成され，総重量は２０.０７㎏
であった。明確な掘り込みは確認されなかった。集石４８
号は，Ｅ－２３区で検出された。総数５１個の礫で構成され
る。明確な掘り込みは確認されなかった。集石４９号は，
Ｅ－２３区で検出された。総数１９個の礫で構成される。明
確な掘り込みは確認されなかった。集石５０号は，Ｅ－２３
区で検出された。総数７０個の礫で構成され，総重量は
４９.７８㎏であった。１ｍ×１ｍの土坑が伴う。集石５１号は，
Ｄ－２１区で検出された。総数１３個の礫で構成され，総重
量は１０.２０㎏であった。明確な掘り込みは確認されなかっ
た。集石５２号は，Ｄ－２０区で検出された。総数４７個の礫
で構成され，総重量は６.８７㎏であった。０.７ｍ×０.６ｍの
土坑が伴う。集石５３号は，Ｃ－１８区で検出された。総数
４９個の礫で構成され，総重量は１２.６０㎏であった。明確
な掘り込みは確認されなかった。集石５４号は，Ｅ－１７区
で検出された。総数２７個の礫で構成される。明確な掘り
込みは確認されなかった。集石５５号は，総数１８個の礫で
構成される。明確な掘り込みは確認されなかった。集石
５６号は，Ｄ－３２区で検出された。総数３０個の礫で構成さ
れ，総重量は３４.３８㎏であった。１ｍ×０.９ｍの土坑が伴
う。集石５７号は，Ｂ－３４区で検出された。総数１２４個の
礫で構成され，総重量は１４.１２㎏であった。明確な掘り
込みは確認されなかった。
（１）　出土土器（第６７図～第７２図）
　１から１０は，集石１号から出土した土器である。１は，
口縁部下位を削ることにより口縁部をやや肥厚させてい
る。口縁端部に指頭による凹点を１条巡らせ，その下位
に凹線文を施している。胎土に少量の滑石が混入されて
いる。２は，指頭による凹線文が施されている。胎土に
少量の滑石が混入されている。３は，口縁部に棒状の工
具による沈線文が横位に施されている。４は，口縁部に
横位や斜位の沈線文が施されている。５は，ヘラ状の工

具による沈線文が施されている。６は，丸い棒状の工具
による凹線文が施されている。７・８は，棒状の工具に
よる凹線文が横位に施されている。９は，内外面ともに
器面調整は貝殻条痕である。１０は，底部である。底部か
ら胴部にややひらきながら立ち上がるタイプのものと思
われる。１から５は２群，７・８は３群であると思われ
る。１１から１４は，集石２号から出土した土器である。１１
は，棒状の工具による沈線文と指頭による凹点が施され
ている。口唇部には，指による凹点が施されている。１２
から１４は，胴部片である。１１は，２群であると思われる。
１５・１６は，集石８号から出土した土器である。１５は，ヘ
ラ状の工具による沈線文が施されている。口唇部には，
指頭による凹点が施されている。この凹点には，爪痕が
観察できる。１６は，棒状の工具による沈線文と斜位の刺
突文が施されている。１５・１６は，２群の土器であると思
われる。１７・１８は，集石１１号から出土した土器である。
１７は，内外面ともにミガキが施されている。外面には，
ヘラ状の工具による沈線文間に縄文が施されている。１８
は，口縁部下位を削ることにより口縁部を強調している。
口縁部には，ヘラ状の工具による縦位の短沈線文が施さ
れている。１７は４群，１８は２群であると思われる。１９か
ら３０は，集石１４号から出土した土器である。１９は，口縁
部下位を削ることにより口縁部をやや肥厚させている。
口縁部には指頭による凹点とヘラ状の工具による凹線文
が施されている。口唇部には，指頭による凹点が施さ
れ，口縁部は波状を呈している。胎土に少量の滑石が混
入されている。２０は，口縁部を厚くし口縁部下位に低い
突帯を貼り付けることにより，口縁部を強調している。
口縁部には，丸い棒状の工具による凹線文が施されてい
る。２３は，口唇部に竹管状の工具で刺突文が施されてい
る。口縁端部の内外面に輪積みした痕が観察される。２４
は，口縁端部を厚くし，口唇部にヘラ状の工具による沈
線文が施されている。口縁部には，荒く浅い沈線文が施
されている。２５は，低く厚い突起をもち，指頭による凹
点を施している。口縁部には，ヘラ状の工具による沈線
文が施されている。２６は，口縁部の突起部分である。指
頭による凹点とヘラ状の工具による刻み目が施されてい
る。２７は，無文の土器である。口唇部には，指の爪によ
る刺突文が施されている。２８・２９は，無文の土器である。
口唇部には刺突文が施されている。１９から２７は，２群の
土器であると思われる。３１から３６は，集石１５号から出土
した土器である。３１は，口縁部下位を削ることにより口
縁部を肥厚させている。口縁部には，縦位や横位の凹線
文，凹点が施されている。口唇部には指頭による凹点が
施され，口縁部は波状を呈している。ねじり紐状の突起
が付く。３２・３４は，口縁部下位を削ることにより口縁部
をやや肥厚させている。３２は，口縁部にヘラ状の工具に
よる沈線文が施されている。３３は，口縁部に山形の凹線
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第６７図　集石内出土遺物実測図（１）
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第６８図　集石内出土遺物実測図（２）
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第６９図　集石内出土遺物実測図（３）
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第７０図　集石内出土遺物実測図（４）



－ 85 －

第７１図　集石内出土遺物実測図（５）

文が施され，口唇部に刺突文が施されている。３４は，無
文の土器である。口唇部は指頭による凹点が施され，口
縁部は波状を呈している。３５は，底部端部がやや膨らむ
タイプである。３６は，底部端部が大きく膨らむタイプで
ある。３１から３３は，２群土器であると思われる。３７から
３９は，集石１７号から出土した土器である。３９は，口縁部
下位を削ることにより口縁部を肥厚させており，２群土
器であると思われる。４０から４４は，集石１６号から出土し
た土器である。４０は，棒状の工具により沈線文が横位や
斜位に施されている。口唇部には，ヘラ状の工具による
刻み目が施されている。４１・４２・４４は，口縁部下位を削
ることにより口縁部を肥厚させている。４１は，口縁部に
指頭による凹線文が施されている。口唇部には，ヘラ状
の工具による刺突文が施され，台形状の低い突起が付く。
この突起には，刺突と削りにより外面側に２か所，内面
側に１か所の凹点が施されている。外面側の凹点を結ぶ
ように沈線文が施されている。４２は，口縁部にヘラ状の
工具による沈線文が施されている。４３は，ヘラ状の工具
による凹線文がく字状に施されている。胎土に少量の滑
石が混入されている。４４は，口縁部にねじり紐状の突起
が付き，この突起の部分に貝殻による縦位の刺突文が施
されている。すべて２群であると思われる。４５は，集石
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１９号から出土した土器である。口縁部に，ヘラ状の工具
により横位の沈線文が施されている。３群であると思わ
れる。４６から５０は，集石３１から出土した土器である。４６
は，口縁部下位を削ることにより口縁部を肥厚させてい
る。口縁部には，斜位の沈線文が施されている。口唇部
にはリボン状の突起が付く。４７は，口縁部から胴部上位
にかけ，丸い棒状の工具による２本１組の並行な沈線文
により靴形文が施されている。４８は，内外面の器面調整
は貝殻条痕で，外面に沈線文が施されている。５０は，口
縁部が外反するタイプであり，口縁端部を斜位に棒状の
工具で押圧することにより，口縁部が波状を呈している。

波頂部は肥厚し，頂部を貝殻により押圧している。４６は
２群土器，４７は３群土器であると思われる。５１は，集石
３４号出土の土器である。５２は，集石３５号出土の土器であ
る。器面調整は内外面ともに貝殻条痕である。５３は，集
石３６号から出土した土器である。ヘラ状の工具による沈
線文が施されている。５４は，集石３８号から出土した土器
である。５５から６１は，集石３９号から出土した土器である。
５５は，横位の沈線文が施され，その下位に２本１組の平
行な沈線文が施されている。５６は，ヘラ状の工具による
沈線文が施されている。５７・５８は，ヘラ状の工具による
沈線文により直線的な文様が施されている。５９は，無文

第７２図　集石内出土遺物実測図（６）
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第７３図　集石内出土遺物実測図（７）

の土器である。６０は，器面調整が内外面ともに貝殻条痕
である。６１は，指押さえによる指頭痕が底部外面に観察
される。底部から胴部にひらきながら立ち上がるタイプ
の底部である。５５から５８は３群であると思われる。６２・
６３は，集石４５号から出土した土器である。６２は，ヘラ状
の工具による沈線文が縦位や横位に施されている。６３は，
底部端部が膨らむタイプである。底部裏面は，ナデによ

り仕上げられている。６２は３群であると思われる。６４・
６５は，集石５４号出土の土器である。６４は，無文の波状口
縁の土器である。６５は，胴部から底部である。底部端部
がやや膨らむタイプである。６６から７５は，集石５６号から
出土した土器である。６６は，指頭による凹点や横位の凹
線文が施されている。口縁部は，指頭による凹点により
波状を呈している。胎土に少量の滑石が混入されている。
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第７４図　集石内出土遺物実測図（８）
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６７は，口縁部下位を削ることにより口縁部を肥厚させて
いる。口縁部には，棒状の工具による沈線文が施されて
いる。６８は，口縁部に，棒状の工具による斜位の刺突文
と沈線文が施されている。口縁部は，棒状の工具による
刺突文と押圧により波状を呈している。６９は，口縁部下
位を削ることにより口縁部を肥厚させている。口縁部に
は，凹点と凹線文が施されている。口唇部は，棒状の工
具による押圧が一部施されている。７０は，口縁部下位を
削ることにより口縁部を肥厚させている。口縁部には，
斜位の凹線文と凹点が施されている。口縁部は，指頭に
よる凹点により波状を呈している。内面に段を有する。
７１は，口縁部に竹管状の工具による凹点と凹線文が施さ
れている。７２から７４は，無文の土器である。７３は，口縁
部が指頭による凹点により波状を呈している。７４は，つ
くりが粗雑であり，輪積みの痕が外面に残されている。
７５は，底部端部がやや膨らむタイプのものである。底部
裏面に葉脈が観察される。６６から７１は，２群であると思
われる。
（２）　出土石器（第７３図～第７７図）
　７６・７７は，集石３号から出土した石器である。７６は，
磨製石斧片である。刃部片であるが，刃部に敲打痕が残
り，成形というよりは転用の可能性が考えられる。７７は，
磨製石斧を転用した敲石である。上・下面に強い敲打痕
が観察される。７８は，９号集石から出土した磨石である。
下面に弱い敲打痕が観察される。また，表裏面ともに磨
りによる弱い擦痕が観察される。７９から８１は，集石１４号
から出土した石器である。７９は，二次加工剥片である。
表面左側には大振りの剥離が，裏面左側には微細な剥離
が施され，尖頭状を呈するが，詳細ははっきりとしない。第７５図　集石内出土遺物実測図（９）
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８０は，石核である。亜角礫を素材とする。自然面から連
続した剥離が施され，下面右側からの剥離を切っている
ことから，打面転移が行われていたと考えられる。８１は，

磨石である。上部は欠損している。表面には擦痕が，下
面には敲打痕が観察される。８２は，集石２４号から出土し
た磨石である。表面に擦痕が，両側面に敲打痕が観察さ

第７６図　集石内出土遺物実測図（１０）
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第７７図　集石内出土遺物実測図（１１）

れる。８３から８８は，集石３１号から出土した石器である。
８３は，蛇紋岩製の磨製石斧である。刃部を大きく欠損す
るが，この剥離面に細かな再加工が施されている。左側
から基部にかけてトロッとした摩耗感がある。８４は，磨
製石斧である。表面右側，裏面右側に剥離が施されてい
る。８５は，磨石である。８６は，石皿である。作業面は使
用により凹んでいる。８７・８８は，砥石である。８７は，表

裏面ともに使用による擦痕が観察される。８８は，表面に
使用による擦痕が観察され，大きく凹んでいる。８９は，
集石３９号から出土した石皿である。作業面は使用により
磨面が顕著である。９０・９１は，集石４２号から出土した砥
石である。９１は，磨面が顕著である。９２は，集石４４号か
ら出土した砥石である。表面に使用による擦痕が顕著で
ある。９３は，集石４５号から出土した台石である。
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３　土坑（第７８図～第１２０図）
　縄文時代中期後葉から後期該当の土坑は，Ｃ・Ｄ－２３
区～Ｃ・Ｄ－３１区，Ｄ－２１・２２区付近を除くほとんどの
調査区から２９２基が確認され，調査区北側から番号を付
けていった。検出層や埋土の状況から該期に位置付けを
行った。平面の形状から円形・楕円形・不定形と３つの
タイプがある。ここでは，遺物の出土した土坑を中心に
掲載した。
（１）　出土土器（第９１図～第１１６図）
　１から７は，土坑４号から出土した土器である。１は，
口縁部に指頭による凹点，棒状の工具による斜位の凹線
文が施されている。口縁部は波状を呈し，略台形状の突
起が貼り付けられている。胎土には少量の滑石が混入さ
れている。２は，口縁部下位を削ることにより口縁部を
やや肥厚させている。口縁部には，ヘラ状の工具による
沈線文が施されている。３は，口縁部に棒状の工具によ
る沈線文が施されている。４は，指頭による凹線文が施
されている。胎土に滑石が混入されている。５は，棒状
の工具による凹線文が施されている。胎土に滑石が混入
されている。７も，棒状の工具による沈線文が２条横位
に施され，その下位に沈線文が施されている。１から５
は２群，６・７は３群であると思われる。８から１５は，
土坑５号から出土した土器である。８は，指頭による凹
線文が施されている。口縁部は波状を呈している。９は，
指頭による凹線文とヘラ状の工具による凹線文が施され
ている。９は，ヘラ状の工具による沈線文と指頭による
凹点が施されている。１０は，口縁部にヘラ状の工具によ
る沈線文が施され，太い波形の突起が付く。１１は，ヘラ
状の工具による沈線文が施されている。口唇部には浅い
沈線文が施されている。１２は，口縁部にヘラ状の工具に
よる凹線文と棒状の工具による刺突文が施されている。
口縁部には波形をした突起が付く。１３は，無文の土器で
ある。１５は，くびれがなくひらきながら胴部へ立ち上が
るタイプの底部である。底部外面下位に指頭痕が観察さ
れる。８から１２は，２群であると思われる。１６は，土坑
６号から出土した土器である。ヘラ状の工具による沈線
文が施されている。１７は，土坑１５号から出土した土器で
ある。口縁部下位を削ることにより口縁部を肥厚させて
いる。口縁部には，C字状の凹線文が施されている。２
群であると思われる。１８は，土坑１６号から出土した土器
である。底部端部をやや膨らませるタイプの底部である。
１９は，土坑１７号から出土した土器である。器面調整は内
外面ともに貝殻条痕である。２０・２１は，土坑１８号から出
土した土器である。２０は，内外面ともにミガキにより仕
上げられており，棒状の工具による沈線文間に縄文が施
されている。２１は，口縁部がく字状を呈し，口縁端部に
刺突文が施されている。２０は４群，２１は５群であると思
われる。２２は，土坑２０号から出土した土器である。横位

の沈線文が施され，その下位に２本１組の平行な沈線文
により文様が施されている。３群であると思われる。
２３・２４は，土坑２１号から出土した土器である。２３は，縦
位や横位の凹線文が施されている。胎土に多量の滑石が
混入されている。２４は，口縁部下位の内外面を削ること
により口縁部をやや肥厚させている無文の土器である。
２群であると思われる。２５は，土坑２２号から出土した土
器である。口縁部下位を削ることにより口縁部を肥厚さ
せている。口縁部には，指頭による凹点とヘラ状の工具
による縦位の短凹線文が施されている。口縁部は波状を
呈している。２群であると思われる。２６は，土坑２４号か
ら出土した土器である。２７は，土坑３０号から出土した土
器である。底部端部がやや膨らむタイプのものである。
２８は，土坑３４号から出土した土器である。ヘラ状の工具
による凹線文と指頭による凹線文が施されている。２群
であると思われる。２９は，土坑３６号から出土した土器で
ある。３０から３２は，土坑４２号から出土した土器である。
３０は，口縁部がく字状を呈しており，突帯状の部分には
ヘラ状の工具による刻み目が施されている。３１は，口縁
部が断面三角形を呈している。３０・３１は５群であると思
われる。３３・３４は，土坑４３号から出土した土器である。
３３は，横位の沈線文の下位に波状の文様が施されている。
３４は，２本１組の沈線文により靴形文が描かれている。
ともに３群であると思われる。３５は，土坑４４号から出土
した土器である。３６は，土坑５４号から出土した土器であ
る。口縁部下位を削ったり口縁部下部を突帯のようにし
たりすることにより口縁部を強調している。無文の土器
である。３７は，土坑５６号から出土した土器である。無文
の土器であるが，波頂部内面にヘラ状の工具による沈線
によりＶ字状の文様が施されている。３８から４１は，土坑
６９号から出土した土器である。３８は，口縁部にヘラ状の
工具により縦位にＳ字状の文様が施されている。口唇部
は棒状の工具による斜位の刺突文が施されている。３９は，
無文の土器である。外面の器面調整は貝殻条痕で，その
後ナデている。３８は２群であると思われる。４０は，口縁
部下位を削ることにより口縁部をやや肥厚させている。
無文の鉢形の土器であると思われる。４１は，底部端部が
膨らむタイプである。４２から４９は，土坑７３号から出土し
た土器である。４２は，棒状の工具による凹線文により回
転三角形状の文様が施され，口唇部には棒状の工具によ
る刺突文が施されている。４３は，口縁部下位を削ること
により口縁部を肥厚させている。口縁部にヘラ状の工具
による沈線文により逆Ｓ字状の文様が施されている。４４
は，ヘラ状の工具による沈線文が斜位に施されている。
口縁部は波状を呈している。４５は，口縁部に２本１組に
よる沈線文が施されている。４６は，棒状の工具による沈
線文が施されている。口唇部には高い突起が付き，この
突起の口唇部から内面には棒状の工具による沈線文が斜
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第７８図　土坑実測図（１）
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第７９図　土坑実測図（２）
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第８０図　土坑実測図（３）
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第８１図　土坑実測図（４）
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第８２図　土坑実測図（５）



－ 98 －

第８３図　土坑実測図（６）
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第８４図　土坑実測図（７）
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第８５図　土坑実測図（８）
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第８６図　土坑実測図（９）
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第８７図　土坑実測図（１０）
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第８８図　土坑実測図（１１）

位に施されている。４７から４９は，無文の土器である。４８
は，口縁端部がやや内湾している。４９は，口縁部が波状
を呈している。４２から４４は２群，４５・４６は３群であると
思われる。５０から５３は，土坑７５号から出土した土器であ
る。 ５０は，棒状の工具による横位の沈線文が施されて
いる。口縁部は，棒状の工具による斜位の刺突文が施さ
れている。５１は，棒状の工具により横位の沈線文が施さ

れている。５２は，棒状の工具による沈線文が施されてい
る。５３は，無文の土器である。口縁部下位を削る。５０は
２群，５１・５２は３群であると思われる。５４から７２は，土
坑７６号から出土した土器である。５５は，口縁部に棒状の
工具により横位や斜位の沈線文が施されている。口唇部
には刺突文が施されている。口縁端部内面に指頭痕を観
察できる。５６は，ヘラ状の工具による沈線文が斜位や横
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第８９図　土坑実測図（１２）
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第９０図　土坑実測図（１３）

位に施されている。５７は，棒状の工具による凹点が施さ
れている。口縁部は波状を呈している。５８は，口縁部に
棒状の工具による横位の沈線文が施されている。口縁端
部には，ヘラ状の工具による刺突文が施されている。５９
は，口縁部に棒状の工具による短沈線文が縦位に施され

ている。口唇部には棒状の工具による沈線文が縦位に施
されている。６０は，口縁部下位を削ることにより口縁部
を肥厚させている。６１は，口縁部にヘラ状の工具による
沈線文が斜位や横位に施されている。６２は，口縁部下位
を削ることにより口縁部を肥厚させている。口縁部には，
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第９１図　土坑内出土遺物実測図（１）
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第９２図　土坑内出土遺物実測図（２）
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第９３図　土坑内出土遺物実測図（３）
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第９４図　土坑内出土遺物実測図（４）
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ヘラ状の工具による沈線文が施されている。６３は，口縁
部に棒状の工具による沈線文が横位に施されている。
６４・６５は，棒状の工具による深い沈線文が施されている。
６６は，沈線間に貝殻腹縁による刺突文が施されている。
６７は，台形状の厚い突起が付く。この突起の外面には斜
位の短沈線文が施されている。口唇部は，指頭による凹
点が施されている。６８は，無文の土器である。口縁部は
波状を呈している。６９は，無文の土器である。口縁部下
位を削ることにより口縁部を肥厚させている。口縁部は，
貝殻の短い押し引きによる浅い刻み目により波状を呈し
ている。７０は，口縁部が外反する無文の土器である。７２
は，底部端部がやや膨らむタイプである。５４から６５は，
２群であると思われる。７３から７５は，土坑７７号から出土
した土器である。７３は，口縁部が内湾している。口縁部
下位を削ることにより口縁部を肥厚させている。口縁部
には，貝殻による刺突文が横位に２条施されている。口
縁端部内面にヘラ状の工具による刻み目が施されてい
る。７４は，口縁部下位を削ることにより口縁部を肥厚さ
せている。口縁部には，ヘラ状の工具により横長のく字
状の文様が施されている。口唇部は幅広く仕上げられて
いる。７５は，棒状の工具による沈線文がやや斜位に施さ
れている。すべて２群であると思われる。７６・７７は，土
坑８１号から出土した土器である。７８から８１は，土坑８３号
から出土した土器である。７８は，棒状の工具による浅い
沈線文が横位や斜位に施されている。７９は，ヘラ状の工
具による沈線文が施されている。８０は，指頭による沈線
文が施されている。８１は，口縁部に棒状の工具による沈
線文が縦位や横位に施されている。７８から８０は２群，８１
は３群であると思われる。８２から８４は，土坑８４号から出
土した土器である。８２は，ヘラ状の工具による沈線によ
り入組文が施されている。８３は，口縁部下位を削ること
により口縁部を強調している。口縁端部に，ヘラ状の工
具による刺突文が施されている。８４は，棒状の工具によ
る縦位や横位の沈線文が施されている。８２・８３は２群，
８４は３群であると思われる。８５から９２は，土坑８５号から
出土した土器である。８５は，口縁部に指頭による凹点や
凹線文が施されている。８６は，棒状の工具による２本１
組の深い沈線により靴形文が施されている。８７から９１は，
棒状の工具やヘラ状の工具による沈線文が横位に施され
ている。９２は，口縁部下位を削ることにより口縁部を肥
厚させている無文の土器である。８５は２群，８６から９１は
３群であると思われる。９３から９８は，土坑８６号から出土
した土器である。ヘラ状の工具による沈線文が施されて
いる。９３は，指頭による凹点と凹線文が施されている。
口縁部は波状を呈している。口縁部下位を削ることによ
り口縁部を強調している。９４は，口縁部を貝殻腹縁で削
ることにより口縁部下部を上部よりを薄くし，口縁部直
下に棒状の工具による沈線文を施すことにより口縁部を

強調している。９５から９８は，棒状の工具による２本１組
の沈線文が施されている。９５は，口縁部に窓の付いた厚
い山形の突起が付く。９３・９４は２群，９５から９８は３群で
あると思われる。９９は，土坑８７号から出土した土器であ
る。口縁部下位を削ることにより口縁部をやや肥厚させ
ている。口縁部には，指頭による凹点とヘラ状の工具に
よる凹線文が施されている。２群であると思われる。
１００から１０３は，土坑８８号から出土した土器である。１０２は，
口縁部下位を削ることにより口縁部を肥厚させている。
口縁部にヘラ状の工具で浅い沈線文が横位や斜位に施さ
れている。１０３は，口縁部に横位の沈線文が施されている。
１００は２群，１０１から１０３は３群であると思われる。１０４・
１０５は，土坑８９号から出土した土器である。１０４は，ヘラ
状の工具による凹線文が横位に施されている。口縁部は
やや肥厚している。１０４は２群であると思われる。１０６は，
土坑９０号から出土した土器である。１０６は，口縁部下位
を削ることにより口縁部を肥厚させている。口縁部には，
棒状の工具による浅い沈線文が横位に施されている。口
唇部には，指頭による凹点が内側外側と交互に施されて
いる。１０７から１１８は，土坑９１号から出土した土器である。
１０７は，口縁部下位を削ることにより口縁部を強調して
いる。口縁部には，棒状の工具による沈線文がく字状に
描かれている。１０８は，口縁部にヘラ状の工具による沈
線文を斜位や横位に施している。口縁部は波状を呈して
いる。この凹点には爪痕が観察できる。１０９・１１０は，口
縁部下位を削ることにより口縁部を肥厚させている。
１０９は，口縁部にヘラ状の工具による凹線文が施されて
いる。１１０は，口縁部にヘラ状の工具による沈線文が縦
位や横位に施されている。口縁部には，山形の突起が付
く。１１１は，棒状の工具による沈線文が斜位や横位に施
されている。１１２は，口縁部にヘラ状の工具による斜位
の沈線により菱形文が施されている。口唇部には，沈線
文が施されている。１１３・１１４は，棒状の工具による沈線
文が横位に施されている。１１５は，竹管状の工具による
浅い沈線文が施され，その沈線上に竹管状の工具による
刺突文が施されている。１１７は，口縁部が大きく外反す
る無文の土器である。口縁端部には指頭による凹点が施
され，爪痕が観察される。１１８は，底部端部が膨らむタ
イプの底部である。１０７から１１２は２群，１１３から１１５は３
群であると思われる。１１９は，土坑９３号から出土した土
器である。口縁部には，棒状の工具による沈線文が施さ
れている。口縁部に窓のある山形の突起が付き，突起の
上部から内面に棒状の工具による沈線文が施されてい
る。１２０は，土坑９４号から出土した無文の土器である。
口唇部は，平らに仕上げられている。１２１は，土坑９５号
から出土した土器である。ヘラ状の工具による浅い沈線
文と指頭による凹点が施されている。２群であると思わ
れる。１２２は，土坑９６号から出土した無文の土器である。
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１２３から１３２は，土坑９８号から出土した土器である。１２３は，
棒状の工具による２本１組の沈線文が横位に施され，そ
の下位にも沈線文が施されている。１２４は，口縁部に２
本１組の沈線文が施されている。１２５は，棒状の工具に
よる凹線文が横位や縦位に施されている。１２６は，ヘラ
状の工具による沈線間に竹管状の工具による刺突文が施
されている。１２７は，ヘラ状の工具による沈線間に貝殻
腹縁による刺突文が施されている。１２８は，指頭による
凹線文が施されている鉢形の土器である。胎土に滑石が
混入されている。１２９・１３０は，無文の土器である。１３１は，
内外面ともに丁寧なミガキが施されている。１３２は，円
盤形の土製品である。１２３から１２７は３群，１２８は２群で
あると思われる。１３３は，土坑１０１号から出土した土器で，
底部から胴部へくびれがなくひらきながら立ち上がるタ
イプの底部である。１３４から１３６は，土坑１０２号から出土
した土器である。１３４は，口縁部に２本１組の沈線によ
り靴形文が施されている。１３５は，横位の沈線文が施さ
れている。１３６は，無文の土器である。１３４・１３５は，３
群であると思われる。１３７は，土坑１０４号から出土した土
器である。口縁部に棒状の工具による沈線により逆く字
状の文様が施されている。１３８から１４０は，土坑１０６号か
ら出土した土器である。１３８から１４０は，横位や斜位の沈
線文が施されている。３群であると思われる。１４２から

１６２は，土坑１１３号から出土した土器である。１４２から１５４
は，口縁部にヘラ状の工具や竹管状の工具による２本１
組の沈線により靴形文などの文様が施されている。１５５
は，口縁部に棒状の工具による沈線文が縦位や横位に施
されている。１５６・１５７は，器面調整が貝殻条痕である無
文の土器である。１５９・１６０は，底部端部がやや膨らむタ
イプの底部である。１６１・１６２は，円盤形の土製品である。
１４２から１５４は３群であると思われる。１６３から１６７は，土
坑１１５号から出土した土器である。１６３は，棒状の工具に
よる２本１組の浅い沈線文が施されている。器壁が薄い
つくりである。１６４は，棒状の工具による沈線文が横位
に施されている。１６５は，内外面ともにミガキが施され，
口縁端部を厚く仕上げている。口唇部の外側には縄文が
施され，内側には棒状の工具による沈線文が施されてい
る。１６７は，底部端部が膨らむタイプの底部である。や
や上げ底である。１６３・１６４は３群，１６５は４群であると
思われる。１６８・１６９は，土坑１１６号から出土した土器で
ある。１７０から１７６は，土坑１１７号から出土した土器である。
１７０は，口縁部に刺突文が施されている。１７１は，口縁部
下位を削ることにより口縁部をやや肥厚させている。棒
状の工具による沈線により文様が施されている。１７２は，
ヘラ状の工具による浅い沈線文が横位に施されている。
１７３は，口縁部に棒状の工具による沈線文が施されてい

第９５図　土坑内出土遺物実測図（５）
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第９６図　土坑内出土遺物実測図（６）
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第９７図　土坑内出土遺物実測図（７）
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第９８図　土坑内出土遺物実測図（８）
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第９９図　土坑内出土遺物実測図（９）
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第１００図　土坑内出土遺物実測図（１０）
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第１０１図　土坑内出土遺物実測図（１１）
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る。１７４は，ヘラ状の工具による沈線間に刺突文が施さ
れている。１７５は，無文の土器である。山形の突起部を
厚くし，頂部には刻み目が施されている。１７０・１７１は２
群，１７２から１７４は３群であると思われる。１７７から１８０は，
土坑１１８号から出土した土器である。１７７は，棒状の工具
による沈線文が施されている。口唇部には細い棒状の工
具による刺突文が施されている。１７８は，棒状の工具に
よる沈線によりＳ字状などの文様が施されている。１７９
は，棒状の工具による沈線文が横位に施されている。
１８０は，ヘラ状の工具による沈線文が横位に施されてい
る。１７７は２群，１７８から１８０は３群であると思われる。
１８１は，土坑１２０号から出土した無文の土器である。１８２は，
土坑１２１号から出土した土器である。棒状の工具による
沈線間に刺突文が施されている。３群であると思われる。
１８３から１８５は，１２３号土坑から出土した土器である。１８３
は，口縁部に棒状の工具による沈線文が施されている。
１８４は，無文の土器である。１８５は，口縁部に棒状の工具
による沈線により渦巻きなどの文様が施されている。口
唇部には貝殻腹縁による刺突文が施されている。台付き
皿形土器である。１８６から１９１は，土坑１２６号から出土し
た土器である。１８６は，ヘラ状の工具による沈線が綾杉
文状に施されている。１８７は，棒状の工具による沈線文
が施されている。１８８から１９１は，棒状の工具による沈線
文やヘラ状の工具による沈線文が横位に施されている。
１８６・１８７は２群，１８８から１９１は３群であると思われる。
１９２から１９４は土坑１２７号から出土した土器である。１９２は，
口縁部下位を削ることにより口縁部を肥厚させている。
斜位の凹線文が施されている。１９３は，ヘラ状の工具に
よる沈線文が施されている。１９４は，底部端部が膨らむ
タイプの底部である。１９２は２群，１９３は３群であると思
われる。１９５は，土坑１２８号から出土した底部である。
１９６は，土坑１２９号から出土した土器である。口縁部下位
を削ることにより口縁部を強調している。口縁部には，
ヘラ状の工具による凹線文がやや斜位に施されている。
X字状の把手が付く。把手の付く上部にはねじり紐状の
突起が付く。２群であると思われる。１９７は，土坑１３０号
から出土した土器である。口縁部に棒状の工具による沈
線文が縦位や横位に施されている。口唇部には窓の付い
た把手のような縦楕円形の突起が付く。この突起には，
貝殻刺突文が施されている。３群であると思われる。
１９８から２００は，土坑１３１号から出土した土器である。１９８
は，口縁部に縦位の短沈線文が施されている。口唇部は
平らに仕上げられている。１９９は，口縁部に凹線文が横
位に施されている。２００は，口縁部が外反した無文の土
器である。２０１から２０３は，土坑１３２号から出土した土器
である。２０１は，棒状の工具による沈線文が施され，そ
の沈線間をヘラ状の工具でナデている。２０２は，半裁竹
管状の工具による沈線文が施されている。２０４から２１０は，

土坑１３３号から出土した土器である。２０４・２０７は，口縁
部にヘラ状の工具による横位の沈線文が施されている。
２０５は，棒状の工具による沈線文が逆く字状に施されて
いる。口縁部内面に，棒状の工具による沈線文が施され
ている。２０６は，ヘラ状の工具による沈線文が施されて
いる。２０８は，底部である。２１０は，円盤形の土製品であ
る。２０４から２０７は，３群であると思われる。２１１から２１５
は，土坑１３５号から出土した土器である。２１１は，棒状の
工具による縦位の凹線文が施されている。２１２は，棒状
の工具による沈線文がく字状に施されている。２１４・２１５
は，無文の土器である。２１１から２１３は，２群であると思
われる。２１６から２１９は，土坑１３７号から出土した土器で
ある。２１６は，口縁部に棒状の工具による沈線文が横位
に施されている。２１７は，沈線間に刺突文が施されている。
２１８は，鉢形の土器であると思われる。２１６・２１７は，３
群であると思われる。２２０から２２２は，土坑１３８号から出
土した土器である。２２０は，口縁部に棒状の工具による
沈線文が横位に施されている。２２１は，口縁部に棒状の
工具による２本１組の横位や斜位の沈線文が施されてい
る。２２２は，ヘラ状の工具による沈線文が施されている。
すべて３群であると思われる。２２３から２２６は，土坑１３９
号から出土した土器である。２２３は，棒状の工具による
凹線文が施されている。凹線の端部には刺突文が施され
ているものもある。２２４・２２５は，ヘラ状の工具による沈
線文が施されている。２２６は，沈線間に貝殻腹縁による
刺突文が施されている。２２３は２群，２２４から２２６は３群
であると思われる。２２７から２３５は，土坑１４０号から出土
した土器である。２２７は，口縁部に指頭による凹点が施
されている。口縁部は波状を呈している。２２９は，口縁
部に横位の沈線文が施されている。２３０は，口縁部に棒
状の工具による凹線文が施されている。にぶい山形の厚
い突起が付く。頂部には６本の短凹線文が施されている。
内面には棒状の工具による凹線で入組文が施されてい
る。２３１は，棒状の工具による沈線文が施されている。
口縁部内面にも，棒状の工具による沈線文が施されてい
る。２３３から２３５は，沈線間に貝殻腹縁による刺突文が施
されている。２２７は２群，２２８から２３５は３群であると思
われる。２３６から２３９は，土坑１４１号から出土した土器で
ある。２３６は，口縁端部に棒状の工具による刺突文が施
され，その下位に横位の沈線文が施されている。２３７は，
棒状の工具による沈線により入組文などが施されてい
る。２３８は，棒状の工具による沈線文が施されている。
２３９は，円盤形の土製品である。２３６は２群，２３７・２３８は
３群であると思われる。２４０から２４２は，土坑１４４号から
出土した土器である。２４０は，ヘラ状の工具による沈線
文が横位に施されている。２４１・２４２は，口縁部がやや内
湾した無文の土器である。２４０は３群であると思われる。
２４３から２４６は，土坑１４６号から出土した土器である。２４３
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第１０２図　土坑内出土遺物実測図（１２）
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第１０３図　土坑内出土遺物実測図（１３）
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第１０４図　土坑内出土遺物実測図（１４）
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は，口縁部に横位や斜位の凹線文が施されている。２４４は，
沈線間にヘラ状の工具による刺突文が施されている。
２４５・２４６は，横位に沈線文が施されている。２４３は２群，
２４４から２４６は３群であると思われる。２４７から２５０は，土
坑１４７号から出土した土器である。２４７は，口縁部に棒状
の工具による凹線文が施されている。口縁部は，波状を
呈している。２４８は，棒状の工具により横位の沈線文が
施されている。２４９・２５０は，沈線間に貝殻腹縁による刺
突文が施されている。２４７は２群，２４８から２５０は３群で
あると思われる。２５１から２５７は，土坑１４８号から出土し
た土器である。２５１は，口縁部に棒状の工具による凹線
によりく字状の文様が施されている。口唇部には低い突
起が付き，ヘラ状の工具による刺突文が施されている。
２５２は，口縁部に斜位の沈線文が施されている。口唇部
には，ヘラ状の工具による刻み目が施されている。２５３は，
ヘラ状の工具により横位の沈線文が施されている。２５４
は，口縁部に棒状の工具による凹線文が施されている。
口唇部には棒状の工具による沈線文が施されている。
２５５は，凹線間に貝殻腹縁による刺突文が施され，器壁
が薄いつくりである。２５６は，無文の土器である。２５１・
２５２は２群，２５３から２５５は３群であると思われる。２５８は，
土坑１５０号から出土した土器である。底部外面を指ナデ
した痕が残る。２５９から２６３は，土坑１５１号から出土した
土器である。２５９は，口縁部に竹管状の工具による凹点
と棒状の工具による縦位の短沈線文が施されている。
２６０・２６１は，ヘラ状の工具や棒状の工具による沈線によ
り入組文が施されている。２６２は，ヘラ状の工具による
浅い沈線文が横位に施されている。２５９は２群，２６０から
２６２は３群であると思われる。２６４は，土坑１５２号から出
土した土器である。沈線間に貝殻復縁による刺突文が施
されている。２６５から２６７は，土坑１５３号から出土した土
器である。２６５は，口縁部に棒状の工具による沈線文が
施されている。２６６は，外面の器面調整が貝殻条痕であ
る無文の土器である。２６７は，脚状の底部である。２６５は
３群であると思われる。２６８・２６９は，土坑１５４号から出
土した土器である。２６８は，ヘラ状の工具よる沈線文が
施されている。２６９は，底部端部がやや膨らむタイプの
底部である。２７０・２７１は，土坑１６０号から出土した土器
である。２７０は，ヘラ状の工具による浅い沈線文が施さ
れている。２７１は，棒状の工具による沈線文が施され，
沈線間に貝殻腹縁による刺突文が施されている。ともに
３群であると思われる。２７２から２７５は，土坑１６１号から
出土した土器である。２７２は，口縁部に指頭による凹点
と凹線文が施されている。口縁部は波状を呈している。
胎土に少量の滑石が混入されている。２７３は，指頭によ
る凹線文が横位に施されている。２７４は，口縁部にヘラ
状の工具による沈線文が横位に２条施されている。２７５
は，ヘラ状の工具による沈線文が施されている。２７６は，

土坑１６３号から出土した土器である。ヘラ状の工具によ
る沈線文が施されている。２７７は，土坑１６５号から出土し
た土器である。指頭による凹線文が施されている。
２７８・２７９は，土坑１６７号から出土した土器である。２８０は，
土坑１６８号から出土した土器である。沈線間に貝殻腹縁
による刺突文が施されている。３群であると思われる。
２８１から２８８は，土坑１６９号から出土した土器である。２８１
は，斜位に凹線文が施されている。胎土に滑石が混入さ
れている。２８２は，ヘラ状の工具による沈線文が施され
ている。口唇部は，ヘラ状の工具により刻み目が施され
ている。２８３は，口縁部下位を削ることにより口縁部を
強調している。縦位の沈線文が施されている。２８４は，
棒状の工具による沈線文が施されている。２８５は，棒状
の工具による沈線間にヘラ状の工具による刻み目が施さ
れている。口唇部には，棒状の工具による刺突文が施さ
れている。２８６は，山形の突起が付く無文の土器である。
２８７・２８８は，底部端部がやや膨らむタイプの底部である。
２８１から２８３は２群，２８４・２８５は３群であると思われる。
２８９は，土坑１７３号から出土した土器である。沈線間に縄
文が施されている。４群であると思われる。２９０は，土
坑１７６号から出土した土器である。内側の中央部分を厚
くした底部である。２９１・２９２は，土坑１７８号から出土し
た土器である。２９１は，口縁部に棒状の工具による沈線
文が施されている。２９２は，２条の横位の沈線文の下位
に入組文が施されている。ともに３群であると思われる。
２９３から２９５は，土坑１８３号から出土した土器である。２９３
は，ヘラ状の工具による凹線文が施されている。２９４は，
ヘラ状の工具による凹線文が横位に施され，その下位に
波状の凹線文が施されている。２９５は，口縁部にヘラ状
の工具により沈線文が施されている。沈線間には，ヘラ
状の工具による刺突文が施されている。口唇部には，巻
き貝の一種であるヘナタリによると思われるを回転文

（擬似縄文）が施されている。口唇部には台形状の厚い
突起が付く。２９３から２９５は３群であると思われる。２９６は，
土坑１９１号から出土した土器である。棒状の工具による
浅い沈線文が横位に施されている。２９７・２９８は，土坑
１９２号から出土した土器である。２９７は，口縁部に粘土紐
を貼り付け突帯を作り出している。２９８は，無文の土器
である。２９９は，土坑１９３号から出土した土器である。口
縁部に横位の沈線文が施されている。３群であると思わ
れる。３００から３０４は，土坑１９４号から出土した土器である。
３００は，口縁部に横位の沈線文が施されている。３０１は，
棒状の工具による沈線文が施されている。３０２は，口縁
部が外反する無文の土器である。３０４は，底部端部が膨
らむタイプである。３００・３０１は，３群であると思われる。
３０５・３０６は，土坑１９６号から出土した土器である。３０５は，
口縁部に棒状の工具による沈線文が横位や斜位に施され
ている。口縁部には低い山形の突起が付く。突起内面に
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第１０５図　土坑内出土遺物実測図（１５）
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第１０６図　土坑内出土遺物実測図（１６）
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は棒状の工具による沈線によりV字状の文様が施されて
いる。３０６は，横位の沈線文が施されている。３０７から
３１０は，土坑１９８号から出土した土器である。３０７は，棒
状の工具による沈線文が施されている。３０９は，外面に
ミガキが施され，沈線間に縄文が施されている。３１０は，
底部端部がやや膨らむタイプである。３０９は４群である
と思われる。３１１から３１６は，土坑２０１号から出土した土
器である。３１１は，ヘラ状の工具による沈線文が施され
ている。３１２は，口縁部に棒状の工具による沈線文が横
位に施されている。口縁部内面には，棒状の工具による
沈線文が施されている。３１３は，ヘラ状の工具による沈
線文が施されている。３１４は，無文の土器である。口唇
部には略台形状の突起が付く。３１５は，鉢形の土器の可
能性がある。３１６は，底部端部が膨らむタイプであり，
底が薄い。３１１から３１３は，３群であると思われる。３１７
から３２０は，土坑２０２号から出土した土器である。３１７は，
ヘラ状の工具による沈線文が斜位に施され，低い山形の
突起が付く。３１８は，口縁部に棒状の工具による横位の
沈線文が４条施されている。３１９は，無文の土器である。
３２０は，底部端部がやや膨らむタイプである。３１７は２群，
３１８は３群であると思われる。３２１は，土坑２０４号から出
土した土器である。口縁部に棒状の工具による沈線によ
り横Ｓ字状の文様が施されている。３群であると思われ
る。３２２・３２３は，土坑２０７号から出土した土器である。
３２２は，棒状の工具による２本１組の平行な沈線文が施
されている。３２３は，沈線間に縄文が施されている。３２２
は３群，３２３は４群であると思われる。３２４から３２６は，
土坑２１２号から出土した土器である。３２４は，棒状の工具
による沈線文が横位に施されている。３２５は，無文の土
器である。３２６は，底部から胴部にくびれがなくややひ
らきながら立ち上がるタイプの底部である。３２７から３３１
は，土坑２１３号から出土した土器である。３２７は，棒状の
工具による２本１組の沈線によりステップ状の文様が施
されている。３２８は，棒状の工具による２本１組の沈線
文が施されている。３２９は，ヘラ状の工具による沈線に
より山形の文様が施されている。３３０は，無文の土器で
ある。２３１は，底部端部が膨らむタイプである。３２７から
３２９は３群であると思われる。３３２から３３６は，土坑２１５号
から出土した土器である。３３２は，棒状の工具による２
本１組の沈線文が施されている。３３３は，棒状の工具に
よる沈線文が施されている。口縁部には，突起が付く。
３３５は，口縁部に棒状の工具による沈線文が施されてい
る。３３６は，底部端部が膨らむタイプである。３３２から
３３５は３群であると思われる。３３７から３４６は，土坑２１７号
から出土した土器である。３３７は，口縁部に指頭による
凹点とヘラ状の工具による浅い沈線文が施されている。
凹点には，爪痕が観察される。３３８は，口縁部に沈線文
と刺突文が施されている。３３９は，口縁部下位を削るこ

とにより口縁部を強調している。口縁部には棒状の工具
による横位の沈線文が施されている。３４０は，棒状の工
具による２本１組の沈線文が施されている。３４１・３４２は，
ヘラ状の工具による沈線文が施されている。３４３は，沈
線間に縄文が施されている。３４４は，口縁部に厚い山形
の突起が付き，この突起の頂部には凹点が施されている。
３４５・３４６は，底部である。３３７から３３９は２群，３４０から
３４２は３群，３４３は４群であると思われる。３４７から３５０は，
土坑２１９号から出土した土器である。３４７は，ヘラ状の工
具による沈線文が横位に施されている。３４８は，半裁竹
管状の工具により文様が施されている。３４９は，底部端
部がやや膨らむタイプである。３４７・３４８は３群であると
思われる。３５１は，土坑２２２号から出土した土器である。
口縁部には，棒状の工具による沈線文が縦位や横位に施
されている。２群であると思われる。３５２・３５３は土坑
２２４号から出土した土器である。３５２は，口縁部下位を削
ることにより口縁部を強調している。口縁部には，縦位
と横位の沈線文が施されている。３５３は，口縁部がく字
状を呈している。口唇部には，１条の沈線文が施されて
いる。３５２は，２群であると思われる。３５４は，土坑２２９
号から出土した土器である。ヘラ状の工具による沈線で
格子文が施されている。３５５は，土坑２３１号から出土した
土器である。沈線間には貝殻腹縁による刺突文が施され
ている。３群であると思われる。３５６・３５７は，土坑２３２
号から出土した土器である。３５６は，棒状の工具による
深い沈線文が施されている。３群であると思われる。
３５８から３６０は，土坑２３４号から出土した土器である。３５８
は，無文の土器である。３５９・３６０は，底部である。３６１
から３６３は，土坑２３５号から出土した土器である。３６１は，
ヘラ状の工具による凹線文が横位に施され，その下位に
波状の文様が施されている。３６２は，ヘラ状の工具によ
る沈線文が横位に施されている。ともに３群であると思
われる。３６４から３７０は，土坑２３７号から出土した土器で
ある。３６４は，棒状の工具による２本１組の沈線文が施
されている。３６５・３６６は，内外面ともにミガキが施され
ている。３６５は，口唇部に縄文が施され，口唇部中央に
沈線文が施されている。３６６は，沈線間に縄文が施され
ている。鉢形の土器であると思われる。３６７・３６８は，無
文の土器である。２６９は，底部端部が膨らむタイプである。
３７０は，台付き皿形土器の脚であると思われる。底部外
面には，棒状の工具による沈線文が深く施されている。
脚の部分にはヘラ状の工具による沈線により回転四角文
が施されている。３６４は３群，３６５・３６６は４群であると
思われる。３７１から３７５は，土坑２３８号から出土した土器
である。３７１は，棒状の工具による沈線文が施されている。
３７２は，棒状の工具による沈線によりステップ状の文様
が施されている。３７３は，無文の土器である。補修のた
めの穿孔がある。口唇部は平らに仕上げ，沈線が施され
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第１０７図　土坑内出土遺物実測図（１７）
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第１０８図　土坑内出土遺物実測図（１８）
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ている。内面から外面に粘土紐状の突帯が付く。３７４は，
口縁部が内湾する無文の土器である。３７５は，底部端部
がやや膨らむタイプである。３７１・３７２は３群であると思
われる。３７６から３７９は，土坑２３９号から出土した土器で
ある。３７６は，口縁部には棒状の工具による沈線文が横
位に施されている。３７７は，口縁部に棒状の工具による
沈線文が横位に施されている。３７８は，把手が付く飾り
の部分である。上面は円形を呈し，ヘラ状の工具による
沈線により円形の文様が施されている。沈線間には，貝
殻腹縁による刺突文が施されている。３７６から３７８は３群
であると思われる。３８０は，土坑２４０号から出土した土器
である。内外面ともにナデにより仕上げられている。

３８１は，土坑２４２号から出土した土器である。ヘラ状の工
具による沈線文が施されている。３８２から３８６は，土坑
２４３号から出土した土器である。３８２は，棒状の工具によ
る沈線文が施されている。３８３から３８５は，無文の土器で
ある。３８６は，底部外面に成形時の指頭痕を観察できる。
３８７は，土坑２４４号から出土した無文の土器である。３８８
から３９８は，土坑２４５号から出土した土器である。３８８か
ら３９３は，横位や斜位の沈線文が施されている。３８８・
３８９・３９１は，棒状の工具による２本１組の平行な沈線に
より文様が施されている。３９０は，棒状の工具による沈
線により菱形状の文様が施されている。３９２は，横位の
沈線文が４条施され，この沈線文を切るように斜位の短

第１０９図　土坑内出土遺物実測図（１９）
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第１１０図　土坑内出土遺物実測図（２０）
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第１１１図　土坑内出土遺物実測図（２１）
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第１１２図　土坑内出土遺物実測図（２２）
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第１１３図　土坑内出土遺物実測図（２３）
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第１１４図　土坑内出土遺物実測図（２４）

沈線文が施されている。３９３は，口唇部に台形状の突起
が付く。突起の外面には２本１組の沈線文が交差するよ
うに施されている。３９４は，沈線間にヘラ状の工具によ
る刻み目が横位に施されている。３９５は，２本１組の沈
線による入組文が施されている。鉢形の土器の可能性が

ある。３９６は，無文の土器である。口縁部に補修のため
の穿孔がある。３９７は，底部から胴部へほぼくびれがな
くひらきながら立ち上がるタイプである。３９８は，脚状
を呈した底部で，外面には横位の沈線文が施されている。
３９９から４０４は，土坑２４６号出土の土器である。３９９は，棒
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第１１５図　土坑内出土遺物実測図（２５）
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第１１６図　土坑内出土遺物実測図（２６）

状の工具による２本１組の沈線文が施されている。４００
は，棒状の工具による沈線文が施されている。４０３は，
沈線間に棒状の工具による刺突文が施されている。４０４
は，無文の土器である。３９９から４０３は３群であると思わ
れる。４０５は，土坑２４７号から出土した土器である。沈線
間にヘナタリによると思われる回転文（擬似縄文）が施
されている。鉢形土器であると思われる。４０６は，土坑
２４８号から出土した土器である。ヘラ状の工具による沈
線文が施されている。４０７は，土坑２４９号から出土した土
器である。口縁部に棒状の工具による沈線文が縦位や斜

位に施されている。３群であると思われる。４０８から４１５
は，土坑２５０号から出土した土器である。４０８から４１０は，
棒状の工具による沈線文を２条横位に施し，その下位に
２本１組の沈線文が施されている。４１１・４１２は，無文の
土器である。４１２は，口縁部が外反する。４１３から４１５は，
底部端部が膨らむタイプである。４０８から４１０は，３群で
あると思われる。４１６から４２１は，土坑２５２号から出土し
た土器である。４１６・４１７は，２本１組の沈線文が施され
ている。４１７は，靴形文が施されている。４１８は，無文で
ある。４１９から４２１は，底部端部がやや膨らむタイプであ
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る。４２１は，底部端部に指頭痕が観察される。４１６・４１７
は３群であると思われる。４２２は，土坑２５３号から出土し
た土器である。口縁部に横位の沈線文が施されている。
３群であると思われる。４２３・４２４は，土坑２５４号から出
土した土器である。４２３は，ヘラ状の工具による２本１
組の沈線により鋸歯状の文様が施されている。４２４は，
無文である。口唇部は，平らに仕上げてある。４２５・４２６
は土坑２５８号から出土した土器である。４２５は，太い突帯
を作り出すことにより口縁部を強調している。口縁部に
は，棒状の工具により横位の沈線文が２条施されている。
口縁部は波状を呈している。４２６は，棒状の工具による
沈線文が施されている。４２５は２群，４２６は３群であると
思われる。４２７から４３０は，土坑２５９号から出土した土器
である。４２７は，ヘラ状の工具による沈線文が施されて
いる。４２８は，無文の土器である。４２９・４３０は，底部で
ある。４２７は，３群であると思われる。４３１・４３２は，土
坑２６２号から出土した土器である。４３１は，棒状の工具に
よる沈線文が施されている。４３２は，無文の土器で，低
い山形の突起が付く。４３３から４３７は，土坑２６３号から出
土した土器である。４３３は，棒状の工具による沈線文が
横位に施されている。４３４は，無文の土器である。４３５は，
底部端部がやや膨らむタイプの底部である。４３６・４３７は，
底部から胴部へほとんどくびれがなくややひらきながら
立ち上がるタイプである。４３８・４３９は，土坑２６６号から
出土した土器である。４３８は，棒状の工具による横位の
沈線文が施されている。４３９は，底部端部がやや膨らむ
タイプの底部である。４４０から４４５は，土坑２６７号から出
土した土器である。４４０から４４２は，口縁部に棒状の工具
による沈線文が施されている。４４０は，口縁端部が外反
するものである。４４１は，頸部に棒状の工具による深い
沈線文が２条施されている。４４３は，無文の土器である。
４４５は，底部端部が膨らむタイプの底部である。４４０から
４４２は，３群であると思われる。４４６から４５０は，土坑２６８
号から出土した土器である。４４６は，沈線間に貝殻腹縁
の刺突文が施されている。４４７から４５０は，底部である。
４４７は，窓をもつ脚状の底部であり，棒状の工具による
刺突文が施されている。４４８は，削りにより成形し，底
部から胴部へややひらきながら立ち上がるタイプの底部
である。４５０は，底部端部が膨らむタイプである。４４６は
３群であると思われる。４５１・４５２は，土坑２７１号から出
土した土器である。ともに，棒状の工具による沈線文が
施されている。３群であると思われる。４５３から４５６は，
土坑２７２号から出土した土器である。４５３は，器面調整が
内外面ともに貝殻条痕である無文の土器である。４５４は，
口縁部がやや内湾する無文の土器である。４５６は，底部
端部が膨らむタイプである。４５７は，土坑２７３号から出土
した土器である。口縁部にヘラ状の工具による横位の沈
線文が施されている。３群であると思われる。４５８から

４６１は，土坑２７６号から出土した土器である。４５８は，棒
状の工具による２本１組の沈線によりステップ状に文様
が施されている。４５９は，棒状の工具による沈線文が２
条横位に施されている。４６１は，無文の土器である。４５８
から４６０は３群であると思われる。４６２は，土坑２７７号か
ら出土した土器である。ヘラ状の工具による２本１組の
沈線文が施されている。３条の沈線文が口縁部上位から
頂部・口縁部内面へと施されている。３群であると思わ
れる。４６３は，土坑２７９号から出土した土器である。無文
の土器である。口唇部にはヘラ状の工具による深い刺突
文が施されている。４６４は，土坑２８４号から出土した土器
である。沈線間には貝殻腹縁による刺突文が施されてい
る。３群であると思われる。４６５から４７７は，土坑２８５号
から出土した土器である。４６５は，２本１組の斜位の沈
線により山形の文様が施されている。４６６は，口縁部に
縦位や横位の沈線文が施されている。口唇部には，ねじ
り紐状の突起が付き，その下位には窓が付いている。
４６７は，口縁部にヘラ状の工具による細い２本１組の沈
線により菱形の文様が施されている。４６８は，棒状の工
具による沈線文が施されている。４６９は，ヘラ状の工具
による横位や斜位の沈線文が施されている。４７０から４７２
は，無文の土器である。470・472は，口唇部に台形状の
突起が付く。この突起の外面から内面にかけて棒状の工
具による沈線文が施されている。この沈線の終始は刺突
状になっている。４７３から４７７は，底部である。ほとんど
が底部端部が膨らむタイプであるが，４７４は底部から胴
部にひらきながら立ち上がるタイプである。４７８は，土
坑２８６号から出土した土器である。底部端部が膨らみ接
着面が狭い上げ底状の底部である。
（２）　出土石器（第１１７図～第１２０図）
　４７９は，土坑１７号から出土した磨石である。表裏面と
もに磨面を有する。下面に使用による敲打痕が見られる。
４８０は，土坑２０から出土した敲石である。両側面に敲打
があり，わずかに抉りが入る。４８１・４８２は，土坑２１号か
ら出土した石器である。481は，磨製石斧の刃部片であ
る。４８２は，上下面に敲打痕があり，磨製石斧を転用し
た敲石である。４８３は，土坑２１号から出土した石皿である。
表裏面ともに顕著な磨面を有する。４８４は，土坑４８号か
ら出土した二次加工剥片である。表裏面ともに両側面及
び上部に剥離が施されている。４８５から４８７は，土坑７３号
から出土した石器である。４８５は，スクレイパーである。
４８６は，打製石斧である。４８７は，磨敲石である。表裏面
及び下面に磨面を有する。両側縁には，敲打痕がある。
４８８は，擦切石器である。刃部に並行する擦痕が見られる。
４８９から４９１は，土坑１４５号から出土した石器である。４８９
は，磨製石斧の刃部片である。刃部には刃こぼれが観察
される。４９０・４９１は，磨敲石である。４９１は，表面右側
を欠損しているが，表裏面ともに磨面を有している。左
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第１１７図　土坑内出土遺物実測図（２７）
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第１１８図　土坑内出土遺物実測図（２８）
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第１１９図　土坑内出土遺物実測図（２９）
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側には強い敲打痕が観察される。４９２は，土坑１５７号から
出土した磨石である。表裏面ともに磨面を有している。
４９３は，土坑１６１から出土したスクレイパーである。裏面
下縁に剥離が観察される。４９４は，土坑１９８から出土した
磨敲石である。上部を欠損している。表裏面に磨面を有
し，表裏面下部に敲打痕が見られる。４９５は，土坑２０７か
ら出土した磨敲石である。４９６は，土坑２１７号から出土し
た磨敲石である。表裏面に磨面を有し，下部に強い敲打
痕が見られる。４９７は，土坑２１７号から出土した石器であ
る。下部に敲打痕と線状痕が見られる。磨敲石のような
使い方をしたと思われる。４９８は，土坑２４５号から出土し
た打製石斧の刃部片である。４９９は，土坑２４５号から出土
したスクレイパーである。表面下縁部に調整を施し刃部
を形成している。５００は，土坑２７１号から出土した磨敲
石である。５０１は，土坑２７６号から出土した石皿である。
５０２は，土坑２８６号から出土した抉入石器である。右側縁
部に顕著な抉りが見られる。

４　ピット（第１２１図・第１２２図）
　縄文時代中期後葉から後期該当のピットは，Ｃ・Ｄ－
２３区～Ｃ・Ｄ－３１区，Ｄ－２１・２２区付近を除くほとんど
の調査区から３８３基が確認され，調査区北側から番号を
付けていった。埋土の状況から該期に位置付けを行った

が，上層で検出できなかったものも含まれている可能性
も考えられる。加えて，明確なまとまりをつかむには至
らず，平地式住居などの可能性を指摘することはできな
かった。
（１）　出土土器（第１２１図）
　１は，ピット１６８号から出土した鉢形の土器である。
棒状の工具による沈線文が横位や斜位に施されている。
３群であると思われる。２は，ピット１７３号から出土し
た土器である。棒状の工具による沈線文が横位に施され，
沈線間にはケバのついた工具による刺突文が施されてい
る。口縁部には，透かしの付いた突起が３か所に付く。
３群であると思われる。３は，ピット２２３号から出土し
た土器である。沈線間に縄文が施されている。４群であ
ると思われる。４は，ピット２４７号から出土した土器で
ある。底部端部がやや膨らむタイプである。５は，ピッ
ト２５１号から出土した土器である。ヘラ状の工具による
横位の沈線文が施され，その下位には沈線間に半裁竹管
状の工具による刺突文が施されている。３群であると思
われる。６は，ピット２９５号から出土した土器である。
棒状の工具による２本１組の沈線により入組文が施され
ている。３群であると思われる。７は，ピット３０８号か
ら出土した無文の土器である。８は，ピット３３７号から
出土した土器である。ヘラ状の工具による沈線文が施さ

第１２０図　土坑内出土遺物実測図（３０）
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れている。３群であると思われる。
（２）　出土石器（第１２２図）
　９は，ピット６８号から出土した石器である。ノミ状石
斧と思われる。両側から抉りを意識した磨りが見られ
る。１０は，ピット１１４号から出土した磨石である。側面
には複数の小さな面が形成され，敲打痕が残る。１１は，
ピット１３２号から出土した敲石である。火熱を受けてい
る。両端に敲打痕が残る。１２は，ピット２７２号から出土
した石皿である。表面に磨面を有する。１３は，ピット
３０８から出土した石核である。１４は，ピット３１８号から出

土した敲石である。棒状礫の両端に敲打痕が残る。１５は，
ピット３２１号から出土した磨製石斧である。刃部が敲打
により摩耗しており転用されたと思われる。１６は，ピッ
ト３４５号から出土した石器である。左右側縁部に線状痕
が残る。磨石の一種と思われる。

第１２１図　ピット内出土遺物実測図（１）
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第１２２図　ピット内出土遺物実測図（２）
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５　焼土（第１２３図）
　縄文時代中期後葉から後期該当の焼土は，５基確認さ
れた。ピットと同様，建物などと組み合わさるのか単体
で完結するものなのか明確にすることはできなかった。
全体的に赤化しており，Ｂ－３４区に１基，Ｄ－２９区に１
基，Ｅ－３０区に３基検出されている。焼土５号からは，
１から５の土器が出土している。１は，肥厚した口縁部
に凹線文が施され，口唇部は棒状の工具により刺突され

ている。２・３は胴部片であるが，どちらも凹線文が施
されている。４は，内湾する無文の土器である。５は，
円盤形の土製品である。１から３は，３群であると思わ
れる。

第１２３図　焼土実測図及び焼土内出土遺物実測図
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６　埋設土器（第１２４図～第１２９図）
　土器を埋設するものとして，竪穴住居内に埋設する埋
甕や深鉢形土器が逆さまの状態で出土する倒置深鉢など
があるが，ここでは埋設土器として報告することとする。
　縄文時代中期後葉から後期該当の埋設土器が５基が確
認された。Ｃ－１９・２０区で３基，Ａ－２５区で１基，Ｅ－
２５区で１基検出されている。掘り込みを確認することが
できたのは埋設土器１号のみであり，埋設土器２号から
埋設土器５号については明確な掘り込みは確認すること
はできなかった。また，これらの出土状況を見てみると，
口縁部を上にした正位の状態で出土したものは埋設土器
１号のみであり，埋設土器２号から埋設土器５号は口縁
部を下向きにした逆位の状態で出土している。

（１）　埋設土器１号（第１２４図，第１２６図）
　埋設土器１号は，Ａ－２５区Ⅵ層で検出した。検出時に
は掘り込みプランを見つけることはできなかったが，半
裁時に掘り込みを確認することができた。０.４１ｍ×０.３４
ｍの土坑を伴い，深さ０.４５ｍである。口縁部を上にした
正位の状態で完形で出土した。１は，無文土器であり，
指頭痕が内外面に観察される。また，口縁部は横方向に

ナデ，口縁部下位から胴部にかけては横方向や縦方向の
ヘラ削りが観察される。

（２）　埋設土器２号（第１２４図，第１２７図）
　埋設土器２号は，Ｅ－２５区で検出した。口縁部を下向
きにした逆位の状態であるが，ほぼ水平に埋設されてい
る。掘り込みを確認することはできなかった。２は，３
か所の波頂部をもつ波状口縁の土器である。口縁部下に
１条横位の沈線文が施され，その下位にステップ状の３
条の並行する沈線文が施されている。また，３か所の波
頂部内面には，３本の短沈線文が施されている。器面調
整は内外面ともに貝殻条痕である。３群の土器であると
思われる。

（３）　埋設土器３号（第１２５図，第１２８図）
　埋設土器３号は，Ｃ－２０区Ⅶ層で検出した。口縁部を
下向きにした逆位の状態であるが，ほぼ水平に埋設され
ている。掘り込みを確認することはできなかった。接合
作業では，口縁部から胴部上位と底部は復元できたが，
胴部下位部分の復元ができなかった。３は，橋状の把手
の付く無文の大型深鉢である。口縁部を強調するかのよ
うに口縁部下位に粘土紐を貼り付け，断面三角形の突帯

第１２４図　埋設土器出土状況実測図（１）
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を作り出している。把手の上部上面には渦巻き状の粘土
紐を貼り付けている。把手は３か所に付いていたと思わ
れる。２群の土器であると思われる。

（４）　埋設土器４号（第１２５図，第１２８図，第１２９図）
　埋設土器４号は，Ｃ－２０区Ⅶ層で検出した。口縁部を
下向きにした逆位の状態であるが，ほぼ水平に埋設され
ている。掘り込みを確認することはできなかった。４は，
無文の深鉢である。胴部上位がやや張り出し，口縁部は
直行する。器面調整は内外面ともに貝殻条痕であり，そ
の後ナデている。３群の土器であると思われる。

（５）　埋設土器５号（第１２５図，第１２９図）
　埋設土器５号は，Ｃ－１９区Ⅶ層で検出した。口縁部を
下向きにした逆位の状態であるが，ほぼ水平に埋設され
ている。掘り込みを確認することはできなかった。土器
片が多数出土したが，接合作業では口縁部付近のみしか
復元することができなかった。５は，深鉢である。４か
所の波頂部をもつ波状口縁で，口縁部は外反する。波頂
部端部はヘラ状の工具により刻み目を施し，内面にはヘ
ラ状の工具による沈線文が施されている。口縁部には，

ヘラ状の工具による２本１組の平行沈線文が横位や斜位
に施されている。３群の土器であると思われる。

７　石皿集積（第１３０図）
　縄文時代中期後葉から後期該当の石皿集積が，Ｄ－
３３区で１基が確認された。２と３は重なり，１はその
０.２ｍ離れた状態で検出された。１は，最大長３７.５０㎝・
最大幅３２.９０㎝・最大厚９.8０㎝の大きさで，重さ１９.8０㎏
である。２は最大長３５.１０㎝・最大幅３３.8０㎝・最大厚
１３.７０㎝の大きさで，重さ２６.４０㎏である。３は，最大長
４２.１０㎝・最大幅４１.３０㎝・最大厚１１.３０㎝の大きさで，
重さ３０.５０㎏である。どの石皿も使用による磨面が顕著
であり，表面が凹んでいる。

第１２５図　埋設土器出土状況実測図（２）
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第１２７図　埋設土器２号実測図
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第１２８図　埋設土器３号・４号実測図
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第１２９図　埋設土器４号・５号実測図
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第１３０図　石皿集積実測図及び石皿実測図



－ 151 －

第１３１図　落ち込み状遺構１号内出土遺物実測図

８　落ち込み状遺構（第２３図，第２５図，第２８図，第３０ 図，
第３１図，第３３図，第３５図，第３６図，第４０図，第４１図，
第４４図，第４５図，第４６図，第１３１図～第２２３図）
　縄文時代中期後葉から後期該当の落ち込み状遺構が，
１６か所確認された。この落ち込み状遺構については，自
然の凹み，自然流路，人工的な掘り込みなど考えられる
が，埋土状況などの詳細な記録がなく，落ち込み状遺構
がどのようなものであるかを明らかにすることはできな
かった。また，落ち込み状遺構から出土する土器などの
遺物出土状況が自然の流れ込みとは異なり，大きな土器
片が出土することや出土した土器がローリングを受けて
いないこと，土器などの遺物の出土量が多いことなどか
ら廃棄遺構のような意図的なものである可能性があるの
ではないかと考え，ここでは落ち込み状遺構として報告
することとした。

（１）　落ち込み状遺構１号（第２３図，第１３１図）
　落ち込み状遺構１号は，Ｃ－３７区で検出した。最大幅
２ｍ×最大長６ｍである。土器は接合作業を経て５点を
図化した。
ア　出土土器（第１３１図）
　１は，口縁部にヘラ状の工具でＷ字状の文様が施され
ている。口縁部は，指頭による凹点により波状を呈して
いる。２は，口縁部に指頭による凹線と凹点により文様
が施されている。口縁部は，指ナデによる凹点により波
状を呈している。この凹点には爪痕が観察される。口縁
部内面には，外面の凹線文と凹点による膨らみが観察さ
れる。３・４は，胴部である。３は，胴部上位に低い突
帯が付く。４は，器面調整が内外面ともに貝殻条痕であ
る。５は，口縁部がく字状の断面を呈している。口縁部
外面はナデにより丁寧に器面調整が施され，斜位の連続

した貝殻刺突文が上下２条施される。その間に２条の沈
線文が施されている。２条の沈線の一部にも貝殻刺突文
が施されている。１から３は２群，５は５群であると思
われる。

（２）　落ち込み状遺構２号（第２３図）
　落ち込み状遺構２号は，Ｄ－３７区で検出した。最大幅
２.７ｍ×最大長５ｍで，検出面からの深さは０.２ｍから０.４
ｍである。

（３）　落ち込み状遺構３号（第２５図）
　落ち込み状遺構３号は，Ｂ－３４区で検出した。最大
幅２.２ｍ×最大長５.8ｍで，検出面からの深さは０.１ｍか
ら０.３ｍである。

（４）　落ち込み状遺構４号（第２８図，第１３２図～第１４０図）
　落ち込み状遺構４号は，Ｂ－３１区で検出した。最大幅
６.７ｍ×最大長５.8ｍで，検出面からの深さは０.５ｍから
０.７ｍである。土器は接合作業を経て５７点，石器は２６点
を図化した。
ア　出土土器（第１３２図～第１３６図）
　６は，口縁部直下に丸みのある棒状の工具でＶ字状や
斜位の凹線文が施され，その下位に凹線により回転三角
形の文様が施されている。７は，ヘラ状の工具による凹
線で曲線文が施されている。８から１３は，量に違いはあ
るが胎土に滑石が混入されている土器である。８は，指
頭による凹点が施され，凹点には爪痕が観察される。こ
の凹点の上位には，指頭による凹線文が施されている。
滑石が多量に混入されているため，内外面ともにつるつ
るしている。９・１０は，胴部片である。９は，凹線によ
るＶ字状の文様が施されている。１０は，指頭による横位
の凹線文が施されている。１１は，口縁部下位に指頭によ
る横位の凹線文が施されている。この凹線文は，幅８㎜
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第１３２図　落ち込み状遺構４号内出土遺物実測図（１）
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第１３３図　落ち込み状遺構４号内出土遺物実測図（２）
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第１３４図　落ち込み状遺構４号内出土遺物実測図（３）
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第１３５図　落ち込み状遺構４号内出土遺物実測図（４）
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である。口唇部には，指頭による凹点が施されている。
１２は，口縁部下位を削ることにより，口縁部を肥厚させ
ている。口縁部にヘラ状の工具による凹点を２条巡らせ
ている。口唇部は平らに仕上げている。１３は，口縁部に
指頭による凹線文と凹点による文様が施されている。こ
の凹点には，爪痕が観察される。口唇部は，指頭による
凹点が施されている。１４は，口縁部下位を削ることによ
り，口縁部を肥厚させている。口唇部にはヘラ状の工具
による浅い刻み目が施されている。口縁部は，ヘラ状の
工具による縦位の短凹線文が施されている。口縁部下位
には，短凹線文と短凹線文の間に指頭による凹点が施さ
れている。この凹点には爪痕が観察される。１５は，粘土
の貼り付けと口縁部下位を削ることにより口縁部を肥厚
させている。低い山形の突起の付く土器である。口縁部
には，横位と斜位の凹線文が施されている。１６は，口縁
部下位を削ることにより口縁部を肥厚させている。口縁
部には，縦位の凹線文と凹線による回転三角形文が施さ
れている。口縁部は指頭による凹点により波状を呈して
いる。この凹点には爪痕が観察される。１７は，口縁部下
位を削ることにより口縁部を肥厚させている。口縁部に
は，ヘラ状の工具による凹線により逆く字状の文様が施
されている。胎土に少量の滑石が混入されている。口唇
部は平らに仕上げられている。１8は，粘土を貼り付ける
ことにより口縁部を肥厚させている。口唇部には台形状
の突起が付く。口縁部には，ヘラ状の工具による凹線に
よりく字状やハ字状の文様や凹点による文様などが施さ
れている。１９は，口縁部下位を削ることにより口縁部を
やや肥厚させている。口縁部には，縦位や横位の沈線文，
斜位の沈線文が施されている。口唇部は，半裁竹管状の
工具による刺突文やヘラ状の工具による沈線文が施され
ている。２０は，口縁部下位を削ることにより口縁部を肥
厚させている。口縁部には，丸い棒状の工具による刺突
文を２条巡らせている。口縁部下位には，斜位の沈線文
が施されている。２１は，粘土を貼り付けることにより口
縁部を肥厚させている。口縁部には，丸い棒状の工具を
上下ともに斜位に刺突し，その後この２つの刺突痕を結
び縦位の沈線にしている。口唇部には，丸い棒状の工具
による刺突文が一部に施されている。２２は，口唇部下に
横位の凹線文が施され，その下位に斜位の沈線文が施さ
れている。口唇部には，ヘラ状の工具による押し引きに
より刻み目と沈線文が施されている。２３は，口縁部下位
を削ることにより口縁部をやや肥厚させている。口縁部
には，縦位の短沈線文が施されている。口唇部には，刻
みのある低い突起が付く。２４は，口縁部下位を削ること
により口縁部をやや肥厚させている。口縁部には，沈線
による鋸歯状の文様が施されている。口唇部には，丸い
棒状の工具による斜位の刺突文が施されている。２５は，
口縁部下位を削ることにより口縁部を肥厚させている。

口縁部には，ヘラ状の工具で刻み目を施したかのような
深い沈線文が縦位・斜位に施されている。口唇部には，
低い突起が付く。２６は，口縁部下位を削ることにより口
縁部を強調している。口縁部には，ヘラ状の工具による
沈線で曲線文と指頭による凹点が施されている。この凹
点には，爪痕が観察される。口唇部には，指頭による凹
点が施されており，爪痕が観察される。２７は，口縁部下
位を削ることにより口縁部を強調している。口縁部に
は，ヘラ状の工具による沈線で鋸歯状の文様が施されて
いる。口唇部には，爪によると思われる刺突文が施され
ている。２8は，口縁部上位に丸い棒状の工具による刺突
文が施され，その下位に丸い棒状の工具による沈線文が
施されている。２９は，口縁部にヘラ状の工具による沈線
で縦位や斜位の直線や曲線で文様が施されている。口唇
部には，ヘラ状の工具による刻み目が施されている。３０
は，ミニチュアの土器である。口縁部下位を削ることに
より口縁部を強調している。口縁部には，ヘラ状の工具
による沈線により曲線の文様が施されている。口唇部に
は，低い台形状の突起が付く。３１は，口縁部下位を削る
ことにより口縁部を強調している。口縁部には，横位の
沈線文が施されている。口唇部には，台形状の突起が付
き，その上部には指頭による凹点が２つずつ施されてい
る。３２は，胎土に金雲母を多く含む土器である。胴部上
位にかけて凹線による渦巻き状の文様が施されている。
３３は，口縁部上位に棒状の工具を斜位に刺突した刺突文
とその下位に横位の沈線文が施されている。口唇部は平
らに仕上げられ，貝殻腹縁による刺突文が施されている。
３４から３６は，横位の沈線を１条あるいは２条巡らせ，そ
の下位に２本１組の平行な沈線により文様が施されてい
る。３７から４０は，２本１組の平行な沈線により靴形の文
様が施されている。４１・４２は，鉢形の土器と思われる。
４１は，橋状の把手が付く。４２は，横位の凹線文が施され
ている。４３・４４は，沈線間に縄文が施されている。４５は，
波状口縁である。波頂部の断面は三角形である。口縁部
には，上下に指頭による連続する凹点が１条ずつ巡らさ
れ，その間を横位の凹線文が３条巡らされている。この
凹線は始めと終わりを強調し，刺突のようになっている。
４６から４９は，無文土器である。４６・４７は，口縁部下位を
削ることにより口縁部を肥厚させている。４９は，口縁部
が押圧により波状を呈している。５０から６１は，底部であ
る。底部から胴部へひらくように立ち上がるタイプのも
のと，底部端部が膨らむタイプのものがある。５０は，外
面に凹線文が施されており，底部から胴部へひらくよう
に立ち上がるものである。５１は，外面に指頭痕が観察で
き，底部が膨らむタイプのものである。５２は，底部から
胴部へひらくように立ち上がるものである。５３から５９は，
底部端部が膨らむタイプのものである。５７は，やや上げ
底状になっている。６０・６１は，接着面が狭い脚をもち，



－ 157 －

第１３６図  落ち込み状遺構４号内出土遺物実測図（５）
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第１３９図  落ち込み状遺構４号内出土遺物実測図（８）
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第１４０図  落ち込み状遺構４号内出土遺物実測図（９）

上げ底状になっているものである。６２は，円盤形の土製
品である。６から３３・４１・４２は２群，３４から４０は３群，
４３・４４は４群であると思われる。
イ　出土石器（第１３７図～第１４０図）
　６３は，鋸歯縁石器である。左側縁部に２か所の抉りを
作出している。右側縁部は表裏面ともに微細剥離により
刃部のように作出している。６４・６５は，石匙片か。６４は，
剥片の鋭い一辺を刃部に，打点の両側から抉りを施す。
６６は，スクレイパーとしたが左側に先端部を作出してい
る感もある。６７から７３は，二次加工剥片である。６７・６8
は，荒い剥片が刺突具状を呈するがはっきりしない。６９
は，薄い楕円状の剥片の右側に微細剥離が施されている。
７１は，厚みのある横長剥片である。裏面からの剥離が施
されている。７２は，厚みのある剥片に二次加工が施され
ている。７３は，硅質頁岩を素材とする。７４・７５は，石錐
である。７６は，楔形石器である。７７・７8は，擦切石器で
ある。７8は，他と比べるとやや鋭さのある刃部で，表裏
面で摩耗の度合いが異なる。７９は，磨製石斧の基部片で
ある。複数の磨り面を形成している。80は，磨製石斧の
刃部片である。8１は，ノミ形石斧である。頁岩源ホルン
フェルスを石材としている。基部を欠損する。8２から8６
は，磨敲石である。8２から8４は，やや扁平な円礫を素材
としている。8７・88は，敲石である。

（５）　落ち込み状遺構５号（第３０図，第１４１図～第１６７図）
　落ち込み状遺構５号は，Ａ’・Ａ－３０・３１区で検出した。
最大幅７ｍ×最大長１３ｍで，検出面からの深さは０. ２
ｍから０.５ｍである。土器は接合作業を経て１５６点，石器
は２９点を図化した。

ア　出土土器（第１４１図～第１６３図）
　8９は，口縁部が肥厚している。口縁部には，指頭によ
る凹線文や凹点が施されている。口唇部には，指押さえ
による凹点や指頭による凹線文が施されている。９０は，
棒状の工具による凹線が施されている。胎土に滑石が混
入されている。９１・９３・９４は，口縁部下位を削ることに
より口縁部を肥厚させている。９１は，口縁部に棒状の工
具による沈線により直線文や曲線文が描かれている。口
唇部は，平らに仕上げられている。９３は，口縁部にヘラ
状の工具による沈線により逆S字状に文様が施されてい
る。口唇部は，ヘラ状の工具により刻み目が施されてい
る。９４は，口縁部にヘラ状の工具による沈線により連続
した逆Ｓ字文が施されている。口唇部には，指頭による
凹点が施され，この凹点には爪痕が観察される。９２は，
ヘラ状の工具による凹線文が施されている。沈線間をヘ
ラ状の工具により削っている部分がある。胎土に滑石が
混入されている。９５は，指頭による凹線文が横位に施さ
れている。口縁部は，指押さえにより一部波状になって
いる。９６から１０２は，口縁部下位を削ることにより口縁
部を肥厚させている。９６は，口縁部にヘラ状の工具によ
る沈線により逆く字状に文様が施されている。９７は，口
縁部にヘラ状の工具による沈線がノ字状に施されてい
る。口唇部には，ヘラ状の工具による刻み目が施されて
いる。９8は，口縁部に竹管状の工具による斜位の刺突文
や棒状の工具による沈線文が施されている。口唇部外面
側には，指頭による押圧が施されている。９９は，口縁部
に指頭による連続した凹点が２条施されている。１００は，
口縁部にヘラ状の工具による横位の沈線文が施されてい
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第１４１図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（１）
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る。口唇部は平らに仕上げられている。１０１は，口縁部
に凹線文や凹点が施されている。口縁部は，指押さえに
より波状を呈している。１０２は，口縁部に浅い沈線文が
施され，この沈線間に細い棒状の工具による刺突文が施
されている。口唇部にはねじり紐状の突起が付く。口
唇部には，細い棒状の工具による刺突が施されている。
１０３は，口縁部を外反させるとともに口縁部下位を削る
ことにより口縁部を強調している。口縁部にはヘラ状の
工具による沈線文が施されている。１０４は，口縁端部に
貝殻腹縁による押し引き文が施されている。その下位に
半裁竹管状の道具による凹線文が４条施されている。口
唇部には，低い山形の突起が付く。１０５は，口縁端部に
半裁竹管状の工具による下からの刺突文が施され，その
下位に棒状の工具による浅い沈線文が施されている。こ
の沈線文には，竹管状の工具の刺突文が施されている。
１０６から１２７は，口縁部下に横位の沈線文が施され，その
下位に主に２本１組の平行沈線による曲線文や入組文な
どが施されている。１０６は，波状口縁であり，波状部分
に縦位の沈線文が施されている。また，口唇部から内面
に棒状の工具による沈線がＶ字状に施されている。１０７
は，波状口縁であり，波状部分に縦位の沈線文が施され
ている。また，口唇部から内面に棒状の工具による沈線
文が施されている。１０９は，波状口縁であり，この部分
の内面にはヘラ状の工具によりＶ字状に刻みが施されて
いる。１１６は，２本１組の平行な沈線により三角文や鉤
手文が施されている。１２２は，連続したＳ字文が施され

ている。連続したＳ字文が施されている部分の口唇部は
他より厚く，外面から内面に粘土紐を貼り付けた突起
を付け，突起の左右に凹みが施されている。１２５は，波
状口縁であり，波状口縁部の下位に孔が穿たれている。
１２６は，２本１組の平行な沈線によりＺ字状の文様が施
されている。１２8から１４４は，口縁部下に横位の沈線文が
施され，その下位に２本１組の平行な沈線により靴形文
が施されている。１２９は，口唇部に４か所の突起が付き，
突起の口唇部から内面にかけて棒状の工具による縦位の
短沈線文が３条施されている。１３１は，波頂部を４か所
もつものと思われるが，この波頂部の内外面にはヘラ状
の工具による短沈線文や刺突文が施されている。１３４は，
口縁部には波頂部があり，波頂部には外面から内面にか
けてヘラ状の工具による刻み目が施されている。１３５は，
口唇部に肥厚した突起が付き，突起頂部には凹みが施さ
れ，貝殻腹縁による刺突文が施されている。１４０は，窓
のある波頂部が付く。１４１は，口縁部に波頂部があり，
波頂部内面には短沈線文が施されている。１４５から１５７
は，口縁部下に横位の沈線文が施され，その下位にス
テップ状の沈線文や波状の沈線文など比較的単純な文様
が施されている。１４５から１４７は，口縁部下に横位の沈線
文が施され，その下位に入組文が施されている。１４５は，
口縁部に波頂部が３か所ある。波頂部内面に棒状の工具
によるＶ字状の短沈線文とその下位に刺突文が施されて
いる。１４６は，口縁部に三角形状の突起が付き，口唇部
には棒状の工具による押圧が施されている。１４７は，口

第１４２図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（２）
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第１４３図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（３）
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第１４４図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（４）
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第１４５図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（５）
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第１４６図　落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（６）
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第１４７図　落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（７）



－ 169 －

第１４８図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（８）
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第１４９図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（９）
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第１５０図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（１０）
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第１５１図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（１１）
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第１５２図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（１２）
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第１５３図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（１３）
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縁部に三角形状の突起が付き，口唇部には棒状の工具に
よる押圧が施されている。１４8は，ステップ状の文様が
施されている。１４９は，鉤手文が施されている。１５０は，
波状の文様が施されている。１５１は，口縁端部がやや内
湾する。１５３は，ステップ状の文様が施されている。口
唇部には，窓のある突起が付くと思われる。１５４は，鋸
歯状の文様が施されている。口唇部には，なだらかな突
起が付き，口唇部に棒状の工具による沈線文が内面上位
まで施されている。この沈線は刺突して終わっている。
１５６は，波状口縁であり，波状部の内面には縦位の沈線
文が施されている。１５７は，細い棒状の工具による沈線
文が２条施されている。１５8は，粘土紐を２つ付けた飾
りのある把手部分である。把手は橋状であったと思われ
る。把手の付く口縁部には，粘土紐を２つ付けた凹みの
ある突帯が付く。口縁部には，ヘラ状の工具による沈線
文が施されている。口縁部内面には，沈線により幾何学
文が施されている。１５９は，ヘラ状の工具による沈線文
が施されている。沈線間には，竹管状の工具による刺突
文が施されている。口縁部には窓のある長楕円状の突起
が付く。突起の外面下部には，粘土を貼り付けた飾りを
付けている。口縁端部外面には，刺突文が施されている。
１６０から１６９は，２本１組の平行な沈線間に棒状の工具や
貝殻腹縁による刺突文が施されている。１６０は，２本１
組の平行な沈線により逆Ｓ字状の文様が施されている。
沈線間には，貝殻腹縁による刺突文が施されている。口
縁部内面には，３か所にＷ字状に貝殻腹縁による刺突文
が施されている。１６１・１６２は，ヘラ状の工具による沈線
間に貝殻腹縁による刺突文が施されている。１６３は，ヘ
ラ状の工具による沈線間にヘラ状の工具による刺突文が
施されている。１６４は，口縁部にヘラ状の工具による沈
線文が施され，沈線間にヘラ状の工具による刺突文が施
されている。口唇部には，刺突文が施されている。１６５は，
棒状の工具による深い沈線間に竹管状の工具により斜位
に刺突文が施されている。１６６は，波状口縁であり，こ
の波頂部の下位に孔が穿たれている。波頂部の口唇には，
ヘラ状の工具による刻み目が施されている。沈線間には，
ヘラ状の工具による刺突文が一部施されている。１６７は，
ヘラ状の工具による沈線間に貝殻による刺突文が施され
ている。１６8は，ヘラ状の工具による沈線間に竹管状の
工具による刺突文が施されている。１７０・１７１は，貝殻腹
縁による刺突文で２本１組の平行な沈線文を表現してい
る。１７１は，把手が付くと思われる。口縁部には，端部
にヘラ状の工具による沈線文を施し，この沈線間にヘラ
状の工具による刻み目が施されている。この下位には，
２本１組の貝殻腹縁による刺突により三角文が施されて
いる。１７２から１8２は，沈線文や刺突文による文様をもつ
ものである。１７３から１７７は，ヘラ状の工具による沈線に
より逆Ｓ字状の文様が施文されている。１７５は，口縁部

が波状を呈するが，この波状部分の外面にはヘラ状の工
具による縦位の沈線文が施され，内面には貝殻腹縁によ
る縦位の刺突文と横位の刺突文が施されている。１７７は，
波状口縁であり，波状部分に縦位の沈線文が施されてい
る。また，口唇部から内面に棒状の工具による沈線が４
条施されており，この沈線の終わりには刺突文が施され
ている。１７8は，棒状の工具による浅い沈線文で曲線を
描き，この沈線や沈線間に竹管状の工具による刺突文が
施されている。１７９は，竹管状の工具による連続した刺
突文とヘラ状の工具による沈線文が施されている。１8０
は，ヘラ状の工具による沈線文の下位に棒状の工具によ
る刺突文が施されている。１8１は，ヘラ状の工具による
沈線文の下位にヘラ状の工具による刻み目が施されてい
る。１8２は，波状の口縁である。この波状部の下位に粘
土を貼り付けた突帯が付く。口縁部には，ヘラ状の工具
による浅い沈線により入組文が施されている。１8３から
２００は，鉢形の土器であると思われる。１8３は，口縁部を
外反させるとともに口縁部下位を削ることにより口縁部
を強調している。胴部上位にヘラ状の工具による沈線文，
凹点が施されている。口縁部には棒状の工具による押さ
えにより刻みのある突帯が付き，口縁部内面にはヘラ状
の工具による沈線文が施されている。１8４は，ヘラ状の
工具による沈線文が施されている。１8５は，口縁端部を
肥厚させたり口縁部下位を削ったりすることにより口縁
部を強調させている。口縁端部には上に向けての刺突文
が施されている。口縁部には，棒状の工具による沈線に
より幾何学文が施されている。１8６は，ヘラ状の工具に
よる沈線文が施されている。粘土を貼り付けた突帯には，
細い棒状の工具による刺突文が施されている。把手が付
くと思われる。１8７は，ヘラ状の工具による沈線文を２
条施し，その下位に２本１組の平行な沈線により靴形文
などが施されている。１88は，ヘラ状の工具による沈線
文を１条施し，その下位に２本１組の平行な沈線により
靴形文が施されている。１8７・１88は深鉢の可能性もあ
る。１8９は，波状口縁であり，波状部分に橋状の把手が
付く。把手には，細い棒状の工具による刺突文が施され
ている。把手の上部には凹みが施されている。口縁部に
は，ヘラ状の工具による沈線文が施されている。１９０は，
胴部がそろばんの玉の形をし，把手をもつ。橋状の把手
が２か所に付き，粘土を貼り付けた突帯による飾りが２
か所に付く。把手中央部には深い溝が掘られ，その両側
はヘラ状の工具により刻み目が施されている。口縁部に
はヘラ状の工具により刻み目が施され，４か所の突起が
あり，把手の付く突起が高くなっている。把手の付く突
起の内面には，貝殻腹縁による刺突文が２重に施されて
いる。１９１は，把手の付くものである。口縁部には，棒
状の工具による沈線文が施されている。把手の付く口縁
部は大きく外反し，内面に凹みのある飾りを付ける。こ
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第１５５図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（１５）
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第１５６図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（１６）
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第１５７図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（１７）

の部分の口唇部には貝殻腹縁による刺突文が施されてい
る。１９２は，頸部にヘラ状の工具による沈線文が横位に
２条施され，その下位に２本１組の平行な沈線により三
角文などが施されている。１９３は，頸部に横位の沈線文
を施し，その下位に２本１組の平行な沈線文が施されて

いる。指宿色と言われるピンク系の色をしている。１９４
は，頸部に横位の沈線文を施し，その下位に２本１組の
平行な沈線により入組文が施されている。１９７は，ヘラ
状の工具による沈線文が施されている。内面にはミガキ
が施されている。１９8から２００は，ヘラ状の工具による沈
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第１５８図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（１８）



－ 181 －

第１５９図　落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（１９）
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第１６０図　落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（２０）
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第１６１図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（２１）
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第１６２図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（２２）
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第１６３図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（２３）
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線間に縄文が施されている。２００は，内外面ともにミガ
キが施され，沈線間に縄文が施されている。２０１は，口
縁部上部に粘土紐を貼り付けた指頭による凹点のある突
帯が付く。２０２から２２３は，無文の土器である。２０２から
２０７は，口縁部が断面三角形を呈する無文の土器である。
２０２から２０４は，波状口縁である。２０２は，口唇部に貝殻
背の押圧が施されている。２０３・２０４は，波状部に棒状
の工具の押圧により刻み目が施されている。２０５は，平
口縁である。２０8から２１２は，口縁部が肥厚するもので
ある。２１０は，口縁部に台形状の突起の付く無文の土器
である。補修用であったのか穿孔が施されている。２１２
は，口縁部下位を削ることにより段ができている無文の
土器である。２１３から２２３は，口縁部が肥厚しないもので
ある。２１３は，口縁部に外面から孔を穿とうとした痕が
残る。２１４は，口縁部がやや内湾する無文の土器である。
口唇部は幅広く平らに仕上げられている。２１５は，山形
の突起を４か所に貼り付けた無文の土器である。２２１は，
口唇部に窓のあるラクダのこぶ形の突起が付く。窓の付
き方がそれぞれちがう。２２２は，壺形の土器である。２２３
は，小型である。２２４から２４１は，底部である。底部裏面
には，作成時に敷物とした葉（オオタニワタリ）の痕や
アンギン編みによる敷物などの痕跡が観察できる。２２４
から２２９は，くびれがなく底部から胴部にひらきながら
立ち上がるタイプのものである。２２６・２２７は，やや上げ
底である。２３０から２４１は，底部端部が膨らむタイプのも
のである。２３１は，底部外面に棒状の工具による深い凹
線文が縦位に施されている。２３９は，底部端部が大きく
膨らみ，上げ底状になっている。２４０は，底部を大きく
つくり，この上面に棒状の工具による沈線文を一点波状
に施したり，側面に沈線文を施したりしている。また，
底部裏面には，貝殻腹縁による刺突や棒状の工具による
刺突が円を描くように施されている。２４１は，底部端部
が大きく膨らむ脚状の底部である。２４２から２４４は，円盤
形の土製品である。8９から１０５，１8３から１8６は２群，１０６
から１8２，１8７から１９６は３群，１９７から２００は４群であると
思われる。
イ　出土石器（第１６４図～第１６７図）
　２４５から２４７は，二次加工剥片である。２４５は，良質の
黒曜石を素材とする。裏面に線条痕が不規則に見られ，
表面の稜の一部は稜頂部が摩滅している。２４７は，硬質
の石材を用いている。大振りで厚みのある剥片素材であ
る。縁辺に大きめの剥離を有することから石核の可能
性も考えられる。２４8から２５０は，擦切石器である。２４９
は，刃部以外の辺は欠損しつつも摩滅を受けている。使
用時の摩滅も考えなくてはいけない資料である。２５１か
ら２５７は，磨製石斧である。２５１は，入念なミガキが見ら
れ，刃部には刃こぼれが観察される。２５５は，基部と刃
部を欠く。両側に剥離を施した後に敲打が施される。や

や扁平で厚みがある。２５７は，風化のためはっきりしな
い。頁岩源ホルンフェルスを石材としている。２５8は，
石英の円礫を分割した後に剥片を剥離しているのか風化
のためはっきりしないが，礫器と思われる。２５９から２７３
は，磨敲石である。２６０は，光沢面の側面を敲打している。
２６６は，厚みのある扁平な円礫を用い，表裏面には光沢
があり，中央と側面に敲打痕が残る。２７１は，棒状礫を
素材とする。全体的にトロッとし先端部にわずかに敲打
痕が残る。

（６）　落ち込み状遺構６号（第３０図，第１６８図～第１７０図）
　落ち込み状遺構６号は，Ａ’－３０・３１区で検出した。
最大幅５.３ｍ×最大長５.１ｍで，検出面からの深さは０.１
ｍから０.４ｍである。土器は接合作業を経て２９点，石器
は２点を図化した。
ア　出土土器（第１６８図～第１７０図）
　２７４は，棒状の工具による沈線文が横位や楕円状に施
されている。口縁部には，ねじり紐状の突起が付く。口
唇部には，棒状の工具の押圧による刻み目が施されてい
る。突起横の口唇部には，刻みの上に粘土紐を貼り付け，
さらに棒状の工具の押圧による刻み目が施されている。
２７５は，ヘラ状の工具による沈線文が横位に施され，そ
の下位にＶ字状や縦位に沈線文が施されている。２７６は，
指頭による凹線により菱形の回転文が施文されている。
２７７は，指頭による縦位や横位の凹線文が施されている。
胎土には，滑石が混入されている。２７8から２8１，２8３か
ら２88，２９０，２９３は，口縁部下位を削ることにより口縁部
を肥厚させている。２７8は，口縁部に指頭による凹線や
凹点により文様が施されている。口唇部には，指頭によ
る凹点が施されている。胎土には，滑石が混入されてい
る。２７９は，口縁部にヘラ状の工具による沈線により幾
何学文が施文されている。口唇部には，指頭による凹点
が施されている。２8０は，口縁部にヘラ状の工具による
縦位の短凹線文と指頭による凹点，横位の凹線文が施さ
れている。口唇部には，指による凹点が施されている。
２8１は，口縁部にヘラ状の工具による沈線文が縦位や斜
位に施されている。２8３は，口縁部に棒状の工具による
沈線文が縦位・横位に施されている。２8４は，口縁部に
ヘラ状の工具による沈線文が斜位に施されている。口唇
部には，指頭による凹点が施されている。２8５は，口縁
部に棒状の工具による斜位の連続した刺突文が２条施さ
れている。２8６は，口縁部にヘラ状の工具による沈線文
が斜位に施されている。口唇部には，指頭による凹点が
施されている。２8７は，口縁部に縦位の短沈線文が施さ
れている。橋状の把手が付く。把手部分の口唇部には，
指頭の押圧による刻み目が施されている。２９０は，口縁
部にヘラ状の工具による沈線が縦位や横位に施されてい
る。口唇部には，ヘラ状の工具による刻み目が一部に施
されている。２９３は，口縁部にヘラ状の工具による沈線
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第１６４図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（２４）
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第１６５図  落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（２５）
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第１６７図　落ち込み状遺構５号内出土遺物実測図（２７）
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第１６８図　落ち込み状遺構６号内出土遺物実測図（１）
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第１６９図　落ち込み状遺構６号内出土遺物実測図（２）
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第１７０図  落ち込み状遺構６号内出土遺物実測図（３）
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文がく字状や横位に施されている。２8２は，棒状の工具
による浅い沈線文が横位に施されている。口唇部には，
指頭による凹点が施されている。２8９は，口縁部下部の
突帯を作り出すことにより，口縁部を強調している。口
縁部には，棒状の工具による連続した刺突文が２条施さ
れ，その下位に凹凸状の沈線文が施されている。２９１は，
ヘラ状の工具による沈線文が横位に施されている。口唇
部には，指頭による凹点が施されている。２９２は，ヘラ
状の工具による沈線文が施されている。口唇部には，指
頭による凹点が施されている。２９４から２９６は，ヘラ状の
工具による沈線文が横位に施され，その下位に２本１組
の平行な沈線文が施されている。２９７から２９９は，無文の
土器である。２９７は，口縁部が断面三角形を呈している。
口唇部には，細い棒状の工具による押圧により刻み目が
施されている。２９９は，窓のある突起が付く。突起の上
部には，貝殻腹縁による刺突文が施されている。３００は，
くびれがなく底部から胴部にひらきながら立ち上がるタ
イプの底部である。３０１・３０２は，底部端部が膨らむタイ
プである。３０１は，胎土に滑石が混入されている。２７４か
ら２９３は２群，２９４から２９６は３群であると思われる。
イ　出土石器（第１７０図）
　３０３は，二次加工剥片である。剥片の縁辺に微細な二
次加工が施されている。３０４は，円礫を素材とした磨敲
石である。上下面に使用による敲打痕が見られる。

（７）　落ち込み状遺構７号（第３０図，第１７１図）
　落ち込み状遺構７号は，Ａ－２９・３０区で検出した。最
大幅２.２ｍ×最大長５.３ｍで，検出面からの深さは０.０５ｍ
から０.３５ｍである。土器は接合作業を経て４点図化した。
ア　出土土器（第１７１図）
　３０５は，指頭による凹線文と凹点が施されている。口
唇部には，指による凹点が施されている。３０６は，ヘラ
状の工具による沈線文が横位・斜位に施されている。
３０７・３０8は，無文の土器である。３０７は，口唇部には指

頭による凹点が施され波状を呈している。３０５・３０６は，
２群であると思われる。

（８）　落ち込み状遺構８号（第３１図，第１７２図・第１７３図）
　落ち込み状遺構８号は，Ａ－２９区で検出した。最大幅
３. ６ｍ×最大長６. ５ｍで，検出面からの深さは０.１５
ｍから０.４５ｍである。土器は接合作業を経て１8点，石
器は１点を図化した。
ア　出土土器（第１７２図・第１７３図）
　３０９・３１０は，口縁部下位を削ることにより口縁部を強
調している。３０９は，口縁部にヘラ状の工具による沈線
文がく字状に施されている。口唇部には，半裁竹管状
の工具による刺突文が斜位に施されている。３１０は，口
縁部に棒状の工具による沈線により幾何学文が施されて
いる。３１１は，指頭による凹線文が横位に施されている。
３１２は，口縁部にヘラ状の工具による沈線文が縦位に施
されている。３１３・３１４は，靴形文状の文様が施文されて
いる。３１３は，口唇部に幅の広い粘土帯が把手状に折り
曲げられるように付けられている。この粘土帯には，貝
殻腹縁による刺突文が施されている。３１５・３１６は，ヘラ
状の工具による沈線により文様が施されている。３１６は，
補修孔と思われる穿孔がある。３１７は，外面にミガキが
施されている。ヘラ状の工具による沈線間に縄文が施さ
れている。３１8から３２０は，無文の土器である。３１8は，
口唇部に指頭による凹点が施されている。３１９・３２０は，
口縁部に山形の突起が付く。３２１から３２５は，底部である。
３２１は，くびれがなく底部から胴部へひらきながら立ち
上がるタイプである。３２２から３２５は，底部端部が膨らむ
タイプである。３２６は，口唇部の突起部分である思われる。
２つの粘土紐を組み合わせている。粘土紐には，縦位や
横位の溝状の凹みがある。３０９から３１２は２群，３１３から
３１６は３群，３１７は４群であると思われる。

第１７１図  落ち込み状遺構７号内出土遺物実測図
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第１７２図  落ち込み状遺構８号内出土遺物実測図（１）
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第１７３図  落ち込み状遺構８号内出土遺物実測図（２）

イ　出土石器（第１７３図）
　３２７は，表裏面に磨面を有し，側縁に線状痕が残るも
のである。磨石の一種と思われる。

（９）　落ち込み状遺構９号（第３１図，第１７４図～第１７９図）
　落ち込み状遺構９号は，Ａ’～Ｂ－２８・２９区で検出した。
最大幅９ｍ×最大長１４.５ｍで，検出面からの深さは０.１５
ｍから０.４５ｍである。土器は接合作業を経て５３点，石器
は１０点を図化した。
ア　出土土器（第１７４図～第１７８図）
　３２８は，口縁部下位を削ることにより口縁部を肥厚さ
せている。口縁部には，ヘラ状の工具による沈線文が逆
く字状に施され，指頭による凹点も施されている。329
は，口縁端部に指頭による凹点が施され，その下位に棒
状の工具による沈線文が施されている。３３０は，口縁端
部に棒状の工具による浅い短沈線文が斜位に施され，そ
の下位に横位の沈線文が施されている。３３１は，ヘラ状
の工具による沈線文が施されている。口縁端部には，棒
状の工具による押圧が施されている。３３２は，ヘラ状の
工具による沈線文が格子状に施されている。３３３は，口
縁部下部に突帯を付けることにより口縁部を強調してい
る。口縁部には，ヘラ状の工具による沈線により格子
文が施されている。突帯には，棒状の工具による刻み
目が施されている。３３４は，口縁部には，ヘラ状の工具

による沈線文が縦位に施されている。口唇部には，指頭
による凹点が施されている。３３５は，口縁部下位を削る
ことにより口縁部を肥厚させている。口縁部には，ヘラ
状の工具による縦位の短沈線文が施されている。口縁部
には，半裁竹管状の工具による斜位の刺突文が施されて
いる。３３６は，口縁部下位を削ることにより口縁部を肥
厚させている。３３７から３４３は，口縁部下に横位の沈線文
が施され，その下位に主に２本１組の平行な沈線による
曲線文や鉤手文などが施されている。３４２は，口唇部に
山形の厚い突起が付き，突起頂部にはヘラ状の工具によ
り沈線文が施されている。突起の内側には，凹点のよう
な穴がある。３４３は，口唇部に台形状の突起が付き，刺
突文や沈線文が施されている。３４４から３４８は，棒状の工
具による沈線文が横位に施され，その下位に靴形文が施
されている。３４９から３５１は，沈線間に刺突文が施されて
いる。３４９は，把手が付くものであり，把手部分の口唇
部には棒状の工具により刺突文が施されている山形の突
起が付く。３５２から３５５は，沈線文をもつ。３５２は，口縁
部に窓のある突起が付く。３５３は，蕨手文状の文様が施
されている突起が付く。３５６から３６２は，鉢形の土器であ
る。３５６は，橋状の把手の付くものである。把手の付く
口唇部にはねじり紐状の突起が付く。３５７は，Ｘ字状の
橋状の把手が付く。３５８は，口縁部には，橋状の把手が
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第１７４図  落ち込み状遺構９号内出土遺物実測図（１）
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第１７５図  落ち込み状遺構９号内出土遺物実測図（２）
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第１７６図  落ち込み状遺構９号内出土遺物実測図（３）
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第１７７図  落ち込み状遺構９号内出土遺物実測図（４）
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付く。口縁部には，棒状の工具による沈線文が縦位や斜
位に施され，沈線間に竹管状の工具による刺突文が施さ
れている。３５９は，橋状の把手の付くものである。胴部
下部にヘラ状の工具による沈線文が施されている。胎土
に滑石が混入されている。３６０から３６２は，縄文が施され
ている。３６０は，口唇部に溝状の深い沈線と凹みが施さ

れ，その外側に縄文が施されている。３６２は，内外面と
もにミガキが施されている。３６３から３６８は，無文の土器
である。３６３は，口縁部が断面三角形を呈している。３６４
は，厚い突起の頂部に棒状の工具の押圧による刻み目が
施されている。３６６は，口縁部に指頭による刻み目が施
されている。３６７は，口縁部が外反している。３６８は，補

第１７８図  落ち込み状遺構９号内出土遺物実測図（５）
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修孔と思われる穿孔がある。369は，内外面ともにミガ
キが施されている。３７１から３７８は，底部である。３７１は，
くびれがなく底部から胴部にひらきながら立ち上がるタ
イプである。３７２から３７８は，底部端部が膨らむタイプで
ある。３７９は，口縁部の飾り部分であると思われる。３８０は，
円盤形の土製品である。３２８から３３６，３５６から３５９は２群，
３３７から３５５は３群，３６０から３６２は４群であると思われる。
イ　出土石器（第１７８図・第１７９図）
　３８１は，擦切石器である。図面上左側を欠くが，右は
残存。右側は複数の剥離の後に直行するスリを施す。刃
部はいくつかの刃こぼれ状の剥離があるが，その後に刃
部と平行するスリと斜位のスリとが施される。３８２から
３８６は，磨製石斧である。３８２は，敲打と刃部付近のスリ
が見られる。３８４は，平坦面長軸方向へのスリが見られる。
頁岩源ホルンフェルスを石材としているところからノミ
状石斧の可能性がある。３８６は，扁平な石斧で両側のス
リにより刃部が幅広に見られる。３８７・３８８は，磨敲石で
ある。３８９・３９０は，扁平な石皿である。

（１０）　落ち込み状遺構１０号（第３３図，第１８０図）
　落ち込み状遺構１０号は，Ａ－２８区で検出した。最大幅

２.３ｍ×最大長２.５ｍで，検出面からの深さは０.３ｍから
０.５５ｍである。土器は接合作業を経て３点を図化した。
ア　出土土器（第１８０図）
　３９１は，ヘラ状の工具による沈線文が横位や斜位に施
されている。３９２は，ヘラ状の工具による沈線文が縦
位や横位に施されている。３９３は，無文の土器である。
３９１・３９２は，２群であると思われる。

（１１）　落ち込み状遺構１１号（第３３図，第１８０図）
　落ち込み状遺構１１号は，Ａ－２７区で検出した。最大幅
２.９ｍ×最大長５.２ｍで，検出面からの深さは０.０５ｍから
０.２５ｍである。土器は接合作業を経てこのうち１７点，石
器は１点を図化した。
ア　出土土器（第１８０図）
　３９４・３９５は，ヘラ状の工具による沈線文が斜位や横位
に施されている。３９５は，口縁部下位を削ることにより
口縁部をやや肥厚させている。３９６から４００は，棒状の工
具やヘラ状の工具による沈線文が横位に施され，その下
位に沈線文が施されている。４０１から４０５は，棒状の工具
による沈線文が施されている。４０６・４０７は，鉢形の土器
である。４０６は，橋状の把手が付く。把手には，粘土紐

第１７９図  落ち込み状遺構９号内出土遺物実測図（６）
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第１８０図  落ち込み状遺構１０号・１１号内出土遺物実測図
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第１８１図  落ち込み状遺構１２号内出土遺物実測図（１）
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を貼り付けた文様が施されている。把手部分の口唇部に
は突起が付く。４０７は，ヘラ状の工具による沈線間に縄
文が施されている。４０８･４０９は，無文の土器である。４０８は，
口縁部が断面三角形状である。口唇部には，棒状の工具
による押圧により刻み目が施されている。４０９は，口唇
部から内面にかけて，棒状の工具による沈線文が施され
ている。４１０は，底部である。底部裏面には網代編みの
圧痕が残る。３９４・３９５・４０６は２群，３９６から４０４は３群，
４０７は４群であると思われる。
イ　出土石器（第１８０図）
　４１１は，磨製石斧の基部片である。

（１２）　落ち込み状遺構１２号
　　　（第３５図・第３６図，第１８１図～第１８９図）
　落ち込み状遺構１２号は，Ｂ－２５ ～ ２７区で検出した。
最大幅９ｍ×最大長１０ｍである。土器は接合作業を経て
６２点，石器は１１点を図化した。
ア　出土土器（第１８１図～第１８７図）
　４１２は，口縁部に斜位の凹線文と指頭による凹点が施
されている。この凹点には，爪痕が観察できる。口唇部
には，指頭による凹点が施されている。胎土に滑石が混
入されている。４１３は，口縁部に指頭による凹線文と凹
点が施されている。口唇部には，内面側と外面側交互に
指頭による凹点が施されている。４１４から４２８は，口縁部
下に横位の沈線文が施され，その下位に主に２本１組の
平行な沈線による曲線文や鉤手文などが施されている。
４２６・４２７は，口唇部に貝殻腹縁による刺突文が施されて
いる。また，口縁部内面にも貝殻腹縁による刺突文が施
されている。４２９から４３５は，口縁部下に横位の沈線文が
施され，その下位に２本１組の平行な沈線により靴形文
が施されている。４３６から４４３は，口縁部下に横位の沈線
文が施され，その下位にステップ状の沈線文や波状の沈
線文など比較的単純な文様が施されている。４４４から４４６
は，２本１組の平行な沈線間に棒状の工具や貝殻腹縁に
よる刺突文が施されている。４４４は，ヘラ状の工具によ
る沈線間にヘラ状の工具による刺突文が施されている。
４４５・４４６は，棒状の工具による沈線間に貝殻腹縁による
刺突文が施されている。４４７は，２本１組の平行な沈線
文を貝殻腹縁の刺突により表現している。４４８から４５１は，
沈線文や刺突文による文様をもつものである。４５２から
４５７は，鉢形の土器である。４５２は，橋状の把手が２か所
付き，口縁部に山形の突起が４か所付くものである。口
縁部には，ヘラ状の工具による沈線文が横位に施され，
その下位に２本１組の平行な沈線文が施されている。突
起の内面には，三角文が施文され，その中に棒状の工具
による深い刺突文が施されている。４５３は，橋状の把手
が付くものである。口縁部には，ヘラ状の工具による浅
い沈線文が施されている。把手部分の口縁部には突起が
付き，さらに小さな橋状の把手が付くと思われる。４５４は，

ヘラ状の工具による浅い２本１組の平行な沈線文が施さ
れている。４５５は，橋状の把手の付く鉢形の土器である。
口縁部には，棒状の工具による沈線文を横位に施し，そ
の下位に２本１組の平行な沈線文が施されている。４５６
は，橋状の２連の把手が付くものである。口縁部には，
棒状の工具による沈線により入組文が施されている。把
手の付く口縁部には，窓のある突起が付く。把手や突起
には，貝殻腹縁による刺突文が施されている。また，把
手の中央部分には，溝状の深い沈線文が施されている。
４５７は，ヘラ状の工具による沈線により文様が施されて
いる。沈線の区画外に縄文が施されている。４５８から４６４
は，無文の土器である。４５８から４６０は，口縁部が断面三
角形を呈する無文の土器である。４５８は，山形の突起が
付き，突起の頂部に細い棒状の工具による刻み目が施さ
れている。４６５から４７２は，底部である。４６５から４７１は，
底部端部が膨らむタイプである。４７２は，接着面の狭い
上げ底状の底部である。４７３は，円盤形の土製品である。
両面から穿孔をしようとした痕が残る。４１２・４１３は２群，
４１４から４５６は３群，４５７は４群であると思われる。
イ　出土石器（第１８８図・第１８９図）
　４７４は，横長剥片を素材としたスクレイパーである。
４７５から４７８は，磨製石斧である。４７５は，刃部を欠損し
ている。欠損後に小さめの剥離が施されている。４７６は，
扁平な磨製石斧である。基部と刃部を欠損している。頁
岩源ホルンフェルスを石材としている。４７７は，蛇紋岩
製の磨製石斧である。４７８は，角柱状である。先端は先
細りするが，平坦面を意識したスリが見られる。４７９は，
扁平打製石斧状を呈する。明確な抉り部を有するが，刃
部の摩滅等は観察されない。４８０から４８４は，磨敲石であ
る。４８０は，全面に光沢がありわずかな敲打があるが，
自然礫の可能性も考えられる。４８１は，側面・表裏面中
央に敲打がある。４８２は，重量がある。両端を中心に敲
打があり，表面中央にも敲打がありわずかに凹む。４８３は，
全面に光沢がある。左側に面に直行する荒いスリが長さ
約５㎝の範囲に見られ，面を形成している。

（１３）　落ち込み状遺構１３号（第３５図，第１９０図）
　落ち込み状遺構１３号は，Ｃ－２５・２６区で検出した。最
大幅２.５ｍ×最大長６.７ｍで，検出面からの深さは０.０１ｍ
から０.２５ｍである。土器は接合作業を経て６点，石器は
２点を図化した。
ア　出土土器（第１９０図）
　４８５・４８７は，棒状の工具による沈線文を横位に施し，
その下位に棒状の工具による沈線文が施されている。
４８６は，ヘラ状の工具による沈線文が施されている。波
状口縁である。波状部の外面には，ヘラ状の工具による
沈線によりＶ字状に施文されている。また，内面には，
ヘラ状の工具による斜位の短沈線文や蕨手文状に施文さ
れている。４８８は，ヘラ状の工具による沈線間に棒状の
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第１８２図  落ち込み状遺構１２号内出土遺物実測図（２）
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第１８３図  落ち込み状遺構１２号内出土遺物実測図（３）
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第１８４図  落ち込み状遺構１２号内出土遺物実測図（４）
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第１８５図  落ち込み状遺構１２号内出土遺物実測図（５）
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第１８６図  落ち込み状遺構１２号内出土遺物実測図（６）
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第１８７図  落ち込み状遺構１２号内出土遺物実測図（７）
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第１８８図  落ち込み状遺構１２号内出土遺物実測図（８）
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工具による刺突文が施されている。４８９は，鉢形の土器
と思われる。棒状の工具による沈線文が施されている。
４９０は，底部である。底部裏には，網代編みの圧痕が残る。
４８５から４８９は，３群であると思われる。
イ　出土石器（第１９０図）
　４９１・４９２は，磨敲石である。４９２の側面には敲打によ
る平坦面が形成されている。

（１４）　落ち込み状遺構１４号（第４０図，第１９１図～第２０３図）
　落ち込み状遺構１４号は，Ａ・Ｂ－２２・２３区で検出した。
最大幅８.５ｍ×最大長１５ｍで，検出面からの深さは０.０１
ｍから０.２ｍである。土器は接合作業を経て８６点，石器
は９点を図化した。
ア　出土土器（第１９１図～第２０１図）
　４９３から５０４は，口縁部下位を削ったり突帯を作り出し
たりすることにより口縁部を肥厚したり強調したりして
いる。４９３は，橋状の把手の付くものである。口縁端部
と下部に粘土を貼り付け突帯を作り出し，口縁部を強調
している。口縁部には，ヘラ状の工具による沈線文が施
されている。突帯には指頭による凹点が施されている。

４９４は，口縁部下位を削ること及びその上部を突帯のよ
うにすることにより口縁部を強調している。口縁部には，
ヘラ状の工具による沈線文が縦位や横位に施されてい
る。口縁部には低い台形状の突起が付く。この突起の上
部はねじり紐を意識したと思われるヘラ状の工具による
斜位の刻み目が施されている。４９５は，口縁部に棒状の
工具による沈線文を横位に施し，その下位に沈線文が施
されている。口縁部にはねじり紐状の突起が付く。４９６
は，細い棒状の工具による沈線により横広がりのＳ字状
の文様が施されている。口唇部には，ねじり紐状の突起
が付く。４９７は，ヘラ状の工具による沈線により波状の
文様が施されている。口縁部には，ねじり紐状の突起が
付き，ヘラ状の工具により刻み目が施されている。４９８
は，口縁部には沈線により逆く字状の文様が施されてい
る。４９９は，細い半裁竹管状の工具による沈線文が縦位
や横位に施されている。横位の沈線文の端は，斜位の刺
突文が施されている。５００は，口縁部にねじり紐を意識
したかのように貝殻腹縁による刺突文が施された突起が
付く。突起の外面には，指頭による凹点が施されている。

第１８９図  落ち込み状遺構１２号内出土遺物実測図（９）
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５０１は，口縁部下位を削ることにより口縁部を強調して
いる。５０３は，口縁部に低い突起が付く。口唇部には，
ヘラ状の工具による刺突文が施されている。５０４は，口
唇部に竹管状の工具による刺突文が一部施されている。
口縁部には，波状の突起が付く。５０５は，指頭による２
条の凹線文が横位に施され，その下位に凹線文が施され
ている。口縁端部を肥厚させ貝殻腹縁による刺突文が施
されている。胎土に金雲母が多く見られる。506は，口
縁端部に貝殻腹縁による刺突文が施され，その下位に２
条の凹線文などが施されている。５０７から５２４は，棒状の
工具やヘラ状の工具による沈線文が横位に施され，その

下位に沈線文が施されている。５０７は，指頭による凹線
文が横位に施され，その下位に２本１組の平行な凹線文
が施されている。口縁部は波状であり，頂部には丸い棒
状の工具による押圧により刻み目が施されている。５０８
は，ヘラ状の工具による沈線文が横位に施され，その下
位に沈線文が施されている。５０９は，口縁部に低い波頂
部があり，頂部の端部はヘラ状の工具により刻み目が施
されている。５１０は，口縁部に突起が付き，突起端部に
刺突文が施されている。５１１は，ヘラ状の工具による沈
線文が横位に施され，その下位に２本１組の平行な沈線
文が施されている。５１４は，ヘラ状の工具による沈線文

第１９０図  落ち込み状遺構１３号内出土遺物実測図
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第１９１図  落ち込み状遺構１４号内出土遺物実測図（１）
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第１９２図  落ち込み状遺構１４号内出土遺物実測図（２）
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第１９３図  落ち込み状遺構１４号内出土遺物実測図（３）
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第１９４図  落ち込み状遺構１４号内出土遺物実測図（４）
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第１９５図  落ち込み状遺構１４号内出土遺物実測図（５）
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第１９６図  落ち込み状遺構１４号内出土遺物実測図（６）
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第１９７図  落ち込み状遺構１４号内出土遺物実測図（７）



－ 222 －

を横位に施し，その下位に２本１組の平行な沈線により
菱形文が施されている。５１７は，波状口縁である。波状
部外面には，斜位の刺突文やＶ字状に沈線文が施されて
いる。波状部内面にも，Ｖ字状に沈線文が施されている。
５２１は，ヘラ状の工具による沈線文がステップ状に施さ
れ，その下位にヘラ状の工具による浅い沈線文が施され
ている。５２２は，ヘラ状の工具による沈線により鋸歯文
状の文様が施されている。５２３は，ヘラ状の工具による
２本１組の平行な沈線文が施されている。５２５は，口唇
部に窓が２つある台形状の突起が付く。突起外面や口縁
部には，ヘラ状の工具による文様が施されている。突起
の口唇部や内面には，棒状の工具による刺突文が施され
ている。５２６から５２９は，ヘラ状の工具による沈線文が横
位に施され，その下位に靴形文が施されている。５３０か
ら５３５は，ヘラ状の工具による沈線により単純な文様が
施されている。５３１は，ヘラ状の工具による沈線により
入組文やステップ状の文様が横位に施され，その下位に
入組文が施されている。５３２は，口縁部に棒状の工具に
よる深い沈線文が横位に施されている。５３４は，ヘラ状
の工具による沈線文が横位に２条施され，その下位に２

本１組の平行な沈線文が施されている。５３５は，ヘラ状
の工具による沈線文が横位に施され，その下位に沈線に
よる文様が施されている。口縁部には，窓の付いた突起
が付く。５３６から５４０は，沈線間に棒状の工具や貝殻腹縁
などによる刺突文が施されている。５３６は，一部沈線間
にヘラ状の工具による刻み目が施されている。５３７は，
刺突文が施された突帯が付く。棒状の工具による沈線
間には，棒状の工具による刺突文が施されている。５３８
は，沈線間にヘラ状の工具による刻み目が施されてい
る。５３９は，棒状の工具による沈線間にヘラ状の工具に
よる刻み目が施されている。口唇部に山形の突起が付き，
突起頂部にヘラ状の工具による刻み目が施されている。
５４０は，ヘラ状の工具による浅い沈線文が横位に施され，
その下位に波状の文様が施されている。横位の沈線文に
は，貝殻腹縁による刺突文が施されている。５４１・５４２は，
２本１組の平行な沈線文を貝殻腹縁の刺突で表現したも
のである。５４１は，口縁部に貝殻腹縁による刺突線が横
位に施されている。口縁部は波状である。波頂部外面に
は貝殻腹縁による刺突文が施され，口唇部には刻み目が
施され，口縁部内面には沈線文が施されている。５４２は，

第１９８図  落ち込み状遺構１４号内出土遺物実測図（８）
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第１９９図  落ち込み状遺構１４号内出土遺物実測図（９）
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第２００図  落ち込み状遺構１４号内出土遺物実測図（１０）
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口縁部に２重の貝殻腹縁による刺突線によりＷ字状の文
様が施されている。波状口縁であり，波頂部の頂部から
内面に貝殻腹縁による刺突文が施されている。５４３から
５４８は，沈線文や刺突文が施されているものである。５４３
は，ヘラ状の工具による沈線文が施されている。５４５は，
棒状の工具による深い沈線文が施されている。口縁部に
ねじり紐状の突起が付く。５４６は，ヘラ状の工具による
斜位の沈線文が施されている。口縁部をやや肥厚させ，
口唇部に沈線文が施されている。５４７は，ヘラ状の工具
による沈線文が施されている。浅い沈線間には貝殻腹縁
による刺突文が施されている。５４８は，ヘラ状の工具に
よる沈線間にヘラ状の工具による刺突文が施されてい
る。５４９は，ヘラ状の工具による沈線間に縄文が施され
ている。５５０から５５５は，鉢形の土器である。５５０は，ヘ
ラ状の工具による沈線文が施されている。５５１は，ヘラ
状の工具による沈線間に貝殻腹縁による刺突文が施され
ている。５５２は，橋状の把手や窓のある突起が付く。把
手や突起には，沈線文や貝殻腹縁による刺突文が施され
ている。把手には，孔が穿たれている。また，突起には
上面に小さな凹み，左右側面にやや大きめな凹みが施さ

れている。５５３は，口唇部に高い突起の付くものである。
口縁部にはヘラ状の工具による沈線文が施されている。
突起には，貝殻腹縁による刺突文が施されている。５５４
は，口縁部に横位の貝殻腹縁による刺突線が施されてい
る。５５５は，棒状の工具による沈線間にヘナタリによる
回転文（擬似縄文）が施されている。５５６は，口縁端部
が内湾するものである。口縁部には，ヘラ状の工具によ
る沈線文が施されている。５５７は，ヘラ状の工具による
３本１組の沈線文が施されている。５５８から５６５は，無文
の土器である。５５８は，口縁部下位を縦位に削ることに
より口縁部を強調している。５５９は，口唇部に指頭によ
る凹点が施されている。５６２は，口縁部がやや内湾して
いる。５６３は，口唇部に突起が付き，突起全体に貝殻腹
縁による刺突文が施されている。５６４は，橋状の把手が
付く。把手の上部には橋状の把手状の飾りが付く。この
飾りの上部からは把手状の飾りに向けて孔が穿たれてい
る｡ ５６５は，口唇部に２条の沈線文が施されている。５６６
は，器面調整が内外面ともに貝殻条痕である。５６８から
５７５は，底部である。５６８から５７０は，くびれがあまりな
く胴部へ向けてひらきながら立ち上がるタイプのもので

第２０１図  落ち込み状遺構１４号内出土遺物実測図（１１）
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第２０４図  落ち込み状遺構１５号内出土遺物実測図（１）
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第２０５図  落ち込み状遺構１５号内出土遺物実測図（２）

ある。５７１から５７５は，底部端部が膨らむタイプのもので
ある。５７６から５７８は，円盤形の土製品である。４９３から
５０６・５５０は２群，５０７から５４９・５５２から５５５は３群，５５１
は４群であると思われる。
イ　出土石器（第２０２図・第２０３図）
　５７９は，二次加工剥片である。風化した頁岩製である。
わずかに二次焼成を受けている。５８０は，小型のノミ状
石斧である。両端に刃部が形成されている。両側面は敲
打痕が見られる。５８１から５８４は，磨敲石である。５８１は，
自然礫の可能性もある。５８４は，扁平な楕円形礫を素材
とする。側面の敲打が明瞭に見られる。５８５は，石皿で
ある。使用による凹みを有する。５８６は，砂岩製の砥石
である。両面に光沢面がある。５８７は，軽石製品である。
表面中央部分がやや凹むように作ってある。

（１５）　落ち込み状遺構１５号（第４１図，第２０４図・第２０５図）
　落ち込み状遺構１５号は，Ａ・Ｂ－２０・２１区で検出した。
最大幅３.２ｍ×最大長１０ｍで，検出面からの深さは０.０８
ｍから０.２ｍである。土器は接合作業を経て１７点，石器
は２点を図化した。
ア　出土土器（第２０４図）
　５８８から５９０は，口縁部に沈線文が施されている。５８８は，
口縁部下位を削ることにより口縁部を肥厚させている。
口唇部には，指による凹点が施されている。５８９は，ヘ
ラ状の工具による沈線文が横位や斜位に施されている。
５９０は，棒状の工具による沈線文が施されている。口縁
部には，厚い突帯が付く。５９１から６００は，棒状やヘラ状
の工具による２本１組の平行な沈線文が施されている。
５９６は，内面にヘラ状の工具により文様が施されている。
６０２は，突帯の付く無文の土器である。突帯内面には棒
状の工具による縦位の沈線文が施されている。６０３･６０４

は，底部である。どちらも底部端部が膨らむタイプであ
る。５８８から５９０は２群，５９１から６００は３群であると思わ
れる。
イ　出土石器（第２０５図）
　６０５は，磨製石斧の刃部で欠損片である。刃部に敲打
が見られ転用されたものと思われる。６０６は，磨敲石で
ある。

（１６）　落ち込み状遺構１６号（第４５図，第２０６図～第２２３図）
　落ち込み状遺構１６号は，Ｂ・Ｃ－１７ ～ １９区で検出した。
最大幅７ｍ×最大長１５ｍで，検出面からの深さは０.０５ｍ
から０.４５ｍである。土器は接合作業を経て７０点，石器は
１２点を図化した。
ア　出土土器（第２０６図～第２２１図）
　６０７から６１０は，口縁部下を削るなどするものである。
６０７は，ヘラ状の工具による２本１組の平行な沈線によ
り菱形文が施されている。口縁部には，山形の突起が４
か所付くと思われる。６０９・６１０は，棒状の工具による縦
位や横位の沈線文が施されている。口縁部下や沈線間に
は，棒状の工具による刺突文が施されている。口唇部に
は，ねじり紐状の突起が付く。この突起の口唇部には，
ヘラ状の工具による刻み目が施されている。６１１から６２２
は，口縁部下に横位の沈線文が施され，その下位に主に
２本１組の沈線による曲線文や鉤手文などが施されてい
る。６１１は，口唇部に山形の突起が４か所に付き，突起
の内面にはＶ字状に短沈線文が施されている。６１２は，
口唇部に窓が２つ付く台形状の突起が付く。この突起に
は，口唇部から内面にかけて棒状の工具による沈線文が
施されている。６１３は，ヘラ状の工具による沈線文を横
位に１条施し，その下位に入組文や２本１組の平行な沈
線により三角文が施されている。丸い窓のある突起が４
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か所に付く。突起の内面には，沈線文が施されている。
６１４は，口唇部に窓のある山形の突起が付く。６１５は，棒
状の工具による２本１組の平行な沈線文が施され，その
下位に２本１組の平行な沈線文が施されている。６１７は，
補修孔と思われる穿孔がある。６２０は，ヘラ状の工具に
よる沈線により渦巻文などが施されている。６２３は，指
頭による沈線により靴形文が施されている。口縁部には，
幅広の帯状の粘土を折り曲げた把手状の突起が３か所に
付く。突起には，巻き貝を押しつけたような押圧痕があ
る。６２４は，ヘラ状の工具による沈線により横位のステッ

プ状の文様が施されている。６２５から６２８は，沈線間に棒
状やヘラ状の工具や貝殻腹縁による刺突文が施されてい
るものである。６２５は，ヘラ状の工具による２本１組の
平行な沈線により三角文や蕨手文，菱形文などを施文し
ている。沈線間には，ヘラ状の工具による刺突文が施さ
れている。刻み目のある突起が４か所に付く。突起内面
には，棒状の工具による沈線により幾何学文が施されて
いる。６２６は，沈線間にヘラ状の工具による刻み目が施
されている。６２７は，口縁部下や沈線間に棒状の工具に
よる刺突文が施されている。６２８は，ヘラ状の工具によ

第２０６図  落ち込み状遺構１６号内出土遺物実測図（１）
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第２０７図  落ち込み状遺構１６号内出土遺物実測図（２）
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第２１０図  落ち込み状遺構１６号内出土遺物実測図（５）
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第２１２図  落ち込み状遺構１６号内出土遺物実測図（７）
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第２１３図  落ち込み状遺構１６号内出土遺物実測図（８）
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第２１４図  落ち込み状遺構１６号内出土遺物実測図（９）
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る沈線文と貝殻腹縁による刺突文が施されている。口縁
部には，山形の突起が４か所に付く。突起は，高いもの
と低いものがそれぞれ２か所ずつある。高い突起には，
口唇部から内面にかけて貝殻腹縁による刺突文がＶ字状
に施されている。低い突起には，口唇部から内面にかけ
てＶ字状に沈線文が施されている。口唇部には，細い竹
管状の工具による刺突文が２条施されている。６２９・６３０
は，２本１組の平行な沈線を貝殻腹縁の刺突線で表現し
たものである。６２９は，貝殻腹縁による刺突線が横位に
３条施されている。なだらかな山形の突起が５か所に付
く。突起の口唇部には，貝殻腹縁による刺突文が施され
ている。６３０は，貝殻腹縁による刺突線が縦位・横位に
施されている。６３１から６３７は，沈線文や刺突文が施され
ているものである。６３６は，口縁部下に竹管状の工具に
よる刺突文とヘラ状の工具による沈線文が横位に施され
ている。６３７は，棒状の工具による沈線文を斜位・横位
に施し，菱形文などが施文されている。横位の沈線文や
蕨手文の沈線は２本１組であるが，菱形文の沈線は３本
１組である。口縁部には，ねじり紐状の突起が４か所に
付く。6３８から６４５は，鉢形の土器である。６３８は，ヘラ
状の工具による３本１組の沈線文が施されている。６３９
は，口縁部下にヘラ状の工具による沈線文を２条施し，
その下位に２本１組の平行な沈線文が施されている。深
鉢の可能性もある。６４０は，把手の付くものである。把

手には，上下部分にそれぞれ横方向に孔が穿たれており，
棒状の工具による沈線文や刺突文が施されている。把手
の下部は，二股になっている。外面には，棒状の工具に
よる沈線により入組文などが施されている。６４１は，橋
状の把手が付くものと思われる。橋状の把手には，貝殻
腹縁による刺突文が施され，窓がある。６４２は，橋状の
把手が付くものである。把手には，棒状の工具による縦
位の沈線文が前面・左右面にそれぞれ１条ずつ施され，
そのまわりに貝殻腹縁によると思われる刺突文が施され
ている。口縁部には，棒状の工具による沈線間に貝殻腹
縁によると思われる刺突文が施されている。６４３・６４４
は，ミガキが施された外面に，棒状の工具による沈線文
が施されている。沈線間には縄文が施されている。６４６
から６４８は，口縁部断面が三角形を呈する無文の土器で
ある。６４６は，山形の突起が付く，波状の口縁部である。
口唇部には，棒状の工具による沈線文が施されている。
沈線の始まりには，刺突文が施されている。突起の口唇
部には，棒状の工具による斜位の沈線文が左右ぞれぞれ
３条ずつ施され，頭頂部には棒状の工具による沈線文が
施されている。この沈線の端部には刺突文が施されてい
る。６４７は，山形の突起が付く波状の口縁部である。突
起の頭頂部には棒状の工具による沈線文が施され，その
左右には６条の沈線文が施されている。口唇部には，棒
状の工具による沈線文が施されおり，その端部には刺突

第２１５図  落ち込み状遺構１６号内出土遺物実測図（１０）
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第２１８図  落ち込み状遺構１６号内出土遺物実測図（１３）
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第２１９図  落ち込み状遺構１６号内出土遺物実測図（１４）
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第２２０図  落ち込み状遺構１６号内出土遺物実測図（１５）
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第２２１図  落ち込み状遺構１６号内出土遺物実測図（１６）
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第２２２図  落ち込み状遺構１６号内出土遺物実測図（１７）
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文が施されている。６４８は，山形の突起が付く波状の口
縁部である。突起の頭頂部には棒状の工具による沈線文
が２条施され，その左右には３条の沈線文が施されてい
る。６５０は，口縁部下位を削ることにより口縁部を肥厚
させている。口縁部には，外面に粘土を貼り付けたリボ
ン状の突起が付く。突起には，指押さえの痕が観察され
る。６５１は，口縁部が外反し，内面に段が付くものである。
６５２は，山形の突起が付く波状口縁である。６６１は，山形
の突起が付く，小型の土器である。６６２から６６９は，底部
である。６６２から６６４は，底部から胴部に向けひらきなが
ら立ち上がるタイプの底部である。６６２は，胴部へ大き
くひらきながら立ち上がる。６６５から６６８は，外面端部が
膨らむタイプである。６６７・６６８は，接着面が狭くなって
いる。６６９は，透かしのある脚状の底部である。６７０から
６７６は，円盤形の土製品である。６０７から６１０は２群，６１１
から６４２は３群，６４３から６４５は４群，６４６から６４８は５群
であると思われる。
イ　出土石器（第２２２図・第２２３図）
　６７７は，鋸歯尖頭器である。平面形が二等辺三角形を

呈しているが左側縁部がやや膨らんでいる。側縁部は鋸
歯状に作り出されている。基部は，逆Ｕ字状に抉られて
いる。６７８は，擦切石器である。両端が欠損している。
刃部は鈍く細長い面が形成されている。平坦面は両面共
に擦痕が見られ，この擦痕は刃部と平行するものがわ
ずかに見られる。６７９から６８２は，磨製石斧である。６７９
から６８１は，刃部を欠く。いずれも成形時の敲打痕を明
瞭に残す。６８２は，頁岩源ホルンフェルスで扁平であり，
両側面に入念なミガキが残る。６８３から６８８は，磨敲石で
ある。６８３は，側面の敲打痕は面を形成しながら全面に
展開している。６８４は，楕円形で厚みがある。両端部の
敲打が明瞭である。６８５は，はっきりとしないが側面に
わずかに敲打痕が見られる。６８６は，不定形の礫の先端
に敲打が見られる。各稜が潰れているが不明確である。
６８７は，不定形の礫の先端に敲打が見られる。平坦面中
央が敲打によりわずかに凹んでいる。６８８は，棒状礫の
両端に敲打が見られる。

第２２３図　落ち込み状遺構１６号内出土遺物実測図（１８）
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第１節　分析の概要

　芝原遺跡における化学分析は，発掘調査から報告

書作成時の現段階に至るまでに，各種・各時代に関

して実施してきた。報告書刊行が年度別に分冊形式

で刊行されるため，これらの分析結果に関しても，

所属する時期別に掲載することとした。なお，今回

は縄文時代の遺構編であるが，特に重要と思われる

泥炭層出土遺物に関してのみ先行して掲載してい

る。

第２節　自然科学分析

　　　　　　� パリノ・サーヴェイ株式会社

１　はじめに

　金峰町に所在する芝原遺跡は，薩摩半島南部を流

れる万之瀬川中流域右岸の沖積低地上に位置する。

これまでの発掘調査では，縄文時代から江戸時代に

至るまでの各時期に相当する遺構や遺物が確認され

ている。今回の発掘調査では、主に古墳時代とされ

る遺構・遺物の調査が進められている。

本報告では，これら確認された遺物や遺構を対象と

して自然科学分析を行うことにより，これらの性格

や年代に関わる資料の作成を目的とする。

　具体的には，調査区付近で確認された泥炭層より

出土した材の放射性炭素年代測定と樹種同定を行う

ことにより，泥炭層の年代および植生を検討すると

いう課題の調査分析を行う。

２　試料

　本分析の試料および分析項目を一覧にして表４に

示す。泥炭層出土の炭化木とされた試料番号６は，

状態を確認したところ，生木であることが判った。

３　分析方法

（１）　放射性炭素年代測定

　測定は株式会社加速器分析研究所の協力を

得て，AMS法により行った。なお，放射性炭

素の半減期はLIBBYの半減期５,５６８年を使用す

る。また，測定年代は１９５０年を基点とした年代

（BP）であり，誤差は標準偏差（One�Sigma）

に相当する年代である。なお，暦年較正は、

RADIOCARBON�CALIBRATION�PROGRAM�

CALIB� REV５.０（Copyright� １９８６-２００５� M�

Stuiver�and�PJ�Reimer）を用い，いずれの試料

も北半球の大気圏における暦年校正曲線を用いる

条件を与えて計算させている。

（２）　樹種同定

　剃刀の刃を用いて木口（横断面）・柾目（放射

断面）・板目（接線断面）の３断面の徒手切片を

作製し，ガム・クロラール（抱水クロラール，ア

ラビアゴム粉末，グリセリン，蒸留水の混合液）

で封入しプレパラートを作製する。作製したプレ

パラートは生物顕微鏡で観察・同定する。

（３）　種実同定

　試料番号３- ２は８４.３g，３- ３は６７.７g，４- ２

は６０.２g，４- ３は４０.７g，５- １は３００.９g，５- ２は

３０１.４gの土壌試料を，０.５mm目の篩を通して水洗

し，残渣をシャーレに集めて双眼実体顕微鏡下で

観察し，同定可能な種実や２mm角以上の炭化材

などを抽出する。検出された植物遺体は，４８時間

８０℃で乾燥後の重量を求め，種類毎にビンに入れ

て保管する。

３　結果

（１）　放射性炭素年代測定

　結果を表５に示す。試料の測定年代（補正年代）

は，試料番号１の土器付着物で約３８００年前，試料

番号２の土器付着物で約４７００年前，泥炭層出土材

の試料番号３は約４６００年前である。また，較正暦

年を表６に示す。試料番号１の土器付着物につい

ては，およそ４０００ ～ ４２００calBP，試料番号２の

第５章　科学分析
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付着物と試料番号６の泥炭層出土材については，

およそ５３００ ～ ５４００６calBPとなる。

（２）　樹種同定

　木材は，常緑広葉樹のタブノキ属に同定された。

解剖学的特徴等を記す。

　・�タブノキ属（Persea）　　　クスノキ科

　散孔材で管壁は厚く，横断面では楕円形，単

独および２- ３個が放射方向に複合して散在す

る。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列

する。放射組織は異性，１- ３細胞幅，１-２０細

胞高。柔組織は周囲状，翼状および散在状。柔

細胞はしばしば大型の油細胞となる。年輪界は

明瞭。

４　考察

（１）　土器の年代について

　桒畑・東（１９９７）は，南九州における桜島や開

聞岳さらには霧島火山などのテフラ層と各時代の

土器型式との層位関係を整理し，それらの年代

観（放射性炭素年代）を示している。今回，試料

番号１の土器付着物から得られた放射性炭素年代

は，約３８００年前とされている開聞岳のテフラであ

る黄コラの放射性炭素年代に近い。黄コラは，指

宿式土器の時期に噴出したとされており，縄文時

代後期に位置づけられている。したがって，試料

番号１の年代が土器使用時の年代に関わるとすれ

ば，試料番号１が付着していた土器の年代観とし

て，縄文時代後期という時期が与えられる。

　一方，試料番号２の示す年代は，約４９００年前と

されている桜島のテフラであるP５と約４２００年前

とされている霧島火山の御池軽石との間に入る。

南九州ではこれらのテフラにはさまれた層位か

ら，春日式などの土器が出土しており，縄文時代

中期前半の時期が与えられている。すなわち，試

料番号２の年代により，それが付着していた土器

の年代観として縄文時代中期前半という時期が与

えられる。

（２）　泥炭層の年代と植生について

　年代測定により，約４６００年前の縄文時代中期前

半には，泥炭層が形成されていたことが窺える。

泥炭層から出土した埋木はタブノキ属であった。

タブノキ属にはタブノキとホソバタブノキの２種

類がある。いずれも常緑広葉樹であり，タブノキ

はスダジイと共に暖温帯常緑広葉樹林の主構成種

である。埋木出土層位の前後に遺跡周辺に常緑広

葉樹のタブノキ属等が生育する植生が見られたこ

とが推定される。古植生については，今後泥炭層

の花粉分析等も行って検討する必要がある。

〈引用文献〉
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生循環利用技術の開発』２３-２７

近藤　錬三１９７６ 「樹木起源の珪酸体について」『ペ

ドロジスト』２０　　１７６-１８９
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の植物ケイ酸体について」『帯広畜産大学研究
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近藤　錬三・佐瀬　隆１９８６ 「植物珪酸体分析その特

性と応用」『第四紀研究』２５　　３１-６４

桒畑光博・東　和幸１９９７ 「南九州の火山灰と考古遺

物」『月刊地球』１９　　２０８-２１４

京都大学農学部農芸化学教室編１９５７ 『農芸化学実験

書』　第１巻　産業図書　４１１p

農林省農林水産技術会議事務局監修１９６７ 『新版標準

土色帖』

奥野　充２００２ 「南九州に分布する最近約３万年間の

テフラの年代」『第四紀研究』４１　　２２５-２３６

パリノ・サーヴェイ株式会社１９９１「自然科学分析」『東

京都新宿区戸山遺跡－厚生省戸山研究舎（仮称）

建設に伴う緊急発掘調査報告書－本文編』戸山

遺跡調査会１３３-１６８

ペドロジスト懇談会１９８４ 「野外土性の判定」ペドロ

ジスト懇談会編　『土壌調査ハンドブック』博

友社３９-４０

杉山　真二１９９９ 「植物珪酸体分析からみた最終氷期

以降の九州南部における照葉樹林発達史」『第

四紀研究』３８　　１０９-１２３

表４　試料一覧

番号 試料名称 試料数量 14 Ｃ Ｗ Ｓ Ｐ・Ｃ a ＰＯ Ｔ 備考

6 泥炭層出土の炭化木 １点 ○ ○

14C：放射性炭素年代測定　Ｗ：樹種同定　Ｓ：種実同定　Ｐ・Ｃａ：リン・カルシウム分析　Ｔ：テフラ分析

表５　放射性炭素年代測定結果

番号 試料名称 試料の質 樹　種 補正年代 δ13Ｃ�
（‰）

測定年代�
ＢＰ Code．№

6 泥炭層出土の炭化木 生　材 タブノキ属 4630±50 -２８.９４ 4700±50 IAAA－42233

１）年代値の算出には，LIbbyの半減期5568年を使用。
２）BP年代値は，1950年を基点として何年前であるかを示す。
３）付記した誤差は，測定誤差δ（測定値の68％が入る範囲）を年代値に換算した値。

表６　暦年較正結果

番号 試料名称 補正年代�
（ＢＰ） 暦年較正年代（cal） 相対比

Code. №�
IAAA－42233

6 泥炭層出土の炭化木 4631 ± 45 calBC3,501－calBC3,428�calBC3,381－calBC3,358
calBP5,451－5,378�
calBP5,331－5,308

0.769�
0.231

計算には，RADIOCABON�CA ＬＩＢ RATION�PROGRAM�CALIB�REV5.0（Copyright�1986-2005M�Stuiverand�PJ�
Reimer）を使用
計算には表に示した丸める前の値を使用している。
付記した誤差は，測定誤差δ（測定値の 68％が入る範囲）を年代値に換算した値。
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第３節　鹿児島県南さつま市芝原遺跡出土試料の１４C年
代測定

� 国立歴史民俗博物館・年代測定研究グループ
� （小林謙一・坂本稔・遠部慎・住田雅和）

概要　
　鹿児島県南さつま市芝原遺跡出土木材・土器付着物の
加速器を用いた年代測定を行ったので、その結果を報告
する。資料は小林謙一が鹿児島県立埋蔵文化財センター
に提供を受け、国立歴史民俗博物館にて住田雅和ととも
に採取した。資料の出土層位や大凡の所属時期は、黒川
によるものである。
　試料の前処理は、国立歴史民俗博物館で行い、測定は
パレオ・ラボ社によるものである。測定結果は計測値（補
正）とともに実年代の確率を示す較正年代値を示した。
また、その根拠となった較正曲線を示した。
　今回の年代測定の目的は、この遺跡の年代を調べるこ
とであり、縄文時代後期の有効な測定結果を得ることが
できた。また、鱗茎状を呈する付着物については別稿で
検討結果を記す。

１　炭化物の処理
　対象資料は、F２４区Ⅵ層出土縄文後期指宿式に属する
深鉢の底部近くの破片で、内面に鱗茎状にお焦げが付着
している。そのお焦げを一部掻き取って資料とした。国
立歴史民俗博物館での資料番号は、鹿児島県立埋蔵文化
財センター資料の通しナンバーでKAMB-１９８とした。な
お、同時に同一個体の別破片からKAMB-１９７および１９９
を採取しているが、今回は処理せず保存してある。
　試料については、注１に記した手順で試料処理を行っ
た。（１）の作業は、国立歴史民俗博物館の年代測定資
料実験室において行い、（２）（３）は、パレオラボ社に
２００７年７月に委託した。KAMB-１９８は、４５mgの試料を
採取し、AAA処理の結果３０.９９mgを回収した。AAA済
みの炭化物3.6mgを燃焼し、炭素量で2.18mg相当の二酸
化炭素を得た。

２　測定結果と暦年較正
　AMSによる１４Ｃ測定は、（株）パレオラボ社に委託した。
　測定結果は、注２に示す方法で、同位体効果を補正し、
暦年較正年代を算出した。前処理後の試料から分取し、
（株）昭光通商に委託して安定同位体比を質量分析計で
測定し-２６.０‰のδ１３C値を得た。
測定結果は、下記の通りである。
　　　　　　測定機関番号　　炭素１４年代
　　　　　　PLD-８２９０　　　　�３７２０±２０　１４CBP

３　測定結果の解釈と暦年較正年代の解釈
　資料は縄文後期指宿式土器底部内面の鱗茎状付着物
であるが、安定同位体比を見るとδ１３C値は、-２６.０‰で、
窒素同位体比などを合わせ、陸生植物に由来すると考え
られる付着物である。
　較正年代は、図224に確率密度分布を示す。較正年代
で前２１９５-２０３０cal�BCに９５.４%の確率で含まれ、その中で
も２１０５-２０３５cal�BCに含まれる確率が５０%で一応最も高
い。ただし、そこに絞り込めるというほどではなく、前
２１９５年よりは新しく、前２０３０年よりは古いある時点の炭
化物であるということである。東日本の測定例に照らす
と縄文後期堀之内１式後半、最も確率が高い２１０５-２０３５
cal�BCはおおよそ堀之内１式新段階に対比される（小林
２００６）。
　平成１９年度科学研究費補助金（学術創成研究）「弥生
農耕の起源と東アジア炭素年代測定による高精度編年
体系の構築―」（研究代表　西本豊弘　課題番号１６GS
０１１８）の成果である。
　暦年較正については今村峯雄の方法に従う。

　注１
（１）　前処理：酸・アルカリ・酸による化学洗浄（AAA
処理）。
　AAA処理に先立ち、土器付着物については、アセ
トンに浸け振とうし、油分など汚染の可能性のある不
純物を溶解させ除去した（１～２回）。AAA処理とし
て、８０℃、各１時間で、希塩酸溶液（１N-HCl）で岩
石などに含まれる炭酸カルシウム等を除去（２～３回）
し、さらにアルカリ溶液（NaOH、０.１N）でフミン酸
等を除去した。アルカリ溶液による処理は３～４回行
い、ほとんど着色がなくなったことを確認した。さら
に酸処理（１N-HCl　１２時間）を行いアルカリ分を除
いた後、純水により洗浄した（４回）。

（２）　二酸化炭素化と精製：酸化銅により試料を燃焼（二
酸化炭素化）、真空ラインを用いて不純物を除去。

（３）　グラファイト化：鉄触媒のもとで水素還元し、二
酸化炭素をグラファイト炭素に転換。アルミ製カソー
ドに充填。

（４）　AMS１４Ｃ測定と暦年較正計算方法
　年代データの１４ＣBPという表示は、西暦１９５０年を基
点にして計算した１４C年代（モデル年代）であること
を示す。１４Ｃ年代を算出する際の半減期は、５,５６８年を
用いて計算することになっている。誤差は測定におけ
る統計誤差（１標準偏差、６８％信頼限界）である。
　AMSでは、グラファイト炭素試料の１４C/１２C比を加
速器により測定する。正確な年代を得るには、試料の
同位体効果を測定し補正する必要がある。同時に加速
器で測定した１３C/１２C比により、１４C/１２C比に対する同
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写真５　胴下部内面鱗茎状付着物

写真６　付着物前処理後の状態



－ 253 －

第２２４図　暦年較正結果

位体効果を調べ補正する。１３C/１２C比は、標準体（古生
物belemnite化石の炭酸カルシウムの１３C/１２C比）に対
する千分率偏差δ１３Ｃ（パーミル，‰）で示され、こ
の値を-２５‰に規格化して得られる１４C/１２C比によって
補正する。補正した１４C/１２C比から、１４C年代値（モデ
ル年代）が得られる。
　測定値を較正曲線IntCal０４（１４C年代を暦年代に修正
するためのデータベース、２００４年版）（Reimer�et�al�
２００４）と比較することによって暦年代（実年代）を推
定できる。両者に統計誤差があるため、統計数理的に
扱う方がより正確に年代を表現できる。すなわち、測
定値と較正曲線データベースとの一致の度合いを確率
で示すことにより、暦年代の推定値確率分布として表
す。暦年較正プログラムは、国立歴史民俗博物館で作
成したプログラムRHCal（OxCal�Programに準じた方
法）を用いている。統計誤差は２標準偏差に相当する、
９５％信頼限界で計算した。年代は、較正された西暦　
cal�BCで示す。（）内は推定確率である。

＜参考文献＞
小林謙一２００６「関東地方縄紋時代後期の実年代」『考古
学と自然科学』第５４号　日本文化財科学会

Reimer,� Paula� J,� et� al� ２００４「IntCal０４�Terrestrial�
Radiocarbon�Age�Calibration,」『０-２６�Cal�Kyr�BP
　Radiocarbon』４６（３）,�１０２９-１０５８（３０）.
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第４節　鹿児島県南さつま市芝原遺跡から出土した縄文
時代後期の土器付着物の残存デンプン分析

� 渋谷綾子（総合研究大学院大学文化科学研究科）

１．はじめに
　植物のデンプンは，光合成によって二酸化炭素と水か
ら合成された植物体に蓄積される炭水化物（多糖類）の
一種で，種子の発芽や球根・塊茎の萌芽のエネルギー源
として機能する微小な天然高分子である。デンプン粒は
構造上結晶部分と非結晶部分を含み，化学的にもアミ
ロースとアミロペクチンが混在するため，偏光下で特
有の複屈折（偏光十字）が観察される（植田１９８３;�藤本
１９９４;�不破ほか２００４:�５８-５９）。さらに，植物の種類によっ
てデンプン粒の大きさや形，組成，性質が異なる。これ
らの特徴を活かして，遺跡土壌や遺物からデンプン質残
留物を検出し，過去の植物利用の実態を解明するのが残
存デンプン研究である。
　考古学における残存デンプン研究は比較的新しい研究
方法である。近年その重要性が認められ，研究事例が蓄
積され始めており，その結果，残存デンプンがさまざま
な時期の遺跡から検出され，さまざま埋没環境において
も遺存していることがわかっている。土器の炭化付着物
のデンプン粒については，報告事例が必ずしも多くはな
いが，土器による煮炊きによって変質したデンプンの事
例として注目されており，近年本格的な研究が取り組ま
れ始めている（Crowther�２００５;�Shoda�et�al.�２００８;�渋谷
２００７）。
　こうした研究成果をもとにして，芝原遺跡から出土し
た土器の付着物から残存デンプン粒の検出を試み，土器
で煮炊きされた内容物の検討を行った。

２．試料と分析方法
　調査資料は，芝原遺跡の中で河川に近く，湧水の著し
い調査区から出土した土器片２点（KAMB１９７・KAMB
１９８）の付着炭化物である。KAMB１９７はF２５区のVI層（泥
炭）から出土したものであり，炭化物は内面に広範囲に
付着していた。KAMB１９８はF２４区のVI層から出土した
ものであり，土器の内面に付着した炭化物はKAMB１９７
より厚みがあった。どちらも胴部の小さな破片であり，
接合作業を行っていないため土器型式についての詳細は
不明であるが，周辺から出土した土器の型式から，指宿
式前後の土器である可能性が考えられる。
　分析用試料の採取には次の２つの方法を用いた。（i）
マイクロピペットを土器の付着物に直接あてて，付着物
に精製水を少量含ませ，その液体を吸い取る方法と，（ii）
微量の付着物をメスで切除する方法，である（Crowther�

２００５）。（i）の方法では試料の採取量が１６μl（＝mm３）
以上に達するまで行い，（ii）の方法で採取した試料に
は精製水４０μlを加えて撹拌した。調査資料KAMB１９７と
KAMB１９８のどちらも，それぞれ（i）の方法で２か所（IS
１・IS ２），（ii）の方法で１か所（IS ３）の試料を採取
した（表７，図版７）。
　試料はすべてグリセロール・ゼラチンで封入してプ
レパラートを作製し，偏光顕微鏡（Nikon�ECLIPSE�E
６００，倍率：１００-４００倍）を用いて観察した。デンプン粒
を検出した場合は，外形と大きさを正確にとらえるため，
開放ニコルと直交ニコルの画像をそれぞれ記録し撮影し
た。

３．分析結果
（１）　KAMB１９７
　どの試料においても植物繊維や細胞組織などの植物性
物質が非常に少なく，炭の微粒子が多く見られた。デン
プン粒については，マイクロピペットで採取したIS １

写真７　調査資料と試料の採取箇所
（縮尺１/２）
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とIS ２からは全く検出できず，炭化物そのものを採取
したIS ３から４個検出した。このうち，分解・損傷し
たデンプンが２個あり（図版８- １，図版８- ２），これ
らは原形を全くとどめていない。残りは円形のデンプン
粒である（図版８- ３，図版８- ４）。検出したデンプン
はすべて単独粒（１粒単独の状態）である。

※いずれも左が開放ニコル，右が直交ニコルの撮影画像
（図版９も同じ）

（２）　KAMB１９８
　いずれの試料にも植物繊維や細胞組織などの物質が多
く含まれており，炭の微粒子も多く見られた。デンプン

粒についても，試料３点とも検出した。このうち，デン
プン粒を最も多く検出した試料はIS ２であり，複数粒
（複数の粒が密集した状態，図版９- １）と四角形の単独
粒１個を検出した（図版９- ２）。複数粒の正確な数は不
明だが，少なくとも７８個以上あり，すべて同じ形（丸み
をおびた四角形）で同じ大きさの粒が密集したものであ
る。
　一方，IS ２と同じ方法で採取したIS １からは角張っ
た円形のデンプン１個（図版９- ３）と四角形のデンプ
ン１個（図版９- ４）を検出しており，炭化物自体の試
料IS ３では円形３個（図版９- ５，図版９- ７，図版９-
８），四角形１個（図版９- ６）のデンプン粒を確認した。
これらはすべて単独粒である。

４．考察
（１）　検出デンプンの形態的特徴
　残存デンプンの検出量と形態との関係，デンプンの形
態と資料の種類との関係を検討するため，参照デンプン
標本（渋谷２００６）から設定した分類基準（第225図）に沿っ
て形態分類を行った。この基準はデンプンの外形をA：
円形主体，B：半円形・三角形・四角形，C：多角形の
３種類，大きさをⅠ：１０μm未満，Ⅱ：１０ ～ ２０μm，Ⅲ：
２０μmより大，の３種類に分類するものである。
　表２はこの形態分類の結果を示したものである。分
解・損傷したデンプンはDの項目に分類した。結果とし
て，KAMB１９７ではAI（図版８- ２）とAII（図版８- １）
の２形態，KAMB１９８ではAII（図版９- ３，図版９- ５）・
AIII（図版９- ７，図版９- ８）・BI（図版９- １，図版９
- ４）・BII（図版９- ２，図版９- ６）の４形態を検出し
たことが判明した。
　KAMB１９７，KAMB１９８のどちらも同じ形態AIIのデン
プンを検出しているが，大きさはまったく異なっている。
しかも，KAMB１９８ではB類の形態を検出しており，こ
うした検出状況から，両資料の内容物は異なるものであ
ると推定できる。

（２）　残存デンプンの候補となる植物
　残存デンプン研究は日本では最近始まった研究であ
り，残存デンプンの検出事例と参照標本の蓄積を第一に
進めている状況である。残存デンプンのもととなる植物
の同定は，研究の中でも特に厳密性や慎重性を要するた
め，残存デンプンの外形や大きさを参照標本のものと単
純に比較し，植物の種を同定することはできない。ただ
し，現在までの研究成果（渋谷２００６,�２００７,�２００８a,�b）に
よって，いくつかの種類の植物は残存デンプンの候補植
物から除外できることが判明している。

写真９　KAMB１９８の残存デンプン
（光学顕微鏡４００倍）

写真８　KAMB１９７の残存デンプン
（光学顕微鏡４００倍）
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　これまで筆者は現生の植物から，トチノキ，クリ，ワ
ラビ，クズ，サトイモ，ヤマノイモ，アズキ，リョクト
ウなど，４９属１３３種の植物のデンプンの参照標本を作製
している。これらの標本との比較によって，本分析で検
出したデンプン粒についてはその候補となる植物から，
サトイモやヤマノイモ，ハシバミ，コジイ，スダジイ，
オニグルミ，リョクトウ，イネ，キビ，ヒエ，アワ，ソ
バ，コムギなど，２５属３５種の植物は除外できる。
　サトイモやハシバミはデンプン粒の大きさが直径２～
４μmと小さく，遺跡から粒が密集した状態で検出され
ることが多い。ヤマノイモのデンプンは，卵形や半楕円
形など特徴的な形態をもち，コジイやスダジイ，オニグ
ルミ，アズキやリョクトウはデンプンの大きさが今回検
出したものよりも非常に大きい。さらに，雑穀類の多く
は多角形のデンプンをもつ植物であるため，検出デンプ
ンとは外形が全く異なる。そのため，これらの植物につ
いては，検出したデンプンの候補となる植物から除外可
能である。

５．まとめ
　分析した芝原遺跡の土器片２点の付着物について，い
ずれの試料からも残存デンプン粒を検出した。検出量の
差や検出デンプンの形態的特徴の違いによって，２つの
土器で煮炊きした内容物は異なっていると推定した。さ
らに，残存デンプンの候補となる植物については，２５属
３５種の植物を除外することができた。
　今後，芝原遺跡周辺の古環境の復元や，他の手法によ
る土器付着物の科学的分析が実施され，芝原遺跡での植
物利用や土器の内容物の検討がさまざまな角度から行わ
れれば，残存デンプンの候補植物の範囲がより狭められ，
デンプンの植物同定が可能となる。本研究の成果を含め
て，縄文時代の植物利用を学際的な視点から研究してい
くことが必要である。
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第２２５図　残存デンプンの形態分類の基準
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表７　分析試料とその特徴

資料 試料
No.

採取前の�
状　　態

水の量�
（μ l�x�回）

採取量�
（μ l）

含ませた水の蒸
発・吸収の様子 試料の特徴

KAMB
197

IS1 層状部分 10x2+20x2=60 22
吸収率は大，最初の 10
～ 20 μ l はすぐに吸収し
広がる

液は透明，微量の炭化物
を含む

IS2 層状部分 10x1+20x2+30�
x3+40x2=220 8

吸収率：非常に大，最初
の 10 ～ 30 μ l はすぐに
吸収し広がる

炭化物を含む

IS3 炭化物 40 40 － －

KAMB�
198

IS1 層状部分 10x3=30 24 吸収率：やや小 液はやや白く濁り，大き
な炭化物を含む

IS2 層の厚い部分 10x3=30 27 吸収率：やや小 液はやや白く濁り，微量
の炭化物を含む

IS3 炭化物 40 40 － －

表８　検出デンプンの分類結果（単位：個）

資料 AI AII AIII BI BII BIII CI CII CIII D 計

KAMB197 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2 4

KAMB198 0 2 2 79 2 0 0 0 0 0 85

計 1 3 2 79 2 0 0 0 0 2 89
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第１節　縄文時代中期中葉の遺構
　縄文時代中期中葉の遺構は，Ｂ－１８・１９区に分布して
いる。遺構は，竪穴状遺構２基，土坑１基が確認された。
　該期の竪穴住居跡は検出例が少ない。事例としては，
志布志市松山町（旧松山町）の前谷遺跡がある。前谷遺
跡では平面形が隅丸方形と円形のタイプの竪穴住居が５
基検出されている。本遺跡の竪穴状遺構は，これまでに
検出された該期の竪穴住居跡とは平面形が異なることな
どから，竪穴住居跡とは認定できず竪穴状遺構として報
告したが，さらに検討を要する。
　土坑は土坑１号が１基検出された。埋土から春日式土
器が２点，石鏃１点，石皿１点が出土している。しかし，
土坑の用途・性格を明らかにすることはできなかった。
　次に，当遺跡の縄文時代中期中葉の遺構内出土の土器
について述べる。縄文時代中期中葉の竪穴状遺構１号・
２号，土坑１号から出土した土器は，１群の春日式土器
である。口縁部がキャリパー形によく発達し，文様は頸
部から上位に施されていることから，前谷段階の春日式
土器である。
　次に，当遺跡の縄文時代中期中葉の遺構内出土の石器
について述べる。竪穴状遺構１号・２号，土坑１号から
は，石鏃，鋸歯尖頭器，石匙，二次加工剥片，スクレイ
パー，石核，磨敲石，石皿が出土している。食材加工具
として磨敲石や大型の石皿の出土から，堅果類の採集に
よる生活の痕跡をうかがい知ることができる。また，食
材獲得に関連して，石鏃の出土からは狩猟による獣肉の
獲得や鋸歯尖頭器の出土からは大型の魚の獲得がうかが
え，狩猟とともに漁労による生活もうかがえる。

第２節　縄文時代中期後葉から後期の遺構
　縄文時代中期後葉から後期の遺構は，A ～Ｉ－１～
１４区を除くすべての調査区に検出されている。遺構は，
竪穴状遺構３基，集石５７基，土坑２９２基，ピット３８３基，
焼土５基，埋設土器５基，石皿集積１基，落ち込み状遺
構１６か所が確認された。
　竪穴状遺構は，Ｄ－３４区，Ｃ－３３区，Ｅ－２９・３０区で
それぞれ１基ずつ検出された。該期の竪穴住居跡の事例
として，日置市伊集院町（旧伊集院町）の上ノ平遺跡か
ら出水式土器や指宿式土器とともに竪穴住居跡が５軒検
出されている。これらの住居跡の平面形は，略円形や隅
丸方形のものである。また，鹿児島市の山ノ中遺跡では，
南福寺式土器や指宿式土器とともに竪穴住居跡が１７軒検
出されている。これらの竪穴住居跡の平面形は，円形の
ものである。上述した該期の竪穴住居跡と当遺跡のもの
とは平面形が異なることなどから，竪穴状遺構として報
告したが，さらに検討を要すると思われる。

　集石は，A ～Ｉ－１～ １４区を除く調査区に検出され
ている。その形態として，礫が集中し掘り込みがあるタ
イプ，礫が集中しているが掘り込みがないタイプ，礫が
ばらけているタイプの３つのタイプがある。当遺跡では，
礫が集中し掘り込みがあるタイプのものが４７％と約半数
を占めている。また，礫の総重量が１０㎏から３０㎏の集石
が４８％と約半数を占める。当遺跡のすぐ前を流れる万之
瀬川の河原から集石用の礫を調達することができ，運搬
に便利な拳大の礫を用いて集石を構成したと思われる。
　土坑は，A ～Ｉ－１～ １４区を除く調査区に検出され
ている。その形態として，平面形が円形，楕円形，不
定形の３つのタイプがある。平面形が円形・楕円形が
４９％，不定形が５１％とほぼ同じ割合である。大きさは長
径が２ｍをこえるものから４６㎝のもの，深さは検出面の
違いはあるが８㎝から７５㎝と大きさも深さも様々であ
る。また，土坑からは土器や石器が出土しているが，そ
の用途などについては明らかにすることはできなかっ
た。
　ピットは，A ～Ｉ－１～ １４区を除く調査区に検出さ
れている。その形態として，平面形が円形，楕円形，不
定形の３つのタイプがある。平面形が円形・楕円形がほ
とんどを占める。ピットの配置から明確なまとまりをつ
かむには至らず，平地式住居などの可能性を指摘するこ
とはできなかった。
　埋設土器は，Ｃ－１９・２０区で３基，Ａ－２５区・Ｅ－２５
区でそれぞれ１基計５基確認されている。埋設土器とは，
意図的に土中に埋設された土器である。埋設土器のなか
でも，竪穴住居内の床面下に埋設された土器は埋甕，埋
甕でも逆位（倒置）で埋設されたものは伏甕と称された
りしている。竪穴住居内の床面上あるいは竪穴住居外に
検出され意図的に倒置状態に深鉢を設置したものは倒置
深鉢と総称されたりしている。その用途・性格として，
妊娠呪術に関連する幼児埋葬施設もしくは胎盤収納施設
などの妊娠や出産にかかわる呪術的なものであると考え
る説，建物建設時の動物供養説，甕被葬説，竪穴住居廃
絶に伴う儀礼行為説などの様々な説があるが，その用途・
性格はまだ明らかではない。当遺跡で確認された５基に
ついては，竪穴住居跡などの遺構との関連がなくそれぞ
れが単独に確認されていたり，その用途・性格を明らか
にすることができなかったりしたために，埋設土器とし
て報告した。埋設土器１号のみが完形で正位の状態で検
出された。埋設土器２号・３号・４号・５号は，逆位（倒置）
の状態で検出されている。埋設土器２号・４号・５号は
復元した結果，口縁部付近のみであった。埋設土器４号
については，口縁部及び底部はあるが胴部が欠けていた。
逆位の埋設土器や伏甕，倒置深鉢では，底部穿孔や底部

第６章　調査のまとめ
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が欠けている例が報告されている。当遺跡の埋設土器２
号・３号・５号はその事例に似ているが，底部だけとい
うより底部や胴部が欠けており，これまで報告されてい
る事例とは異なっていると考えるが，その用途・意味に
ついては明らかにすることはできなかった。九州におけ
る埋設土器の研究においては，九州全域に拡大するのは，
縄文時代後期後半から晩期中葉であるという。当遺跡の
５基については，南福寺式土器から指宿式土器の後期前
葉から後期中葉である。当遺跡の５基の埋設土器につい
ては，今後さらなる検討を行う必要があると考える。
　次に，当遺跡の縄文時代中期後葉から後期の遺構内出
土の土器について述べる。第２２６図は，型式不明や胴部
片・底部片を除いた各群ごとの出土割合を示したもので
ある。該期の芝原遺跡は指宿式土器を中心とした沈線文
系の一群が主体であったことが分かる。

　２群は，口縁部を中心として凹線文や沈線文が施され
ている一群を一括している。既存の土器型式で言うと阿
高式土器から出水式土器・岩崎式系土器の範疇で理解可
能である。本報告では，阿高式系統の土器群の型式の範
疇や属性のとらえ方などバリエーションの豊富さゆえに
明確に示すことができず，阿高式土器から出水式土器，
岩崎式系土器として一括して報告した。傾向としては，
より太めの凹線文を施すものの胎土中には滑石が混入さ
れており，混入される滑石の量に違いが見られるものが
あった。また，口縁部下位を削ることにより口縁部を肥
厚させているものが多く見られた。３群は，指宿式土器
及びこれに類する一群を一括した。指宿ピンクと呼ばれ
る指宿焼成色の指宿式土器も出土している。当遺跡の指
宿式系統の土器の傾向として，器面調整に貝殻条痕文を
残すものと残さないものに分けられる。指宿式土器の前
段階とされる岩崎式系統の土器には貝殻条痕文が残され

ているものが多く，新旧関係の想定ができるのではと考
えるが，指宿式土器に後続する市来式系統の松山式土器
にも貝殻条痕文を残すため今後検討の余地がある。文様
については，２本１組の平行する曲線で施文されたもの，
２本１組の平行する直線で施文されたもの，２本１組の
平行する曲線や直線間に棒状施文具や貝殻腹縁による刺
突文が施されたもの，２本１組の平行する曲線や直線の
沈線文の代わりに貝殻腹縁による刺突文で表現するもの
などがある。器形については，深鉢形を中心としながら
も多くのバリエーションを有している。口縁部は平口縁
や波状口縁があり，口縁部がまっすぐ立ち上がるものや
外反するものがあり，外反の程度も様々ある。胴部につ
いては，まっすぐ立ち上がるもの，深鉢形であるが最大
径が胴部上位にあるもの，胴部が球状に膨らみ最大径が
この胴部にある鉢形のものがある。このように当遺跡の
指宿式系統の土器は，バリエーションに富んでいる。４
群は，磨消縄文土器を一括した。５群は，市来式系土器
を一括した。６群は，１群から５群に分類できないもの
を一括した。
　次に，縄文時代中期後葉から後期の遺構内出土の石器
及び石製品について述べる。遺構内出土の石器数は，遺
構内出土の土器数に比べると数は少ない。しかし，様々
な器種の石器が出土している。鋸歯尖頭器，鋸歯縁石器，
石錐，楔形石器，擦切石器，磨製石斧，磨敲石，石皿な
どである。敲石と石皿の出土からは，堅果類の採集によ
る生活の一端をうかがい知ることができる。また，１点
だけの出土ではあるが，鋸歯尖頭器の出土からは大型の
魚の獲得という漁労による生活も考えられる。さらに，
磨製石斧の出土からは，森林伐採もしくは木材加工の存
在も垣間見ることができる。さらには，擦切石器が出土
している。擦切石器は，幅狭の柱状石斧を制作する際に
使用するものではと考えられている。当遺跡からは細身
の鑿形の石斧もまとまって出土していることから，鑿形
の石斧を製作していたのではと考えられる。ただし，擦
切石器で擦り切られた痕跡のある鑿形の石斧など製作過
程を示す資料は，現段階の作業の中では確認することは
できなかった。今後，出土資料を十分に精査し，擦切石
器による鑿形の石斧などの製作過程を示す資料を検討し
ていく必要がある。

２群（阿高系）
(27.3%)

３群（指宿系）
(67.6%)

４群（磨消縄文系）
(2.2%)

５群（市来系）
(1.8%)

６群
(1.1%)

第２２６図　土器の出土割合
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第３節　竪穴状遺構２号出土の鋸歯尖頭器について
　当遺跡では，竪穴状遺構２号から前谷段階の春日式土
器とともに鋸歯縁をもつ大振りな石鏃が出土している

（註１）。志布志市松山町（旧松山町）の前谷遺跡では，
春日式土器とともに１００本以上の石鏃が出土している。
これらの中には，鋸歯縁をもつ石鏃が出土している（第
２２８図）。また，当遺跡の上流に位置する上水流遺跡でも，
前谷段階の春日式土器とともに１００本以上の石鏃が出土
し，鋸歯縁をもつ石鏃が出土している（第２２８図）。中に
は，鋸歯縁をもつ大振りな石鏃も出土している。
　このような鋸歯縁をもつ大振りな石鏃は，石銛と同じ
ように大型の魚類などを捕るための漁労具と考えられて
いる。石銛，鋸歯尖頭器などの刺突具は，九州北部から
西岸地域及び対馬島，壱岐島，五島列島，天草諸島を含
む地域から多く出土している。石銛は，縄文時代早期後
葉の長崎県つぐめのはな遺跡からの出土が著名である。
つぐめのはな遺跡では，石銛が５０点以上出土し，石匙・
スクレイパーや鯨骨を伴っていることから，クジラ類の
捕獲及び解体を行っていた場所である可能性が考えられ
ている。鋸歯尖頭器・鋸歯縁石器（石鋸）は，縄文時代
早期末から前期の長崎県越高遺跡の鋸歯尖頭器がある
が，韓国新石器時代の土器とともに出土したため，韓国
からの搬入品である可能性も考えられている。鋸歯尖頭
器・鋸歯縁石器がともに出土する九州西岸の遺跡として，
福岡県天神山貝塚，佐賀県徳蔵谷遺跡，長崎県名切遺
跡・門前遺跡，熊本県黒橋貝塚などの縄文時代中期後葉
から後期前葉にかけての遺跡がある。鹿児島県内で，漁
労具と考えられている石銛，鋸歯尖頭器，鋸歯縁石器が
出土した遺跡として，川上（市来）貝塚（いちき串木野
市市来町），上焼田遺跡（南さつま市金峰町），上ノ平遺
跡（日置市伊集院町）がある。上焼田遺跡では，黒曜石
製の鋸歯縁石器がⅣ層・Ⅴ層（縄文時代早期から前期の
包含層）から１点，Ⅲa層・Ⅲb層（縄文時代中期から
後期の包含層）から１点出土している。川上（市来）貝
塚では，安山岩製の鋸歯尖頭器１点がⅤ層（縄文時代後
期の包含層）から出土している。上ノ平遺跡では，Ⅲａ
層（縄文時代後期から晩期の包含層）から黒曜石製の石
銛と黒曜石製の鋸歯縁石器がそれぞれ１点ずつ出土して
いる（註２）。また，川上（市来）貝塚ではクジラ・イ
ルカ・サメなどの骨が出土し，上焼田遺跡ではメジロザ
メの骨が出土している。このことから，鋸歯尖頭器単独
や石銛あるいは鋸歯尖頭器と鋸歯縁石器を組合せ銛とし
て使用し，イルカ・サメなどを捕っていたのではと考え
られる。ただし，上ノ平遺跡は，標高１００ｍ前後の山間
部に位置し，海岸からはかなり離れたところに位置する。
このような場所から大型の魚類などを捕るための漁労具
と考えられている石器が出土したことは，どのような意
味があるのかあるいはどのような道具としていたのかは

今後検討する必要がある。
　ここでは，縄文時代中期後葉から後期前葉にかけて九
州西岸の遺跡から出土した鋸歯尖頭器や鹿児島県内の遺
跡から出土した鋸歯尖頭器と，当遺跡竪穴状遺構２号か
ら出土した鋸歯尖頭器について，その形状や大きさ，時
期などについて比較・検討していきたい。（第228図）

　まず，形状についてみてみたい。１４から１６は，平面形
が二等辺三角形状を呈し，側縁部が鋸歯状に作り出され，
歯先はもう一度小さく鋸歯状に作り出される複式のもの
である。１４は，先端部が欠損している。１５は，平面形が
三角形状を呈し，側縁部が鋸歯状に丁寧に作り出され，
歯先はもう一度小さく鋸歯状に作り出される複式のもの
である。下縁部は，斜めになっている。１４・１６よりも，
鋸歯状の凹凸が小さくなっている。１７は，平面形が二等
辺三角形状を呈し，側縁部が丁寧に鋸歯状に作り出され
ている。体部下半の基部近くの側縁部に大きく抉入加工
が施され，基部は逆Ｕ字状に抉られている。１８は，平面
形が二等辺三角形状を呈し，側縁部が鋸歯状に作り出さ
れている。体部下半の基部近くの側縁部に大きく抉入加
工が施され，基部は逆Ｕ字状に抉られている。１９は，平
面形が二等辺三角形状を呈し，側縁部が鋸歯状に作り出
され，歯先はもう一度小さく鋸歯状に作り出される複式
のものである。２０は，平面形が二等辺三角形状を呈し，

第２２７図　鋸歯尖頭器出土遺跡の位置図
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第２２８図　石鏃及び鋸歯尖頭器実測図
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側縁部が鋸歯状に作り出されている。基部は，逆Ｖ字状
に抉られている。２１は，平面形が二等辺三角形状を呈し，
側縁部が鋸歯状に丁寧に作り出されている。基部は，逆
Ｖ字状に抉られている。２２は，平面形が二等辺三角形状
を呈しているが側縁部がやや膨らむものである。側縁部
が鋸歯状に丁寧に作り出されている。基部は，逆Ｖ字状
に抉られている。１４から１９は，側縁部の鋸歯状の作り出
しが複式である。基部は，平坦なもの，抉られるものと
がある。２０から２２は，側縁部の鋸歯状の作り出しが単式
である。基部については，すべて抉られている。

　次に，大きさを比較してみたい（表９）。１４から１９は，
長さが約４㎝から約６㎝，幅が約３㎝から約５㎝，厚さ
が約０.５㎝から約０.９㎝であり，重さは約５ｇから約１３ｇ
である。20から22は，長さが約３㎝から約４㎝，幅が約
２㎝から約３㎝，厚さが約０.６㎝から約０.８㎝であり，重
さは約３ｇである。２０から２２は，１４から１９に比較すると
小振りである。
　次に，時期をみてみたい。徳蔵谷遺跡・門前遺跡の主
体の土器は坂の下系土器と報告されており，縄文時代中
期後葉から後期前葉に該当するものである。黒橋貝塚に
ついては出土地点・層位ともに不明と報告されている。
川上（市来）貝塚の鋸歯尖頭器が出土したⅤ層は出水式
土器・指宿式土器が主体と報告されており，縄文時代後
期前葉に該当する。当遺跡の鋸歯尖頭器は，先に述べた
ように縄文時代中期中葉の春日式土器をともなう竪穴状
遺構から出土しており，時期的には１４から１９の時代より
も古いと考えられる。また，鋸歯尖頭器の側縁部の作り
出し方の形態的特徴による新旧，すなわち側縁部の鋸歯
状の作り出しが複式よりも単式が古いということにも合
致する（註３）。
　当遺跡の鋸歯尖頭器が小振りであることは，漁労の対
象とする魚類の違いによるものであるのか，それとも地

域差によるものなのかなどについては明らかにできてい
ない。今後検討する必要がある。
　当遺跡で生活していた人々は，東シナ海へ出かけサメ
類や大型の魚類を捕獲していたことがうかがえる資料で
ある。今回は鋸歯尖頭器として報告したが鋸歯縁をもつ
大振りな石鏃という可能性もあり，類例の増加を待ち，
大きさや重さ，形態による分類などを通して今後さらに
検討が必要であると考える。

註
註１　本報告書では，その大きさから組合せ銛の先端部として

使用される鋸歯尖頭器として報告している。

註２　報告者は，石銛については尖頭器として報告している。

註３　遺物指導における山崎純男氏によるご教示。
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市来町教育委員会１９９１『川上（市来）貝塚』　市来町埋蔵文化

財発掘調査報告書（１）
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表９　鋸歯尖頭器出土遺跡及び計測値

№ 遺跡名
第 228 図
レイアウト番号

計測値（長さ・幅・厚さは㎜，重さはg）
長さ 幅 厚さ 重さ

1
徳蔵谷遺跡

14 43 32 6 5.6
2 15 49 33 6 6.1
3 16 47 35 7.5 9
4 門 前 遺 跡 17 57 46 9 13.41
5 黒 橋 貝 塚 18 50 33 5.5 6.2

6 川上（市来）
貝 塚 19 43 32 5 5.29

7
芝 原 遺 跡

20 37 29 6 3.38
8 21 31 27 7 2.86
9 22 34 21 8 3.04



－ 263 －

第４節　縄文時代中期前半期の竪穴状遺構
　芝原遺跡では，春日式土器を伴う竪穴住居状の遺構が
発見されている。平面形態としては，方形に近い不定形
もしくは台形状を呈している。遺構内から地床炉などの
屋内炉が発見されていないので，明確な「住居跡」とは
言い難いが，ここではこの遺構を「竪穴状遺構」として
扱い，周辺地域の類似資料を集め，比較検討を行いたい。
　まず，南部九州において縄文時代中期前半に該当する
竪穴状遺構について，報告書等であたってみたところ，
前谷遺跡（志布志市〔旧松山町〕）と，下耳切第３遺跡

（宮崎県児湯郡高鍋町），後田山下遺跡（肝付町〔旧高山
町〕）の３か所に存在することが判明した（表１０）。つま
り，本遺跡を含めて，４遺跡のみでの発見である。
　この中で，後田山下遺跡については，報告書では縄文
時代前期の轟式土器に伴うものとされていた。しかしな
がら，住居内及びその周辺から出土した土器の実見を
行って検討した結果，中期の条痕文土器であることを確
認した。これまで，中期の条痕文土器はその形態と器面
に施された貝殻条痕の類似性から前期の轟式土器と混同
されてきたわけであるので，やむを得ないことといえよ
う。
　下耳切第３遺跡では，船元Ⅱ式およびⅢ式土器と，中
期条痕文土器，春日式土器北手牧段階が出土している。
　前谷遺跡においては，春日式土器前谷段階が出土して
いる。本遺跡では，春日式土器前谷段階が出土している
ので，前谷遺跡とは近い時期のものであるが，ほかの２
つの遺跡とは異なる段階のものであるとみられる。
　形態的には，後田山下遺跡が長方形ないしは台形，下
耳切第３が円形ないしは略円形，前谷が長方形及び円形
ないしは不定形である。本遺跡のものは，長方形ないし
は不定形状を呈するので強いていうならば，前谷遺跡の
ものに近い印象を持つ。
　ここまで比較を行ったが，やはり比較資料が少ないの
で傾向をつかむということはなかなか困難である。当該
時期の前後の時代の竪穴状遺構についても，前期につい
てはほぼ皆無に等しいし，中期後半もまた同様である。
後期になると，円形状を呈するという傾向があるが，こ
れ以上の検討については今後の課題としておきたい。

　ところで，下耳切第３遺跡では掘立柱の建物（平地建
物）が発見されている。平面形態が長方形をなす平地建
物はもちろんのこと，柱を円形に配置した円形の平地建
物についても数棟発見されており，注目される。これま
でも縄文時代の包含層では、ピットも少なからず発見さ
れるているが，建物としてまとめられたものは少なかっ
た。今後は，下耳切第３遺跡での例のような円形の平地
建物や不定形の建物なども想定しながら復元に努める必
要があろう。
　また，当該時期については，円形土坑を目にする機会
が多い印象がある。これについては，前谷遺跡，下耳切
第３遺跡，上水流遺跡で発見例がある。少し時期が新し
くなるが，宮之迫遺跡（曽於市〔旧末吉町〕）などでも
中期後半の円形土坑は発見されている。これらは，竪穴
状遺構とも言い難いが，規模によっては十分住居として
も機能できるものも含まれる。今後は，竪穴住居に加え，
これまであまり注目されてこなかった「土坑」や「ピッ
ト」とされているものにも目を向けながら生活・文化に
関して考察を行う必要があるのではなかろうか。
　本文を作成するにあたっての資料実見及び資料収集に
あたっては，東和幸氏や，桒畑光博氏，相美伊久雄氏，
真邊彩氏らの協力を得た。記して感謝したい。
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表 10　南部九州における縄文時代中期の竪穴状遺構

遺跡名 所在地 時期（土器型式） 軒数 平面形態

後 田 山 下 肝付町（旧高山町）
後田字後田山下

中期前葉
（中期条痕文） 1 長方形ないしは台形

下 耳 切 第 ３ 宮崎県児湯郡高鍋町
大字上江字下耳切

中期前葉～中葉
（船元Ⅱ～春日式北手牧段階） 9 円形ないしは略円形

前 谷 志布志市松山町
新橋字砂田

中期中葉 
（春日式前谷段階） 5 長方形及び円形ないしは不定形

芝 原 南さつま市（旧金峰町）
宮崎字芝原

中期中葉
（春日式前谷段階） 2 長方形ないしは不定形
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第２２９図　南部九州における縄文時代中期前半期の竪穴状遺構
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表11　土坑計測表（１）

№ 遺構 
番号

長径 
（ｃｍ）

短径 
（ｃｍ）

深さ 
（ｃｍ） № 遺構 

番号
長径 

（ｃｍ）
短径 

（ｃｍ）
深さ 

（ｃｍ）
土1 2022 107.0 56.5 19.0 土69 3067 （210.0） （116.0） 38.0 
土2 12462 59.5 48.0 13.2 土70 3068 104.0 87.0 19.0 
土3 9934 206.0 120.0 19.2 土71 3063 72.0 54.0 26.0 
土4 9935 240.0 75.0 33.9 土72 3064 109.0 36.0 16.0 
土5 9937 116.0 106.5 32.3 土73 3066 123.5 59.0 46.0 
土6 9938 107.5 78.5 36.6 土74 3069 155.0 78.0 29.0 
土7 12453 － － － 土75 3059 141.0 107.0 71.0 
土8 13104 76.0 47.0 20.0 土76 3058 242.0 124.0 38.0 
土9 12301 58.0 45.5 31.0 土77 3060 （119.0） （100.0） 47.0 
土10 12226 70.5 － － 土78 2846 74.5 70.0 29.0 
土11 12278 64.0 － － 土79 3057 55.5 53.0 42.0 
土12 12317 81.5 － － 土80 2822 162.0 59.0 42.0 
土13 12225 101.0 － － 土81 3056 287.0 180.0 16.0 
土14 12320 51.0 46.0 27.0 土82 8721 182.0 146.0 35.0 
土15 12354 125.5 － － 土83 10603 97.5 79.5 －
土16 12355 76.5 － － 土84 10602 102.0 93.0 －
土17 12356 129.0 99.5 55.0 土85 2807 175.0 122.0 23.0 
土18 9818 180.0 80.0 64.0 土86 2809 134.0 103.0 19.0 
土19 12315 119.0 80.5 22.0 土87 2811 － － －
土20 12314 80.0 60.0 48.5 土88 2818 162.0 90.0 13.0 
土21 12251 － － － 土89 2810 － － －
土22 12313 90.5 72.5 29.0 土90 2845 118.0 97.0 23.0 
土23 12311 52.5 52.0 27.0 土91 2844 217.0 160.0 21.0 
土24 12121 65.5 64.5 52.0 土92 2815 74.0 62.0 53.0 
土25 12120 57.5 51.5 29.0 土93 2819 170.0 76.0 －
土26 12309 75.5 67.0 43.0 土94 2820 81.0 78.0 16.0 
土27 12310 67.5 60.0 21.0 土95 2824 110.0 54.0 14.0 
土28 12086 69.0 60.0 12.0 土96 2825 235.0 63.0 14.0 
土29 12023 71.0 50.0 12.0 土97 2826 111.0 68.0 24.0 
土30 12204 63.5 49.5 10.0 土98 2823 217.0 149.0 31.0 
土31 9814 64.0 34.0 12.5 土99 2821 68.0 44.0 30.0 
土32 9815 152.0 93.0 65.0 土100 2827 78.0 77.0 13.0 
土33 9813 96.0 82.0 38.5 土101 11033 240.0 120.0 28.5 
土34 9816 70.0 68.0 41.0 土102 2813 106.0 89.0 35.0 
土35 9812 55.5 36.5 21.2 土103 13076 93.0 50.0 46.0 
土36 9971 88.0 50.5 24.9 土104 2853 108.0 100.0 62.0 
土37 9783 49.0 39.0 14.0 土105 2798 80.0 69.0 20.0 
土38 9941 100.0 52.0 33.5 土106 2797 75.0 61.0 16.0 
土39 9943 62.5 57.5 21.5 土107 2851 97.0 76.0 45.0 
土40 9944 65.0 50.0 35.0 土108 2848 114.0 97.0 41.0 
土41 9945 67.0 58.0 28.8 土109 2852 94.5 53.0 9.0 
土42 9953 218.0 147.5 43.0 土110 2806 64.0 59.0 13.0 
土43 9963 66.0 50.5 42.0 土111 2837 88.0 48.0 24.0 
土44 9964 112.0 67.5 33.3 土112 11057 52.0 36.0 20.0 
土45 12248 60.0 42.5 27.0 土113 11126 175.0 90.0 －
土46 9962 89.0 31.0 31.0 土114 2795 62.0 53.0 32.0 
土47 9924 134.0 87.0/50.0 16.0 土115 2784 （119.0） （38.0） 34.0 
土48 9961 135.0 110.0/99.0 73.0 土116 2787 152.0 81.0 22.0 
土49 9981 75.0 （58.0） 13.4 土117 2786 76.0 62.0 42.0 
土50 9959 100.0 75.0 31.9 土118 2792 90.0 82.0 41.0 
土51 9982 57.5 49.0 11.2 土119 2791 101.0 67.0 25.0/19.0
土52 12236 61.5 31.0 25.0 土120 2788 99.0 87.0 56.0 
土53 12246 70.5 44.5 14.0 土121 2789 76.0 52.0 14.0 
土54 9929 85.0 80.0 59.5 土122 2855 73.0 68.0 14.0 
土55 13091 242.5 110.0 － 土123 2856 123.0 82.0 55.0 
土56 9975 203.0 71.5 38.8 土124 2800 84.5 67.0 10.0 
土57 9976 73.0 45.0 30.2 土125 2767 80.0 70.0 18.0 
土58 9955 95.0 70.0/56.0 24.0 土126 2766 （105.0） （74.0） 21.0 
土59 9967 120.0 70.0/34.0 16.0 土127 2778 155.0 107.0 27.0 
土60 9958 104.0 64.0/52.0 19.0 土128 2768 93.0 63.0 18.0 
土61 9957 110.0 93.0/70.0 40.0 土129 2769 102.0/86.0 52.0/38.0 20.0/12.0
土62 9956 64.0 60.0 26.0 土130 2775 152.0 61.0 23.0 
土63 9969 74.0 60.0 16.0 土131 2770 86.0 63.0 25.0 
土64 3071 （64.0） （50.0） 50.0 土132 2764 111.5 77.5 26.0 
土65 3072 （123.0） （82.0） 19.0 土133 2763 1979.0 95.0 25.0 
土66 3073 （76.0） （50.0） 21.0 土134 2759 61.5 40.0 8.0 
土67 3075 92.0 82.0 21.0 土135 2760 132.0 74.0 14.0 
土68 3074 107.0 60.0 31.0 土136 2732 149.0 85.0 30.0 
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表12　土坑計測表（２）

№ 遺構 
番号

長径 
（ｃｍ）

短径 
（ｃｍ）

深さ 
（ｃｍ） № 遺構 

番号
長径 

（ｃｍ）
短径 

（ｃｍ）
深さ 

（ｃｍ）
土137 2729 104.0 50.0 12.0 土205 2587 88.5 54.0 19.0 
土138 2728 116.0 57.0 23.0 土206 13073 69.0 66.0 18.0 
土139 2757 159.0 123.0 28.0 土207 2543 95.0 88.0 41.0 
土140 2761 150.0 91.0 15.0 土208 13072 70.0 67.0 20.0 
土141 2762 114.0 80.0 31.0 土209 13074 68.0 61.0 17.0 
土142 2771 105.0 48.0 20.0 土210 2585 51.0 31.5 24.0 
土143 2772 96.0 56.0 13.0 土211 2600 72.0 57.0 14.0 
土144 2773 84.0 79.0 21.0 土212 2595 76.0 66.0 27.0 
土145 11125 83.5 80.0 25.5 土213 2606 96.0 80.0 18.0 
土146 2721 81.0 67.0 29.0 土214 2605 100.0 74.0 29.0 
土147 2722 145.0 68.0 20.0 土215 2608 148.0 137.0 44.0 
土148 2720 206.0 119.0/116.0 41.0/23.0 土216 2607 92.0 84.0 13.0 
土149 2717 224.0 112.0 15.0 土217 2614 131.0 119.0 59.0 
土150 2716 （144.0） （116.0） 18.0 土218 1443 85.0 77.0 46.0 
土151 2709 195.0 88.0 16.0 土219 1442 109.0 91.0 31.0 
土152 2707 156.0 114.0/48.0 20.0/13.0 土220 1439 69.0 30.0 22.0 
土153 2708 148.0 67.0 21.0 土221 1433 74.0 48.0 26.0 
土154 2712 112.0 86.0 16.0 土222 1434 96.5 62.0 25.0 
土155 2706 75.5 66.0 40.0 土223 2554 96.0 44.0 14.0 
土156 2724 66.0 43.0 15.0 土224 2540 83.0 71.0 37.0 
土157 2702 － － － 土225 1436 63.0 52.0 16.0 
土158 2719 64.0 40.0 15.0 土226 13070 130.0 119.0/113.0 30.0/30.0
土159 2742 97.0 39.0/43.0 15.0/5.0 土227 2539 86.0 51.0 19.0 
土160 2741 217.0 97.0 23.0 土228 2533 （80.0） （48.0） 25.0 
土161 2739 98.0 71.0 37.0 土229 1595 147.0 59.0 23.0 
土162 2740 73.0 46.0 13.0 土230 1591 99.0 65.0 20.0 
土163 2685 100.0 53.0 23.0 土231 2537 112.0 110.0 38.0 
土164 2743 64.0 40.0 21.0 土232 2536 171.0 144.0 18.0 
土165 2744 94.0 36.0 10.0 土233 2535 98.0 89.0 23.0 
土166 2750 52.0 33.0 8.0 土234 2529 89.0 87.0 62.0 
土167 2752 86.0 61.0 34.0 土235 2538 129.0 110.0 27.0 
土168 2689 66.0 53.0 31.0 土236 13069 76.0 40.0 15.0 
土169 2694 207.0 178.0 65.0 土237 2524 184.0 137.0 24.0 
土170 2693 69.0 54.0 22.0 土238 2522 187.0 159.0 23.0 
土171 2691 145.0 88.0 18.0 土239 2523 222.0 180.0 20.0 
土172 2701 69.0 48.0 12.0 土240 1444 （124.0） （124.0） 20.0 
土173 2700 115.0 93.0 9.0 土241 1445 （167.0） （66.0） 18.0 
土174 2698 87.0 64.0 32.0 土242 1448 （123.0） （73.0） 24.0 
土175 2682 67.0 47.0 11.0 土243 1447 169.0 125.0 39.0 
土176 2684 85.0 38.0 15.0 土244 1593 133.0 97.0/50.0 13.0/20.0
土177 2676 97.0 55.0/42.0 23.0/12.0 土245 1415 177.0 145.0 75.0 
土178 2678 129.0 53.0/70.0 17.0/28.0 土246 1416 139.0 98.0/83.0 49.0/44.0
土179 2655 81.0 58.0 27.0 土247 1587 104.0 90.5 45.0 
土180 2654 103.0 49.0 15.0 土248 1413 159.0 76.0 19.0 
土181 2653 91.0 69.0 25.0 土249 2528 86.0 69.0 42.0 
土182 2657 68.5 57.0 21.0 土250 2648 175.0 156.0 58.7 
土183 2656 144.0 93.0 42.0 土251 2518 141.0 97.0 19.0 
土184 2658 92.0 69.0 23.0 土252 2516 132.5 74.0 48.0 
土185 2675 80.5 77.0 11.0 土253 2517 344.0 123.0 89.0 
土186 2665 81.0 64.0 18.0 土254 2515 166.0 139.0/136.0 15.0 
土187 2669 74.0 52.0 22.0 土255 2507 124.5 82.0 30.0 
土188 2664 88.0 50.0 13.0 土256 2519 84.5 70.0 41.0 
土189 2662 129.5 75.0/54.0 21.0/10.0 土257 2508 110.0 101.0 27.0 
土190 2659 78.0 73.0 40.0 土258 2509 （233.0） （103.0） 22.0 
土191 2626 140.0 121.0 19.0 土259 2520 49.0 42.0 29.0 
土192 2661 149.0 128.0 25.0 土260 1430 101.0 81.0 35.0 
土193 2618 90.0 88.0 22.0 土261 1555 99.0 51.0 16.0 
土194 2619 214.0 120.0 25.0 土262 1425 131.0 115.0 28.0 
土195 2630 96.0 47.0 14.0 土263 1429 － － －
土196 2636 130.0 91.5 27.0 土264 1558 144.0 43.0 14.0 
土197 2635 75.0 54.0 10.0 土265 1562 64.5 59.0 50.0 
土198 2647 150.0 123.0 14.0 土266 1410 156.0 146.0 13.0 
土199 2625 83.5 59.0 28.0 土267 1412 100.0 69.0 27.0 
土200 2555 91.0 52.0/39.5 38.0 土268 1411 146.0 120.0 32.0 
土201 2559 115.0 111.0 46.0 土269 1409 90.0 71.0 15.0 
土202 2651 131.0 99.0 32.0 土270 1581 94.0 69.0/53.0 20.0 
土203 2573 63.0 47.0 15.0 土271 1406 129.5 101.0 27.0 
土204 2584 71.5 70.0 17.0 土272 2503 207.0 104.0 33.0 
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№ 遺構 
番号

長径 
（ｃｍ）

短径 
（ｃｍ）

深さ 
（ｃｍ）

P44 12117 40.0 30.0 17.0 
P45 12118 20.5 17.5 21.0 
P46 12116 20.0 19.0 19.0 
P47 12114 44.0 31.0 19.0 
P48 12279 23.5 20.0 12.0 
P49 12340 33.0 28.5 23.0 
P50 12308 38.5 37.5 15.0 
P51 12203 29.0 28.5 11.0 
P52 12202 29.0 25.5 11.0 
P53 12125 37.5 34.0 16.0 
P54 12230 29.0 25.0 22.0 
P55 12088 28.5 26.5 15.0 
P56 12087 31.0 30.0 16.0 
P57 12091 28.5 22.5 22.0 
P58 12090 29.0 26.0 17.0 
P59 12089 29.0 28.5 17.0 
P60 12085 36.5 30.5 18.0 
P61 12026 30.5 27.5 13.0 
P62 12027 24.5 23.5 13.0 
P63 12205 30.0 26.0 22.0 
P64 12082 41.0 32.0 13.0 
P65 12081 33.5 31.0 4.0 
P66 12084 37.0 32.0 12.0 
P67 12083 40.5 28.0 25.0 
P68 9819 34.0 25.0 24.0 
P69 9785 31.5 30.5 29.0 
P70 9786 31.0 29.0 20.0 
P71 9978 37.5 34.5 4.4 
P72 9980 50.5 43.5 13.3 
P73 13092 26.5 21.0 12.2 
P74 9784 30.0 25.0 12.0 
P75 9951 34.0 32.0 25.5 
P76 9940 43.0 41.0 23.9 
P77 9942 29.5 29.0 16.1 
P78 9947 47.0 41.5 13.4 
P79 9952 51.5 44.0 23.0 
P80 9950 42.5 41.5 34.9 
P81 9948 47.0 43.0 16.7 
P82 9949 60.0 59.0 26.6 
P83 9946 39.0 27.0 14.5 
P84 12229 32.5 27.5 32.0 
P85 12252 27.0 24.0 24.0 
P86 12253 46.0 41.0 24.0 
P87 12254 34.0 29.0 15.0 
P88 9939 44.0 28.0 18.5 
P89 9960 56.0 48.0 25.0 
P90 12242 36.5 32.5 22.0 
P91 12240 22.0 20.0 17.0 
P92 12239 20.0 19.0 25.0 
P93 12238 20.5 19.0 13.0 
P94 12237 18.5 15.0 17.0 
P95 12235 26.5 25.5 24.0 
P96 12234 28.5 21.5 20.0 
P97 12233 23.5 20.0 29.0 
P98 12231 21.5 20.0 30.0 
P99 12232 33.5 31.5 29.0 
P100 12243 27.5 24.0 30.0 
P101 12245 21.5 21.0 20.0 
P102 12244 30.5 25.5 17.0 
P103 12299 26.5 21.0 16.0 
P104 12247 34.0 22.0 10.0 
P105 12298 31.5 26.5 25.0 
P106 12303 42.0 37.0 41.0 
P107 12297 42.5 38.0 34.0 
P108 9825 42.0 36.0 32.0 
P109 9983 40.0 39.0 14.5 
P110 9797 32.0 28.5 14.5 
P111 9798 38.0 37.0 22.5 

表13　土坑計測表（３）

№ 遺構 
番号

長径 
（ｃｍ）

短径 
（ｃｍ）

深さ 
（ｃｍ）

土273 2501 98.0 75.0 11.0 
土274 13083 67.0 52.0 27.0 
土275 1564-1 92.0 80.0 18.0 
土276 1420 132.0 73.0 18.0 
土277 1405 262.0 154.0 75.0 
土278 13106 68.0 53.0 36.0 
土279 1408 126.0 85.0 12.0 
土280 1583 139.5 88.0/45.0 48.0 
土281 1578 133.0 69.0 12.0 
土282 1573 99.0 87.0 16.0 
土283 1575 113.0 98.0 22.0 
土284 1574 163.0 110.0 20.0 
土285 12469 100.5 83.0 33.0 
土286 1131 153.0 138.5 36.5 
土287 1127 70.5 62.5 26.0 
土288 1126 71.5 69.0 37.5 
土289 1608 89.0 73.0 63.0 
土290 5139 128.0 90.0 28.0 
土291 1607 91.0 72.0 38.0 
土292 1605 83.0 75.0 26.0 
土293 13079 46.5 31.0 20.5 

表14　ピット計測表（１）

№ 遺構 
番号

長径 
（ｃｍ）

短径 
（ｃｍ）

深さ 
（ｃｍ）

P1 12328 36.0 25.0 27.0 
P2 12300 39.0 25.0 20.0 
P3 12415 28.0 27.0 9.0 
P4 12416 25.5 22.5 8.0 
P5 12334 38.0 35.0 39.0 
P6 12445 30.0 26.0 20.6 
P7 13094 － － －
P8 13093 － － －
P9 11836 29.0 24.0 20.0 
P10 11856 37.5 27.0 20.0 
P11 11834 30.5 27.0 17.0 
P12 11835 55.5 46.5 25.0 
P13 12447 38.0 36.0 37.8 
P14 12443 36.5 31.5 19.9 
P15 12444 35.0 31.5 40.1 
P16 13105 31.5 25.0 27.0 
P17 12430 27.5 24.0 28.5 
P18 12436 38.0 32.0 13.6 
P19 12435 27.0 26.5 18.5 
P20 12463 17.5 17.0 6.9 
P21 12464 27.0 24.5 10.7 
P22 12446 25.0 22.5 14.0 
P23 12442 24.0 21.5 10.6 
P24 12441 38.0 36.0 16.0 
P25 12460 27.0 24.0 17.7 
P26 12431 25.0 21.0 11.6 
P27 12437 24.0 22.5 8.8 
P28 12440 26.5 23.5 23.5 
P29 12432 30.0 29.0 12.0 
P30 12461 31.5 24.5 17.9 
P31 12426 39.0 32.5 20.0 
P32 12438 25.0 24.0 10.2 
P33 12439 32.0 21.5 36.1 
P34 12318 41.5 31.5 22.0 
P35 12021 43.5 － －
P36 12079 20.0 16.0 14.0 
P37 12080 19.0 17.5 21.0 
P38 12277 34.0 32.5 7.0 
P39 12224 31.5 24.5 29.0 
P40 12028 37.5 34.0 18.0 
P41 12029 34.5 34.0 15.0 
P42 12033 42.5 37.0 22.0 
P43 12115 35.0 34.0 13.0 
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表15　ピット計測表（２）

№ 遺構 
番号

長径 
（ｃｍ）

短径 
（ｃｍ）

深さ 
（ｃｍ） № 遺構 

番号
長径 

（ｃｍ）
短径 

（ｃｍ）
深さ 

（ｃｍ）
P112 12241 42.0 38.5 27.0 P180 2726 31.0 29.0 19.0 
P113 13089 － － － P181 2727 41.0 39.0 23.0 
P114 3065 32.0 29.0 10.0 P182 2754 37.0 34.0 20.0 
P115 3070 51.0 49.0 32.0 P183 2755 37.0 34.0 8.0 
P116 10727 39.0 （32.0） 20.5 P184 2756 44.0 41.5 8.0 
P117 10728 27.5 25.5 21.6 P185 2859 45.0 32.0 26.0 
P118 10733 22.5 20.5 14.3 P186 2715 41.5 36.0 12.0 
P119 10732 32.5 24.0 35.3 P187 2711 44.0 39.0 16.0 
P120 10731 31.5 29.0 8.9 P188 2710 55.0 43.0 13.0 
P121 10730 47.5 42.5 32.1 P189 2713 54.0 35.0 14.0 
P122 10734 51.5 41.5 29.5 P190 2714 29.0 26.0 24.0 
P123 2808 66.0 53.0 27.0 P191 2704 56.5 52.0 11.0 
P124 2812 65.0 65.0 17.0 P192 2705 49.0 42.0 15.0 
P125 2840 31.0 31.0 11.0 P193 2734 31.0 30.0 12.0 
P126 2841 29.0 26.0 13.0 P194 2718 52.0 47.0 12.0 
P127 2842 41.0 39.0 11.0 P195 2735 53.0 41.0 18.0 
P128 13077 52.0 47.0 24.0 P196 2736 32.0 27.0 14.0 
P129 13078 － － － P197 2737 31.0 28.0 13.0 
P130 11041 20.0 18.0 12.5 P198 2738 43.5 36.0 11.0 
P131 2854 59.0 54.0 49.0 P199 2733 45.5 40.5 13.0 
P132 2835 56.0 54.0 18.0 P200 2725 43.5 38.0 15.0 
P133 2834 51.0 51.0 40.0 P201 2723 44.0 39.0 14.0 
P134 2833 42.0 38.0 20.0 P202 2703 49.0 45.0 28.0 
P135 2849 51.5 46.0 12.0 P203 2686 40.0 35.5 18.0 
P136 2836 46.0 42.0 32.0 P204 2745 54.0 42.0 21.0 
P137 2828 43.0 42.0 22.0 P205 2746 43.0 37.0 28.0 
P138 2832 54.5 45.0 9.0 P206 2751 41.0 36.0 12.0 
P139 2831 50.0 42.0 18.0 P207 2749 40.0 32.0 7.0 
P140 2830 47.0 41.0 21.0 P208 2748 42.0 40.0 12.0 
P141 2829 39.0 34.0 38.0 P209 2747 50.0 45.0 23.0 
P142 11052 11.5 11.0 15.0 P210 2687 36.0 34.0 14.0 
P143 11048 32.5 23.0 19.0 P211 2688 61.0 59.0 25.0 
P144 11047 29.0 29.0 16.0 P212 2690 56.0 52.0 14.0 
P145 11046 26.5 23.5 38.5 P213 2696 62.0 40.0 16.0 
P146 11045 15.0 14.0 12.0 P214 2697 （43.0） （35.0） 11.0 
P147 11044 18.5 17.0 16.0 P215 2695 38.0 37.0 8.0 
P148 11043 18.0 15.5 14.0 P216 2692 56.0 48.0 11.0 
P149 11042 20.0 18.0 15.0 P217 2699 54.0 44.5 19.0 
P150 11049 23.0 22.5 16.0 P218 2679 55.5 50.0 26.0 
P151 11050 20.0 19.0 16.0 P219 2680 44.5 41.0 19.0 
P152 11051 13.0 13.0 11.0 P220 2681 52.0 45.5 12.0 
P153 11053 16.5 16.0 10.5 P221 2652 （57.0） （44.0） 11.0 
P154 2783 56.0 47.0 31.0 P222 2650 68.0 55.0 33.0 
P155 2782 54.0 51.0 19.0 P223 2677 49.0 44.0 28.0 
P156 2781 （77.0） （69.0） 23.0 P224 2683 52.0 41.0 12.0 
P157 2785 60.0 46.0 11.0 P225 2671 30.0 28.0 16.0 
P158 2796 46.0 37.5 11.0 P226 2670 42.0 35.0 10.0 
P159 2780 54.0 42.0 12.0 P227 2672 32.0 31.0 18.0 
P160 2790 62.0 43.0 12.0 P228 2674 44.0 42.0 19.0 
P161 2779 54.5 48.0 12.0 P229 2673 42.0 41.0 17.0 
P162 2793 60.0 51.0 12.0 P230 2668 54.0 40.0 6.0 
P163 2794 64.0 61.0 22.0 P231 2667 42.0 41.5 7.0 
P164 2805 46.0 45.5 11.0 P232 2666 58.0 52.0 20.0 
P165 2803 36.0 28.0 16.0 P233 2660 75.0 62.0 18.0 
P166 2804 46.0 31.0 22.0 P234 2663 39.0 32.0 7.0 
P167 2802 62.0 45.0 32.0 P235 2639 62.0 53.0 20.0 
P168 2801 66.0 46.0 12.0 P236 2627 53.0 44.0 15.0 
P169 2850 49.5 44.0 14.0 P237 2638 28.0 24.0 15.0 
P170 2857 52.0 44.5 22.0 P238 2628 74.0 53.0 18.0 
P171 2858 57.0 54.0 14.0 P239 2621 58.0 50.0 8.0 
P172 11040 31.0 30.0 23.5 P240 2620 32.0 26.0 12.0 
P173 2731 54.0 53.0 17.0 P241 2629 69.0 54.0 19.0 
P174 2765 46.5 43.0 20.0 P242 2637 54.0 45.0 27.0 
P175 2777 54.5 48.0 12.0 P243 2634 50.0 46.0 5.0 
P176 2776 62.0 49.0 13.0 P244 2631 61.5 44.0 17.0 
P177 2730 54.0 52.0 11.0 P245 2624 53.0 43.0 20.0 
P178 2774 （58.0） （42.5） 15.0 P246 2622 43.0 43.0 27.0 
P179 2758 46.0 41.0 9.0 P247 2623 55.0 49.0 26.0 
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表16　ピット計測表（３）

№ 遺構 
番号

長径 
（ｃｍ）

短径 
（ｃｍ）

深さ 
（ｃｍ） № 遺構 

番号
長径 

（ｃｍ）
短径 

（ｃｍ）
深さ 

（ｃｍ）
P248 2632 39.0 38.0 24.0 P316 2521 70.0 61.0 16.0 
P249 2633 34.5 28.0 13.0 P317 1446 35.0 35.0 31.0 
P250 2556 41.0 41.0 9.0 P318 1449B 76.0 68.0 16.0 
P251 2541 76.0 69.0 24.0 P319 1449A 75.0 66.0 29.0 
P252 2557 62.0 54.0 10.0 P320 13067 66.0 58.0 34.0 
P253 2558 41.5 39.0 10.0 P321 1592 63.0 52.0 10.0 
P254 2561 51.0 48.0 17.0 P322 13066 46.0 39.0 18.0 
P255 2562 67.0 60.0 17.0 P323 1589 61.0 57.0 42.0 
P256 2564 37.0 34.0 15.0 P324 1588 37.5 32.0 19.0 
P257 2568 28.0 27.0 9.0 P325 2514 58.0 56.0 20.0 
P258 2569 40.0 37.0 14.0 P326 2513 70.0 56.5 11.0 
P259 2570 45.5 42.5 15.0 P327 2512 63.0 63.0 15.0 
P260 2571 68.0 64.0 16.0 P328 2511 78.0 65.0 12.0 
P261 2572 38.0 29.0 17.0 P329 2510 40.0 33.0 8.0 
P262 2565 48.5 45.0 17.0 P330 1552 47.0 34.0 21.0 
P263 2566 38.5 38.0 23.0 P331 1556 56.0 44.0 19.0 
P264 2563 76.0 58.0 31.0 P332 1551 49.0 37.0 28.0 
P265 2560 36.0 31.0 14.0 P333 1554 70.0 56.0 15.0 
P266 2567 38.5 38.0 9.0 P334 1557 43.5 39.0 23.0 
P267 2574 44.0 39.0 28.0 P335 1559 30.0 28.0 20.0 
P268 2575 36.0 33.0 21.0 P336 1563 48.0 46.0 20.0 
P269 2576 35.5 33.0 19.0 P337 1423 64.0 56.0 32.0 
P270 2582 70.0 54.0 14.0 P338 1560 28.0 26.0 12.0 
P271 2649 74.0 70.0 28.0 P339 1561 56.5 51.0 41.0 
P272 2581 58.0 47.0 8.0 P340 1424 64.5 45.0 43.0 
P273 2580 38.0 34.0 23.0 P341 1427 31.0 31.0 12.0 
P274 2578 32.0 31.0 12.0 P342 1426 42.0 39.5 15.0 
P275 2577 37.0 36.0 27.0 P343 13065 42.0 35.0 29.0 
P276 2589 56.0 51.0 39.0 P344 1585 59.0 51.0 16.0 
P277 2590 46.0 42.0 18.0 P345 1582 76.0 70.0 26.0 
P278 2592 36.0 34.0 17.0 P346 1586 26.0 24.0 16.0 
P279 2591 50.0 43.0 10.0 P347 1431 81.5 73.0 24.0 
P280 2593 53.0 46.0 29.0 P348 1407 53.0 42.0 18.0 
P281 2594 41.5 38.0 29.0 P349 2500 60.0 52.5 14.0 
P282 2588 36.0 31.0 20.0 P350 2505 69.5 64.0 19.0 
P283 2579 31.0 28.5 15.0 P351 2504 44.0 39.0 15.0 
P284 2583 52.5 47.0 10.0 P352 2502 40.0 37.0 14.0 
P285 2586 42.0 33.0 16.0 P353 2506 32.0 30.0 11.0 
P286 2596 32.0 26.0 13.0 P354 2496 47.0 36.0 30.0 
P287 2597 28.5 27.0 20.0 P355 2497 73.0 47.0 15.0 
P288 2598 30.0 27.0 19.0 P356 2498 50.0 45.0 25.0 
P289 2599 62.0 37.0 23.0 P357 2499 46.0 46.0 21.0 
P290 2601 29.5 26.0 8.0 P358 2495 （69.0） （42.0） 20.0 
P291 2602 67.0 56.0 24.0 P359 1565 53.5 50.0 12.0 
P292 2610 47.0 45.5 36.0 P360 1569 34.0 28.0 23.0 
P293 2611 55.0 46.0 30.0 P361 1564-2 64.0 48.0 38.0 
P294 2612 49.0 46.0 26.0 P362 1421 71.0 63.0 12.0 
P295 2613 61.0 52.0 32.0 P363 1567 52.0 51.0 17.0 
P296 2603 29.0 26.0 13.0 P364 1570 73.0 64.0 15.0 
P297 2604 27.0 24.0 7.0 P365 1572 54.0 51.0 13.0 
P298 2609 36.0 29.0 14.0 P366 1571 32.0 30.5 16.0 
P299 1432 74.0 58.0 37.0 P367 1577 79.0 64.0 19.0 
P300 1441 56.0 54.0 37.0 P368 1576 59.0 53.0 17.0 
P301 1438 35.0 31.0 12.0 P369 1403 64.0 52.5 20.0 
P302 1435 61.0 39.0 19.0 P370 1579 63.0 46.0 28.0 
P303 1437 46.0 42.0 39.0 P371 1128 70.0 60.0 33.5 
P304 1418 50.0 32.0 46.0 P372 1129 23.0 22.0 19.0 
P305 1450 49.0 46.0 16.0 P373 1609 55.0 44.0 29.0 
P306 1594 56.0 48.0 20.0 P374 1604 36.0 31.0 19.0 
P307 1417 65.0 63.0 19.0 P375 1601 38.0 24.0 13.0 
P308 2534 72.0 62.0 16.0 P376 1600 48.0 27.5 14.0 
P309 13071 44.5 40.0 19.0 P377 1599 38.0 37.0 13.0 
P310 2542 72.0 61.0 20.0 P378 1597 46.0 35.0 13.0 
P311 1590 51.0 49.0 11.0 P379 1596 26.0 22.0 13.0 
P312 2531 76.0 63.0 36.0 P380 1598 58.5 44.0 17.0 
P313 2532 65.0 61.0 38.0 P381 1602 40.0 32.0 14.0 
P314 2530 73.0 67.0 39.0 P382 1603 55.0 43.0 16.0 
P315 2525 57.5 50.5 44.0 P383 5140 - - -
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表17　土器観察表（１）
挿図 遺構番号 レイアウト番号 取上番号 群 色　調 調　整 胎　土 備　考外面 内面 外面 内面 石英 長石 角せん石 雲母 小礫 その他

13 竪穴状遺構１号

1 ｲｺｳ1912 1 赤褐色 赤褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
2 ｲｺｳ1912 1 明赤褐色 明赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
3 ｲｺｳ1912 1 黒褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
4 ｲｺｳ1912 1 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
5 ｲｺｳ1912 1 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○ 滑石
6 ｲｺｳ1912 1 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
7 ｲｺｳ1912 1 明赤褐色 明赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
8 ｲｺｳ1912 1 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
9 ｲｺｳ1912 1 赤褐色 赤橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
10 ｲｺｳ1912 1 赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
11 ｲｺｳ1912 1 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
12 ｲｺｳ1912 1 赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
13 ｲｺｳ1912 1 にぶい黄橙色 黒褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○ 滑石
14 ｲｺｳ1912 1 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
15 ｲｺｳ1912 1 にぶい赤褐色 黒褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
16 ｲｺｳ1912 1 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
17 ｲｺｳ1912 1 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
18 ｲｺｳ1912 1 褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
19 ｲｺｳ1912 1 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

19 竪穴状遺構２号

23 ｲｺｳ1913 1 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
24 ｲｺｳ1913 1 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
25 ｲｺｳ1913 1 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
26 ｲｺｳ1913 1 にぶい赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
27 ｲｺｳ1913 1 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○ 滑石
28 ｲｺｳ1913 1 赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
29 ｲｺｳ1913 1 にぶい赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
30 ｲｺｳ1913 1 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
31 ｲｺｳ1913 1 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
32 ｲｺｳ1913 1 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
33 ｲｺｳ1913 1 にぶい橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
34 ｲｺｳ1913 1 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
35 ｲｺｳ1913 1 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
36 ｲｺｳ1913 1 にぶい橙色 赤橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
37 ｲｺｳ1913 1 にぶい黄橙色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
38 ｲｺｳ1913 1 にぶい橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
39 ｲｺｳ1913 1 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石

21 土坑１号 1 ｲｺｳ2022 1 にぶい橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
2 ｲｺｳ2022 1 赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○

50 竪穴状遺構３号

1 ｲｺｳ9780 2 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
2 ｲｺｳ9780 2 黒褐色 黒褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
3 ｲｺｳ9780 5 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
4 ｲｺｳ9780 7 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
5 ｲｺｳ9780 8 橙色 赤褐色 条痕後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
6 ｲｺｳ9780 8 黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
7 ｲｺｳ9780 8 にぶい橙色 赤褐色 条痕後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
8 ｲｺｳ9780 8 黄橙色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
9 ｲｺｳ9780 8 橙色 橙色 － － ○ ○ ○

53

竪穴状遺構５号

10 ｲｺｳ12468 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
11 ｲｺｳ12468 2 橙色 赤橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
12 ｲｺｳ12468 2 赤褐色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
13 ｲｺｳ12468 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
14 ｲｺｳ12468 2 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
15 ｲｺｳ12468 2 橙色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
16 ｲｺｳ12468 2 にぶい橙色 橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
17 ｲｺｳ12468 2 赤褐色 赤褐色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ ○
18 ｲｺｳ12468 2 赤橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
19 ｲｺｳ12468 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

54

20 ｲｺｳ12468 2 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
21 ｲｺｳ12468 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
22 ｲｺｳ12468 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
23 ｲｺｳ12468 3 にぶい黄橙色 灰褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
24 ｲｺｳ12468 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
25 ｲｺｳ12468 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
26 ｲｺｳ12468 3 赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
27 ｲｺｳ12468 3 にぶい黄橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
28 ｲｺｳ12468 3 にぶい橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
29 ｲｺｳ12468 3 赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
30 ｲｺｳ12468 3 橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
31 ｲｺｳ12468 3 橙色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
32 ｲｺｳ12468 7 赤褐色 にぶい黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
33 ｲｺｳ12468 7 赤橙色 赤橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
34 ｲｺｳ12468 7 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
35 ｲｺｳ12468 7 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○

55

36 ｲｺｳ12468 8 橙色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
37 ｲｺｳ12468 8 にぶい橙色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
38 ｲｺｳ12468 8 にぶい橙色 橙色 ヘラケズリ・ナデ ナデ ○ ○ ○
39 ｲｺｳ12468 8 橙色 橙色 ナデ － ○ ○ ○
40 ｲｺｳ12468 8 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
41 ｲｺｳ12468 8 にぶい黄橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
42 ｲｺｳ12468 8 橙色 橙色 ナデ － ○ ○ ○
43 ｲｺｳ12468 8 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
44 ｲｺｳ12468 8 赤褐色 黒褐色 指おさえ 指おさえ ○ ○ ○
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集石１号

1 ｲｺｳ12357 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
2 ｲｺｳ12357 2 にぶい黄橙色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
3 ｲｺｳ12357 2 黒褐色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
4 ｲｺｳ12357 2 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
5 ｲｺｳ12357 2 にぶい黄橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
6 ｲｺｳ12357 3 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
7 ｲｺｳ12357 3 橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
8 ｲｺｳ12357 3 黒褐色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
9 ｲｺｳ12357 8 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
10 ｲｺｳ12357 8 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤粒

集石２号
11 ｲｺｳ9868 2 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
12 ｲｺｳ9868 8 にぶい黄橙色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
13 ｲｺｳ9868 8 赤褐色 赤褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
14 ｲｺｳ9868 8 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

集石８号 15 ｲｺｳ12466 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
16 ｲｺｳ12466 2 黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

集石１１号 17 ｲｺｳ12134 4 にぶい黄橙色 黄橙色 ミガキ ナデ ○ ○ ○
18 ｲｺｳ12134 2 にぶい橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

集石１４号

19 ｲｺｳ12176 2 赤褐色 にぶい赤褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 滑石
20 ｲｺｳ12176 2 橙色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
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21 ｲｺｳ12176 2 橙色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
22 ｲｺｳ12176 2 赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
23 ｲｺｳ12176 2 にぶい黄橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
24 ｲｺｳ12176 2 赤橙色 赤橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
25 ｲｺｳ12176 2 赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
26 ｲｺｳ12176 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
27 ｲｺｳ12176 2 にぶい赤褐色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
28 ｲｺｳ12176 7 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
29 ｲｺｳ12176 7 暗赤褐色 赤褐色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
30 ｲｺｳ12176 8 赤褐色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

集石１５号 31 ｲｺｳ12166 2 赤褐色 にぶい黄橙色 条痕後ケズリ ナデ ○ ○ ○
32 ｲｺｳ12166 2 赤褐色 赤褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
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表 18　土器観察表（２）
挿図 遺構番号 レイアウト番号 取上番号 群 色　調 調　整 胎　土 備　考外面 内面 外面 内面 石英 長石 角せん石 雲母 小礫 その他
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集石１５号

33 ｲｺｳ12166 2 黒褐色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
34 ｲｺｳ12166 7 赤褐色 茶褐色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
35 ｲｺｳ12166 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
36 ｲｺｳ12166 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

集石１７号
37 ｲｺｳ12180 8 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
38 ｲｺｳ12180 8 黄橙色 黄橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
39 ｲｺｳ12180 2 にぶい橙色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○

69 集石１６号

40 ｲｺｳ12359 2 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
41 ｲｺｳ12359 2 褐色 褐色 ケズリ・ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
42 ｲｺｳ12359 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○
43 ｲｺｳ12359 2 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 滑石
44 ｲｺｳ12359 2 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ケズリ・ナデ ナデ ○ ○ ○

集石１９号 45 ｲｺｳ3061 3 赤褐色 赤橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
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集石３１号

46 ｲｺｳ11074 2 黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
47 ｲｺｳ11074 3 赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
48 ｲｺｳ11074 8 赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
49 ｲｺｳ11074 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
50 ｲｺｳ11074 7 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○

集石３４号 51 ｲｺｳ11073 8 橙色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
集石３５号 52 ｲｺｳ11056 8 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
集石３６号 53 ｲｺｳ11078 3 暗赤褐色 暗赤褐色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
集石３８号 54 ｲｺｳ11065 8 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○

集石３９号

55 ｲｺｳ11072 3 赤褐色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
56 ｲｺｳ11072 3 赤褐色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
57 ｲｺｳ11072 3 赤褐色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
58 ｲｺｳ11072 3 赤褐色 褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
59 ｲｺｳ11072 7 にぶい橙色 橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
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60 ｲｺｳ11072 8 赤褐色 褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
61 ｲｺｳ11072 8 にぶい黄橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

集石４５号 62 ｲｺｳ11068 3 赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
63 ｲｺｳ11068 8 にぶい橙色 黒褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○

集石５４号 64 ｲｺｳ5136 7 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
65 ｲｺｳ5136 8 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

72 集石５６号

66 ｲｺｳ12122 2 赤褐色 赤褐色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
67 ｲｺｳ12122 2 赤褐色 橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
68 ｲｺｳ12122 2 赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
69 ｲｺｳ12122 2 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
70 ｲｺｳ12122 2 赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
71 ｲｺｳ12122 2 にぶい赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
72 ｲｺｳ12122 7 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
73 ｲｺｳ12122 7 橙色 橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
74 ｲｺｳ12122 7 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
75 ｲｺｳ12122 8 赤褐色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
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土坑４号

1 ｲｺｳ9935 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 滑石
2 ｲｺｳ9935 2 橙色 橙色 ナデ ヘラケズリ ○ ○ ○ 滑石
3 ｲｺｳ9935 2 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
4 ｲｺｳ9935 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
5 ｲｺｳ9935 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
6 ｲｺｳ9935 3 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
7 ｲｺｳ9935 3 にぶい赤褐色 橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○

土坑５号

8 ｲｺｳ9937 2 橙色 橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 滑石
9 ｲｺｳ9937 2 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
10 ｲｺｳ9937 2 赤橙色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
11 ｲｺｳ9937 2 赤褐色 赤橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
12 ｲｺｳ9937 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
13 ｲｺｳ9937 7 にぶい黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
14 ｲｺｳ9937 8 橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
15 ｲｺｳ9937 8 橙色 赤橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石

土坑６号 16 ｲｺｳ9938 8 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
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土坑１５号 17 ｲｺｳ12354 2 橙色 橙色 ナデ ヘラナデ ○ ○ ○ ○
土坑１６号 18 ｲｺｳ12355 8 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
土坑１７号 19 ｲｺｳ12356 8 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
土坑１８号 20 ｲｺｳ9818 4 灰褐色 橙色 ミガキ ミガキ ○ ○ ○

21 ｲｺｳ9818 5 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
土坑２０号 22 12314 3 赤橙色 にぶい黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
土坑２１号 23 ｲｺｳ12251 2 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石

24 ｲｺｳ12251 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ケズリ・ナデ ケズリ・ナデ ○ ○ ○
土坑２２号 25 ｲｺｳ12313 2 赤褐色 赤褐色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○ 滑石
土坑２４号 26 ｲｺｳ12121 8 橙色 橙色 ヘラナデ ナデ ○ ○ ○
土坑３０号 27 ｲｺｳ12204 8 橙色 にぶい橙色 － － ○ ○ ○
土坑３４号 28 ｲｺｳ9816 2 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
土坑３６号 29 ｲｺｳ9971 8 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑42号
30 ｲｺｳ9953 5 橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
31 ｲｺｳ9953 5 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
32 ｲｺｳ9953 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○

土坑４３号 33 ｲｺｳ9963 3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
34 ｲｺｳ9963 3 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
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土坑４４号 35 ｲｺｳ9964 3 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
土坑５４号 36 ｲｺｳ9929 2 赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
土坑５６号 37 ｲｺｳ9975 7 にぶい橙色 橙色 ケズリ後ナデ ケズリ ○ ○ ○

土坑６９号
38 ｲｺｳ3067 2 赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
39 ｲｺｳ3067 7 茶褐色 黒褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
40 ｲｺｳ3067 7 橙色 橙色 ケズリ後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
41 ｲｺｳ3067 8 赤褐色 黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

土坑７３号

42 ｲｺｳ3066 2 茶褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
43 ｲｺｳ3066 2 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
44 ｲｺｳ3066 2 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
45 ｲｺｳ3066 3 ピンク 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
46 ｲｺｳ3066 3 ピンク 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
47 ｲｺｳ3066 7 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
48 ｲｺｳ3066 7 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
49 ｲｺｳ3066 7 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑７５号
50 ｲｺｳ3059 2 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
51 ｲｺｳ3059 3 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
52 ｲｺｳ3059 3 ピンク にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
53 ｲｺｳ3059 7 にぶい橙色 にぶい橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑７６号

54 ｲｺｳ3058 2 赤褐色 橙色 ケズリ・ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
55 ｲｺｳ3058 2 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
56 ｲｺｳ3058 2 にぶい赤褐色 橙色 ナデ ケズリ・ナデ ○ ○ ○
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57 ｲｺｳ3058 2 赤褐色 赤褐色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○
58 ｲｺｳ3058 2 にぶい赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
59 ｲｺｳ3058 2 赤褐色 橙色 ケズリ・ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
60 ｲｺｳ3058 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ケズリ・ナデ ナデ ○ ○ ○
61 ｲｺｳ3058 2 にぶい橙色 橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○
62 ｲｺｳ3058 2 赤褐色 橙色 ケズリ・ナデ ナデ ○ ○ ○
63 ｲｺｳ3058 2 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
64 ｲｺｳ3058 2 にぶい赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
65 ｲｺｳ3058 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
66 ｲｺｳ3058 3 赤橙色 にぶい橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○
67 ｲｺｳ3058 7 にぶい赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
68 ｲｺｳ3058 7 赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
69 ｲｺｳ3058 7 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ・ケズリ ヘラナデ ○ ○ ○ ○
70 ｲｺｳ3058 7 橙色 にぶい橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○ ○
71 ｲｺｳ3058 8 暗赤褐色 橙色 ケズリ・ナデ ナデ ○ ○ ○
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表 19　土器観察表（３）
挿図 遺構番号 レイアウト番号 取上番号 群 色　調 調　整 胎　土 備　考外面 内面 外面 内面 石英 長石 角せん石 雲母 小礫 その他
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土坑７６号 72 ｲｺｳ3058 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑７７号
73 ｲｺｳ3060 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
74 ｲｺｳ3060 2 にぶい橙色 橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ ○
75 ｲｺｳ3060 2 赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
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土坑８１号 76 ｲｺｳ3056 8 赤褐色 にぶい褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤粒
77 ｲｺｳ3056 8 赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑８３号
78 ｲｺｳ10603 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
79 ｲｺｳ10603 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
80 ｲｺｳ10603 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
81 ｲｺｳ10603 3 赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

土坑８４号
82 ｲｺｳ10602 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
83 ｲｺｳ10602 2 橙色 橙色 ナデ ヘラナデ ○ ○ ○
84 ｲｺｳ10602 3 赤橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
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土坑８５号

85 ｲｺｳ2807 2 黒褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
86 ｲｺｳ2807 3 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
87 ｲｺｳ2807 3 黄橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
88 ｲｺｳ2807 3 にぶい橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
89 ｲｺｳ2807 3 黄橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
90 ｲｺｳ2807 3 黒褐色 赤褐色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤粒
91 ｲｺｳ2807 3 黄橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
92 ｲｺｳ2807 7 赤褐色 にぶい黄橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○

土坑８６号

93 ｲｺｳ2809 2 橙色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
94 ｲｺｳ2809 2 にぶい橙色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
95 ｲｺｳ2809 3 黒褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
96 ｲｺｳ2809 3 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
97 ｲｺｳ2809 3 にぶい赤褐色 にぶい黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
98 ｲｺｳ2809 3 赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

土坑８７号 99 ｲｺｳ2811 2 にぶい赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

土坑８８号
100 ｲｺｳ2818 2 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
101 ｲｺｳ2818 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ・ミガキ ナデ ○ ○ ○
102 ｲｺｳ2818 3 黒褐色 黒褐色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
103 ｲｺｳ2818 3 明赤褐色 暗赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑８９号 104 ｲｺｳ2810 2 にぶい橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
105 ｲｺｳ2810 8 黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○
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土坑９０号 106 ｲｺｳ2845 2 にぶい黄橙色 にぶい橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○

土坑９１号

107 ｲｺｳ2844 2 にぶい橙色 橙色 ナデ・ケズリ － ○ ○ ○
108 ｲｺｳ2844 2 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
109 ｲｺｳ2844 2 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○
110 ｲｺｳ2844 2 にぶい赤褐色 橙色 ケズリ・ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 金雲母少量
111 ｲｺｳ2844 2 にぶい橙色 黒褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
112 ｲｺｳ2844 2 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
113 ｲｺｳ2844 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
114 ｲｺｳ2844 3 にぶい橙色 指谷ピンク 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
115 ｲｺｳ2844 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
116 ｲｺｳ2844 6 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
117 ｲｺｳ2844 8 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
118 ｲｺｳ2844 8 にぶい橙色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑９３号 119 ｲｺｳ2819 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
土坑９４号 120 ｲｺｳ2820 7 にぶい赤褐色 明赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
土坑９５号 121 ｲｺｳ2824 2 にぶい赤褐色 橙色 ナデ － ○ ○ ○ ○
土坑９６号 122 ｲｺｳ2825 7 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ヘラナデ ヘラナデ ○ ○ ○ ○

土坑９８号

123 ｲｺｳ2823 3 暗赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
124 ｲｺｳ2823 3 暗赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
125 ｲｺｳ2823 3 赤橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
126 ｲｺｳ2823 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
127 ｲｺｳ2823 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
128 ｲｺｳ2823 2 橙色 橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 滑石
129 ｲｺｳ2823 7 黒褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
130 ｲｺｳ2823 7 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
131 ｲｺｳ2823 4 灰褐色 灰褐色 ミガキ ミガキ ○ ○ ○
132 ｲｺｳ2823 9 橙色 にぶい灰褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
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土坑１０１号 133 ｲｺｳ11033 8 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ － ○ ○ ○

土坑１０２号
134 ｲｺｳ2813 3 黒褐色 暗赤褐色 条痕後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
135 ｲｺｳ2813 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
136 ｲｺｳ2813 7 橙色 赤褐色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 赤粒

土坑１０４号 137 ｲｺｳ2853 2 橙色 黄橙色 条痕後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 赤粒

土坑１０６号
138 ｲｺｳ2797 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
139 ｲｺｳ2797 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
140 ｲｺｳ2797 3 にぶい橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○

土坑１０８号 141 ｲｺｳ2848 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑１１３号

142 ｲｺｳ11126 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
143 ｲｺｳ11126 3 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
144 ｲｺｳ11126 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
145 ｲｺｳ11126 3 にぶい赤褐色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ ヘラナデ ○ ○ ○
146 ｲｺｳ11126 3 にぶい赤褐色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
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147 ｲｺｳ11126 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
148 ｲｺｳ11126 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
149 ｲｺｳ11126 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
150 ｲｺｳ11126 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
151 ｲｺｳ11126 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
152 ｲｺｳ11126 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ ヘラナデ ○ ○ ○ ○
153 ｲｺｳ11126 3 黄橙色 黄橙色 条痕後ナデ ヘラナデ ○ ○ ○
154 ｲｺｳ11126 3 ピンク ピンク 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
155 ｲｺｳ11126 6 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
156 ｲｺｳ11126 7 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
157 ｲｺｳ11126 7 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
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158 ｲｺｳ11126 7 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
159 ｲｺｳ11126 8 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
160 ｲｺｳ11126 8 黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
161 ｲｺｳ11126 9 灰褐色 灰褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
162 ｲｺｳ11126 9 橙色 にぶい赤褐色 ナデ ヘラナデ ○ ○ ○

土坑１１５号

163 ｲｺｳ2784 3 にぶい赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
164 ｲｺｳ2784 3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
165 ｲｺｳ2784 4 赤褐色 橙色 ミガキ ミガキ ○ ○ ○
166 ｲｺｳ2784 8 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ・条痕 条痕 ○ ○ ○
167 ｲｺｳ2784 8 黄橙色 黄橙色 条痕後ナデ － ○ ○ ○

土坑１１６号 168 ｲｺｳ2787 8 橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
169 ｲｺｳ2787 8 にぶい橙色 にぶい橙色 ヘラケズリ 条痕後ナデ ○ ○ ○

土１１７号

170 ｲｺｳ2786 2 にぶい橙色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
171 ｲｺｳ2786 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ヘラナデ・ナデ ナデ ○ ○ ○
172 ｲｺｳ2786 3 にぶい赤褐色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
173 ｲｺｳ2786 3 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
174 ｲｺｳ2786 3 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
175 ｲｺｳ2786 7 黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
176 ｲｺｳ2786 8 橙色 にぶい橙色 ヘラケズリ ナデ ○ ○ ○

土坑１１８号
177 ｲｺｳ2792 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
178 ｲｺｳ2792 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
179 ｲｺｳ2792 3 暗赤褐色 暗赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
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180 ｲｺｳ2792 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
土坑１２０号 181 ｲｺｳ2788 7 黄橙色 にぶい橙色 ヘラケズリ ナデ ○ ○ ○
土坑１２１号 182 ｲｺｳ2789 8 にぶい赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

土坑１２３号
183 31918 3 橙色 黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
184 31918 7 にぶい黄橙色 褐色 ナデ ナデ・ミガキ ○ ○ ○
185 ｲｺｳ2856 29936 5 橙色 橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○



－ 273 －

表 20　土器観察表（４）
挿図 遺構番号 レイアウト番号 取上番号 群 色　調 調　整 胎　土 備　考外面 内面 外面 内面 石英 長石 角せん石 雲母 小礫 その他
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土坑１２３号 185 31918 27819 5 橙色 橙色 ナデ ケズリ後・ナデ ○ ○ ○

土坑１２６号

186 ｲｺｳ2766 2 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
187 ｲｺｳ2766 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
188 ｲｺｳ2766 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
189 ｲｺｳ2766 3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
190 ｲｺｳ2766 3 橙色 にぶい橙色 ナデ ケズリ・ナデ ○ ○ ○ ○
191 ｲｺｳ2766 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○

土坑１２７号
192 ｲｺｳ2778 2 にぶい赤褐色 橙色 ケズリ・ナデ ナデ ○ ○ ○
193 ｲｺｳ2778 3 橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
194 ｲｺｳ2778 8 にぶい橙色 灰褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑１２８号 195 ｲｺｳ2768 8 にぶい橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
土坑１２９号 196 ｲｺｳ2769 2 橙色 橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
土坑１３０号 197 ｲｺｳ2775 3 ピンク ピンク 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

102

土坑１３１号
198 ｲｺｳ2770 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
199 ｲｺｳ2770 2 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
200 ｲｺｳ2770 7 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑１３２号
201 ｲｺｳ2764 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
202 ｲｺｳ2764 3 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
203 ｲｺｳ2764 6 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑１３３号

204 ｲｺｳ2763 3 黒褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
205 ｲｺｳ2763 3 橙色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
206 ｲｺｳ2763 3 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
207 ｲｺｳ2763 3 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
208 ｲｺｳ2763 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
209 ｲｺｳ2763 8 にぶい赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
210 ｲｺｳ2763 9 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑１３５号

211 ｲｺｳ2760 2 橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
212 ｲｺｳ2760 2 にぶい黄橙色 黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
213 ｲｺｳ2760 2 にぶい赤褐色 黒褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
214 ｲｺｳ2760 7 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
215 ｲｺｳ2760 7 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑１３７号
216 ｲｺｳ2729 3 黄橙色 黄橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
217 ｲｺｳ2729 3 にぶい橙色 橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○ ○
218 ｲｺｳ2729 8 にぶい橙色 にぶい赤褐色 ナデ ヘラケズリ ○ ○ ○ ○
219 ｲｺｳ2729 8 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ ヘラケズリ ○ ○ ○

土坑１３８号
220 ｲｺｳ2728 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
221 ｲｺｳ2728 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
222 ｲｺｳ2728 3 にぶい黄橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
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土坑１３９号
223 ｲｺｳ2757 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
224 ｲｺｳ2757 3 にぶい赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
225 ｲｺｳ2757 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
226 ｲｺｳ2757 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ミガキ ナデ ○ ○ ○

土坑１４０号

227 ｲｺｳ2761 2 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
228 ｲｺｳ2761 3 にぶい橙色 黄橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
229 ｲｺｳ2761 3 にぶい橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
230 ｲｺｳ2761 3 橙色 橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
231 ｲｺｳ2761 3 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
232 ｲｺｳ2761 3 にぶい橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
233 ｲｺｳ2761 3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
234 ｲｺｳ2761 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
235 ｲｺｳ2761 3 にぶい橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○

土坑１４１号
236 ｲｺｳ2762 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
237 ｲｺｳ2762 3 にぶい橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
238 ｲｺｳ2762 3 にぶい橙色 茶褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
239 ｲｺｳ2762 9 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 金雲母少量

土坑１４４号
240 ｲｺｳ2773 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
241 ｲｺｳ2773 7 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
242 ｲｺｳ2773 7 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑１４６号
243 ｲｺｳ2721 2 暗赤褐色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
244 ｲｺｳ2721 3 にぶい黄橙色 黄橙色 ナデ・ミガキ 条痕後ナデ ○ ○ ○
245 ｲｺｳ2721 3 黒褐色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
246 ｲｺｳ2721 3 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑１４７号
247 ｲｺｳ2722 2 浅黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
248 ｲｺｳ2722 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
249 ｲｺｳ2722 3 にぶい黄橙色 黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
250 ｲｺｳ2722 3 橙色 橙色 ナデ・ミガキ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
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土坑１４８号

251 ｲｺｳ2720 2 橙色 橙色 ？風化 風化 ○ ○ ○
252 ｲｺｳ2720 2 にぶい赤褐色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
253 ｲｺｳ2720 3 にぶい黄橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
254 ｲｺｳ2720 3 褐灰色 黄橙色 ナデ・ミガキ ナデ・ミガキ ○ ○ ○
255 ｲｺｳ2720 3 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
256 ｲｺｳ2720 7 にぶい橙色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
257 ｲｺｳ2720 8 橙色 黒褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑１５０号 258 ｲｺｳ2716 8 橙色 黒褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○

土坑１５１号

259 ｲｺｳ2709 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
260 ｲｺｳ2709 3 橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
261 ｲｺｳ2709 3 橙色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
262 ｲｺｳ2709 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
263 ｲｺｳ2709 8 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

土坑１５２号 264 ｲｺｳ2707 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ケズリ・ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑１５３号
265 ｲｺｳ2708 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
266 ｲｺｳ2708 7 にぶい赤褐色 にぶい黄橙色 条痕 ナデ ○ ○ ○
267 ｲｺｳ2708 8 橙色 橙色 ナデ － ○ ○ ○

土坑１５４号 268 ｲｺｳ2712 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
269 ｲｺｳ2712 8 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
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土坑１６０号 270 ｲｺｳ2741 3 にぶい黄橙色 黄橙色 ナデ ヘラケズリ ○ ○ ○
271 ｲｺｳ2741 3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ ヘラケズリ ○ ○ ○

土坑１６１号
272 ｲｺｳ2739 2 赤橙色 赤橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 滑石
273 ｲｺｳ2739 2 橙色 黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
274 ｲｺｳ2739 2 にぶい橙色 黒褐色 ヘラナデ ナデ ○ ○ ○ ○
275 ｲｺｳ2739 8 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

土坑１６３号 276 ｲｺｳ2685 3 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
土坑１６５号 277 ｲｺｳ2744 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
土坑１６７号 278 ｲｺｳ2752 8 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○

279 ｲｺｳ2752 8 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○
土坑１６８号 280 ｲｺｳ2689 3 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

土坑１６９号

281 ｲｺｳ2694 2 赤橙色 赤橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
282 ｲｺｳ2694 2 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
283 ｲｺｳ2694 2 橙色 にぶい橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○
284 ｲｺｳ2694 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
285 ｲｺｳ2694 3 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
286 ｲｺｳ2694 7 橙色 にぶい橙色 ナデ ヘラナデ ○ ○ ○
287 ｲｺｳ2694 8 橙色 橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
288 ｲｺｳ2694 8 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○

土坑１７３号 289 ｲｺｳ2700 4 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
土坑１７６号 290 ｲｺｳ2684 8 橙色 橙色 － ナデ ○ ○ ○
土坑１７８号 291 ｲｺｳ2678 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

292 ｲｺｳ2678 3 黒褐色 にぶい橙色 ナデ ケズリ・ナデ ○ ○ ○
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土坑１８３号

293 ｲｺｳ2656 3 にぶい赤褐色 暗赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 金雲母少量
294 ｲｺｳ2656 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
295 ｲｺｳ2656 3 赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○

土坑１９１号 296 ｲｺｳ2626 8 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
土坑１９２号 297 ｲｺｳ2661 8 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○

298 ｲｺｳ2661 7 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○



－ 274 －

表 21　土器観察表（５）
挿図 遺構番号 レイアウト番号 取上番号 群 色　調 調　整 胎　土 備　考外面 内面 外面 内面 石英 長石 角せん石 雲母 小礫 その他
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土坑１９３号 299 ｲｺｳ2618 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑１９４号

300 ｲｺｳ2619 3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
301 ｲｺｳ2619 3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
302 ｲｺｳ2619 7 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ヘラナデ ナデ ○ ○ ○
303 ｲｺｳ2619 8 にぶい赤褐色 にぶい橙色 条痕 条痕 ○ ○ ○
304 ｲｺｳ2619 8 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

土坑１９６号 305 ｲｺｳ2636 3 黒褐色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
306 ｲｺｳ2636 8 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕 ○ ○ ○

土坑１９８号
307 ｲｺｳ2647 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
308 ｲｺｳ2647 8 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 条痕 条痕後ナデ ○ ○ ○
309 ｲｺｳ2647 4 橙色 橙色 ミガキ ナデ ○ ○ ○
310 ｲｺｳ2647 8 橙色 橙色 ヘラケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２０１号

311 ｲｺｳ2559 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ヘラケズリ ○ ○ ○
312 ｲｺｳ2559 3 にぶい橙色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
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313 ｲｺｳ2559 3 橙色 橙色 ヘラケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
314 ｲｺｳ2559 7 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ヘラケズリ・ナデ ヘラケズリ ○ ○ ○
315 ｲｺｳ2559 7 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
316 ｲｺｳ2559 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２０２号
317 ｲｺｳ2651 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
318 ｲｺｳ2651 3 にぶい赤褐色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
319 ｲｺｳ2651 7 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
320 ｲｺｳ2651 8 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２０４号 321 ｲｺｳ2584 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
土坑２０７号 322 ｲｺｳ2543 3 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

323 ｲｺｳ2543 4 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
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土坑２１２号
324 ｲｺｳ2595 3 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
325 ｲｺｳ2595 7 橙色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
326 ｲｺｳ2595 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２１３号

327 ｲｺｳ2606 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
328 ｲｺｳ2606 3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤粒
329 ｲｺｳ2606 3 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
330 ｲｺｳ2606 7 橙色 橙色 ヘラナデ ヘラナデ ○ ○ ○
331 ｲｺｳ2606 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２１５号

332 ｲｺｳ2608 3 褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
333 ｲｺｳ2608 3 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
334 ｲｺｳ2608 3 黄橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
335 ｲｺｳ2608 3 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
336 ｲｺｳ2608 8 橙色 橙色 ナデ - ○ ○ ○

土坑２１７号

337 ｲｺｳ2614 2 赤褐色 赤橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
338 ｲｺｳ2614 2 橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
339 ｲｺｳ2614 2 黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
340 ｲｺｳ2614 3 暗赤褐色 暗赤褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
341 ｲｺｳ2614 3 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
342 ｲｺｳ2614 3 赤褐色 赤褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
343 ｲｺｳ2614 4 橙色 橙色 ナデ・ミガキ ナデ ○ ○ ○
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344 ｲｺｳ2614 7 赤褐色 赤褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
345 ｲｺｳ2614 8 赤褐色 橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
346 ｲｺｳ2614 8 黄橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２１９号
347 ｲｺｳ1442 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
348 ｲｺｳ1442 3 にぶい橙色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
349 ｲｺｳ1442 8 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
350 ｲｺｳ1442 8 にぶい橙色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２２２号 351 ｲｺｳ1434 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
土坑２２４号 352 ｲｺｳ2540 2 橙色 橙色 ケズリ・ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

353 ｲｺｳ2540 5 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ミガキ ミガキ ○ ○ ○ ○
土坑２２９号 354 ｲｺｳ1595 8 橙色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
土坑２３１号 355 ｲｺｳ2537 3 にぶい橙色 黄橙色 ナデ ヘラナデ ○ ○ ○
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土坑２３２号 356 ｲｺｳ2536 3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
357 ｲｺｳ2536 8 にぶい橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２３４号
358 ｲｺｳ2529 7 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
359 ｲｺｳ2529 8 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
360 ｲｺｳ2529 8 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ － ○ ○ ○

土坑２３５号
361 ｲｺｳ2538 3 橙色 橙色 ナデ ヘラケズリ ○ ○ ○
362 ｲｺｳ2538 3 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
363 ｲｺｳ2538 8 にぶい橙色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

土坑２３７号

364 ｲｺｳ2524 3 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
365 ｲｺｳ2524 4 茶褐色 黒褐色 ミガキ ミガキ ○ ○ ○
366 ｲｺｳ2524 4 黒褐色 黒褐色 ミガキ ミガキ ○ ○ ○ ○
367 ｲｺｳ2524 7 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
368 ｲｺｳ2524 7 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
369 ｲｺｳ2524 8 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
370 ｲｺｳ2524 5 茶褐色 茶褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２３８号

371 ｲｺｳ2522 3 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
372 ｲｺｳ2522 3 橙色 橙色 ナデ ヘラナデ ○ ○ ○
373 ｲｺｳ2522 7 にぶい橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
374 ｲｺｳ2522 7 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
375 ｲｺｳ2522 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２３９号
376 ｲｺｳ2523 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
377 ｲｺｳ2523 3 にぶい赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
378 ｲｺｳ2523 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
379 ｲｺｳ2523 8 橙色 橙色 ナデ ヘラナデ ○ ○ ○
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土坑２４０号 380 ｲｺｳ1444 8 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
土坑２４２号 381 ｲｺｳ1448 3 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

土坑２４３号

382 ｲｺｳ1447 3 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
383 ｲｺｳ1447 7 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
384 ｲｺｳ1447 7 にぶい黄橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
385 ｲｺｳ1447 7 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
386 ｲｺｳ1447 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２４４号 387 ｲｺｳ1593 7 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２４５号

388 ｲｺｳ1415 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
389 ｲｺｳ1415 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ヘラナデ ○ ○ ○
390 ｲｺｳ1415 3 橙色 にぶい橙色 ヘラケズリ・ナデ ナデ ○ ○ ○
391 ｲｺｳ1415 3 橙色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
392 ｲｺｳ1415 6 黒褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
393 ｲｺｳ1415 6 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
394 ｲｺｳ1415 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ヘラナデ ○ ○ ○
395 ｲｺｳ1415 3 橙色 にぶい黄橙色 ケズリ・ナデ ナデ ○ ○ ○
396 ｲｺｳ1415 7 橙色 橙色 ヘラケズリ ナデ ○ ○ ○
397 ｲｺｳ1415 8 橙色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
398 ｲｺｳ1415 8 橙色 ？ ナデ － ○ ○ ○
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土坑２４６号

399 ｲｺｳ1416 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ヘラケズリ・ヘラナデ ○ ○ ○ ○
400 ｲｺｳ1416 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
401 ｲｺｳ1416 3 橙色 橙色 ナデ ヘラケズリ ○ ○ ○
402 ｲｺｳ1416 3 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
403 ｲｺｳ1416 3 にぶい赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
404 ｲｺｳ1416 7 にぶい橙色 にぶい橙色 ヘラケズリ ナデ ○ ○ ○

土坑２４７号 405 ｲｺｳ1587 3 橙色 橙色 ヘラナデ・ナデ ヘラナデ ○ ○ ○
土坑２４８号 406 ｲｺｳ1413 8 にぶい赤褐色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
土坑２４９号 407 ｲｺｳ2528 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２５０号

408 ｲｺｳ2648 3 にぶい赤褐色 橙色 ケズリ・ナデ ヘラナデ ○ ○ ○
409 ｲｺｳ2648 3 にぶい赤褐色 橙色 ナデ ヘラナデ ○ ○ ○
410 ｲｺｳ2648 3 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
411 ｲｺｳ2648 7 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
412 ｲｺｳ2648 7 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
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表 22　土器観察表（６）
挿図 遺構番号 レイアウト番号 取上番号 群 色　調 調　整 胎　土 備　考外面 内面 外面 内面 石英 長石 角せん石 雲母 小礫 その他
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土坑２５０号
413 ｲｺｳ2648 8 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
414 ｲｺｳ2648 8 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
415 ｲｺｳ2648 8 にぶい橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２５２号

416 ｲｺｳ2516 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
417 ｲｺｳ2516 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
418 ｲｺｳ2516 7 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
419 ｲｺｳ2516 8 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
420 ｲｺｳ2516 8 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
421 ｲｺｳ2516 8 橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２５３号 422 ｲｺｳ2517 3 にぶい赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
土坑２５４号 423 ｲｺｳ2515 3 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

424 ｲｺｳ2515 7 黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
土坑２５８号 425 ｲｺｳ2509 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○

426 ｲｺｳ2509 3 黄橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２５９号
427 ｲｺｳ2520 3 赤褐色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
428 ｲｺｳ2520 7 暗赤褐色 暗赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
429 ｲｺｳ2520 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
430 ｲｺｳ2520 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
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土坑２６２号 431 ｲｺｳ1425 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤粒
432 ｲｺｳ1425 7 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２６３号

433 ｲｺｳ1429 3 にぶい橙色 にぶい黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
434 ｲｺｳ1429 7 にぶい赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
435 ｲｺｳ1429 8 にぶい橙色 にぶい橙色 ヘラケズリ ナデ ○ ○ ○
436 ｲｺｳ1429 8 にぶい橙色 にぶい橙色 ヘラケズリ － ○ ○ ○
437 ｲｺｳ1429 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２６６号 438 ｲｺｳ1410 8 橙色 暗赤褐色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
439 ｲｺｳ1410 8 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○

土坑２６７号

440 ｲｺｳ1412 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
441 ｲｺｳ1412 3 黄橙色 橙色 ケズリ・ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
442 ｲｺｳ1412 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
443 ｲｺｳ1412 7 黒褐色 にぶい赤褐色 ヘラナデ ケズリ・ナデ ○ ○ ○
444 ｲｺｳ1412 8 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
445 ｲｺｳ1412 8 にぶい橙色 黄橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２６８号

446 ｲｺｳ1411 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
447 ｲｺｳ1411 5 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
448 ｲｺｳ1411 8 橙色 赤褐色 ヘラケズリ・ナデ ヘラケズリ ○ ○ ○
449 ｲｺｳ1411 8 橙色 黄橙色 ヘラケズリ ヘラケズリ ○ ○ ○
450 ｲｺｳ1411 8 橙色 橙色 ヘラケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
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土坑２７１号 451 ｲｺｳ1406 3 にぶい赤褐色 橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
452 ｲｺｳ1406 3 にぶい赤褐色 灰褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

土坑２７２号
453 ｲｺｳ2503 7 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
454 ｲｺｳ2503 7 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
455 ｲｺｳ2503 8 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
456 ｲｺｳ2503 8 にぶい橙色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

土坑２７３号 457 ｲｺｳ2501 3 黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２７６号
458 ｲｺｳ1420 3 にぶい黄橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
459 ｲｺｳ1420 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
460 ｲｺｳ1420 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
461 ｲｺｳ1420 7 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２７７号 462 ｲｺｳ1405 3 暗赤褐色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
土坑２７９号 463 ｲｺｳ1408 7 にぶい赤褐色 橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○
土坑２８４号 464 ｲｺｳ1574 3 黄橙色 黄橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○

土坑２８５号

465 ｲｺｳ12469 3 にぶい橙色 黒褐色 ヘラナデ ヘラナデ ○ ○ ○
466 ｲｺｳ12469 3 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
467 ｲｺｳ12469 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ・ケズリ ヘラケズリ ○ ○ ○
468 ｲｺｳ12469 3 灰褐色 橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
469 ｲｺｳ12469 3 黒褐色 橙色 ナデ・ケズリ 条痕後ナデ ○ ○ ○
470 ｲｺｳ12469 7 にぶい橙色 にぶい赤褐色 ケズリ・ナデ ナデ ○ ○ ○
471 ｲｺｳ12469 7 灰褐色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
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472 ｲｺｳ12469 7 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ ヘラナデ ○ ○ ○
473 ｲｺｳ12469 8 橙色 橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
474 ｲｺｳ12469 8 にぶい橙色 橙色 ナデ － ○ ○ ○
475 ｲｺｳ12469 8 橙色 橙色 － ナデ ○ ○ ○
476 ｲｺｳ12469 8 にぶい橙色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
477 ｲｺｳ12469 8 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ － ○ ○ ○

土坑２８６号 478 ｲｺｳ1131 8 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○ ○

121

ピット１６８号 1 ｲｺｳ2801 3 にぶい黄橙色 橙色 ケズリ・ナデ ナデ ○ ○ ○
ピット１７３号 2 ｲｺｳ2731 3 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
ピット２２３号 3 ｲｺｳ2677 4 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
ピット２４７号 4 ｲｺｳ2623 8 にぶい橙色 にぶい橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
ピット２５１号 5 ｲｺｳ2541 3 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
ピット２９５号 6 ｲｺｳ2613 3 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
ピット３０８号 7 ｲｺｳ2534 7 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
ピット３３７号 8 ｲｺｳ1423 3 にぶい黄橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

123 焼土５号

1 ｲｺｳ10616 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
2 ｲｺｳ10616 3 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
3 ｲｺｳ10616 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
4 ｲｺｳ10616 7 にぶい赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
5 ｲｺｳ10616 9 橙色 橙色 ケズリ・ナデ ナデ ○ ○ ○

126 埋設土器１号 1 － 7 にぶい橙色 にぶい橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
127 埋設土器２号 2 － 3 黄橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
128 埋設土器３号 3 － 2 にぶい黄橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

１２８・１２９ 埋設土器４号 4 － 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
129 埋設土器５号 5 － 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

131 落ち込み状遺構１号

1 ｲｺｳ9936 2 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
2 ｲｺｳ9936 2 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
3 ｲｺｳ9936 2 にぶい橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
4 ｲｺｳ9936 8 赤褐色 橙色 ケズリ後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
5 ｲｺｳ9936 5 赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
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落ち込み状遺構４号

6 ｲｺｳ8720 2 赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
7 ｲｺｳ8720 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
8 ｲｺｳ8720 2 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○ 滑石
9 ｲｺｳ8720 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
10 ｲｺｳ8720 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
11 ｲｺｳ8720 2 赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
12 ｲｺｳ8720 2 赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
13 ｲｺｳ8720 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
14 ｲｺｳ8720 2 橙色 黄橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
15 ｲｺｳ8720 2 橙色 橙色 ナデ・ミガキ ナデ ○ ○ ○ ○
16 ｲｺｳ8720 2 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○
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17 ｲｺｳ8720 2 橙色 橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 滑石
18 ｲｺｳ8720 2 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
19 ｲｺｳ8720 2 赤褐色 黄橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
20 ｲｺｳ8720 2 赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
21 ｲｺｳ8720 2 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
22 ｲｺｳ8720 2 赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
23 ｲｺｳ8720 2 にぶい橙色 褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
24 ｲｺｳ8720 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
25 ｲｺｳ8720 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
26 ｲｺｳ8720 2 赤褐色 赤褐色 ケズリ後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
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27 ｲｺｳ8720 2 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
28 ｲｺｳ8720 2 赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
29 ｲｺｳ8720 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
30 ｲｺｳ8720 2 橙色 橙色 ケズリ・ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
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表 23　土器観察表（７）
挿図 遺構番号 レイアウト番号 取上番号 群 色　調 調　整 胎　土 備　考外面 内面 外面 内面 石英 長石 角せん石 雲母 小礫 その他

134

落ち込み状遺構４号

31 ｲｺｳ8720 2 橙色 黄橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
32 ｲｺｳ8720 2 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○ 金雲母多量
33 ｲｺｳ8720 2 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
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34 ｲｺｳ8720 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
35 ｲｺｳ8720 3 黄橙色 黄橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
36 ｲｺｳ8720 3 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
37 ｲｺｳ8720 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
38 ｲｺｳ8720 3 にぶい赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
39 ｲｺｳ8720 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
40 ｲｺｳ8720 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
41 ｲｺｳ8720 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
42 ｲｺｳ8720 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
43 ｲｺｳ8720 4 にぶい橙色 にぶい赤褐色 ナデ・ミガキ ナデ・ミガキ ○ ○ ○
44 ｲｺｳ8720 4 橙色 橙色 ケズリ・ナデ ナデ ○ ○ ○
45 ｲｺｳ8720 6 橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
46 ｲｺｳ8720 7 にぶい橙色 にぶい橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
47 ｲｺｳ8720 7 にぶい橙色 にぶい橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
48 ｲｺｳ8720 7 赤橙色（ピンク） にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
49 ｲｺｳ8720 7 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ケズリ・ナデ ナデ ○ ○ ○
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50 ｲｺｳ8720 8 橙色 橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤粒
51 ｲｺｳ8720 8 橙色 黒褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
52 ｲｺｳ8720 8 褐色 橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
53 ｲｺｳ8720 8 橙色 橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
54 ｲｺｳ8720 8 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
55 ｲｺｳ8720 8 橙色 にぶい橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
56 ｲｺｳ8720 8 橙色 橙色 ナデ － ○ ○ ○
57 ｲｺｳ8720 8 橙色 赤橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
58 ｲｺｳ8720 8 黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
59 ｲｺｳ8720 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
60 ｲｺｳ8720 8 赤橙色 橙色 ケズリ後ナデ － ○ ○ ○
61 ｲｺｳ8720 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
62 ｲｺｳ8720 9 橙色 黒褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
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落ち込み状遺構５号

89 ｲｺｳ3055 2 橙色 橙色 ナデ － ○ ○ ○
90 ｲｺｳ3055 2 にぶい橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
91 ｲｺｳ3055 2 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
92 ｲｺｳ3055 2 赤色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
93 ｲｺｳ3055 2 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
94 ｲｺｳ3055 2 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
95 ｲｺｳ3055 2 橙色 橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
96 ｲｺｳ3055 2 橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 赤粒
97 ｲｺｳ3055 2 橙色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
98 ｲｺｳ3055 2 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
99 ｲｺｳ3055 2 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
100 ｲｺｳ3055 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
101 ｲｺｳ3055 2 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○

142
102 ｲｺｳ3055 2 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
103 ｲｺｳ3055 2 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
104 ｲｺｳ3055 2 赤褐色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
105 ｲｺｳ3055 2 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

143

106 ｲｺｳ3055 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
107 ｲｺｳ3055 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
108 ｲｺｳ3055 3 橙色 浅黄橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
109 ｲｺｳ3055 3 赤褐色 赤褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
110 ｲｺｳ3055 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
111 ｲｺｳ3055 3 黄橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
112 ｲｺｳ3055 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○ ○

144

113 ｲｺｳ3055 3 上：にぶい赤褐色下：橙色 黄橙色 条痕後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
114 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤粒
115 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤粒
116 ｲｺｳ3055 3 橙色 にぶい赤褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
117 ｲｺｳ3055 3 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
118 ｲｺｳ3055 3 橙色 黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

145

119 ｲｺｳ3055 42689 3 にぶい赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○Ⅴb一括

120 ｲｺｳ3055 43420 3 赤褐色 明赤褐色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 赤粒43424
121 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
122 ｲｺｳ3055 3 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕 ○ ○ ○
123 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
124 ｲｺｳ3055 3 黄橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
125 ｲｺｳ3055 3 赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

146
126 ｲｺｳ3055 3 橙色 橙色 ヘラケズリ・ナデ ヘラケズリ・ナデ ○ ○ ○
127 ｲｺｳ3055 3 橙色 にぶい黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
128 ｲｺｳ3055 3 褐色 褐色 ケズリ後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒

147
129 ｲｺｳ3055 3 赤褐色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
130 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
131 ｲｺｳ3055 3 赤褐色 褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○

148

132 ｲｺｳ3055 42111 3 橙色 橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 赤粒43607 42107
133 ｲｺｳ3055 3 赤橙色 橙色 ケズリ後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
134 ｲｺｳ3055 3 赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
135 ｲｺｳ3055 3 茶褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
136 ｲｺｳ3055 3 にぶい黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
137 ｲｺｳ3055 3 赤褐色 赤褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
138 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○

149

139 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
140 ｲｺｳ3055 3 橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
141 ｲｺｳ3055 3 にぶい赤褐色 黄橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
142 ｲｺｳ3055 3 褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
143 ｲｺｳ3055 3 黒褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
144 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

150

145 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
146 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
147 ｲｺｳ3055 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
148 ｲｺｳ3055 3 赤褐色 にぶい黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
149 ｲｺｳ3055 3 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
150 ｲｺｳ3055 3 赤褐色 赤褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
151 ｲｺｳ3055 3 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
152 ｲｺｳ3055 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
153 ｲｺｳ3055 3 にぶい赤褐色 赤褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
154 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
155 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤粒

151
156 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
157 ｲｺｳ3055 3 明赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
158 ｲｺｳ3055 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
159 ｲｺｳ3055 3 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

152
160 ｲｺｳ3055 3 橙色 暗赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
161 ｲｺｳ3055 3 浅黄橙色 浅黄橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
162 ｲｺｳ3055 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
163 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

153
164 ｲｺｳ3055 3 橙色 橙色 ナデ － ○ ○ ○
165 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
166 ｲｺｳ3055 3 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
167 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 にぶい褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
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表 24　土器観察表（８）
挿図 遺構番号 レイアウト番号 取上番号 群 色　調 調　整 胎　土 備　考外面 内面 外面 内面 石英 長石 角せん石 雲母 小礫 その他

153

落ち込み状遺構５号

168 ｲｺｳ3055 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
169 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
170 ｲｺｳ3055 3 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
171 ｲｺｳ3055 3 赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

154
172 ｲｺｳ3055 3 赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
173 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
174 ｲｺｳ3055 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
175 ｲｺｳ3055 3 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

155

176 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
177 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
178 ｲｺｳ3055 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
179 ｲｺｳ3055 3 橙色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
180 ｲｺｳ3055 3 橙色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
181 ｲｺｳ3055 3 赤褐色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
182 ｲｺｳ3055 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○

156

183 ｲｺｳ3055 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
184 ｲｺｳ3055 2 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
185 ｲｺｳ3055 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
186 ｲｺｳ3055 2 橙色 にぶい橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
187 ｲｺｳ3055 3 赤橙色 黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
188 ｲｺｳ3055 3 にぶい赤褐色 にぶい褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○

157 189 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 黄橙色 条痕後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
190 ｲｺｳ3055 3 橙色 橙色 ケズリ後ナデ，ミガキ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒

158

191 ｲｺｳ3055 3 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
192 ｲｺｳ3055 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
193 ｲｺｳ3055 3 赤橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
194 ｲｺｳ3055 3 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
195 ｲｺｳ3055 3 黄橙色 黄橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
196 ｲｺｳ3055 3 黄橙色 黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
197 ｲｺｳ3055 4 黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
198 ｲｺｳ3055 4 橙色 橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
199 ｲｺｳ3055 4 黄橙色 明灰褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
200 ｲｺｳ3055 4 赤橙色 赤褐色 ナデ・ミガキ ナデ・ミガキ ○ ○ ○
201 ｲｺｳ3055 6 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

159

202 ｲｺｳ3055 5 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
203 ｲｺｳ3055 5 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
204 ｲｺｳ3055 5 にぶい橙色 赤橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
205 ｲｺｳ3055 5 にぶい赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
206 ｲｺｳ3055 5 にぶい赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
207 ｲｺｳ3055 5 赤橙色 赤橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
208 ｲｺｳ3055 7 にぶい橙色 にぶい橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
209 ｲｺｳ3055 7 赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
210 ｲｺｳ3055 7 橙色 橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
211 ｲｺｳ3055 7 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

160
212 ｲｺｳ3055 7 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
213 ｲｺｳ3055 7 にぶい橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
214 ｲｺｳ3055 42590 7 橙色 橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
215 ｲｺｳ3055 7 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

161

216 ｲｺｳ3055 7 暗赤褐色 褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
217 ｲｺｳ3055 7 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
218 ｲｺｳ3055 7 にぶい黄橙色 にぶい橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
219 ｲｺｳ3055 7 赤橙色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
220 ｲｺｳ3055 7 にぶい橙色 黄橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○

162

221 ｲｺｳ3055 7 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
222 ｲｺｳ3055 7 にぶい赤褐色 赤色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
223 ｲｺｳ3055 7 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
224 ｲｺｳ3055 8 橙色 浅赤褐色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
225 ｲｺｳ3055 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
226 ｲｺｳ3055 8 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
227 ｲｺｳ3055 8 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
228 ｲｺｳ3055 8 赤色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○

163

229 ｲｺｳ3055 8 橙色 浅黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
230 ｲｺｳ3055 8 橙色 にぶい橙色 ナデ － ○ ○ ○
231 ｲｺｳ3055 8 にぶい黄橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
232 ｲｺｳ3055 8 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
233 ｲｺｳ3055 8 にぶい橙色 にぶい赤褐色 ナデ 条痕 ○ ○ ○
234 ｲｺｳ3055 8 黄橙色 黄橙色 ヘラケズリ後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
235 ｲｺｳ3055 8 にぶい橙色 黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
236 ｲｺｳ3055 8 浅黄橙色 浅黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
237 ｲｺｳ3055 8 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
238 ｲｺｳ3055 8 橙色 浅赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤粒
239 ｲｺｳ3055 8 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
240 ｲｺｳ3055 8 黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
241 ｲｺｳ3055 8 にぶい黄橙色 赤色 ナデ ナデ ○ ○ ○
242 ｲｺｳ3055 9 黄橙色 にぶい黄橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
243 ｲｺｳ3055 9 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
244 ｲｺｳ3055 9 黒褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

168

落ち込み状遺構６号

274 ｲｺｳ3062 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
275 ｲｺｳ3062 2 橙色 橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ ○
276 ｲｺｳ3062 2 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 滑石
277 ｲｺｳ3062 2 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
278 ｲｺｳ3062 2 にぶい橙色 橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○ 滑石
279 ｲｺｳ3062 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○

169

280 ｲｺｳ3062 2 にぶい黄褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 滑石
281 ｲｺｳ3062 2 赤褐色 赤褐色 ナデ・ケズリ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
282 ｲｺｳ3062 2 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ ○
283 ｲｺｳ3062 2 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○ ○
284 ｲｺｳ3062 2 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○ ○
285 ｲｺｳ3062 2 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○
286 ｲｺｳ3062 2 橙色 にぶい橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○ ○ ○ 滑石
287 ｲｺｳ3062 2 にぶい橙色 橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○ ○
288 ｲｺｳ3062 2 橙色 橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○ ○ 滑石
289 ｲｺｳ3062 2 にぶい赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ ○
290 ｲｺｳ3062 2 にぶい橙色 橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○ ○
291 ｲｺｳ3062 2 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
292 ｲｺｳ3062 2 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
293 ｲｺｳ3062 2 橙色 橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○ ○ 滑石
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294 ｲｺｳ3062 3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
295 ｲｺｳ3062 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
296 ｲｺｳ3062 3 赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
297 ｲｺｳ3062 5 赤褐色 赤褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
298 ｲｺｳ3062 7 にぶい赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
299 ｲｺｳ3062 7 赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
300 ｲｺｳ3062 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
301 ｲｺｳ3062 8 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
302 ｲｺｳ3062 8 赤褐色 黒褐色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○

171 落ち込み状遺構７号
305 ｲｺｳ2843 2 赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
306 ｲｺｳ2843 2 黄橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
307 ｲｺｳ2843 7 橙色 にぶい橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
308 ｲｺｳ2843 7 にぶい褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○

172 落ち込み状遺構８号
309 ｲｺｳ2817 2 赤橙色 褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
310 ｲｺｳ2817 2 赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
311 ｲｺｳ2817 2 赤橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
312 ｲｺｳ2817 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
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表 25　土器観察表（９）
挿図 遺構番号 レイアウト番号 取上番号 群 色　調 調　整 胎　土 備　考外面 内面 外面 内面 石英 長石 角せん石 雲母 小礫 その他

172

落ち込み状遺構８号

313 ｲｺｳ2817 3 黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
314 ｲｺｳ2817 3 黄橙色 黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
315 ｲｺｳ2817 3 橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
316 ｲｺｳ2817 3 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
317 ｲｺｳ2817 4 橙色 橙色 ナデ・ミガキ ナデ ○ ○ ○
318 ｲｺｳ2817 7 赤褐色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
319 ｲｺｳ2817 7 橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
320 ｲｺｳ2817 7 赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
321 ｲｺｳ2817 8 赤橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
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322 ｲｺｳ2817 8 黄橙色 黄橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
323 ｲｺｳ2817 8 褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
324 ｲｺｳ2817 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
325 ｲｺｳ2817 8 黄橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
326 ｲｺｳ2817 2 橙色 橙色 - - ○ ○ ○

174

落ち込み状遺構９号

328 ｲｺｳ2814 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
329 ｲｺｳ2814 2 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤粒
330 ｲｺｳ2814 2 赤褐色 にぶい橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
331 ｲｺｳ2814 2 赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
332 ｲｺｳ2814 2 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
333 ｲｺｳ2814 2 赤橙色 赤橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
334 ｲｺｳ2814 2 赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
335 ｲｺｳ2814 2 赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
336 ｲｺｳ2814 2 橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
337 ｲｺｳ2814 3 橙色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
338 ｲｺｳ2814 3 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
339 ｲｺｳ2814 3 ピンク 赤橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
340 ｲｺｳ2814 3 赤褐色 橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
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341 ｲｺｳ2814 3 ピンク 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
342 ｲｺｳ2814 3 にぶい赤褐色 赤褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
343 ｲｺｳ2814 3 橙色 橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
344 ｲｺｳ2814 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
345 ｲｺｳ2814 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
346 ｲｺｳ2814 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
347 ｲｺｳ2814 3 赤褐色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
348 ｲｺｳ2814 3 赤褐色 赤褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
349 ｲｺｳ2814 3 黄橙色 黄橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
350 ｲｺｳ2814 3 灰褐色 灰褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
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351 ｲｺｳ2814 3 赤褐色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
352 ｲｺｳ2814 3 橙色 にぶい黄橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
353 ｲｺｳ2814 3 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
354 ｲｺｳ2814 3 赤褐色 赤褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
355 ｲｺｳ2814 3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
356 ｲｺｳ2814 2 橙色 褐色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
357 ｲｺｳ2814 2 赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
358 ｲｺｳ2814 2 赤橙色 橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 滑石
359 ｲｺｳ2814 2 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 滑石
360 ｲｺｳ2814 4 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
361 ｲｺｳ2814 4 にぶい黄橙色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
362 ｲｺｳ2814 4 黒褐色 にぶい黄橙色 ナデ・ミガキ ナデ・ミガキ ○ ○ ○
363 ｲｺｳ2814 7 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
364 ｲｺｳ2814 7 赤褐色 赤橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
365 ｲｺｳ2814 7 にぶい黄橙色 黄橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
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366 ｲｺｳ2814 7 橙色 橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ ○
367 ｲｺｳ2814 7 赤褐色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
368 ｲｺｳ2814 7 赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
369 ｲｺｳ2814 6 赤橙色 赤橙色 ナデ・ミガキ ナデ・ミガキ ○ ○ ○ 朱塗り
370 ｲｺｳ2814 6 赤橙色 赤橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
371 ｲｺｳ2814 8 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
372 ｲｺｳ2814 8 橙色 黄橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
373 ｲｺｳ2814 8 橙色 黄橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
374 ｲｺｳ2814 8 橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
375 ｲｺｳ2814 8 にぶい橙色 灰褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
376 ｲｺｳ2814 8 にぶい橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
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377 ｲｺｳ2814 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
378 ｲｺｳ2814 8 赤橙色 赤橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
379 ｲｺｳ2814 6 赤橙色 赤橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
380 ｲｺｳ2814 9 にぶい赤褐色 黒褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
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落込み状遺構１０号
391 ｲｺｳ2799 2 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤粒
392 ｲｺｳ2799 2 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤粒
393 ｲｺｳ2799 7 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

落ち込み状遺構１１号

394 ｲｺｳ2816 2 茶褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
395 ｲｺｳ2816 2 橙色 にぶい橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
396 ｲｺｳ2816 3 茶褐色 橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
397 ｲｺｳ2816 3 にぶい赤褐色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
398 ｲｺｳ2816 3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
399 ｲｺｳ2816 3 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
400 ｲｺｳ2816 3 にぶい黄橙色 茶褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
401 ｲｺｳ2816 3 にぶい橙色 橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ ○
402 ｲｺｳ2816 3 橙色 灰褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
403 ｲｺｳ2816 3 にぶい赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
404 ｲｺｳ2816 3 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
405 ｲｺｳ2816 8 赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
406 ｲｺｳ2816 2 黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ ○
407 ｲｺｳ2816 4 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
408 ｲｺｳ2816 7 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
409 ｲｺｳ2816 7 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
410 ｲｺｳ2816 8 にぶい橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
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落ち込み状遺構１２号

412 ｲｺｳ2847 2 にぶい赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 滑石
413 ｲｺｳ2847 2 明赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
414 ｲｺｳ2847 3 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
415 ｲｺｳ2847 37073 3 橙色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○35017 37882
416 ｲｺｳ2847 3 赤褐色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
417 ｲｺｳ2847 3 黄橙色 黄橙色 ナデ ヘラケズリ後ナデ ○ ○ ○
418 ｲｺｳ2847 3 赤褐色 暗赤褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
419 ｲｺｳ2847 3 にぶい黄橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
420 ｲｺｳ2847 3 赤褐色 褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
421 ｲｺｳ2847 35118 3 赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○37144
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422 ｲｺｳ2847 3 にぶい赤褐色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
423 ｲｺｳ2847 3 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
424 ｲｺｳ2847 3 黄橙色 黄橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
425 ｲｺｳ2847 35793 3 にぶい赤褐色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○33925
426 ｲｺｳ2847 3 赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
427 ｲｺｳ2847 3 赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
428 ｲｺｳ2847 3 黄橙色 黄橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○

429
ｲｺｳ2847 35248

3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○33625 33387
32699 32693
33924

430 ｲｺｳ2847 38107 3 赤褐色 にぶい黄橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○28180 27722
183 431 ｲｺｳ2847 3 赤橙色 にぶい赤褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
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表 26　土器観察表（１０）
挿図 遺構番号 レイアウト番号 取上番号 群 色　調 調　整 胎　土 備　考外面 内面 外面 内面 石英 長石 角せん石 雲母 小礫 その他

183

落ち込み状遺構１２号

432
ｲｺｳ2847 37803

3 にぶい橙色 にぶい橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○37804 37199
37203

433 ｲｺｳ2847 3 にぶい橙色 橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
434 ｲｺｳ2847 3 橙色 黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
435 ｲｺｳ2847 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ 条痕 ○ ○ ○
436 ｲｺｳ2847 35013 3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
437 ｲｺｳ2847 35806 3 黄橙色 黄橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○35513
438 ｲｺｳ2847 3 赤褐色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
439 ｲｺｳ2847 3 黄橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
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440 ｲｺｳ2847 35938 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 赤粒35792
441 ｲｺｳ2847 3 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
442 ｲｺｳ2847 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
443 ｲｺｳ2847 3 暗赤褐色 赤褐色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
444 ｲｺｳ2847 3 にぶい橙色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
445 ｲｺｳ2847 3 黄橙色 赤橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
446 ｲｺｳ2847 3 赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
447 ｲｺｳ2847 3 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
448 ｲｺｳ2847 3 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
449 ｲｺｳ2847 3 黄橙色 黄橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
450 ｲｺｳ2847 3 赤褐色 赤褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
451 ｲｺｳ2847 3 褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
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452 ｲｺｳ2847 26654 3 赤褐色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○29187 26972
453 ｲｺｳ2847 3 橙色 橙色 ナデ ナデ・ミガキ ○ ○ ○
454 ｲｺｳ2847 30540 3 橙色 橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
455 ｲｺｳ2847 33724 3 赤橙色 にぶい黄橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
456 ｲｺｳ2847 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
457 ｲｺｳ2847 4 橙色 にぶい橙色 ナデ・ミガキ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
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458 ｲｺｳ2847 5 赤褐色 赤褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
459 ｲｺｳ2847 5 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
460 ｲｺｳ2847 5 赤褐色 赤橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
461 ｲｺｳ2847 36852 7 暗赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
462 ｲｺｳ2847 7 黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
463 ｲｺｳ2847 7 橙色 橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
464 ｲｺｳ2847 7 橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○

187

465 ｲｺｳ2847 8 にぶい赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
466 ｲｺｳ2847 8 にぶい橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
467 ｲｺｳ2847 8 橙色 赤橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
468 ｲｺｳ2847 8 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
469 ｲｺｳ2847 8 橙色 灰褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
470 ｲｺｳ2847 8 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
471 ｲｺｳ2847 8 黄橙色 黄橙色 ケズリ 条痕後ナデ ○ ○ ○
472 ｲｺｳ2847 8 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
473 ｲｺｳ2847 9 黄橙色 黄橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○

190 落ち込み状遺構１３号

485 ｲｺｳ8726 3 にぶい橙色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
486 注記なし 3 橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
487 ｲｺｳ8726 3 にぶい赤褐色 黄橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
488 ｲｺｳ8726 3 黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
489 ｲｺｳ8726 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
490 ｲｺｳ8726 8 橙色 にぶい橙色 ナデ 指おさえ，ナデ ○ ○ ○

191

落ち込み状遺構１４号

493 ｲｺｳ2494 14014 2 にぶい赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○14019 12845
494 ｲｺｳ2494 14004 2 茶褐色 赤褐色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
495 ｲｺｳ2494 11582 2 赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○

192

496 ｲｺｳ2494 2 にぶい赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
497 ｲｺｳ2494 2 赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
498 ｲｺｳ2494 2 にぶい赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
499 ｲｺｳ2494 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
500 ｲｺｳ2494 2 黒褐色 暗赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
501 ｲｺｳ2494 2 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○ ○
502 ｲｺｳ2494 2 橙色 にぶい橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○ ○
503 ｲｺｳ2494 2 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
504 ｲｺｳ2494 14036 2 茶褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○

193

505 ｲｺｳ2494 12236 2 にぶい橙色 黒褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○ ○13871

506 ｲｺｳ2494 19026 2 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○19025
507 ｲｺｳ2494 ｲｺｳ1284 3 にぶい橙色 にぶい褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
508 ｲｺｳ2494 3 明赤褐色 赤褐色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ ○

194

509 ｲｺｳ2494 3 にぶい橙色 にぶい黄橙色 ナデ・ケズリ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
510 ｲｺｳ2494 3 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
511 ｲｺｳ2494 3 赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
512 ｲｺｳ2494 10581 3 赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○A-23Ⅵ一括
513 ｲｺｳ2494 3 茶褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
514 ｲｺｳ2494 3 黒褐色 黄褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
515 ｲｺｳ2494 3 橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
516 ｲｺｳ2494 3 暗赤褐色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

195

517 ｲｺｳ2494 3 にぶい赤褐色 橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
518 ｲｺｳ2494 3 にぶい赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
519 ｲｺｳ2494 3 黄橙色 黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
520 ｲｺｳ2494 3 にぶい赤褐色 茶褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
521 ｲｺｳ2494 3 にぶい赤褐色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
522 ｲｺｳ2494 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○ 赤粒
523 ｲｺｳ2494 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
524 ｲｺｳ2494 3 赤褐色 橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○ ○
525 ｲｺｳ2494 3 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○ ○
526 ｲｺｳ2494 3 橙色 橙色 条痕後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
527 ｲｺｳ2494 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
528 ｲｺｳ2494 3 にぶい橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
529 ｲｺｳ2494 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○

196

530 ｲｺｳ2494 3 黄橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
531 ｲｺｳ2494 3 赤褐色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤粒
532 ｲｺｳ2494 3 橙色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
533 ｲｺｳ2494 3 黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
534 ｲｺｳ2494 3 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
535 ｲｺｳ2494 3 灰褐色 黄褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
536 ｲｺｳ2494 3 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
537 ｲｺｳ2494 3 橙色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
538 ｲｺｳ2494 3 橙色 黄橙色 ナデ・ケズリ ナデ ○ ○ ○

197

539 ｲｺｳ2494 14014 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○12842
540 ｲｺｳ2494 12318 3 にぶい赤褐色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
541 ｲｺｳ2494 3 にぶい橙色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
542 ｲｺｳ2494 3 にぶい橙色 橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ ○
543 ｲｺｳ2494 3 にぶい赤褐色 にぶい黄褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
544 ｲｺｳ2494 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
545 ｲｺｳ2494 3 にぶい赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
546 ｲｺｳ2494 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
547 ｲｺｳ2494 3 にぶい赤褐色 橙色 ナデ ヘラナデ ○ ○ ○
548 ｲｺｳ2494 3 黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
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表 27　土器観察表（１１）
挿図 遺構番号 レイアウト番号 取上番号 群 色　調 調　整 胎　土 備　考外面 内面 外面 内面 石英 長石 角せん石 雲母 小礫 その他

197

落ち込み状遺構１４号

549 ｲｺｳ2494 3 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
550 ｲｺｳ2494 2 暗赤色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
551 ｲｺｳ2494 4 茶褐色 茶褐色 ナデ ミガキ ○ ○ ○ ○

198

552 ｲｺｳ2494 3 赤褐色 暗赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
553 ｲｺｳ2494 3 橙色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
554 ｲｺｳ2494 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
555 ｲｺｳ2494 3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
556 ｲｺｳ2494 6 にぶい橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
557 ｲｺｳ2494 6 橙色 橙色 ー ー ○ ○ ○

199
558 ｲｺｳ2494 7 赤褐色 にぶい橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
559 ｲｺｳ2494 7 橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
560 ｲｺｳ2494 7 赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
561 ｲｺｳ2494 7 赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

200

562 ｲｺｳ2494 7 にぶい赤褐色 にぶい黄橙色 ケズリ後ナデ ナデ ○ ○ ○
563 ｲｺｳ2494 7 にぶい赤褐色 灰褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
564 ｲｺｳ2494 2 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
565 ｲｺｳ2494 7 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
566 ｲｺｳ2494 8 にぶい黄橙色 橙色 条痕 条痕 ○ ○ ○ ○
567 ｲｺｳ2494 8 赤褐色 橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ ○ 赤粒
568 ｲｺｳ2494 8 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
569 ｲｺｳ2494 8 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
570 ｲｺｳ2494 8 にぶい黄橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○

201

571 ｲｺｳ2494 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
572 ｲｺｳ2494 8 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
573 ｲｺｳ2494 8 橙色 橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ ○
574 ｲｺｳ2494 8 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
575 ｲｺｳ2494 8 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
576 ｲｺｳ2494 9 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
577 ｲｺｳ2494 9 黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
578 ｲｺｳ2494 9 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○

204 落ち込み状遺構１５号

588 ｲｺｳ1401 2 赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
589 ｲｺｳ1401 2 にぶい赤褐色 赤橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
590 ｲｺｳ1401 2 にぶい赤褐色 赤橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○
591 ｲｺｳ1401 3 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
592 ｲｺｳ1401 3 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
593 ｲｺｳ1401 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
594 ｲｺｳ1401 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○ ○
595 ｲｺｳ1401 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
596 ｲｺｳ1401 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
597 ｲｺｳ1401 3 赤褐色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
598 ｲｺｳ1401 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
599 ｲｺｳ1401 3 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
600 ｲｺｳ1401 3 にぶい橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
601 ｲｺｳ1401 7 赤褐色 赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
602 ｲｺｳ1401 7 にぶい黄橙色 にぶい橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
603 ｲｺｳ1401 8 黄橙色 黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○
604 ｲｺｳ1401 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

206

落ち込み状遺構１６号

607 ｲｺｳ1125 57728 2 橙色 にぶい赤褐色 ケズリ後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
608 ｲｺｳ1125 60391 2 橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○63861 57390

207 609 ｲｺｳ1125 1452 2 明赤褐色 明赤褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
610 ｲｺｳ1125 2 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○

208
611

ｲｺｳ1125 63024

3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
63027 63705
63025 62965
56429 57268
57237 57034
57034

612
ｲｺｳ1125 57012

3 橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○57026 57029
56359

209 613
ｲｺｳ1125 58440

3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○29124 68105
62775 58223
59040 68130

210

614

ｲｺｳ1125 63712

3 明赤褐色 明赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○
68201 63909
58116 63711
62591 58928
C-19Ⅵ一括

615 ｲｺｳ1125 3 浅黄褐色 にぶい黄褐色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
616 ｲｺｳ1125 3 黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
617 ｲｺｳ1125 3 にぶい赤褐色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤粒
618 ｲｺｳ1125 3 にぶい黄橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
619 ｲｺｳ1125 3 橙色 橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
620 ｲｺｳ1125 75 3 黄橙色 橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 赤粒

211
621 ｲｺｳ1125 3 赤褐色 黒褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
622 ｲｺｳ1125 3 橙色 にぶい橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
623 ｲｺｳ1125 3 にぶい赤褐色 にぶい赤褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

212

624 ｲｺｳ1125 3 にぶい橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○

625

ｲｺｳ1125 C-20Ⅵ一括

3 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤粒

62782 64751
65076 64762
67968 64752
68196 64188
60233 59044
58339 59043
883

626 ｲｺｳ1125 3 にぶい赤褐色 にぶい黄褐色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
627 ｲｺｳ1125 4028 3 明赤褐色 明赤褐色 ケズリ後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○4029 6247

213 628
ｲｺｳ1125 57188

3 橙色 橙色 ケズリ後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○57189 57171
57182

214

629
ｲｺｳ1125 60497

3 橙色 黄橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○59005 58968
59105

630
ｲｺｳ1125 62648

3 明赤褐色 暗赤褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 赤粒62645 62572
62571

631 ｲｺｳ1125 3 にぶい黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

215

632 ｲｺｳ1125 3 にぶい黄橙色 黄橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
633 ｲｺｳ1125 3 黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
634 ｲｺｳ1125 3 にぶい黄橙色 黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
635 ｲｺｳ1125 3 にぶい黄橙色 にぶい黄褐色 ナデ・ミガキ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
636 ｲｺｳ1125 3 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

216 637
ｲｺｳ1125 56111

3 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤粒62583 62582
57998 62584
57354

217
638 ｲｺｳ1125 3 黄橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○

639
ｲｺｳ1125 1197

3 橙色 明赤褐色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ ○1203 1732
1230
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表 28　土器観察表（１２）
挿図 遺構番号 レイアウト番号 取上番号 群 色　調 調　整 胎　土 備　考外面 内面 外面 内面 石英 長石 角せん石 雲母 小礫 その他

217

落ち込み状遺構１６号

640 ｲｺｳ1125 1168 3 黄橙色 黄橙色 ナデ・ミガキ ナデ ○ ○ ○1162
641 ｲｺｳ1125 3 橙色 橙色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
642 ｲｺｳ1125 1228 3 橙色 にぶい黄橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ ○6514 1260

218

643 ｲｺｳ1125 4 橙色 橙色 ナデ・ミガキ 条痕後ナデ ○ ○ ○
644 ｲｺｳ1125 4 橙色 浅黄橙色 ナデ・ミガキ 条痕後ナデ ○ ○ ○
645 ｲｺｳ1125 4 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○
646 ｲｺｳ1125 5 橙色 橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
647 ｲｺｳ1125 5 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○ 赤粒
648 ｲｺｳ1125 5 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
649 ｲｺｳ1125 7 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○

219

650 ｲｺｳ1125 7 にぶい赤褐色 明赤褐色 ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
651 ｲｺｳ1125 7 にぶい赤褐色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
652 ｲｺｳ1125 7 明赤褐色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
653 ｲｺｳ1125 7 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
654 ｲｺｳ1125 7 にぶい黄橙色 にぶい黄橙色 条痕 ケズリ後ナデ ○ ○ ○
655 ｲｺｳ1125 7 橙色 にぶい黄褐色 ケズリ後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
656 ｲｺｳ1125 7 にぶい橙色 にぶい橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○

220

657
ｲｺｳ1125 56111

7 にぶい橙色 にぶい橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒62583 62582
57998 62584
57354

658 ｲｺｳ1125 7 にぶい黄褐色 にぶい黄褐色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
659 ｲｺｳ1125 57346 7 にぶい橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
660 ｲｺｳ1125 7 にぶい黄褐色 黄橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
661 ｲｺｳ1125 7 橙色 橙色 条痕後ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○ 赤粒

221

662 ｲｺｳ1125 1188 8 赤褐色 黄橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○ 赤粒
663 ｲｺｳ1125 8 橙色 橙色 ナデ ？ ○ ○ ○
664 ｲｺｳ1125 8 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
665 ｲｺｳ1125 8 黄橙色 黄橙色 ケズリ後ナデ ケズリ後ナデ ○ ○ ○
666 ｲｺｳ1125 8 橙色 橙色 ナデ － ○ ○ ○

667
ｲｺｳ1125 91

8 浅黄橙色 浅黄橙色 ナデ － ○ ○499 892
879

668 ｲｺｳ1125 8 黄橙色 浅橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
669 ｲｺｳ1125 8 黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
670 ｲｺｳ1125 9 橙色 橙色 ナデ・ミガキ ナデ ○ ○ ○
671 ｲｺｳ1125 9 黄橙色 黄橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
672 ｲｺｳ1125 9 にぶい黄橙色 赤褐色 ナデ ナデ ○ ○ ○
673 ｲｺｳ1125 9 にぶい橙色 橙色 ナデ ナデ・ミガキ ○ ○ ○
674 ｲｺｳ1125 9 橙色 橙色 ナデ・ミガキ ナデ ○ ○ ○
675 ｲｺｳ1125 9 にぶい橙色 橙色 ナデ 条痕後ナデ ○ ○ ○
676 ｲｺｳ1125 9 橙色 橙色 ナデ ナデ ○ ○ ○
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表29　石器観察表（１）
挿図
番号

レイアウト
番号 出土区 遺　構　名 器　種 分類 石材 石材 最大長 最大幅 最大厚 重量

Ⅰ Ⅱ （㎝） （㎝） （㎝） （ｇ）

14
20 B 19 竪穴状遺構１号 石核 黒曜石 Ⅳ 1.55 1.30 0.60 1.34 
21 Ｂ 19 竪穴状遺構１号 二次加工剥片 Ⅲ 頁岩 Ⅱ 6.20 6.32 1.50 57.20 
22 Ｂ 19 竪穴状遺構１号 スクレイパー Ⅱ 頁岩 Ⅱ 4.20 6.90 1.20 40.44 

20

40 B 18 竪穴状遺構２号 石鏃 Ⅲ 黒曜石 Ⅳ 1.80 1.20 0.45 0.51 
41 B 18 竪穴状遺構２号 石鏃 Ⅱ 黒曜石 Ⅳ 1.10 1.10 0.40 0.29 
42 Ｂ 18 竪穴状遺構２号 鋸歯尖頭器 黒曜石 Ⅳ 3.40 2.10 0.80 3.04 
43 Ｂ 18 竪穴状遺構２号 鋸歯尖頭器 黒曜石 Ⅳ 3.10 2.70 0.70 2.86 
44 Ｂ 18 竪穴状遺構２号 鋸歯尖頭器 安山岩 Ⅳ 3.70 2.90 0.60 3.38 
45 Ｂ 18 竪穴状遺構２号 石匙 Ⅱb フォルンフェルス 1.80 2.80 0.35 2.02 
46 Ｂ 18 竪穴状遺構２号 二次加工剥片 安山岩 Ⅳ 4.50 3.10 1.00 17.98 
47 B 18 竪穴状遺構２号 磨敲石 Ⅲ 砂岩 12.10 3.70 1.90 138.40 
48 B 18 竪穴状遺構２号 石皿 砂岩 36.60 25.20 12.60 12700.00 

21 1 B 19 土坑１号 石鏃 Ⅱ 黒曜石 Ⅱ 1.75 1.30 0.40 0.49 
2 Ｂ 19 土坑１号 石皿 砂岩 12.50 7.90 6.90 640.00 

55 45 Ｄ・Ｅ 29・30 竪穴状遺構５号 軽石製品 軽石 9.25 6.90 3.90 71.00 

73

76 C 37 集石３号 磨製石斧 Ⅰ 安山岩 Ⅲa 8.30 7.10 4.90 357.50 
77 C 37 集石３号 敲石 Ⅱb 砂岩 6.80 5.30 3.10 147.41 
78 B 35 集石９号 磨石 Ⅱa 安山岩 Ⅳ 11.40 9.60 4.45 725.00 
79 Ｂ 34 集石１４号 二次加工剥片 Ⅲ 安山岩 Ⅱa 4.60 3.40 1.10 13.32 
80 Ｂ 34 集石１４号 石核 Ⅱb 黒曜石 Ⅲ 2.90 3.60 2.60 25.26 

74

81 B 34 集石１４号 磨石 Ⅰa 砂岩 6.70 4.95 3.90 170.59 
82 E 31 集石２４号 磨石 Ⅱb 安山岩 Ⅳ 13.00 10.80 4.80 1020.00 
83 E 30 集石３１号 磨製石斧 Ⅰ 安山岩 Ⅳ 11.40 5.80 2.00 248.00 
84 E 30 集石３１号 磨製石斧 Ⅱ 頁岩 Ⅲ 11.30 6.35 2.18 216.72 
85 E 30 集石３１号 磨石 Ⅰa 砂岩 7.00 6.10 4.50 249.92 
86 E 30 集石３１号 石皿 砂岩 27.85 21.50 6.70 4800.00 

75 87 E 30 集石３１号 砥石 砂岩 19.75 14.50 3.90 1420.00 
88 E 30 集石３１号 砥石 砂岩 26.70 18.10 9.00 4100.00 

76
89 D 27 集石３９号 石皿 安山岩 Ⅳ 14.20 16.55 9.00 2700.00 
90 E 27 集石４２号 砥石 砂岩 10.45 5.50 5.90 475.00 
91 E 27 集石４２号 砥石 砂岩 26.00 15.20 9.20 4100.00 

77 92 E 27 集石４４号 砥石 砂岩 27.10 19.00 5.90 3320.00 
93 E 27 集石４５号 台石 安山岩 Ⅳ 13.30 16.80 6.20 1780.00 

117

479 B 35 土坑１７号 磨石 Ⅰb 安山岩 Ⅳ 7.20 4.95 4.60 208.30 
480 B 34 土坑２０号 敲石 Ⅲ 頁岩 Ⅲ 6.40 7.20 2.95 160.08 
481 B 34 土坑２１号 磨製石斧 Ⅰ 安山岩 Ⅳ 6.50 4.80 2.80 111.70 
482 B 34 土坑２１号 敲石 Ⅲ 安山岩 Ⅳ 9.30 6.00 3.90 339.90 
483 B 34 土坑２１号 石皿 安山岩 Ⅳ 34.70 32.30 8.80 17100.00 
484 D 33 土坑４８号 二次加工剥片 黒曜石 Ⅱ 2.30 1.30 0.40 1.16 
485 A' 30 土坑７３号 スクレイパー Ⅴ 頁岩 Ⅱ 1.80 2.45 0.40 1.89 
486 A' 30 土坑７３号 打製石斧 Ⅴ 頁岩 Ⅱ 14.70 4.60 1.60 97.55 
487 A' 30 土坑７３号 磨敲石 Ⅰb 安山岩 Ⅳ 9.80 8.90 5.00 643.00 
488 A 30 土坑７６号 擦切石器 砂岩 2.50 3.90 0.40 6.37 

118

489 Ｅ 26 土坑１４５号 磨製石斧 Ⅰ 砂岩 7.00 6.10 2.90 181.40 
490 Ｅ 26 土坑１４５号 磨敲石 Ⅲ 砂岩 9.50 4.30 2.60 180.00 
491 Ｅ 26 土坑１４５号 磨敲石 Ⅰb 砂岩 10.30 4.10 2.60 200.00 
492 A 25 土坑１５７号 磨石 Ⅱa 砂岩 13.40 12.05 5.85 1410.00 
493 A 25 土坑１６１号 スクレイパー Ⅱ 頁岩 Ⅱ 6.60 11.10 2.40 123.01 

119

494 B 24 土坑１９８号 磨敲石 Ⅰb 砂岩 7.40 4.95 3.25 123.16 
495 A 23 土坑２０７号 磨敲石 Ⅱb 砂岩 10.40 8.60 4.70 645.00 
496 B 23 土坑２１７号 磨敲石 Ⅰb 安山岩 Ⅳ 5.70 5.30 4.05 184.46 
497 B 23 土坑２１７号 磨敲石 Ⅲ 頁岩 Ⅱ 8.60 10.10 2.10 206.36 
498 A 21 土坑２４５号 打製石斧 Ⅴ 安山岩 Ⅳ 7.40 10.10 3.30 249.20 
499 A 21 土坑２４５号 スクレイパー Ⅱ 頁岩 Ⅲ 4.30 7.50 1.40 34.69 

120
500 B 20 土坑２７１号 磨敲石 Ⅱb 安山岩 Ⅳ 6.70 9.60 3.60 352.80 
501 A 19 土坑２７６号 石皿 安山岩 Ⅳ 9.15 14.20 3.00 480.00 
502 B 18 土坑２８６号 抉入石器 安山岩 Ⅳ 5.40 3.00 1.20 20.00 

122

9 C 34 ピット６８号 磨製石斧 頁岩 Ⅲ 7.80 1.90 1.10 29.14 
10 A' 30 ピット１１４号 磨石 Ⅱb 安山岩 Ⅳ 9.70 8.90 5.00 643.00 
11 A 28 ピット１３２号 敲石 Ⅱb 砂岩 8.30 4.70 3.20 186.20 
12 A 23 ピット２７２号 石皿 安山岩 Ⅳ 16.25 12.00 5.50 1510.00 
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表30　石器観察表（２）
挿図
番号

レイアウト
番号 出土区 遺　構　名 器　種 分類 石材 石材 最大長 最大幅 最大厚 重量

Ⅰ Ⅱ （㎝） （㎝） （㎝） （ｇ）

122

13 Ａ 22 ピット３０８号 石核 黒曜石 Ⅳ 2.20 3.50 1.60 12.45 
14 A' 21 ピット３１８号 敲石 砂岩 10.70 3.60 2.20 98.35 
15 A 21 ピット３２１号 磨製石斧 安山岩 Ⅰa 11.60 6.30 2.70 253.30 
16 A 20 ピット３４５号 磨石 砂岩 12.80 6.50 2.65 210.90 

130
1 Ｄ 33 石皿集積 石皿 安山岩 Ⅳ 37.50 32.90 9.80 19800.00 
2 Ｄ 33 石皿集積 石皿 砂岩 35.10 33.80 13.70 26400.00 
3 Ｄ 33 石皿集積 石皿 安山岩 Ⅳ 42.10 41.30 11.30 30500.00 

137

63 B 31 落ち込み状遺構４号 鋸歯縁石器 安山岩 Ⅰa 2.10 1.10 0.25 0.55 
64 Ｂ 31 落ち込み状遺構４号 石匙 Ⅱ 頁岩 Ⅲ 4.28 3.60 0.60 8.76 
65 Ｂ 31 落ち込み状遺構４号 石匙 Ⅱ 頁岩 Ⅲ 4.60 4.40 1.23 17.72 
66 Ｂ 31 落ち込み状遺構４号 スクレイパー Ⅱ 頁岩 Ⅲ 2.30 4.30 1.10 9.38 
67 Ｂ 31 落ち込み状遺構４号 二次加工剥片 頁岩 Ⅱ 2.70 2.00 0.80 3.72 
68 Ｂ 31 落ち込み状遺構４号 二次加工剥片 黒曜石 Ⅳ 2.50 1.70 0.90 3.32 
69 Ｂ 31 落ち込み状遺構４号 二次加工剥片 頁岩 Ⅲ 3.50 3.10 0.70 7.95 
70 Ｂ 31 落ち込み状遺構４号 二次加工剥片 頁岩 Ⅲ 2.70 2.90 0.90 7.25 

138

71 Ｂ 31 落ち込み状遺構４号 二次加工剥片 頁岩 Ⅱ 5.80 2.90 1.60 25.32 
72 Ｂ 31 落ち込み状遺構４号 二次加工剥片 安山岩 Ⅱ 5.40 3.90 1.30 29.22 
73 Ｂ 31 落ち込み状遺構４号 二次加工剥片 頁岩 Ⅱ 3.80 3.50 1.15 19.43 
74 B 31 落ち込み状遺構４号 石錐 頁岩 Ⅲ 4.75 3.50 0.80 0.55
75 B 31 落ち込み状遺構４号 石錐 頁岩 Ⅱ 3.30 1.98 1.07 6.82
76 B 31 落ち込み状遺構４号 楔形石器 黒曜石 Ⅳ 1.85 0.95 0.45 0.78 

139

77 Ｂ 31 落ち込み状遺構４号 擦切石器 砂岩 4.10 5.30 0.55 22.01 
78 Ｂ 31 落ち込み状遺構４号 擦切石器 砂岩 8.85 6.85 0.80 56.00 
79 B 31 落ち込み状遺構４号 磨製石斧 Ⅱ 頁岩 Ⅴ 7.30 4.00 2.00 91.55 
80 B 31 落ち込み状遺構４号 磨製石斧 Ⅱ 頁岩 Ⅴ 1.05 2.05 0.30 0.86 
81 B 31 落ち込み状遺構４号 磨製石斧 Ⅲ 頁岩 Ⅲ 10.50 2.10 1.40 50.52 
82 B 31 落ち込み状遺構４号 磨敲石 Ⅱb 安山岩 Ⅳ 10.90 9.50 4.60 837.20 
83 B 31 落ち込み状遺構４号 磨敲石 Ⅱb 安山岩 Ⅳ 11.20 9.00 5.50 752.80 
84 B 31 落ち込み状遺構４号 磨敲石 Ⅱb 凝灰岩 9.90 9.40 4.30 477.50 
85 B 31 落ち込み状遺構４号 磨敲石 Ⅲ 砂岩 10.60 6.60 4.30 389.90 
86 B 31 落ち込み状遺構４号 磨敲石 Ⅲ 砂岩 10.70 4.70 3.70 233.00 

140 87 B 31 落ち込み状遺構４号 敲石 Ⅰb 安山岩 Ⅱ 6.80 6.66 5.15 324.81 
88 B 31 落ち込み状遺構４号 敲石 Ⅰb 砂岩 5.90 5.20 4.90 201.86 

164

245 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 二次加工剥片 黒曜石 Ⅳ 1.80 2.65 0.70 2.56 
246 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 二次加工剥片 黒曜石 Ⅳ 2.40 1.60 0.80 2.72 
247 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 二次加工剥片 頁岩 Ⅱ 6.15 6.10 2.45 104.25 
248 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 擦切石器 砂岩 3.12 3.42 0.60 8.71 
249 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 擦切石器 砂岩 4.50 8.10 0.50 27.18 
250 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 擦切石器 砂岩 3.60 6.60 0.35 11.53 

165

251 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 磨製石斧 Ⅰ 頁岩 Ⅴ 9.50 7.50 3.50 270.20 
252 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 磨製石斧 Ⅰ 砂岩 7.20 4.40 3.00 113.60 
253 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 磨製石斧 Ⅰ 砂岩 8.10 4.30 2.20 130.80 
254 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 磨製石斧 Ⅰ 頁岩 11.70 6.50 3.30 395.60 
255 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 磨製石斧 Ⅰ 砂岩 11.60 6.50 3.00 357.60 
256 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 磨製石斧 Ⅱ 頁岩 Ⅱ 7.30 6.60 1.00 69.00 
257 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 磨製石斧 Ⅲ 頁岩 Ⅱ 15.30 3.50 1.30 86.20 
258 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 礫器 Ⅱ めのう系 5.20 5.60 3.60 108.65 
259 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 磨敲石 Ⅰb 安山岩 Ⅳ 6.10 4.70 4.70 207.20 
260 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 磨敲石 Ⅰb 安山岩 Ⅳ 5.90 5.60 5.60 251.60 
261 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 磨敲石 Ⅰb 凝灰岩 2.60 5.70 4.90 93.60 
262 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 磨敲石 Ⅰb 安山岩 Ⅳ 7.00 5.60 5.45 243.60 

166

263 A 31 落ち込み状遺構５号 磨敲石 Ⅱb 安山岩 Ⅳ 11.30 11.00 5.60 1030.00 
264 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 磨敲石 Ⅱb 安山岩 Ⅳ 7.00 8.20 3.70 299.10 
265 A 31 落ち込み状遺構５号 磨敲石 Ⅱb 安山岩 Ⅳ 11.30 9.10 6.35 980.00 
266 A 30 落ち込み状遺構５号 磨敲石 Ⅱb 砂岩 12.00 12.90 5.10 1307.70 
267 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 磨敲石 Ⅱb 砂岩 9.30 6.90 3.10 309.30 

167

268 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 磨敲石 Ⅱb 安山岩 Ⅳ 10.70 10.20 4.60 695.00 
269 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 磨敲石 Ⅱb 安山岩 Ⅳ 5.30 9.80 4.60 369.00 
270 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 磨敲石 Ⅲ 砂岩 9.40 4.80 2.60 183.30 
271 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 磨敲石 Ⅲ 砂岩 11.40 3.70 2.70 172.30 
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表31　石器観察表（３）
挿図
番号

レイアウト
番号 出土区 遺　構　名 器　種 分類 石材 石材 最大長 最大幅 最大厚 重量

Ⅰ Ⅱ （㎝） （㎝） （㎝） （ｇ）

167 272 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 磨敲石 Ⅲ 砂岩 11.90 8.10 3.40 420.00 
273 Ａ 31 落ち込み状遺構５号 磨敲石 Ⅲ 砂岩 10.50 4.50 2.50 171.40 

170 303 A' 30 落ち込み状遺構６号 二次加工剥片 砂岩 5.50 8.30 2.10 79.00 
304 A' 30 落ち込み状遺構６号 磨敲石 Ⅰb 安山岩 Ⅳ 5.95 5.10 4.60 193.93 

173 327 A 29 落ち込み状遺構８号 磨石 Ⅲ 砂岩 10.20 9.80 2.00 275.28 

178

381 A' 29 落ち込み状遺構９号 擦切石器 砂岩 4.52 7.70 0.40 20.13 
382 A' 29 落ち込み状遺構９号 磨製石斧 Ⅰ 安山岩 11.20 6.50 3.30 359.50 
383 A 28 落ち込み状遺構９号 磨製石斧 Ⅰ 頁岩 Ⅱ 8.09 5.00 1.90 121.42 
384 A 29 落ち込み状遺構９号 磨製石斧 Ⅰ 頁岩 Ⅱ 7.80 3.60 1.70 52.16 
385 A' 29 落ち込み状遺構９号 磨製石斧 Ⅰ 頁岩 Ⅲ 9.60 4.40 3.40 161.60 
386 A' 29 落ち込み状遺構９号 磨製石斧 Ⅱ 頁岩 Ⅱ 8.90 4.90 1.20 70.40 
387 A' 29 落ち込み状遺構９号 磨敲石 Ⅱb 砂岩 12.00 11.00 4.50 992.60 

179
388 A' 29 落ち込み状遺構９号 磨敲石 Ⅱb 砂岩 12.10 9.20 4.30 705.30 
389 A' 29 落ち込み状遺構９号 石皿 Ⅱa 安山岩 Ⅳ 8.90 7.90 1.60 191.80 
390 A' 29 落ち込み状遺構９号 石皿 Ⅱa 砂岩 10.10 9.00 3.00 300.70 

180 411 A 27 落ち込み状遺構１１号 磨製石斧 Ⅰ 頁岩 Ⅲ 4.40 2.60 2.00 10.71 

188

474 B 26 落ち込み状遺構１２号 スクレイパー Ⅱ 安山岩 Ⅰa 6.10 14.20 1.80 144.31 
475 B 27 落ち込み状遺構１２号 磨製石斧 Ⅰ 砂岩 9.70 5.30 2.30 173.20 
476 B 27 落ち込み状遺構１２号 磨製石斧 Ⅱ 頁岩 Ⅲ 5.50 4.60 1.40 45.50 
477 B 26 落ち込み状遺構１２号 磨製石斧 Ⅱ 蛇紋岩 7.00 4.10 1.20 46.13 
478 B 27 落ち込み状遺構１２号 磨製石斧 Ⅲ 頁岩 Ⅱ 7.30 1.60 1.70 28.54 
479 B 27 落ち込み状遺構１２号 打製石斧 Ⅲ 頁岩 Ⅱ 14.10 7.10 2.20 143.35 
480 B 27 落ち込み状遺構１２号 磨敲石 Ⅱb 安山岩 Ⅳ 11.90 9.00 4.00 664.10 
481 B 27 落ち込み状遺構１２号 磨敲石 Ⅱb 砂岩 10.90 8.75 5.60 750.20 

189
482 B 27 落ち込み状遺構１２号 磨敲石 Ⅱb 砂岩 13.20 10.90 5.20 1219.50 
483 B 27 落ち込み状遺構１２号 磨敲石 Ⅲ 砂岩 11.40 6.70 3.90 395.90 
484 B 26 落ち込み状遺構１２号 磨敲石 Ⅲ 砂岩 8.60 3.60 2.70 154.00 

190 491 C 25 落ち込み状遺構１３号 磨敲石 Ⅰb 砂岩 5.75 5.68 3.90 165.40 
492 C 25 落ち込み状遺構１３号 磨敲石 Ⅰb 砂岩 5.48 5.59 3.85 104.02 

202

579 Ａ・B 23 落ち込み状遺構１４号 二次加工剥片 頁岩 Ⅱ 11.00 4.30 1.70 70.35
580 Ａ 23 落ち込み状遺構１４号 磨製石斧 Ⅲ 頁岩 Ⅱ 7.30 1.40 1.20 17.59 
581 Ａ 23 落ち込み状遺構１４号 磨敲石 Ⅲ 砂岩 7.85 4.80 3.10 130.30 
582 A・B 23 落ち込み状遺構１４号 磨敲石 Ⅰb 砂岩 4.90 3.00 2.80 49.78 
583 A・B 23 落ち込み状遺構１４号 磨敲石 Ⅱb 砂岩 13.15 11.20 5.30 1160.00 

203

584 Ａ 23 落ち込み状遺構１４号 磨敲石 Ⅱb 砂岩 12.10 9.50 4.50 867.90 
585 A・B 23 落ち込み状遺構１４号 石皿 砂岩 5.10 4.10 1.75 42.84 
586 A・B 23 落ち込み状遺構１４号 砥石 砂岩 11.10 21.70 8.20 2500.00 
587 A・B 23 落ち込み状遺構１４号 軽石製品 軽石 12.70 9.10 2.90 51.01 

205 605 A・B 20・21 落ち込み状遺構１５号 敲石 Ⅰb 安山岩 Ⅳ 8.00 6.70 3.70 263.30 
606 A・B 20・21 落ち込み状遺構１５号 磨敲石 Ⅱb 安山岩 Ⅳ 10.60 9.15 4.00 536.70 

222

677 B 18 落ち込み状遺構１６号 鋸歯尖頭器 安山岩 Ⅰa 5.00 3.30 0.65 7.50 
678 B 18 落ち込み状遺構１６号 擦切石器 砂岩 4.30 4.33 0.50 13.86 
679 B 18 落ち込み状遺構１６号 磨製石斧 Ⅰ 砂岩 8.20 4.60 3.30 133.10 
680 B 18 落ち込み状遺構１６号 磨製石斧 Ⅰ 砂岩 6.20 4.20 3.50 104.85 
681 B 18 落ち込み状遺構１６号 磨製石斧 Ⅰ 砂岩 5.40 4.30 3.00 96.15 
682 B 18 落ち込み状遺構１６号 磨製石斧 Ⅱ 頁岩 Ⅱ 7.80 3.70 0.90 39.86 
683 B 18 落ち込み状遺構１６号 磨敲石 Ⅱb 安山岩 Ⅳ 9.20 8.70 5.40 672.30 
684 B 18 落ち込み状遺構１６号 磨敲石 Ⅱb 安山岩 Ⅳ 10.50 5.80 5.20 404.90 
685 B 18 落ち込み状遺構１６号 磨敲石 Ⅱb 砂岩 12.10 8.20 3.10 423.10 

223
686 B 18 落ち込み状遺構１６号 磨敲石 Ⅲ 砂岩 12.60 5.70 2.70 207.50 
687 B 18 落ち込み状遺構１６号 磨敲石 Ⅲ 砂岩 10.40 4.90 3.90 215.70 
688 B 18 落ち込み状遺構１６号 磨敲石 Ⅲ 頁岩 Ⅱ 10.30 2.80 2.60 100.25 
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－ 285 －
縄文時代中期中葉から後期遺構

①竪穴状遺構２号埋土状況　②竪穴状遺構３号検出状況　③竪穴状遺構４号検出状況　④竪穴状遺構４号埋土状況
⑤集石１号検出状況　　　　⑥集石４号検出状況　　　　⑦集石５号検出状況　　　　⑧集石９号検出状況　　　
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縄文時代中期後葉から後期遺構（１）

⑨集石１０号検出状況　⑩集石１１号検出状況　⑪集石１２号検出状況　⑫集石１４号検出状況
⑬集石１５号検出状況　⑭集石１７号検出状況　⑮集石１９号検出状況　⑯集石２２号検出状況
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縄文時代中期後葉から後期遺構（２）

⑰集石２４号検出状況　⑱集石２４号２段目検出状況　⑲集石２５号検出状況　　　　⑳集石２６号検出状況
�集石２７号検出状況　�集石２８号検出状況　　　　�集石２８号２段目検出状況　�集石２９号検出状況
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縄文時代中期後葉から後期遺構（３）

�集石３０号検出状況　�集石３１号検出状況　�集石３３号検出状況　�集石３４号検出状況
�集石３６号検出状況　�集石３８号検出状況　�集石４０号検出状況　�集石４２号検出状況
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�
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縄文時代中期後葉から後期遺構（４）

�集石４３号検出状況　�集石４４号検出状況　�集石４４号２段目検出状況　�集石４５号検出状況　　　
�集石４６号検出状況　�集石５４号検出状況　�土坑３号完掘状況　　　　�土坑２０号内土器出土状況
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�
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�

�

�

�

�
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図
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縄文時代中期後葉から後期遺構（５）

�土坑４２号埋土状況　�土坑８４号・８３号検出状況　�土坑１１３号検出状況　　 �土坑１５７号埋土状況 　
�焼土１号検出状況　�埋設土器１号検出状況　　�埋設土器２号検出状況　�埋設土器３号検出状況
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�
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�

�

�

�
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図
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縄文時代中期後葉から後期遺構（６）及び土層断面

�埋設土器４号出土状況　　　　�埋設土器５号出土状況　�石皿集積検出状況　�落ち込み状遺構２号検出状況
�落ち込み状遺構２号埋土状況　�A-１１～１７区土層　　　　�A-１７～２０区土層　　�A’-２８・２９区土層 　　　　　
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竪穴状遺構１号内出土遺物
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竪穴状遺構２号内出土遺物
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竪穴状遺構３号・５号内出土遺物
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集石内出土遺物（１）
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集石内出土遺物（２）
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集石内出土遺物（３）
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集石内出土遺物（４）
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土坑内出土遺物（１）
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土坑内出土遺物（２）
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土坑内出土遺物（３）
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土坑内出土遺物（４）
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ピット内出土遺物
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土坑・ピット内出土遺物
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縄文時代中期から後期遺構内出土遺物

４８　竪穴状遺構２号内出土　　６５　集石５４号内出土　　１　埋設土器１号　　２　埋設土器２号　　
３　埋設土器３号　　　　　　４　埋設土器４号
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－ 306 －
縄文時代中期後葉から後期遺構内出土遺物（１）

５　埋設土器５号　　１・２・３　石皿集積　　30　落ち込み状遺構４号内出土　　95　落ち込み状遺構５号内出土
112　落ち込み状遺構５号内出土　　129　落ち込み状遺構５号内出土
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縄文時代中期後葉から後期遺構内出土遺物（２）

130　落ち込み状遺構５号内出土　　131　落ち込み状遺構５号内出土　　132　落ち込み状遺構５号内出土
133　落ち込み状遺構５号内出土　　145　落ち込み状遺構５号内出土　　150　落ち込み状遺構５号内出土
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160　落ち込み状遺構５号内出土　　174　落ち込み状遺構５号内出土　　190　落ち込み状遺構５号内出土
215　落ち込み状遺構５号内出土　　220　落ち込み状遺構５号内出土　　221　落ち込み状遺構５号内出土

縄文時代中期後葉から後期遺構内出土遺物（３）

160 174

190
215

220 221
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223　落ち込み状遺構５号内出土　　429　落ち込み状遺構１２号内出土　　437　落ち込み状遺構１２号内出土
452　落ち込み状遺構１２号内出土　　486　落ち込み状遺構１３号内出土　　493　落ち込み状遺構１４号内出土

縄文時代中期後葉から後期遺構内出土遺物（４）

223 429

437 452

486 493
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561　落ち込み状遺構１４号内出土　　611　落ち込み状遺構１６号内出土　　612　落ち込み状遺構１６号内出土
613　落ち込み状遺構１６号内出土　　623　落ち込み状遺構１６号内出土　　625　落ち込み状遺構１６号内出土

縄文時代中期後葉から後期遺構内出土遺物（５）

561

611

613612

623 625
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628　落ち込み状遺構１６号内出土　　629　落ち込み状遺構１６号内出土　　637　落ち込み状遺構１６号内出土
642　落ち込み状遺構１６号内出土　　657　落ち込み状遺構１６号内出土　　661　落ち込み状遺構１６号内出土

縄文時代中期後葉から後期遺構内出土遺物（６）

628 629

642637

657 661
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落ち込み状遺構１号・４号内出土遺物
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落ち込み状遺構４号内出土遺物（１）
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落ち込み状遺構４号内出土遺物（２）
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落ち込み状遺構５号内出土遺物（１）
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落ち込み状遺構５号内出土遺物（２）
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落ち込み状遺構５号内出土遺物（３）

図
版
33

159

170

183

186

212

241

240

227

185

222



－ 318 －

落ち込み状遺構５号内出土遺物（４）
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落ち込み状遺構６号内出土遺物
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落ち込み状遺構７号・８号内出土遺物
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落ち込み状遺構９号内出土遺物（１）
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落ち込み状遺構９号内出土遺物（２）
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落ち込み状遺構１０号・１１号・１３号内出土遺物
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落ち込み状遺構１２号内出土遺物（１）
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落ち込み状遺構１２号内出土遺物（２）及び１４号内出土遺物
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落ち込み状遺構１２号内出土遺物（３）
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土坑２１号・落ち込み状遺構６号・８号・１１号・１３号内出土遺物
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483（土坑21号）
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落ち込み状遺構１４号内出土遺物（１）
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落ち込み状遺構１４号内出土遺物（２）

図
版
45

558

555

551

552541

542

548

537

574571

575



－ 330 －

落ち込み状遺構１５号内出土遺物
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落ち込み状遺構１６号内出土遺物（１）
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落ち込み状遺構１６号内出土遺物（２）
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落ち込み状遺構１６号内出土遺物（３）
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落ち込み状遺構１６号内出土遺物（４）

図
版
50

678

679

680

682

685

683

686 684 688



あ　と　が　き

　芝原遺跡は，平成１１年度の発掘調査開始から多くの方々の協力のもとに作業を進め，限られた期間の中でできうる最大

の努力を行い，ここにようやく第１分冊（縄文時代遺構編）を刊行するに至りました。整理作業を進めるほどに，芝原遺

跡から出土した遺物量の多さと種類の豊富さを改めて認識しました。これからも継続して刊行にむけた作業が続きます。

万之瀬川流域に生きた先人たちの歴史を少しでも後世に伝えていけるよう努力します。

鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書（１４９）

中小河川改修工事（万之瀬川）に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅴ

　
発行月　　平成２２年３月
発　行　　鹿児島県立埋蔵文化財センター
　　　　　〒８９９－４３１８
　　　　　鹿児島県霧島市国分上野原縄文の森２番１号
　　　　　℡（０９９５）４８－５８１１
印刷所　　㈱　光陽社
　　　　　〒８９０－００7２
　　　　　鹿児島市新栄町23－38
　　　　　℡（０９９）２５８－6２66
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